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ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
伝
え
て
ほ
し
い 

あ
な
た
と
の
約
束
は
守
れ
な
い 

ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い 

陸
軍
軍
医
団 

 

条
約
変
遷
分
析
の
抜
粋 

目
次
三
〇
～
四
八
の
部
分 

抜
粋
の
説
明
： 
著
者
の
尾
立
は
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
（
史
料
等
）
が
膨
大
な
量
と
な
っ
た
た
め
、

整
理
し
な
が
ら
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
伝
え
て
ほ
し
い
』
と
い
う
名
の
フ
ァ
イ
ル
に
収
録
し
て
い
き
ま
し

た
。
平
成
二
十
年
の
秋
、
作
家
の
上
坂
冬
子
さ
ん
に
ト
リ
ア
ー
ジ
ュ
の
歴
史
を
説
明
し
、
そ
の
執
筆
と

出
版
を
お
願
い
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
が
、
上
坂
さ
ん
か
ら
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
違
反
の
よ
う
な
テ

ー
マ
を
扱
う
の
は
怖
い
、
火
傷
を
負
い
た
く
な
い
と
、
断
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
止
む
を
得
ず
尾
立
は
自
分
で
発
表
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

に
伝
え
て
ほ
し
い
』
を
点
検
し
な
が
ら
修
正
す
る
作
業
は
平
成
二
十
一
年
春
ま
で
継
続
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
伝
え
て
ほ
し
い
』
そ
の
も
の
は
取
材
メ
モ
と
し
て
位
置
付
け
、
新
し
い

発
見
や
解
釈
の
変
化
が
あ
っ
て
も
内
容
を
追
加
し
た
り
、
修
正
し
た
り
す
る
こ
と
は
止
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ト
リ
ア
ー
ジ
ュ
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
陸
戦
研
究
用
の
原
稿
（
平
成
二
十
三
年
・
不
採
用
）
、

歴
史
群
像
用
の
原
稿
（
平
成
二
十
二
年
）
、
軍
事
史
学
会
用
の
原
稿
（
平
成
二
十
五
年
）
な
ど
を
作
り

始
め
ま
し
た
。 

し
か
し
、
公
表
記
事
の
読
者
か
ら
、
条
約
変
遷
の
詳
細
な
分
析
を
知
り
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
の
で
、
取
材
メ
モ
の
該
当
部
分
を
抜
粋
し
て
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
抜
粋
を
利
用
す

る
と
き
は
、
右
に
記
し
た
よ
う
に
、
平
成
二
十
一
年
春
以
降
は
、
修
正
作
業
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。 

例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
代
表
の
メ
レ
ー
マ
（M

E
L

L
E

M
A

 

海
軍
軍
医
大
尉
）
は
、
大
佐
の
間
違
い

（C
ap

tain

は
、
陸
軍
で
は
大
尉
、
海
軍
で
は
大
佐
）
で
あ
り
、
後
の
公
表
記
事
で
は
大
佐
と
修
正
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
抜
粋
に
あ
た
り
、
一
部
個
人
名
は
○
○
な
ど
で
伏
せ
ま
し
た
。 

そ
の
他
の
資
料
は
「
廃
兵
院
武
器
庫
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

目
次
（
リ
ン
ク
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東
千
歳 
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情
報
の
壁 
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フ
ラ
ン
ス
軍
医
ラ
レ
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ト
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ア
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と
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十
字
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五 
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ポ
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プ
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ト
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ア
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類 
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ト
リ
ア
ー
ジ
の
成
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件
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率
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八 
 

ト
リ
ア
ー
ジ
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成
立
条
件
（
合
理
） 
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ト
リ
ア
ー
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成
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条
件
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情
報
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ト
リ
ア
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ジ
の
成
立
条
件
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機
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一
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無
差
別
ト
リ
ア
ー
ジ
の
成
立
条
件 

 

一
二 

ト
リ
ア
ー
ジ
の
思
考
実
験 

 

一
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軍
隊
に
と
っ
て
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
何
な
の
か 

 

一
四 

陸
上
自
衛
隊
の
ト
リ
ア
ー
ジ
教
育 
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一
五 

全
員
を
救
え 

 

一
六 

個
人
及
び
指
揮
官
の
責
任 

 
一
七 

ト
リ
ア
ー
ジ
は
指
揮
官
の
責
任 

 

一
八 
期
待
治
療
群
と
死
亡
群 

 

一
九 
日
露
戦
争
の
ト
リ
ア
ー
ジ 

 

二
〇 

日
本
陸
軍
の
ト
リ
ア
ー
ジ 

 

二
一 

満
州
事
変
の
時
の
ト
リ
ア
ー
ジ 

 

二
二 

玉
砕
の
時
の
ト
リ
ア
ー
ジ 

二
三 

空
襲
に
備
え
た
民
間
の
ト
リ
ア
ー
ジ 

 

二
四 

陸
自
の
ト
リ
ア
ー
ジ
第
一
期
以
前
（
昭
二
九
年
以
前
） 

 

二
五 

陸
自
の
ト
リ
ア
ー
ジ
第
一
期
（
昭
和
三
〇
～
三
二
） 

 

二
六 

陸
自
の
ト
リ
ア
ー
ジ
第
二
期
（
昭
和
三
二
～
四
四
） 

 

二
七 

陸
自
の
ト
リ
ア
ー
ジ
第
三
期
（
昭
和
四
四
～
五
五
） 

 

二
八 

陸
自
の
ト
リ
ア
ー
ジ
第
四
期
（
昭
和
五
五
～
平
成
一
六
） 

 

二
九 

陸
自
の
ト
リ
ア
ー
ジ
第
五
期
（
平
成
一
七
～
） 

 

三
〇 

ピ
ク
テ
っ
て
、
だ
れ 

？ 
 

三
一 

一
八
六
四
年
赤
十
字
条
約
第
六
条 

 

三
二 

一
九
〇
六
年
第
二
回
赤
十
字
条
約
第
一
条 

 

三
三 

一
九
二
九
年
第
三
回
赤
十
字
条
約
第
一
条 

 

三
四 

一
九
二
九
年
俘
虜
の
待
遇
に
関
す
る
条
約 

 

三
五 

一
九
三
八
年
ロ
ン
ド
ン
改
訂
案 

 

三
六 

一
九
四
七
年
専
門
家
改
定
案 

 

三
七 

一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案 

 

三
八 

一
九
四
八
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
宣
言
と
世
界
人
権
宣
言 

 

三
九 

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
草
案
審
議
（
第
一
条
約
） 
 

四
〇 

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
草
案
審
議
（
第
二
条
約
～
第
四
条
約
） 

 

四
一 

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
草
案
審
議
（
第
一
条
約
の
解
説
） 

 

四
二 

一
九
五
〇
年
ア
ナ
リ
シ
ス
発
行
（
赤
十
字
国
際
委
員
会
） 

 

四
三 

一
九
五
二
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説
（Ⅰ

） 
 

四
四 

一
九
五
五
年
赤
十
字
の
諸
原
則
（
ピ
ク
テ
） 

 

四
五 

一
九
六
五
年
赤
十
字
の
基
本
原
則
宣
言 

 

四
六 

一
九
七
四
年
追
加
議
定
書
草
案
審
議
開
始 

 

四
七 

一
九
七
九
年
赤
十
字
の
基
本
原
則
（
ピ
ク
テ
） 

 

四
八 

一
九
八
三
年
国
際
人
道
法
の
発
展
と
諸
原
則
（
ピ
ク
テ
） 

 

四
九 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓 

 

あ
と
が
き 

 

付
録
の
説
明 

 

さ
ら
に
必
要
な
史
料
研
究
お
よ
び
仮
説
の
検
証 

 

年
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三
〇 
ピ
ク
テ
っ
て
、
だ
れ 

？ 
 

 

二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
三
月
下
旬
、
航
空
自
衛
隊
目
黒
基
地
医
務
室
医
官
と
し
て
勤
務

す
る
た
め
、
尾
立
は
衛
生
学
校
教
育
部
か
ら
、
陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
総
務
部
に
異
動
し
た
。 

新
し
い
仕
事
に
慣
れ
て
ひ
と
段
落
す
る
と
、
早
速
、
戦
史
の
教
官
や
、
法
務
の
教
官
か
ら
、
自

分
が
抱
え
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
（
正
確
に
い
え
ば
、
陸
上
自
衛
隊
が
抱
え
て
い
る
組
織
的
問
題

で
あ
る
が
）
、
専
門
的
な
助
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

治
療
の
優
先
度
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
務
教
官
の
佐
藤
○
○
○
に
話
し
た
と
き
、
佐
藤
の
口
か

ら
「
比
例
原
則
」
と
か
「
ピ
ク
テ
の
書
い
た
赤
十
字
の
諸
原
則
」
と
い
っ
た
言
葉
が
、
ポ
ン
ポ
ン
と

飛
び
出
て
き
た
。 

し
か
し
尾
立
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
聞
く
言
葉
で
あ
っ
た
。 

「
ピ
ク
テ
っ
て
、
誰
の
こ
と
？
」
、
「
比
例
原
則
っ
て
、
何
？
」 

ま
さ
か
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
を
少
し
詳
し
く
勉
強
し
た
者
で
あ
れ
ば
、
き
わ
め
て
常
識
的
な
こ

と
を
、
陸
上
自
衛
隊
の
衛
生
学
校
で
教
官
、
し
か
も
教
室
長
を
務
め
て
い
た
人
間
が
、
ま
っ
た
く
知

ら
な
い
と
は
、
佐
藤
に
は
想
像
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
佐
藤
は
、
そ
の
ま
ま

説
明
を
続
け
た
。 

尾
立
は
、
取
り
あ
え
ず
「
ハ
イ
」
、
「
ハ
イ
」
と
納
得
し
た
振
り
を
し
て
、
後
で
、
ピ
ク
テ
と

か
比
例
原
則
と
か
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。 

尾
立
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
が
民
主
主
義
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た
と
き
に
、
井
上
忠
男

の
「
戦
争
と
救
済
の
文
明
史
」
を
読
み
、
平
成
一
九
年
度
の
衛
生
学
校
看
護
師
技
術
課
程
な
ど
に
対

し
て
は
、
そ
の
本
を
入
校
前
に
読
ん
で
お
く
よ
う
に
予
習
指
示
を
出
し
て
い
た
。
そ
の
本
の
中
に
も
、

ピ
ク
テ
は
登
場
す
る
。 

そ
れ
な
の
に
、
ピ
ク
テ
の
名
前
に
反
応
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
赤
十
字
は
個
人
の
業
績
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
を
嫌
う
傾
向
が
強
く
、
そ
れ
は
ス
イ
ス
人
の
謙
虚
な
姿
勢
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
井
上
が
、
ピ
ク
テ
を
聖
人
の
よ
う
に
祭
り
上
げ
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
な
い
の

で
、
印
象
が
薄
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
を
自
分
が
知
ら
な
い
の
か

に
驚
い
た
。
そ
れ
は
、
衛
生
学
校
で
の
講
義
を
真
面
目
に
受
講
し
な
か
っ
た
か
ら
知
ら
な
い
の
で
は

な
い
。
そ
も
そ
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
教
え
る
教
育
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

す
ぐ
に
、
理
由
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
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か
つ
て
、
敵
国
語
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
英
語
を
排
除
し
た
大
日
本
帝
国
の
小
国
民
と
同
じ
態

度
を
、
陸
上
自
衛
隊
創
隊
期
の
元
軍
医
ら
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
対
し
て
と
っ
た
の
で
あ
る
。
衛
生

学
校
に
お
け
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
教
育
は
、
衛
生
科
で
な
い
他
職
種
と
同
じ
時
間
し
か
行
な
っ
て

こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
他
職
種
の
何
倍
も
の
時
間
を
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
教
育

に
充
て
る
べ
き
な
の
に
。 

こ
れ
か
ら
「
治
療
に
お
け
る
無
差
別
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
赤
十
字
条
約
の
中
で
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
き
た
か
、
ま
た
ピ
ク
テ
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
説
し
て
き
た
か
を
示
す
。 

そ
の
目
的
は
三
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
「
治
療
に
お
け
る
無
差
別
」
が
赤
十
字
精
神
に
お
い
て
、

い
か
に
核
心
的
重
要
性
を
持
つ
テ
ー
マ
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ

り
、
二
つ
目
は
、
「
治
療
に
お
け
る
無
差
別
」
に
関
し
て
ピ
ク
テ
の
加
え
た
説
明
が
、
い
か
に
根
本

的
な
間
違
い
を
犯
し
て
い
た
か
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ピ
ク
テ
の
間
違
っ
た
説
明
は
、
赤
十
字

精
神
の
土
台
を
揺
る
が
し
て
来
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
な
ぜ

ピ
ク
テ
は
そ
の
よ
う
な
間
違
い
を
犯
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
ピ
ク
テ
の
論
理
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
本
書
が
初
め
て
で
は
な

い
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
教
書
初
版
は
、
ま
さ
に
ピ
ク
テ
の
説
明
を
利
用
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
規
制
を
潜

り
抜
け
よ
う
と
す
る
態
度
を
示
す
こ
と
で
、
ピ
ク
テ
の
論
理
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の

で
あ
る
か
ら
。
戦
場
倫
理
の
研
究
者
な
ら
ば
、
誰
で
も
気
づ
い
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
赤
十
字
条
約

に
つ
い
て
素
人
同
然
で
あ
る
尾
立
が
、
ピ
ク
テ
の
著
作
を
初
め
て
読
ん
で
、
す
ぐ
に
気
づ
い
た
ぐ
ら

い
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
ピ
ク
テ
が
、
こ
の
間
違
い
に
何
十
年
と
気
づ
い
て
い
な
い
、
い
や
、
何
か
お

か
し
い
と
悩
ん
で
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
何
が
お
か
し
い
の
か
を
明
確
に
で
き
て
い
な
い
の

に
説
明
を
詳
し
く
し
て
い
っ
た
の
で
、
そ
の
論
理
は
、
ま
る
で
、
も
が
け
ば
も
が
く
ほ
ど
深
み
に
落

ち
て
い
く
ア
リ
地
獄
の
よ
う
な
様
子
を
呈
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
本
書
が
指
摘
す
る
こ

と
に
は
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
ピ
ク
テ
が
そ
の
よ
う
な
間
違
い
を
犯
し
た
理
由
を
、
史
料
分
析
に
よ
り
解
明
し
紹
介

す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
本
書
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
正
文
は
、
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
。
ロ
シ
ア

語
と
ス
ペ
イ
ン
語
に
つ
い
て
は
公
的
な
訳
文
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
七
年
の
追
加
議
定
書
は
、

ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
語
が
正
文
と
な
っ
て

い
る
。 

ま
た
、
日
本
語
へ
の
翻
訳
は
、
一
九
四
九
年
の
条
約
に
つ
い
て
は
防
衛
庁
に
よ
る
和
訳
が
、
一

九
七
七
年
の
追
加
議
定
書
に
つ
い
て
は
外
務
省
に
よ
る
和
訳
が
、
事
実
上
の
公
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

本
書
で
は
、
特
に
条
約
改
訂
に
よ
る
記
述
の
変
化
を
分
析
対
象
と
す
る
条
項
に
つ
い
て
は
、
英
語
正

文
を
文
法
的
、
機
械
的
に
直
訳
し
た
、
い
わ
ゆ
る
逐
語
訳
を
用
意
す
る
。 
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逐
語
訳
を
作
成
す
る
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
英
語
正
文
に
お
け
る
文
言
の
微
妙
な
変

化
を
、
な
る
べ
く
忠
実
に
日
本
語
訳
に
も
反
映
さ
せ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
目
の
理
由
は
、
公
的

な
訳
が
、
わ
か
り
や
す
さ
を
重
視
し
た
意
訳
で
あ
る
た
め
、
訳
者
が
微
妙
な
言
い
回
し
を
丸
め
て
い

る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
第
一
二
条
第
二
項
に
あ
る
「w

ith
o
u

t an
y

 ad
v
erse 

d
istin

ctio
n

」
と
い
う
記
述
は
、
防
衛
庁
訳
で
は
、
「
不
利
な
差
別
を
し
な
い
で
」
と
訳
し
た
り
、

単
に
「
差
別
を
し
な
い
で
」
と
訳
し
た
り
、
不
統
一
と
な
っ
て
い
る
。
外
務
省
訳
で
は
統
一
さ
れ
て

い
る
が
、
す
べ
て
「
不
利
な
差
別
を
す
る
こ
と
な
く
（
受
け
る
こ
と
な
く
）
」
と
し
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
「ad

v
erse

」
の
訳
と
し
て
、
十
分
に
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。 

一
九
四
九
年
の
条
約
草
案
で
は
「w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n

（
い
か
な
る
差
別
も
無
く
）
」
と
記

述
さ
れ
て
い
た
が
、
無
差
別
表
現
が
厳
し
す
ぎ
る
た
め
、
「w

ith
o

u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n

（
い

か
な
る
敵
対
的
な
差
別
も
無
く
）
」
と
す
る
こ
と
が
審
議
中
に
提
案
さ
れ
、
そ
の
提
案
は
無
差
別
禁

止
を
緩
め
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒
さ
れ
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
「ad

v
erse

」
を
付
け
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
「ad

v
erse

」
が
付
く
こ
と
に
よ
る
効
果
の
、
公
的
な
和
訳
へ
の
反

映
は
不
十
分
で
あ
る
。 

「ad
v
erse

」
に
は
、
「
敵
意
の
あ
る
、
敵
対
的
な
、
逆
の
、
反
対
の
、
有
害
な
、
不
利
な
」
と

い
っ
た
意
味
が
あ
る
。
「ad

v
erse

」
を
巡
る
議
論
は
、
ピ
ク
テ
が
比
例
原
則
を
思
い
つ
く
契
機
と
な

っ
た
議
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
公
的
な
和
訳
は
「
不
利
な
」
を
当
て
て
い
る
が
、
条
約
中
に
頻

出
す
る
「ad

v
ersary

」
が
「
敵
（
敵
国
）
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「ad

v
erse

」
も
「
敵

意
の
あ
る
、
敵
対
的
」
の
意
味
が
本
来
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
条
項
の
ル
ー
ツ
は
、

敵
味
方
の
区
別
な
く
治
療
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
赤
十
字
精
神
の
出
発
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

「
い
か
な
る
敵
対
的
な
差
別
も
し
て
は
い
け
な
い
」
と
解
釈
す
べ
き
部
分
の
よ
う
に
思
え
る
。
確
か

に
、
審
議
の
過
程
で
、
「
不
利
な
」
と
い
う
意
味
合
い
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
が
。 

防
衛
庁
及
び
外
務
省
が
「
不
利
な
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
た
の
は
、
ピ
ク
テ
の
比
例
原
則
が
訳

者
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
負
傷
者
に
有
利
な
差
別
ま
で
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
と

い
っ
た
考
え
方
や
議
論
が
、
比
例
原
則
を
生
み
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
比
例
原
則
を
念
頭
に
置
く
と

「
不
利
な
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
「
不
利
な
」
と
訳
す
方
が
、
味
方
同

士
の
間
で
あ
っ
て
も
差
別
は
禁
止
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
適
用
に
広
が
り
を
生
じ
る
が
、
逆

に
、
出
発
点
に
あ
っ
た
意
味
は
薄
れ
て
し
ま
う
。
英
語
の
「ad

v
erse

」
は
、
両
方
の
意
味
を
持
つ
の

で
便
利
な
の
で
は
あ
る
が
、
和
訳
は
、
「
敵
対
的
な
」
と
「
不
利
な
」
と
で
は
、
か
な
り
意
味
が
異

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

こ
の
「w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n

」
と
い
う
表
現
は
、
一
九
七
七
年
の
追
加
議
定
書
の
草

案
に
も
継
承
さ
れ
、
多
く
は
そ
の
ま
ま
の
表
現
で
残
っ
た
が
（
全
部
で
九
箇
所
）
、
審
議
を
経
て
、

「T
h
ere sh

all b
e n

o
 d

istin
ctio

n
 am

o
n
g
 th

em
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 an

y
 g

ro
u
n
d
s o

th
er th

an
 

～
（
～
を
除
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き
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
も
、
い
か
な
る
差
別
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
）
」
と
、
無
差
別
表

現
が
強
化
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
七
七
年
第
一
追
加
議
定
書
の
第
一
〇
条
と
第
二
追
加

議
定
書
の
第
七
条
で
あ
り
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
で
あ
る
。
外
務
省
訳
は
、
「
～
以
外
の
い
か
な

る
理
由
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
者
の
間
に
差
別
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
理
解
し
や
す
い
訳
に

な
っ
て
い
る
。 

「w
ith

o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n

」
が
、
「w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n

」
に
近
い
表
現
で
あ
る

「n
o
 d

istin
ctio

n

」
に
変
わ
る
こ
と
で
、
無
差
別
の
絶
対
性
が
強
化
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
の
が
普
通

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
外
務
省
訳
で
も
、
「n

o
 d

istin
ctio

n

」
、
「an

y
 g

ro
u
n

d
s

」
と
同
じ
よ
う
な
禁

止
の
意
味
が
、
重
ね
て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
英
語
正
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
「
い
か
な
る
理

由
に
よ
っ
て
も
」
の
一
言
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
も
、

い
か
な
る
差
別
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
と
英
語
を
直
訳
す
る
と
、
日
本
語
と
し
て
は
回
り
く

ど
く
、
不
自
然
に
な
る
。 

し
か
し
本
書
で
は
、
こ
う
し
た
英
語
正
文
に
お
け
る
微
妙
な
言
い
回
し
の
変
化
を
追
っ
て
い
く

た
め
、
多
少
回
り
く
ど
い
訳
と
な
る
が
、
一
九
四
九
年
の
防
衛
庁
訳
と
一
九
七
七
年
の
外
務
省
訳
を

参
照
し
な
が
ら
直
訳
を
作
成
し
、
説
明
に
使
用
す
る
。
受
動
態
は
受
動
態
の
ま
ま
訳
し
た
。
本
書
専

用
の
訳
な
の
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

ま
た
、
比
較
検
討
の
対
象
と
し
な
い
条
項
に
つ
い
て
は
、
政
府
訳
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
一

部
を
改
訳
し
た
も
の
を
示
す
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
も
の
は
、
政
府
訳
で
は
な
い
現
代
風
の

訳
を
用
意
し
た
。
［
（
編
集
メ
モ
）
；
変
化
を
比
較
す
る
た
め
に
逐
語
直
訳
と
し
た
条
項
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
見
直
し
を
続
け
る
予
定
で
あ
る
］ 

な
お
本
書
で
は
、
一
八
六
四
年
の
第
一
回
赤
十
字
条
約
か
ら
一
九
二
九
年
の
第
三
回
赤
十
字
条

約
、
お
よ
び
そ
の
一
九
三
八
年
ロ
ン
ド
ン
改
訂
案
ま
で
を
赤
十
字
条
約
と
呼
び
、
そ
の
間
に
加
え
ら

れ
た
条
文
の
変
更
に
は
「
改
訂
」
の
字
を
当
て
、
条
約
の
枠
組
み
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
し
た
一

九
四
九
年
の
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
作
成
過
程
に
は
、
「
改
定
」
の
字
を
当
て
て
、
条
約
を

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。
別
に
、
一
般
的
な
呼
称
区
分
で
は
な
い
し
、
便
宜
上
、
そ

の
ル
ー
ル
を
適
用
し
な
か
っ
た
部
分
も
少
な
く
な
い
。 

 

三
一 

一
八
六
四
年
赤
十
字
条
約
第
六
条 

 

一
八
六
四
年
（
元
治
元
年
）
、
最
初
の
赤
十
字
条
約
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
）
は
、
「
軍
隊
出
陣

中
負
傷
者
ノ
状
體
改
良
ノ
件
ニ
関
ス
ル
條
約
」
と
か
、
ド
イ
ツ
語
風
に
「
ゲ
ン
フ
盟
約
（d

ie G
en

f 

K
o
n
v
en

tio
n

）
」
と
か
、
色
々
な
名
で
呼
ば
れ
た
よ
う
だ
が
、
明
治
政
府
が
条
約
の
批
准
を
進
め
る

段
階
で
は
「
戰
地
軍
隊
ニ
於
ケ
ル
傷
者
及
病
者
ノ
状
態
改
善
ニ
関
ス
ル
條
約
」
と
呼
ば
れ
、
一
九
〇
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六
年
（
明
治
三
九
年
）
の
改
訂
で
第
二
回
赤
十
字
条
約
が
成
立
し
た
後
は
、
「
第
一
回
萬
國
赤
十
字

條
約
」
と
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

第
一
回
赤
十
字
条
約
（
全
十
条
）
に
関
し
て
は
、
第
一
条
約
と
第
六
条
約
の
二
つ
を
示
せ
ば
十

分
で
あ
ろ
う
。
最
も
大
事
な
も
の
が
第
一
条
約
に
置
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
大
日
本
帝
国
憲
法
と
日
本
国
憲
法
の
第
一
条
を
比
較
す
れ
ば
、
敗
戦
後
の
改
憲
の

中
で
、
当
時
の
日
本
人
が
、
民
主
主
義
の
導
入
よ
り
も
天
皇
制
の
存
続
を
重
視
し
た
こ
と
が
、
よ
く

わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
国
と
は
如
何
な
る
国
な
の
か
を
示
す
の
が
第
一
条
の
役
割
で
あ
る
か
ら
、

近
年
の
憲
法
改
正
案
の
中
に
は
、
日
本
が
自
由
主
義
や
民
主
主
義
を
信
奉
す
る
国
家
で
あ
る
こ
と
を

示
す
記
述
を
第
一
条
に
置
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

最
初
の
赤
十
字
条
約
は
、
民
間
の
救
護
組
織
が
戦
場
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
各
国
軍
隊

の
了
解
を
得
る
こ
と
が
主
要
な
目
的
と
さ
れ
た
の
で
、
中
立
の
規
定
が
第
一
条
に
置
か
れ
た
。 

C
o
n

v
en

tio
n

 fo
r th

e A
m

elio
ra

tio
n

 o
f th

e C
o
n

d
itio

n
 o

f th
e W

o
u

n
d

ed
 in

 A
rm

ies in
 th

e 

F
ie

ld
. G

en
ev

a
, 2

2
 A

u
g
u

st 1
8
6
4

. 

戦
地
軍
隊
に
お
け
る
傷
者
の
状
態
改
善
に
関
す
る
一
八
六
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約 

1
8
6
4
G

1
-A

rticle 1
. 

 

A
m

b
u
lan

ces an
d
 m

ilitary
 h

o
sp

itals sh
all b

e reco
g
n
ized

 as n
eu

tral, an
d
 as su

ch
, p

ro
tected

 

an
d
 resp

ected
 b

y
 th

e b
ellig

eren
ts as lo

n
g
 as th

ey
 acco

m
m

o
d
ate w

o
u
n
d

ed
 an

d
 sick

. 

② 
N

eu
trality

 sh
all en

d
 if th

e said
 am

b
u
lan

ces o
r h

o
sp

itals sh
o

u
ld

 b
e h

eld
 b

y
 a m

ilitary
 

fo
rce. 

 第
一
回
赤
十
字
条
約
の
第
一
条 

戦
地
の
移
動
病
院
と
陸
軍
病
院
は
、
中
立
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
中
立
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

傷
者
と
病
者
の
世
話
を
す
る
限
り
、
交
戦
国
双
方
か
ら
保
護
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
妨
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

② 

も
し
、
そ
の
移
動
病
院
ま
た
は
陸
軍
病
院
が
、
一
方
の
兵
力
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
こ
の
中
立
性
を
失
う
も
の
と
す
る
。 

第
一
条
第
一
項
は
、
た
ま
た
ま
、
味
方
の
負
傷
兵
し
か
収
容
し
て
い
な
い
時
で
も
、
こ
の
中
立

性
は
保
た
れ
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。
第
一
回
赤
十
字
条
約
で
は
、
各
国
軍
隊
に
、
戦
場
に
お
け

る
救
護
活
動
を
容
認
し
て
も
ら
う
こ
と
に
大
き
な
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
赤
十
字

活
動
が
中
立
で
あ
る
こ
と
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
中
立
で
な
い
施
設
内
に

収
容
さ
れ
た
場
合
で
も
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
赤
十
字
条
約
の
重
要
な
本
質
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
、
中
立
よ
り
も
無
差
別
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

第
一
条
第
二
項
は
、
も
し
敵
負
傷
兵
に
対
す
る
収
容
の
拒
否
や
、
差
別
的
な
治
療
が
行
わ
れ
た

場
合
、
中
立
性
を
失
う
と
警
告
し
て
い
る
。
こ
の
敵
味
方
の
差
別
に
対
す
る
警
告
が
、
よ
り
明
確
に
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示
さ
れ
て
い
る
の
は
第
六
条
で
あ
る
。
そ
の
た
め
第
六
条
が
、
第
二
回
赤
十
字
条
約
で
は
第
一
条
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

1
8
6
4
G

1
-A

rticle 6
. 

 

W
o
u
n
d
ed

 o
r sick

 co
m

b
atan

ts, to
 w

h
atev

er n
atio

n
 th

ey
 m

ay
 b

elo
n

g
, sh

all b
e co

llected
 an

d
 

cared
 fo

r. 

② 
C

o
m

m
an

d
ers-in

-C
h
ief m

ay
 h

an
d
 o

v
er im

m
ed

iately
 to

 th
e en

em
y

 o
u
tp

o
sts en

em
y
 

co
m

b
atan

ts w
o
u
n
d
ed

 d
u
rin

g
 an

 en
g
ag

em
en

t, w
h
en

 circu
m

stan
ces allo

w
 an

d
 su

b
ject to

 th
e 

ag
reem

en
t o

f b
o
th

 p
arties. 

③ 
T

h
o
se w

h
o
, after th

eir reco
v
ery

, are reco
g
n
ized

 as b
ein

g
 u

n
fit fo

r fu
rth

er serv
ice, 

sh
all b

e rep
atriated

. 

④ 
T

h
e o

th
ers m

ay
 lik

ew
ise b

e sen
t b

ack
, o

n
 co

n
d
itio

n
 th

at th
ey

 sh
all n

o
t ag

ain
, fo

r th
e 

d
u
ratio

n
 o

f h
o
stilities, tak

e u
p
 arm

s. 

⑤ 
E

v
acu

atio
n
 p

arties, an
d
 th

e p
erso

n
n
el co

n
d
u
ctin

g
 th

em
, sh

all b
e co

n
sid

ered
 as b

ein
g
 

ab
so

lu
tely

 n
eu

tral. 
 

第
一
回
赤
十
字
条
約
の
第
六
条 

傷
者
ま
た
は
病
者
で
あ
る
戦
闘
員
は
、
い
か
な
る
国
に
属
す
る
者
で
あ
っ
て
も
（to
 w

h
atev

er 

n
atio

n
 th

ey
 m

ay
 b

elo
n
g

）
、
収
容
さ
れ
看
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

総
指
揮
官
は
、
事
情
が
そ
れ
を
許
し
、
か
つ
交
戦
双
方
の
同
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
交
戦
間
に
負
傷
し
た
敵
戦
闘
員
を
、
直
ち
に
敵
軍
前
哨
に
引
き
渡
し
て
も
よ
い
。 

③ 

回
復
後
、
な
お
役
務
に
不
適
格
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
は
、
本
国
へ
送
還
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

④ 

前
項
以
外
の
者
で
も
、
戦
争
が
継
続
し
て
い
る
間
は
再
び
武
器
を
と
ら
な
い
こ
と
を
条
件

と
す
る
場
合
、
前
項
の
者
と
同
様
に
、
本
国
へ
送
還
さ
れ
て
も
よ
い
。 

⑤ 

本
国
送
還
の
た
め
に
戦
場
か
ら
立
ち
退
く
集
団
お
よ
び
そ
の
引
率
者
は
、
絶
対
的
に
中
立

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
六
条
第
一
項
は
、
中
立
確
保
を
求
め
た
条
項
で
あ
る
第
一
条
よ
り
明
確
に
、
無
差
別
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
こ
の
無
差
別
条
項
こ
そ
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
一
条
約
第
一
二
条
の
直
接

的
な
ル
ー
ツ
で
あ
る
。 

な
お
第
六
条
第
三
項
は
、
治
療
後
も
身
体
障
害
が
残
り
、
兵
士
と
し
て
、
ま
た
捕
虜
と
し
て
の

役
務
に
も
堪
え
な
い
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
国
に
送
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。 
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三
二 
一
九
〇
六
年
第
二
回
赤
十
字
条
約
第
一
条 

 

第
一
回
赤
十
字
条
約
の
後
、
南
北
戦
争
終
結
（
一
八
六
五
）
、
普
墺
戦
争
（
一
八
六
六
）
、
普

仏
戦
争
（
一
八
七
一
）
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
）
、
米
西
戦
争
（
一
八
九
八
）
、
日
露
戦
争
（
一

九
〇
四
）
な
ど
が
続
い
た
。 

ま
た
一
八
六
八
年
に
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
宣
言
が
な
さ
れ
、
必
要
以
上
に
傷
者

を
苦
し
め
る
非
人
道
的
な
武
器
使
用
を
制
限
す
る
国
際
条
約
を
整
備
す
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。 

こ
う
し
た
中
で
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
に
、
第
二
回
赤
十
字
条
約
（
全
三
三
条
）
が

成
立
し
た
。
赤
十
字
条
約
は
、
武
器
使
用
を
制
限
す
る
人
道
法
（
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
グ
系
）
と
の
差
別

化
を
図
る
た
め
、
人
間
の
扱
い
を
規
定
す
る
こ
と
を
指
向
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
。
武
器
は
ハ
ー
グ

系
、
人
間
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
系
と
い
う
住
み
分
け
で
あ
る
。
施
設
や
活
動
の
中
立
性
を
求
め
る
こ
と
よ

り
も
、
戦
地
傷
病
者
の
人
間
的
な
扱
い
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
、
赤
十
字
条
約
の
最
も
重
要
な
役
割
で

あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
こ
で
、
条
約
の
第
一
条
に
置
か
れ
る
も
の
が
変
化
し
た
。
第
一
回
赤
十
字
条
約
の
第
六
条
第

一
項
が
、
第
二
回
赤
十
字
条
約
の
第
一
条
第
一
項
と
な
り
、
第
一
回
赤
十
字
条
約
の
第
六
条
第
二
項

以
降
は
、
別
の
条
項
と
な
っ
た
。
第
二
回
赤
十
字
条
約
の
第
一
条
第
二
項
は
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
回
赤
十
字
条
約
の
第
一
条
第
一
項
と
第
二
項
は
、
第
二
回
赤
十
字
条
約

の
第
六
条
と
第
七
条
に
な
っ
た
。
無
差
別
条
項
が
第
一
条
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
第
六
条
な

ど
の
中
立
条
項
に
も
表
現
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
が
、
今
後
の
検
討
に
は
不
要
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、

第
二
回
赤
十
字
条
約
の
第
一
条
の
み
を
示
す
。 

C
o
n

v
en

tio
n

 fo
r th

e A
m

elio
ra

tio
n

 o
f th

e C
o
n

d
itio

n
 o

f th
e W

o
u

n
d

ed
 a

n
d

 S
ick

 in
 

A
rm

ies in
 th

e F
ield

. G
en

ev
a
, 6

 J
u

ly
 1

9
0
6

. 

戦
地
軍
隊
に
お
け
る
傷
者
及
び
病
者
の
状
態
改
善
に
関
す
る
一
九
〇
六
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約 

C
H

A
P

T
E

R
 I - T

H
E

 S
IC

K
 A

N
D

 W
O

U
N

D
E

D
 

第
一
章 

傷
者
お
よ
び
病
者 

1
9
0
6
G

1
-A

rticle 1
. 

 

O
fficers, so

ld
iers, an

d
 o

th
er p

erso
n
s o

fficially
 attach

ed
 to

 arm
ies, w

h
o
 are sick

 o
r 

w
o
u
n
d
ed

, sh
all b

e resp
ected

 an
d
 cared

 fo
r, w

ith
o
u
t d

istin
ctio

n
 o

f n
atio

n
ality

, b
y
 th

e 

b
ellig

eren
t in

 w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 are. 

② 
A

 b
ellig

eren
t, h

o
w

ev
er, w

h
en

 co
m

p
elled

 to
 leav

e h
is w

o
u

n
d

ed
 in

 th
e h

an
d
s o

f h
is 

ad
v
ersary

, sh
all leav

e w
ith

 th
em

, so
 far as m

ilitary
 co

n
d

itio
n
s p

erm
it, a p

o
rtio

n
 o

f th
e 

p
erso

n
n
el an

d
 ' m

atériel ' o
f h

is san
itary

 serv
ice to

 assist in
 carin

g
 fo

r th
em

. 
 

第
二
回
赤
十
字
条
約
の
第
一
条 
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将
校
、
兵
士
、
そ
の
ほ
か
、
軍
隊
の
正
規
所
属
の
人
員
で
あ
っ
て
、
疾
病
に
罹
患
し
、
あ
る
い

は
負
傷
し
た
者
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
つ
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
国
籍
に
よ
る
差
別
を
受
け
る
こ
と

な
く
（w

ith
o
u
t d

istin
ctio

n
 o

f n
atio

n
ality

）
、
尊
重
さ
れ
、
看
護
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

② 
し
か
し
交
戦
者
は
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
敵
側
に
傷
者
を
残
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

場
合
も
、
軍
事
上
の
状
況
が
許
す
限
り
、
傷
者
の
看
護
を
補
助
す
る
た
め
の
衛
生
科
隊
員
と
衛
生
資

材
を
、
傷
者
と
と
も
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。 

第
一
条
第
二
項
の
「
し
か
し
（h

o
w

ev
er

）
」
と
は
、
「
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
傷
病
者
は
敵
味
方

の
区
別
な
く
扱
わ
れ
る
の
で
、
部
隊
が
後
退
す
る
時
に
、
傷
病
者
の
み
を
残
し
て
も
、
何
ら
人
道
倫

理
上
の
問
題
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
（
言
語
・
風
習
の
違
い
、
衛
生
資
材
の
不
足
な
ど
の

現
実
的
問
題
も
あ
る
の
で
）
」
と
い
う
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
敵
で
も
味
方
で
も
な
く
な
っ
た

傷
病
者
を
押
し
付
け
合
う
よ
う
な
事
態
の
発
生
を
予
防
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
し

か
し
」
は
、
将
来
、
一
九
四
九
年
の
条
約
審
議
の
と
き
、
あ
る
理
由
で
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
「
し
か
し
」
が
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
、
記
憶
に
留
め
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。 

こ
の
最
初
の
改
訂
に
よ
り
、
赤
十
字
精
神
の
最
も
重
要
な
支
柱
は
「
無
差
別
」
で
あ
る
こ
と
が

確
立
し
た
。
こ
の
「
無
差
別
」
は
、
神
の
前
の
絶
対
的
な
平
等
を
意
味
す
る
無
差
別
で
あ
る
。
民
主

主
義
で
は
、
生
命
な
ど
基
本
的
な
人
権
に
対
し
て
、
こ
の
絶
対
的
な
平
等
が
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
無
差
別
」
か
「
差
別
」
か
、
「
全
か
無
（all o

r n
o
th

in
g

）
」
の
世
界
で
あ
り
、
差
別
に
つ
い
て
、

不
利
な
差
別
と
か
、
有
利
な
差
別
と
か
い
っ
た
区
別
は
、
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
生
き

る
と
い
う
基
本
的
な
人
権
を
、
平
等
に
扱
う
か
、
差
別
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
だ
け
が
問
題
と
な
る
の

で
あ
る
。 

一
七
六
二
年
の
「
社
会
契
約
論
」
の
中
で
ル
ソ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

W
ar is in

 n
o
 w

ay
 a relatio

n
sh

ip
 o

f m
an

 w
ith

 m
an

 b
u
t a relatio

n
sh

ip
 b

etw
een

 S
tates, in

 

w
h
ich

 in
d
iv

id
u
als are en

em
ies o

n
ly

 b
y
 accid

en
t; n

o
t as m

en
, n

o
r ev

en
 as citizen

s, b
u
t as 

so
ld

iers (...). S
in

ce th
e o

b
ject o

f w
ar is to

 d
estro

y
 th

e en
em

y
 S

tate, it is leg
itim

ate to
 k

ill th
e 

latters d
efen

d
ers as lo

n
g
 as th

ey
 are carry

in
g
 arm

s; b
u
t as so

o
n

 as th
ey

 lay
 th

em
 d

o
w

n
 an

d
 

su
rren

d
er, th

ey
 cease to

 b
e en

em
ies o

r ag
en

ts o
f th

e en
em

y
, an

d
 ag

ain
 b

eco
m

e m
ere m

e
n
, an

d
 

it is n
o
 lo

n
g
er leg

itim
ate to

 tak
e th

eir liv
es. 

「
戦
争
は
人
間
と
人
間
の
関
係
で
は
な
く
、
国
家
と
国
家
の
関
係
で
あ
り
、
個
人
は
偶
発
的
に

敵
に
な
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
人
間
と
か
市
民
と
し
て
で
は
な
く
、
兵
士
と
し
て
敵
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

国
家
の
一
員
と
し
て
で
は
な
く
、
国
家
の
防
衛
者
と
し
て
敵
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。 

・
・
・

（
略
）
・
・
・
戦
争
の
目
的
は
敵
対
す
る
国
家
の
破
壊
で
あ
る
か
ら
、
他
方
の
側
は
敵
が
武
器
を
保

持
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
防
衛
者
を
殺
す
権
利
を
持
つ
が
、
武
器
を
捨
て
降
伏
す
る
や
い
な
や
、
彼

ら
は
敵
で
あ
る
こ
と
や
敵
の
道
具
で
あ
る
こ
と
を
止
め
た
の
で
あ
り
、
誰
も
そ
の
命
を
奪
う
権
利
の

な
い
単
な
る
一
人
の
人
間
に
戻
る
の
で
あ
る
（
井
上
忠
男
訳
）
」 

こ
れ
は
、
国
際
人
道
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
、
「
人
道
的
と
は
何
か
」
を
説
明
す
る
出
発
点

に
あ
る
考
え
方
と
し
て
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
紹
介
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
国
籍
に
よ
る
差
別

を
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t d

istin
ctio

n
 o

f n
atio

n
ality

）
」
と
い
う
表
現
は
、
九
〇
年
後
、
第
二
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次
世
界
大
戦
を
機
に
、
多
く
の
具
体
的
差
別
基
準
を
列
挙
し
、
い
か
な
る
属
性
に
よ
っ
て
も
人
間
を

差
別
し
な
い
と
い
う
表
現
へ
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
逆
に
言
う
と
、
そ
れ
ま
で
の
約
九
十

年
間
、
国
籍
に
よ
っ
て
差
別
を
し
な
い
こ
と
だ
け
が
示
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
は
国
籍
だ
け
が
差
別
禁
止
基
準
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
差
別
基
準

が
否
定
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
九
〇
年
間
示
さ
れ
続
け
る
ほ
ど
、
国

籍
で
差
別
を
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
。 

し
た
が
っ
て
、
「w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n

」
を
、
不
利
な
差
別
と
訳
す
の
で
は
な
く
、

「
い
か
な
る
敵
対
的
な
差
別
も
し
な
い
で
」
と
訳
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「ad
v
erse

」
を
「
不
利
な
」
と
解
釈
し
た
と
こ
ろ
か
ら
比
例
原
則
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
一
九
四
九
年
の
条
約
審
議
中
か
ら
、
不
利
な
差
別
、
有
利
な
差
別
と
い
う
考
え
方

が
生
じ
て
い
る
の
で
、
防
衛
庁
訳
が
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
基
本
的
人
権
に
関
し
て

は
、
不
利
な
差
別
、
有
利
な
差
別
と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
詳
し
く

は
、
少
し
ず
つ
説
明
し
て
い
く
。 

日
本
陸
軍
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
、
一
般
兵
士
用
の
「
赤
十
字
條
約
解
釋
」
を
改

訂
し
た
。
条
約
の
改
訂
を
追
う
解
釈
書
の
改
訂
は
、
こ
れ
が
最
後
の
よ
う
で
あ
る
。
［
（
編
集
メ
モ
）

後
で
確
認
す
る
こ
と
］ 

 

三
三 

一
九
二
九
年
第
三
回
赤
十
字
条
約
第
一
条 

 

第
二
回
赤
十
字
条
約
の
後
に
起
こ
っ
た
大
き
な
戦
争
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一

九
一
八
）
で
あ
る
。
国
際
連
盟
が
発
足
し
、
パ
リ
不
戦
条
約
が
結
ば
れ
、
一
九
二
九
年
に
第
三
回
赤

十
字
条
約
が
成
立
す
る
。
こ
の
第
三
回
赤
十
字
条
約
で
、
対
象
は
戦
地
傷
病
者
か
ら
捕
虜
へ
拡
大
さ

れ
、
二
つ
の
条
約
が
用
意
さ
れ
た
。 

日
本
は
、
「
戦
地
軍
隊
に
於
け
る
傷
者
及
病
者
の
状
態
改
善
に
関
す
る
一
九
二
九
年
の
條
約
」

に
、
調
印
し
（S

ig
n
atu

re

）
、
批
准
し
た
（R

atificatio
n
 / A

ccessio
n

）
。
し
か
し
、
「
俘
虜
ノ
待

遇
に
関
す
る
一
九
二
九
年
の
條
約
」
に
対
し
て
は
、
署
名
の
み
で
批
准
し
な
か
っ
た
。
通
常
、
第
三

回
赤
十
字
条
約
と
は
前
者
の
み
を
意
味
し
、
後
者
は
一
九
二
九
年
捕
虜
条
約
と
呼
ば
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
後
者
と
の
区
分
を
明
示
す
る
た
め
、
前
者
を
戦
地
傷
病
者
条
約
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
第
一
回
赤
十
字
条
約
の
直
系
で
あ
る
第
二
回
赤
十
字
条
約
、
第
三
回
赤
十
字
条
約
、
一
九

四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
一
条
約
が
戦
地
傷
病
者
条
約
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

捕
虜
に
関
す
る
扱
い
は
、
当
初
、
ハ
ー
グ
陸
戦
協
定
の
中
で
始
ま
り
、
一
九
二
九
年
の
捕
虜
条

約
を
経
て
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
第
三
条
約
へ
と
繋
が
る
。
も
と
も
と
、
第
二
回
赤

十
字
条
約
の
第
二
条
に
お
い
て
、
敵
傷
病
兵
は
、
戦
地
傷
病
者
と
し
て
の
治
療
に
関
す
る
規
則
を
除
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い
て
、
捕
虜
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
捕
虜
の
待
遇
が
赤
十
字
条
約
の

中
に
移
っ
て
く
る
こ
と
は
、
ハ
ー
グ
系
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
系
の
差
別
化
と
い
う
意
味
で
も
自
然
な
変
化

で
あ
る
。 

最
初
に
、
第
三
回
赤
十
字
条
約
（
全
三
九
条
）
の
第
一
条
を
紹
介
す
る
。 

C
o
n

v
en

tio
n

 fo
r th

e A
m

elio
ra

tio
n

 o
f th

e C
o
n

d
itio

n
 o

f th
e W

o
u

n
d

ed
 a

n
d

 S
ick

 in
 

A
rm

ies in
 th

e F
ield

. G
en

ev
a
, 2

7
 J

u
ly

 1
9
2
9

. 

戦
地
軍
隊
に
お
け
る
傷
者
及
び
病
者
の
状
態
改
善
に
関
す
る
一
九
二
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約 

C
H

A
P

T
E

R
 I - W

O
U

N
D

E
D

 A
N

D
 S

IC
K

 

第
一
章 

傷
者
及
び
病
者 

1
9
2
9
G

1
-A

rticle 1
. 

 

O
fficers an

d
 so

ld
iers an

d
 o

th
er p

erso
n
s o

fficially
 attach

ed
 to

 th
e arm

ed
 fo

rces w
h

o
 are 

w
o
u
n
d
ed

 o
r sick

 sh
all b

e resp
ected

 an
d
 p

ro
tected

 in
 all circu

m
stan

ces; th
ey

 sh
all b

e treated
 

w
ith

 h
u
m

an
ity

 an
d
 cared

 fo
r m

ed
ically

, w
ith

o
u
t d

istin
ctio

n
 o

f n
atio

n
ality

, b
y
 th

e b
ellig

eren
t 

in
 w

h
o
se p

o
w

er th
ey

 m
ay

 b
e. 

② 
N

ev
erth

eless, th
e b

ellig
eren

t w
h
o
 is co

m
p
elled

 to
 ab

an
d
o

n
 w

o
u

n
d
ed

 o
r sick

 to
 th

e 

en
em

y
, sh

all, as far as m
ilitary

 ex
ig

en
cies p

erm
it, leav

e w
ith

 th
em

 a p
o

rtio
n

 o
f h

is m
ed

ical 

p
erso

n
n
el an

d
 m

aterial to
 h

elp
 w

ith
 th

eir treatm
en

t. 
 

第
三
回
赤
十
字
条
約
の
第
一
条 

将
校
、
兵
士
、
そ
の
ほ
か
、
軍
隊
の
正
規
所
属
の
人
員
で
あ
っ
て
、
負
傷
し
、
あ
る
い
は
疾
病

に
罹
患
し
た
者
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
尊
重
さ
れ
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
国
籍
に
よ
る
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t 

d
istin

ctio
n
 o

f n
atio

n
ality

）
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
医
学
的
に
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。 

② 

し
か
し
交
戦
者
は
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
敵
側
に
傷
病
者
を
遺
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
場
合
も
、
軍
事
上
の
状
況
が
許
す
限
り
、
傷
病
者
の
治
療
を
補
助
す
る
た
め
の
衛
生
科
隊
員
と

衛
生
資
材
を
、
傷
病
者
と
と
も
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。 

戦
地
の
傷
病
者
を
看
護
す
る
責
任
は
、「
傷
者
を
権
力
内
に
保
つ
交
戦
者
（b

y
 th

e b
ellig

eren
t in

 

w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 are

）
」
か
ら
、
「
傷
病
者
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
（b

y
 th

e b
ellig

eren
t 

in
 w

h
o
se p

o
w

er th
ey

 m
ay

 b
e

）
」
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。 

つ
ま
り
、
目
の
前
で
倒
れ
苦
し
む
敵
兵
を
見
て
も
放
置
し
、
未
だ
彼
ら
を
掌
握
し
て
い
な
い
の

で
管
理
責
任
は
無
い
と
主
張
す
る
よ
う
な
言
い
訳
を
封
じ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
第
三
回
赤
十
字
条
約
で
は
、
「h

u
m

an
ity

（h
u
m

an
ely

, h
u
m

an
itarian

）
」
と
い
う
言
葉

が
、
第
一
条
と
第
二
四
条
に
出
現
す
る
。
こ
の
語
が
最
初
に
出
現
す
る
の
は
、
第
一
回
赤
十
字
条
約

の
第
五
条
で
あ
る
が
、
第
二
回
赤
十
字
条
約
の
条
文
に
は
無
く
、
一
九
四
九
年
の
条
約
で
は
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
多
く
出
現
す
る
。 
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こ
れ
は
、
人
道
的
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
す
の
か
、
そ
の
概
念
が
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦

以
降
に
発
達
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
発
達
の
主
導
者
が
ピ
ク
テ
で
あ
る
。 

赤
十
字
条
約
の
述
べ
る
人
道
と
は
何
か
、
近
代
的
戦
争
法
の
基
本
概
念
を
明
確
に
説
明
し
た
も

の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
ル
ソ
ー
の
説
明
に
拠
れ
ば
、
人
道
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
無
差
別
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
赤
十
字
条
約
の
述
べ
る
人
道
と
は
、
神
の
前
の
人
道
で
あ
る
。
神
の
前
で

は
、
皆
平
等
で
あ
る
か
ら
、
神
が
人
間
を
扱
う
と
き
の
無
差
別
が
人
道
の
本
質
で
あ
り
、
差
別
す
る

こ
と
は
非
人
道
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
。 

人
道
の
反
対
が
畜
生
道
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
「
人
で
な
し
の
道
」
で
あ
る
。
「
人
で
な
し
」

と
は
、
と
ん
で
も
な
い
罪
を
犯
す
も
の
、
そ
の
最
悪
は
人
殺
し
だ
ろ
う
。
人
殺
し
は
違
法
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
合
法
化
し
て
人
殺
し
を
す
る
集
団
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
軍
隊
で
あ
る
。
軍
人
は
、
敵
味
方
の

区
別
を
し
て
、
敵
を
殺
す
。
相
手
が
ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
か
は
関
係
な
い
。
敵
と
い
う
理
由
だ

け
で
殺
す
の
で
あ
る
。
敵
と
い
う
理
由
だ
け
で
相
手
を
殺
せ
な
い
者
に
は
、
軍
人
は
務
ま
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
敵
味
方
の
識
別
が
無
け
れ
ば
、
軍
隊
の
存
在
価
値
も
無
い
。
人
道
と
は
、
そ
の
よ
う
な
区

別
を
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
敵
味
方
の
区
別
を
し
な
い
で
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
み
扱
う

な
ら
ば
、
も
は
や
理
由
も
な
く
殺
し
た
り
危
害
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
敵
味
方
の
区

別
を
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
無
差
別
が
、
赤
十
字
条
約
の
述
べ
る
人
道
の
本
質
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
軍
人
と
い
う
職
業
は
、
普
通
の
人
が
嫌
が
る
汚
い
仕
事
を
引
き
受
け
る
わ
け
だ
か

ら
、
立
派
な
仕
事
で
は
あ
ろ
う
が
、
決
し
て
名
誉
あ
る
誇
り
高
い
仕
事
で
は
な
い
。
ま
さ
し
く
「
兵

は
凶
器
な
り
（
山
田
顕
義
、
明
治
六
年
）
」
と
い
う
認
識
が
、
基
本
的
な
民
主
主
義
的
軍
隊
観
な
の

で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
黙
っ
て
、
軍
人
が
名
誉
と
高
い
地
位
を
得
た
よ
う
に
錯
覚
し
や
す

い
環
境
や
徴
兵
制
度
を
国
が
用
意
す
る
の
は
、
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
担
い
手
を
確
保
で
き
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
。 

世
の
中
に
は
、
軍
人
の
原
罪
と
で
も
呼
べ
る
も
の
を
知
っ
て
い
る
軍
隊
と
、
そ
れ
を
無
視
す
る

軍
隊
と
が
あ
る
。
原
罪
を
見
な
い
で
、
恥
だ
け
を
教
え
た
軍
隊
が
何
を
す
る
か
は
、
昭
和
の
日
本
軍

の
し
た
こ
と
を
見
れ
ば
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
恥
を
隠
す
た
め
、
限
り
な
く
罪
を
大
き
く
、
深
く
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

家
族
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
く
、
死
後
洗
礼
を
受
け
た
吉
田
茂
が
、
昭
和
三
二
年
、
防
衛
大

学
校
一
期
生
の
卒
業
に
際
し
述
べ
た
言
葉
は
、
こ
の
軍
人
の
原
罪
を
自
覚
し
、
覚
悟
し
て
任
務
に
就

け
と
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
君
達
は
自
衛
隊
在
職
中
、
決
し
て
国
民
か
ら
感
謝
さ
れ
た
り
、 

歓
迎
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
衛

隊
を
終
わ
る
か
も
知
れ
な
い
。
き
っ
と
非
難
と
か
誹
ぼ
う
ば
か
り
の
一
生
か
も
し
れ
な
い
。
御
苦
労

な
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
自
衛
隊
が
国
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
事
態
と
は
、
外

国
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
国
家
存
亡
の
時
と
か
、
災
害
派
遣
の
時
と
か
、
国
民
が
困
窮
し
国
家
が
混
乱
に

直
面
し
て
い
る
と
き
だ
け
な
の
だ
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
君
達
が
日
陰
者
で
あ
る
と
き
の
ほ
う
が
、
国

民
や
日
本
は
幸
せ
な
の
だ
。
ど
う
か
、
堪
え
て
貰
い
た
い
。 

一
生
御
苦
労
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、 

国
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家
の
た
め
に
忍
び
堪
え
頑
張
っ
て
貰
い
た
い
。
自
衛
隊
の
将
来
は
君
達
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
。 

し
っ
か
り
頼
む
よ
」 

こ
れ
は
、
単
に
、
日
本
国
憲
法
で
軍
隊
の
保
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
、
認
め
ら
れ
て
い
な
い

か
と
い
っ
た
問
題
よ
り
も
、
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
倫
理
的
問
題
で
あ
り
、
世
界
中
の
軍
隊
に

共
通
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
改
憲
に
よ
り
軍
隊
の
保
有
が
明
記
さ
れ
た
な
ら
ば
、
自
衛
隊
も
晴
れ

て
表
舞
台
に
立
て
る
と
い
っ
た
考
え
は
、
浅
薄
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
で
言
え
ば
、
「
農
工
商
」
が
人
間
と
し
て
正
当
な
職
業
で
あ
り
、
「
士
」

が
非
人
道
的
な
職
業
な
の
で
あ
る
。
そ
の
「
士
」
に
、
ど
ん
な
に
過
酷
な
戦
場
に
お
い
て
も
絶
対
に

守
れ
と
要
求
す
る
最
低
限
の
「
人
間
ら
し
さ
」
が
、
赤
十
字
精
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
こ
う
し
た
説
明
で
、
日
本
の
自
衛
官
が
社
会
人
と
し
て
自
信
を
喪
失
す
る
よ
う
で
は
い

け
な
い
。
軍
人
の
本
来
の
仕
事
は
実
に
汚
い
と
い
う
こ
と
を
、
軍
人
の
原
罪
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と

は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
人
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
少
な
い
が
、
自
衛
官
は
こ
う
し
た

原
罪
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
日
本
人
の
多
く
が
、
罪
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
中
で
、
原
罪
意

識
を
持
ち
、
罪
を
問
い
続
け
る
自
衛
官
は
数
少
な
い
貴
重
な
存
在
な
の
で
あ
る
。 

原
罪
意
識
が
欠
落
す
る
と
、
大
正
期
の
日
本
陸
軍
の
よ
う
に
、
赤
十
字
精
神
を
戦
士
が
具
え
る

べ
き
資
質
で
あ
る
と
理
解
し
な
い
で
、
「
婦
女
子
の
愛
」
と
蔑
む
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
説
明
は
、

罪
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
で
、
初
め
て
罪
悪
感
を
克
服
で
き
る
（
い
や
正
確
に
は
、
罪
の
存
在
を
認

め
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
克
服
で
は
な
く
、
罪
悪
感
と
共
存
で
き
る
、
罪
を
背
負
っ
て
生
き
て
行
け
る
）
、

と
い
う
逆
説
的
な
話
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
を
理
解
で
き
て
初
め
て
、
赤
十
字
精
神
と
は
何
か
、
無
差

別
を
求
め
る
根
拠
と
な
る
人
間
観
を
理
解
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

赤
十
字
国
際
委
員
会
は
、
赤
十
字
条
約
の
普
及
を
図
る
た
め
、
特
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
意
識
し

て
、
赤
十
字
条
約
に
は
、
宗
教
的
に
偏
っ
た
考
え
方
は
無
い
と
い
う
姿
勢
を
示
し
続
け
て
き
た
が
、

日
本
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
一
神
教
の
世
界
観
が
濃
厚
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
に

は
、
イ
ス
ラ
ム
教
よ
り
は
キ
リ
ス
ト
教
の
方
が
、
歴
史
的
に
馴
染
み
が
あ
る
の
で
、
赤
十
字
条
約
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。 

交
戦
国
の
一
つ
が
条
約
非
加
盟
国
で
あ
る
場
合
の
戦
争
で
は
、
条
約
が
一
切
適
用
さ
れ
な
い
と

い
う
総
加
入
条
項
（
第
二
回
赤
十
字
条
約
第
二
四
条
な
ど
）
は
、
こ
の
第
三
回
赤
十
字
条
約
で
廃
止

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。 

「
だ
れ
か
が
あ
な
た
の
右
の
頬
を
打
つ
な
ら
、
左
の
頬
を
も
向
け
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
こ
ま
で
し
て
条
約
を
守
り
な
さ
い
、
と
い
う
宗
教
的
な
強
い
要
求
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
リ

ス
ト
教
を
理
解
し
な
い
日
本
人
に
は
、
と
て
も
納
得
し
難
し
い
要
求
で
あ
る
。 
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「
あ
な
た
が
た
も
聞
い
て
い
る
と
お
り
、
『
目
に
は
目
を
、
歯
に
は
歯
を
』
と
命
じ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
言
っ
て
お
く
。
悪
人
に
手
向
か
っ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
れ
か
が
あ
な
た
の

右
の
頬
を
打
つ
な
ら
、
左
の
頬
を
も
向
け
な
さ
い
。
あ
な
た
を
訴
え
て
下
着
を
取
ろ
う
と
す
る
者
に

は
、
上
着
を
も
取
ら
せ
な
さ
い
。
誰
か
が
、
一
ミ
リ
オ
ン
行
く
よ
う
に
強
い
る
な
ら
、
一
緒
に
二
ミ

リ
オ
ン
行
き
な
さ
い
。
求
め
る
者
に
は
与
え
な
さ
い
。
あ
な
た
か
ら
借
り
よ
う
と
す
る
者
に
、
背
を

向
け
て
は
な
ら
な
い
。
あ
な
た
が
た
も
聞
い
て
い
る
と
お
り
、
『
隣
人
を
愛
し
、
敵
を
憎
め
』
と
命

じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
言
っ
て
お
く
。
敵
を
愛
し
、
自
分
を
迫
害
す
る
者
の
た
め
に

祈
り
な
さ
い
。
あ
な
た
が
た
の
天
の
父
の
子
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
父
は
悪
人
に
も
善
人
に
も
太
陽

を
昇
ら
せ
、
正
し
い
者
に
も
正
し
く
な
い
者
に
も
雨
を
降
ら
せ
て
く
だ
さ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
分
を

愛
し
て
く
れ
る
人
を
愛
し
た
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
が
た
に
ど
ん
な
報
い
が
あ
ろ
う
か
。
徴
税
人
で
も
、

同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
自
分
の
兄
弟
に
だ
け
挨
拶
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
優
れ
た

こ
と
を
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
異
邦
人
で
さ
え
、
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、

あ
な
た
が
た
の
天
の
父
が
完
全
で
あ
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
も
完
全
な
者
と
な
り
な
さ
い
。

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
五
章
三
八
～
四
八
節
）
」 

し
た
が
っ
て
、
中
国
大
陸
で
捕
虜
や
居
留
民
が
残
虐
な
扱
い
を
受
け
た
と
い
う
理
由
で
、
自
ら

も
、
残
虐
な
対
応
を
す
る
よ
う
に
変
化
し
、
赤
十
字
条
約
を
守
ら
な
く
な
っ
た
日
本
と
い
う
国
は
、

欧
州
か
ら
見
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
文
明
国
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

明
治
以
降
、
日
本
は
近
代
化
の
努
力
を
懸
命
に
続
け
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
で
、
野
蛮
な
国

で
は
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
が
、
中
国
大
陸
で
の
長
年
の
戦
い
の
中
で
、
化
け
の
皮
が
剥
が
れ

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

明
治
の
日
本
人
は
立
派
で
、
昭
和
の
日
本
人
は
ダ
メ
に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
見
方
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
違
う
だ
ろ
う
。
明
治
期
の
日
本
人
は
、
不
平
等
条
約
に
我
慢
し
、
納
得
の
い
か
な
い
キ
リ
ス

ト
教
的
価
値
観
に
も
じ
っ
と
耐
え
た
の
で
あ
り
、
昭
和
期
の
日
本
人
は
、
も
う
我
慢
し
な
く
な
り
、

納
得
の
で
き
る
伝
統
的
価
値
観
に
従
っ
て
行
動
し
た
だ
け
の
こ
と
だ
ろ
う
。
日
本
人
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
変
化
し
て
い
な
い
。 

第
二
次
世
界
大
戦
で
見
せ
た
日
本
軍
の
様
々
な
行
動
が
、
評
価
さ
れ
た
行
動
も
、
批
判
さ
れ
た

行
動
も
含
め
て
、
日
本
人
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
将
来
も
、
同
じ
よ

う
な
危
機
的
状
況
下
で
、
日
本
人
は
同
様
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
可
能
性
が
大
き
い
と
見
る

べ
き
だ
ろ
う
。 

逆
に
言
え
ば
、
次
の
大
き
な
世
界
戦
争
で
は
、
赤
十
字
条
約
は
、
軍
事
的
に
台
頭
し
て
く
る
で

あ
ろ
う
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
か
ら
の
厳
し
い
試
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
赤
十
字
条
約
の
背
景
に
色
濃
く
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
も
の
を
見
据
え

る
な
ら
ば
、
赤
十
字
条
約
の
条
文
に
生
じ
た
変
化
の
背
景
に
あ
る
も
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
に
解
釈

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
マ
タ
イ
伝
に
あ
る
「
だ
れ
か
が
あ
な
た
の
右
の
頬
を
打
つ
な
ら
、
左
の

頬
を
も
向
け
な
さ
い
」
の
部
分
は
、
ル
カ
伝
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 
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「
あ
な
た
の
頬
を
打
つ
者
に
は
、
も
う
一
方
の
頬
を
も
向
け
な
さ
い
。
上
着
を
奪
い
取
る
者
に

は
、
下
着
を
も
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。
求
め
る
者
に
は
、
だ
れ
に
で
も
与
え
な
さ
い
。
あ
な
た
の
持

ち
物
を
奪
う
者
か
ら
取
り
返
そ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
六
章
二
九
～
三
〇

節
）
」 

つ
ま
り
、
ル
カ
伝
で
は
非
常
に
抽
象
的
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
時
代
背
景
を
考
え
な
く
て
も
通

用
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
の
マ
タ
イ
伝
は
、
と
て
も
具
体
的
な
表
現
で
わ
か
り
や
す
い
の

で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
が
活
動
し
た
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
の
風
習
や
、
ロ
ー
マ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
支
配
に
つ

い
て
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、
解
釈
は
難
し
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。 

な
ぜ
左
の
頬
で
は
な
く
、
先
に
右
の
頬
が
打
た
れ
る
の
か
、
一
ミ
リ
オ
ン
行
く
こ
と
を
強
い
る

と
は
何
の
こ
と
な
の
か
、
キ
リ
ス
ト
教
の
解
説
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
多
く
、
諸
説
あ
る
の
で
、

本
書
で
は
説
明
を
省
略
す
る
が
、
「
敵
を
愛
せ
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
理
解
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
、
日
本
陸
軍
の
赤
十
字
条
約
に
対
す
る
姿
勢
の
大
き
な
後
退
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
は
、
そ
の
原
因
を
今
も
抱
え
続
け
て
い

る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

赤
十
字
条
約
の
最
も
重
要
な
条
項
で
あ
る
無
差
別
条
項
の
記
述
は
、
一
八
六
四
年
か
ら
一
九
二

九
年
ま
で
、
大
き
な
変
化
は
無
く
、
抽
象
的
、
ル
カ
的
な
記
述
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
九
年
か
ら
具

体
的
、
マ
タ
イ
的
記
述
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
そ
れ
は
理
由
の
な
い
変
化
で
は
な
い
。
一
九
二
九
年

に
条
約
の
対
象
を
捕
虜
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
が
、
一
九
四
九
年
の
条
約
（
を
準
備
し
た
一

九
四
七
年
）
か
ら
現
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
記
述
を
し
な
け
れ
ば
、
傷
病
者
の
待
遇
と
捕

虜
の
待
遇
と
が
混
同
さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。 

逆
に
言
う
と
、
一
九
二
九
年
以
前
の
条
約
は
国
籍
に
よ
る
差
別
し
か
禁
止
し
て
い
な
か
っ
た
と

解
釈
す
る
こ
と
は
、
完
全
に
間
違
っ
て
い
る
。
ル
カ
的
に
、
抽
象
的
に
記
述
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
敵
味
方
を
分
か
つ
最
も
重
要
な
関
係
で
あ
る
国
籍
の
み
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
に
過
ぎ
ず
、

絶
対
的
な
無
差
別
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
、
一
八
六
四
年
の
条
約
も
、
一
九
四
九
年
の
条
約
も
、

変
わ
り
な
い
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
赤
十
字
精
神
の
根
本
は
、
傷
病
者
に
対
す
る
絶
対
的
な

無
差
別
で
あ
り
、
そ
の
大
原
則
は
、
一
神
教
徒
の
絶
対
神
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

条
約
の
中
で
は
一
八
六
四
年
以
来
、
ま
っ
た
く
変
化
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
大
原
則
を
守
る

よ
う
に
、
ま
た
守
ら
せ
る
よ
う
に
、
環
境
の
変
化
（
戦
争
の
変
化
）
に
適
応
し
て
表
現
形
式
だ
け
が

変
わ
り
続
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。 

そ
の
表
面
的
な
変
化
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
根
本
に
あ
る
大
原
則
を
犯
す
よ
う
な
解
釈
を
加
え
る

こ
と
は
、
一
神
教
的
に
は
、
絶
対
神
に
対
す
る
冒
涜
《
ぼ
う
と
く
》
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
理
論
的
指
導
者
で
あ
っ
た
ピ
ク
テ
が
最
初
に
行
な
っ
た
と
、
本
書
は

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

次
に
、
戦
地
傷
病
者
条
約
、
特
に
そ
の
無
差
別
条
項
に
影
響
を
与
え
た
捕
虜
条
約
の
条
項
を
見

て
お
く
。 
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三
四 
一
九
二
九
年
俘
虜
の
待
遇
に
関
す
る
条
約 

 

第
一
次
世
界
大
戦
で
大
量
の
捕
虜
が
発
生
し
、
捕
虜
に
対
す
る
非
人
道
的
待
遇
が
問
題
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
一
九
二
九
年
の
赤
十
字
条
約
は
対
象
を
負
傷
者
か
ら
、
捕
虜
へ
と
拡
大
さ
せ
た
。

日
本
は
署
名
の
み
で
批
准
し
な
か
っ
た
が
、
署
名
時
の
仮
訳
「
俘
虜
ノ
待
遇
ニ
關
ス
ル
千
九
百
二
十

九
年
七
月
二
十
七
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
條
約
（
假
譯
）
」
を
示
す
。
戦
地
傷
病
者
条
約
の
無
差
別
条
項

で
あ
る
第
一
条
に
相
当
す
る
の
は
、
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
で
あ
る
。
戦
地
傷
病
者
と
の
待
遇
の

違
い
に
着
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

C
o
n

v
en

tio
n

 rela
tiv

e to
 th

e T
rea

tm
en

t o
f P

riso
n

ers o
f W

a
r. G

en
ev

a
, 2

7
 J

u
ly

 1
9
2

9
. 

捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
一
九
二
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約 

P
A

R
T

 I - G
E

N
E

R
A

L
 P

R
O

V
IS

IO
N

S
 

第
一
編 

總
則 

（
第
一
條
は
、
条
約
の
適
用
対
象
を
規
定
） 

1
9
2
9
G

3
-A

rticle 2
. 

 

P
riso

n
ers o

f w
ar are in

 th
e p

o
w

er o
f th

e h
o
stile G

o
v

ern
m

en
t, b

u
t n

o
t o

f th
e in

d
iv

id
u
als o

r 

fo
rm

atio
n
 w

h
ich

 cap
tu

red
 th

em
. 

② 
T

h
ey

 sh
all at all tim

es b
e h

u
m

an
ely

 treated
 an

d
 p

ro
tected

, p
articu

larly
 ag

ain
st acts o

f 

v
io

len
ce, fro

m
 in

su
lts an

d
 fro

m
 p

u
b
lic cu

rio
sity

. 

③ 
M

easu
res o

f rep
risal ag

ain
st th

em
 are fo

rb
id

d
en

. 

一
九
二
九
年
捕
虜
条
約
の
第
二
條 

俘
虜
ハ
敵
國
ノ
權
内
ニ
属
シ
之
ヲ
捕
ヘ
タ
ル
個
人
又
ハ
部
隊
ノ
權
内
ニ
属
ス
ル
コ
ト
ナ
シ 

② 

俘
虜
ハ
常
ニ
博
愛
ノ
心
ヲ
以
テ
取
扱
ハ
ル
ベ
ク
且
暴
行
、
侮
辱
及
公
衆
ノ
好
奇
心
ニ
對
シ

テ
特
ニ
保
護
セ
ラ
ル
ベ
シ
俘
虜
ニ
對
ス
ル
報
復
手
段
ハ
禁
止
ス 

1
9
2
9
G

3
-A

rticle 3
. 

 

P
riso

n
ers o

f w
ar are en

titled
 to

 resp
ect fo

r th
eir p

erso
n
s an

d
 h

o
n
o

u
r. W

o
m

en
 sh

all b
e 

treated
 w

ith
 all co

n
sid

eratio
n
 d

u
e to

 th
eir sex

. 

② 
P

riso
n
ers retain

 th
eir fu

ll civ
il cap

acity
. 

一
九
二
九
年
捕
虜
条
約
の
第
三
條 

俘
虜
ハ
其
ノ
人
格
及
名
譽
ヲ
尊
重
セ
ラ
ル
ベ
キ
權
利
ヲ
有
ス
婦
人
ハ
女
性
ニ
對
ス
ル
一
切
ノ
斟

酌
ヲ
以
テ
待
遇
セ
ラ
ル
ベ
シ
［
（
現
代
語
訳
）
；
女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
す
べ
て
の
考

慮
を
も
っ
て
（w

ith
 all co

n
sid

eratio
n

）
待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
］ 

② 

俘
虜
ハ
其
ノ
私
權
ノ
完
全
ナ
ル
享
有
能
力
ヲ
保
持
ス 
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1
9
2
9
G

3
-A

rticle 4
. 

 

T
h
e d

etain
in

g
 P

o
w

er is req
u
ired

 to
 p

ro
v
id

e fo
r th

e m
ain

ten
an

ce o
f p

riso
n

ers o
f w

ar in
 its 

ch
arg

e. ② 
D

ifferen
ces o

f treatm
en

t b
etw

ee
n
 p

riso
n
ers are p

erm
issib

le o
n
ly

 if su
ch

 d
ifferen

ces 

are b
ased

 o
n
 th

e m
ilitary

 ran
k
, th

e state o
f p

h
y
sical o

r m
en

tal h
ealth

, th
e p

ro
fessio

n
al ab

ilities, 

o
r th

e sex
 o

f th
o
se w

h
o
 b

en
efit fro

m
 th

em
. 

一
九
二
九
年
捕
虜
条
約
の
第
四
條 

俘
虜
捕
獲
國
ハ
俘
虜
ヲ
給
養
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負
フ 

 

② 

俘
虜
ノ
待
遇
ノ
差
別
ハ
其
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
者
ノ
軍
事
的
階
級
、
肉
體
的
又
ハ
精
神
的
健

康
状
態
、
職
業
的
技
能
又
ハ
性
ノ
區
別
ニ
基
ク
ニ
非
ザ
レ
バ
不
法
ト
ス
［
（
現
代
語
訳
）
；
（
捕
虜

の
待
遇
は
平
等
と
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
）
捕
虜
の
待
遇
の
間
に
差
別
を
設
け
る
こ
と
は
、
そ
の

よ
う
な
差
別
が
軍
隊
の
階
級
や
心
身
の
健
康
状
態
、
専
門
的
識
能
、
あ
る
い
は
性
別
の
違
い
に
基
づ

い
て
利
益
を
与
え
る
場
合
の
み
に
認
め
ら
れ
る
］ 

戦
地
傷
病
者
と
捕
虜
と
で
大
き
く
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
捕
虜
条
約
の
第
三
条
に
は
、
女
性
優

遇
の
条
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
女
性
優
遇
の
条
文
は
、
女
性
兵
士
の
出
現
・
増
加
の
影
響
に

よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
子
供
や
老
人
の
優
遇
記
述
は
無
い
。
要
す
る
に
、
「
女
性
を
兵
士
と
し
て
採
用

す
る
の
は
認
め
る
が
、
女
性
兵
が
負
傷
し
た
と
き
は
優
遇
せ
よ
。
少
年
は
兵
士
と
し
て
の
採
用
そ
の

も
の
を
認
め
な
い
。
老
人
は
・
・
・
・
・
・
？ 

老
人
の
好
き
に
さ
せ
な
さ
い
」
と
い
っ
た
感
じ
で

あ
ろ
う
。
こ
の
女
性
優
遇
条
項
は
、
捕
虜
条
約
内
に
留
ま
っ
て
い
る
限
り
、
特
に
問
題
で
は
な
い
。 

ま
た
、
捕
虜
条
約
の
第
四
条
第
二
項
も
、
戦
地
傷
病
者
条
約
と
は
随
分
異
な
る
記
述
で
あ
る
。

日
本
語
訳
（
政
府
の
仮
訳
）
を
見
る
と
、
傷
病
者
の
場
合
と
同
様
に
無
差
別
を
強
調
す
る
よ
う
な
翻

訳
文
に
な
っ
て
い
る
が
、
英
文
で
は
む
し
ろ
、
特
定
の
差
別
は
捕
虜
の
利
益
に
適
う
も
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
差
別
を
積
極
的
に
求
め
る
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
捕
虜
を
平
等
に
扱
う
こ
と
が
基
本
的
な
前
提
と
し
て
あ
る
こ
と
は
、
こ

の
捕
虜
条
約
第
四
条
を
直
接
継
承
し
た
一
九
四
九
年
の
第
三
条
約
第
一
六
条
を
見
て
も
分
か
る
こ

と
で
あ
る
が
、
政
府
仮
訳
の
よ
う
に
無
差
別
を
強
調
す
る
よ
う
に
訳
す
る
の
は
、
む
し
ろ
誤
っ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。 

つ
ま
り
、
赤
十
字
条
約
は
保
護
の
対
象
と
し
て
、
戦
闘
意
思
の
な
い
負
傷
兵
と
、
健
康
な
捕
虜

や
戦
闘
意
思
を
放
棄
し
て
い
な
い
負
傷
兵
と
を
明
確
に
区
分
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
地
傷
病
者
条

約
は
、
あ
く
ま
で
戦
闘
意
思
の
な
い
負
傷
兵
が
対
象
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
籍
も
敵
味
方
も

な
い
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
扱
う
こ
と
を
要
求
し
、
そ
う
で
な
い
捕
虜
や
戦
闘
継
続
意
思
の
あ
る

負
傷
兵
に
つ
い
て
は
、
軍
人
は
軍
人
ら
し
く
、
女
性
は
女
性
ら
し
く
処
遇
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
い
や
、
む
し
ろ
軍
人
で
あ
る
捕
虜
を
軍
人
で
な
い
者
と
し
て
、
民
主
主
義
的
に
扱
う

こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
、
捕
虜
条
約
が
戦
地
傷
病
者
条
約
に
与
え
た
影
響
を
正
確
に

理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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人
間
社
会
に
あ
る
自
然
な
差
別
で
あ
っ
て
、
生
命
の
よ
う
な
基
本
的
な
人
権
を
損
な
わ
な
い
差

別
は
、
特
に
そ
れ
が
秩
序
の
維
持
に
有
益
な
場
合
、
赤
十
字
条
約
は
秩
序
の
確
保
を
求
め
る
の
で
あ

る
。
将
校
を
将
校
ら
し
く
待
遇
す
る
こ
と
は
、
捕
虜
社
会
の
秩
序
維
持
に
役
立
つ
。
病
気
を
患
っ
た

捕
虜
を
環
境
の
良
い
収
容
所
に
移
し
た
り
、
女
性
の
捕
虜
に
特
別
の
配
慮
を
行
な
っ
た
り
す
る
こ
と

は
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
配
慮
を
欠
く
こ
と
が
捕
虜
全
体
の
不
満
を
生
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
、
赤
十
字
は
あ
く
ま
で
「
個
人
尊
重
、
組
織
敵
視
」
な
の
で
あ
る
が
、
個
人
に
も
、
組

織
に
も
、
共
通
し
て
利
益
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
秩
序
に
つ
い
て
は
、
そ
の
秩
序
が
基
本
的
な

人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
差
別
的
で
あ
っ
て
も
容
認
す
る
、
い
や
む
し
ろ
、
積
極
的
に

秩
序
維
持
を
求
め
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
赤
十
字
条
約
は
、
保
護
の
対
象
者
が
捕
虜
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
重
大
な
問
題
を
抱

え
始
め
た
。
戦
地
傷
病
者
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
と
き
は
、
絶
対
的
な
無
差
別
を
要
求
す
る
だ
け

で
良
か
っ
た
の
だ
が
、
捕
虜
に
対
す
る
差
別
待
遇
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
傷
病
者
に
対
す
る
無
差

別
の
絶
対
性
を
確
保
す
る
必
要
性
が
増
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
新
た
な
必
要
性
は
、
一
九
二
九
年
の
時
点
で
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
三
八
年
の
ロ
ン
ド
ン
改
訂
案
で
も
、
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ

は
ま
だ
、
赤
十
字
条
約
は
戦
地
傷
病
者
条
約
で
あ
り
、
捕
虜
条
約
は
別
の
条
約
で
あ
る
と
い
う
区
分

意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
七
年
の
専
門
家
作
業
部
会
の
報
告
で
、
初
め
て
変
化
が
生
じ

て
い
る
の
で
、
四
つ
の
条
約
を
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
と
し
て
扱
う
段
階
に
な
っ
て
、
必
要
な
注
意
が

加
え
ら
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三
五 

一
九
三
八
年
ロ
ン
ド
ン
改
訂
案 

 

一
九
三
七
年
に
赤
十
字
条
約
（
戦
地
傷
病
者
条
約
）
の
改
訂
が
企
画
さ
れ
た
。
赤
十
字
国
際
委

員
会
は
一
九
三
八
年
に
各
国
の
専
門
家
を
招
集
し
て
案
を
作
成
し
、
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）

六
月
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
一
六
回
赤
十
字
国
際
会
議
に
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
改
訂
案
は
、

一
九
四
〇
年
に
ス
イ
ス
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
外
交
会
議
の
議
題
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
で
会
議
が
延
期
と
な
り
、
改
訂
は
一
九
四
九
年
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
は
、
第
四
回
赤
十
字
条
約
に
相
当
す
る
が
、
一
般
的
に
、「
第
四
回
・
・
・
」

と
い
う
呼
称
は
使
用
さ
れ
な
い
。 

こ
の
改
訂
案
を
見
る
と
、
第
一
条
に
は
一
切
変
化
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
重
要
な
条

項
は
、
ま
ず
保
守
的
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
逆
に
言
う
と
、
時
々
行
な
わ
れ
る

字
句
の
変
更
に
は
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
捕
虜
条
約
が
捕
虜

の
待
遇
の
間
に
差
別
を
認
め
た
こ
と
の
影
響
も
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。 
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o
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9
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ev
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d
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C
o
n

v
en
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n

 a
d

o
p

ted
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y
 th

e C
o
m

m
issio

n
 o

f E
x
p

erts. 1
9
3
8
 

戦
地
軍
隊
に
お
け
る
傷
者
及
び
病
者
の
状
態
改
善
に
関
す
る
一
九
二
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

の
一
九
三
八
年
改
訂
案 

C
H

A
P

T
E

R
 I - W

O
U

N
D

E
D

 A
N

D
 S

IC
K

 

第
一
章 

傷
者
及
び
病
者 

1
9
3
8
G

1
-A

rticle 1
. 

 

O
fficers an

d
 so

ld
iers an

d
 o

th
er p

erso
n
s o

fficially
 attach

ed
 to

 th
e arm

ed
 fo

rces w
h

o
 are 

w
o
u
n
d
ed

 o
r sick

 sh
all b

e resp
ected

 an
d
 p

ro
tected

 in
 all circu

m
stan

ces; th
ey

 sh
all b

e treated
 

w
ith

 h
u
m

an
ity

 an
d
 cared

 fo
r m

ed
ically

, w
ith

o
u
t d

istin
ctio

n
 o

f n
atio

n
ality

, b
y
 th

e b
ellig

eren
t 

in
 w

h
o
se p

o
w

er th
ey

 m
ay

 b
e. 

② 
N

ev
erth

eless, th
e b

ellig
eren

t w
h
o
 is co

m
p
elled

 to
 ab

an
d
o

n
 w

o
u

n
d
ed

 o
r sick

 to
 th

e 

en
em

y
, sh

all, as far as m
ilitary

 ex
ig

en
cies p

erm
it, leav

e w
ith

 th
em

 a p
o

rtio
n

 o
f h

is m
ed

ical 

p
erso

n
n
el an

d
 m

aterial to
 h

elp
 w

ith
 th

eir treatm
en

t. 

一
九
三
八
年
戦
地
傷
病
者
条
約
改
訂
案
の
第
一
条 

将
校
、
兵
士
、
そ
の
ほ
か
、
軍
隊
の
正
規
所
属
の
人
員
で
あ
っ
て
、
負
傷
し
、
あ
る
い
は
疾
病

に
罹
患
し
た
者
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
尊
重
さ
れ
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
国
籍
に
よ
る
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t 

d
istin

ctio
n
 o

f n
atio

n
ality

）
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
医
学
的
に
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。 

 

② 

し
か
し
交
戦
者
は
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
敵
側
に
傷
病
者
を
遺
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
場
合
も
、
軍
事
上
の
状
況
が
許
す
限
り
、
傷
病
者
の
治
療
を
補
助
す
る
た
め
の
衛
生
科
隊
員
と

衛
生
資
材
を
、
傷
病
者
と
と
も
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
八
年
改
訂
案
の
第
一
条
は
、
一
九
二
九
年
の
第
一
条
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

三
六 

一
九
四
七
年
専
門
家
改
定
案 

 

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
、
日
本
が
降
伏
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
。
、
赤
十

字
国
際
委
員
会
は
、
一
九
四
六
年
に
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
（th

e P
relim

in
ary

 C
o
n
feren

ce

）
を

開
催
し
、
一
九
四
七
年
に
は
政
府
専
門
家
会
議
（th

e C
o
n
feren

ce o
f G

o
v
ern

m
en

t E
x
p
erts

）
を
開

催
し
て
条
約
改
正
準
備
を
開
始
し
た
。
一
九
四
八
年
に
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
第
一
七
回
赤
十
字
国

際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
草
案
（
一
九
四
八
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案
）

が
各
国
に
示
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
四
月
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
外
交
会
議
で
条
約
の
審
議
（th

e 

D
ip

lo
m

atic C
o
n
feren

ce

）
が
行
な
わ
れ
、
八
月
一
二
日
に
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
が

成
立
す
る
。 
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こ
こ
で
は
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
と
一
五
カ
国
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

カ
ナ
ダ
、
中
国
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
、
米
国
）
が
参
加
し
た
一
九
四
七
年
の

専
門
家
作
業
部
会
の
報
告
か
ら
、
そ
の
改
定
案
を
示
す
。 

R
ep

o
rt o

n
 th

e W
o
rk

 o
f th

e C
o
n

feren
ce o

f G
o
v
ern

m
en

t E
x

p
erts fo

r th
e S
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d

y
 o

f th
e 

C
o
n

v
en

tio
n

s fo
r th

e P
ro

tectio
n

 o
f W

a
r V

ictim
s. G

en
ev

a
, 1

4
-2

6
 A

p
ril 1

9
4

7
 
 

戦
地
軍
隊
に
お
け
る
傷
者
及
び
病
者
の
状
態
改
善
に
関
す
る
一
九
二
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

の
一
九
四
七
年
の
改
定
案 

C
H

A
P

T
E

R
 I - W

O
U

N
D

E
D

 A
N

D
 S

IC
K

 

第
一
章 

傷
者
及
び
病
者 

1
9
4
7
G

1
-A

rticle 1
. 

 

M
em

b
ers o

f th
e A

rm
ed

 F
o
rces an

d
 o

th
er p

erso
n
s o

fficially
 attach

ed
 to

 th
e said

 fo
rces 

w
h
o
 are w

o
u
n
d
ed

 o
r sick

 sh
all b

e resp
ected

 in
 all circu

m
stan

ces; th
ey

 sh
all b

e treated
 w

ith
 

h
u
m

an
ity

 an
d
 cared

 fo
r m

ed
ically

, w
ith

o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f n
atio

n
ality

, race, relig
io

n
 o

r 

p
o
litical o

p
in

io
n

, b
y
 th

e b
ellig

eren
t in

 w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 m
ay

 b
e. W

o
m

en
 sh

all b
e treated

 

w
ith

 th
e co

n
sid

eratio
n
 d

u
e to

 th
eir sex

. 

② 
N

ev
erth

eless, th
e b

ellig
eren

t w
h
o
 is co

m
p
elled

 to
 ab

an
d
o

n
 w

o
u

n
d
ed

 o
r sick

 to
 th

e 

en
em

y
, sh

all, as far as m
ilitary

 co
n
sid

eratio
n
s p

erm
it, leav

e w
ith

 th
em

 a p
art o

f h
is m

ed
ical 

p
erso

n
n
el an

d
 su

p
p
lies to

 assist w
ith

 th
eir care. 

一
九
四
七
年
戦
地
傷
病
者
条
約
改
定
案
の
第
一
条 

軍
隊
の
構
成
員
お
よ
び
そ
の
ほ
か
、
軍
隊
の
正
規
所
属
の
人
員
で
あ
っ
て
、
負
傷
し
、
あ
る
い

は
疾
病
に
罹
患
し
た
者
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
彼

ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、
あ
る
い
は
政
治
的
意
見
に
よ

る
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f n
atio

n
ality

, race, relig
io

n
 o

r 

p
o
litical o

p
in

io
n

）
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
医
学
的
に
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 th

e co
n
sid

eratio
n

）
待
遇
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。 

② 

し
か
し
交
戦
者
は
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
敵
側
に
傷
病
者
を
遺
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
場
合
も
、
軍
事
上
の
状
況
が
許
す
限
り
、
傷
病
者
の
看
護
を
補
助
す
る
た
め
の
衛
生
科
隊
員
と

衛
生
資
材
を
、
傷
病
者
と
と
も
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。 

一
九
四
七
年
改
定
案
の
第
一
条
に
は
、
大
き
な
特
徴
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
無
差
別
の
基
準

と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
が
、
「
国
籍
」
か
ら
「
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、
あ
る
い
は
政
治
的
意
見
」
へ

と
一
挙
に
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
無
差
別
の
基
準
が
増
え
た

わ
け
で
は
な
い
。
傷
病
者
に
対
し
て
は
、
い
か
な
る
差
別
基
準
を
も
持
ち
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
赤
十
字
精
神
の
永
久
不
変
の
原
理
で
あ
る
。 
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そ
の
た
め
、
差
別
禁
止
の
基
準
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
や
討
議

が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
国
籍
だ
け
を
例
と
し
て
示
し
て
き
た
従
来
の
記
述
で
は
、

国
籍
以
外
の
差
別
は
構
わ
な
い
の
だ
と
誤
解
す
る
者
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
特
に
重
要
な

も
の
は
具
体
的
に
列
挙
す
る
こ
と
で
、
無
差
別
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
抽
象
的
、
ル
カ
的
な
記
述
か
ら
、
具
体
的
、
マ
タ
イ
的
記
述
へ
の
変
化
が
生
じ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
赤
十
字
条
約
が
そ
の
対
象
を
、
戦
地
傷
病
者
か
ら
、
海
戦
犠
牲
者
、

捕
虜
、
民
間
人
抑
留
者
、
そ
し
て
国
家
間
の
戦
争
以
外
へ
と
拡
大
さ
せ
て
い
く
と
い
う
、
大
き
な
環

境
変
化
に
対
す
る
適
応
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
記
述
し
な
け

れ
ば
、
戦
地
傷
病
者
が
、
健
康
な
捕
虜
や
民
間
人
と
混
同
さ
れ
、
捕
虜
に
認
め
る
差
別
的
待
遇
の
考

え
方
が
戦
地
傷
病
者
の
扱
い
に
も
広
が
る
恐
れ
が
増
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

今
回
の
改
定
案
で
は
、
人
種
戦
争
的
性
格
も
あ
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
教
訓
を
反
映
し
、
第

二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
や
宗
教
対
立
な

ど
も
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、
あ
る
い
は
政

治
的
意
見
」
と
い
う
記
述
順
序
は
重
要
で
あ
る
。
大
事
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
か
ら
先
に
記
述
し
て

い
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
条
文
検
討
で
、
こ
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
分
か
る
こ
と

で
あ
る
。 

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
一
九
二
九
年
の
捕
虜
条
約
第
三
条
で
出
現
し
た
女
性
に
対
す

る
優
遇
の
要
求
を
、
戦
地
傷
病
者
の
条
約
に
も
組
み
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 

な
ぜ
こ
れ
を
、
戦
地
傷
病
者
の
条
約
に
入
れ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
な
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
誰

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
秩
序
維
持
に
必
要
な
差
別
を
認
め
る
捕
虜
条
約
の
条
文
を
、
い
か
な
る

差
別
も
認
め
な
い
戦
地
傷
病
者
条
約
の
中
に
取
り
込
ん
だ
の
か
、
史
料
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
れ
が
大
き
な
過
ち
の
出
発
点
だ
か
ら
だ
。
こ
れ
は
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
お

け
る
最
大
の
ミ
ス
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

平
和
な
と
き
の
病
院
医
療
に
お
い
て
も
、
女
性
と
い
う
理
由
で
特
別
な
優
遇
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
女
性
と
い
う
理
由
で
高
価
な
薬
を
優
先
的
に
使
用
し
た
り
、
手
術
を
優
先
的
に
行
な
っ

た
り
、
女
性
と
い
う
理
由
だ
け
で
男
性
患
者
よ
り
何
か
を
優
遇
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
無
い
。
女

性
専
用
の
病
室
を
用
意
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
優
遇
で
は
な
く
、
秩
序
維
持
に
必
要
な
当
然
の
配

慮
で
あ
る
。
仮
に
、
男
性
病
室
は
満
床
に
な
り
、
女
性
病
室
は
患
者
数
が
少
な
く
て
広
々
と
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
優
遇
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
逆
の
場
合
も
起
こ
り
得
る
の
だ
。
女
性
が
分
離

を
希
望
し
な
く
て
も
、
病
院
側
が
分
離
を
求
め
る
話
で
あ
る
。
婦
人
科
は
女
性
し
か
診
な
い
が
、
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
差
別
で
は
な
い
。 

捕
虜
条
約
で
は
「
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 all 

co
n
sid

eratio
n

）
待
遇
」
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
戦
地
傷
病
者
条
約
改
定
案
で
は
「
女
性
に
対
し
て

払
う
べ
き
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 th

e co
n
sid

eratio
n

）
待
遇
」
と
、
弱
い
表
現
に
変
化
さ
せ
て
い
る
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が
、
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
待
遇
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
今
日
の
一
般
病
院
で
も
そ
の

よ
う
な
優
遇
は
無
い
の
で
、
ま
っ
た
く
思
い
つ
か
な
い
。
女
性
兵
士
の
増
加
で
、
女
性
の
戦
地
傷
病

者
も
増
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
女
性
の
生
物
学
的
特
性
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
治
療
内
容
に
お
い
て
も

必
要
な
考
慮
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
男
性
患
者
あ
る
い
は
女
性
患
者
を
優
先
す
る
よ
う
な
性
的
差
別

は
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
考
慮
と
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。 

従
っ
て
、
何
ゆ
え
に
、
捕
虜
に
適
用
す
る
女
性
優
遇
の
条
文
を
、
戦
地
傷
病
者
条
約
に
取
り
入

れ
た
の
か
、
医
学
的
に
合
理
的
な
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。
単
に
、
諸
条
約
間
の
表
現
の
整
合
性
を

と
る
た
め
、
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
の
軽
い
感
覚
で
移
し
た
だ
け
の
よ
う
に
思
え
る
。 

赤
十
字
条
約
に
限
ら
ず
、
重
要
な
条
項
は
、
ま
ず
保
守
的
に
扱
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
時
々
行

な
わ
れ
る
字
句
の
変
更
に
は
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
捕
虜
条
約
の
記
述
に
足
並
み

を
合
わ
せ
る
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
に
、
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
で
差
別
的
条
文
を
戦
地
傷
病
者
条
約

に
加
え
る
と
い
っ
た
雑
な
仕
事
が
行
な
わ
れ
た
の
も
、
人
間
の
仕
業
で
あ
る
か
ら
仕
方
な
い
の
で
あ

ろ
う
。 

逆
に
、
こ
の
よ
う
な
女
性
優
遇
の
記
述
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
治
療
は
性
別
に
よ

っ
て
も
無
差
別
で
あ
る
こ
と
」
を
具
体
的
に
示
す
必
要
が
生
じ
た
。
条
約
改
正
作
業
の
最
終
結
果
で

あ
る
一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
第
一
二
条
第
二
項
で
は
、
無
差
別
の
具
体
的
基
準
は
、
「
そ
れ
ら
の

者
を
性
別
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
又
は
そ
の
他
類
似
の
基
準
に
よ
る
差
別
を
し
な
い

で
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
女
性
優
遇
の
記
述
に
よ
っ
て
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
性

別
に
よ
っ
て
も
差
別
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
明
示
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

で
は
、
こ
の
女
性
優
遇
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
生
命
な
ど
の

基
本
的
人
権
に
つ
い
て
は
性
別
に
基
づ
く
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
が
、
基
本
的
人
権
の
保
護
を
充

た
し
た
上
で
、
そ
れ
を
超
え
る
余
裕
が
あ
る
場
合
、
余
剰
の
配
分
等
に
つ
い
て
は
女
性
を
優
遇
し
な

さ
い
、
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。 

わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
「
最
低
限
の
栄
養
を
含
む
食
事
は
男
女
の
差
別
な
く
、
全
員
に
平
等

に
与
え
な
さ
い
。
そ
の
条
件
を
充
た
し
た
上
で
、
更
に
お
い
し
い
ケ
ー
キ
が
少
し
だ
け
あ
っ
て
、
全

員
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
女
性
に
優
先
し
て
与
え
な
さ
い
」
と
い
っ
た
感
じ
だ
。
そ

う
い
う
差
別
は
無
差
別
禁
止
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

特
に
具
体
的
に
示
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
優
遇
内
容
は
、
別
の
条
項
で
、
例
え
ば
文
民
の
保
護

に
関
す
る
一
九
四
九
年
第
四
条
約
の
第
八
五
条
第
４
項
で
は
、「
例
外
的
且
つ
一
時
的
措
置
と
し
て
、

男
子
と
同
一
の
収
容
所
に
家
族
の
構
成
員
で
な
い
女
子
の
被
抑
留
者
を
収
容
す
る
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
常
に
、
そ
の
女
子
の
被
抑
留
者
の
用
に
供
す
る
た
め
、
分
離
し
た
寝
室
及
び
衛
生
設
備
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
、
具
体
的
に
記
述
さ
れ
る
。 

し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
男
女
の
傷
病
者
を
別
け
て
収
容
す
る
こ
と
な
ど
は
最
初
か
ら
用
意

さ
れ
て
い
る
必
要
な
区
別
で
あ
り
、
傷
病
者
の
医
療
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
差
別
も
用
意
さ
れ
て
い
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な
い
の
が
現
実
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 

th
e co

n
sid

eratio
n

）
待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
女
性
優
遇
条
項
を
戦
地
傷
病
者
条
約
に
組

み
入
れ
た
場
合
、
マ
タ
イ
的
に
、
具
体
的
に
記
述
し
て
く
れ
な
く
て
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
優
遇

と
認
め
る
の
か
不
明
な
の
で
あ
る
。 

せ
い
ぜ
い
、
新
し
い
シ
ー
ツ
が
少
な
い
と
き
は
女
性
患
者
に
優
先
し
ろ
と
か
、
電
力
に
余
裕
が

あ
る
と
き
は
女
性
患
者
優
先
で
延
灯
を
認
め
よ
、
お
い
し
い
ケ
ー
キ
が
余
っ
た
ら
女
性
に
配
れ
、
男

子
隊
員
は
女
性
患
者
に
卑
猥
な
態
度
を
と
る
な
、
と
い
っ
た
類
の
、
実
に
下
ら
な
い
話
な
の
で
あ
る
。 

そ
ん
な
も
の
の
た
め
に
、
赤
十
字
条
約
の
根
源
的
原
理
で
あ
る
絶
対
的
な
無
差
別
が
揺
ら
ぎ
始

め
た
の
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
必
要
性
の
な
い
優
遇
記
述
が
加
え
ら
れ
、
戦
地
傷
病
者
条
約
は
混
乱
し

始
め
て
い
く
。
逆
に
言
う
と
、
一
九
四
九
年
の
条
約
の
改
定
案
を
作
成
し
、
審
議
し
た
人
々
の
条
約

理
解
は
、
そ
の
程
度
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
九
四
九
年
の
条
約
審
議
の
最
終
段
階
で
、
無
差
別
基
準
の
具
体
例
に
「
性
別
」
が
加
え
ら
れ

た
と
き
、
具
体
例
の
先
頭
、
つ
ま
り
「
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
又
は
そ
の
他
類
似
の
基

準
」
な
ど
よ
り
前
に
置
か
れ
た
こ
と
に
は
重
大
な
意
味
が
あ
る
。 

そ
れ
は
、
無
差
別
条
項
の
次
に
く
る
女
性
優
遇
条
項
が
、
基
本
的
な
人
権
に
お
け
る
平
等
を
侵

害
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
「
性
別
」
を
具
体
例
の
先
頭
に
置
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
重
み
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
う
い
う
意
図
が
な
け
れ
ば
、
「
性
別
」
の
よ
う
に
後
か
ら
追
加
に
な
っ
た
無
差
別
基
準
を
、

赤
十
字
の
歴
史
的
な
無
差
別
基
準
で
あ
る
「
国
籍
」
よ
り
前
に
置
く
こ
と
は
な
い
。
八
〇
年
以
上
に

渡
っ
て
唯
一
の
代
表
的
具
体
例
と
し
て
示
さ
れ
て
き
た
「
国
籍
」
よ
り
前
に
、
「
性
別
」
が
置
か
れ

た
理
由
は
、
お
い
し
い
ケ
ー
キ
が
余
っ
た
ら
女
性
を
優
遇
せ
よ
、
と
い
っ
た
類
の
、
実
に
下
ら
な
い

条
文
が
戦
地
傷
病
者
条
約
に
入
っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「
人
種
」
が
「
国
籍
」
の
前
に
置
き

換
え
ら
れ
た
理
由
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
軽
さ
で
あ
る
。 

さ
あ
、
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
に
尋
ね
て
み
よ
う
。
戦
地
傷
病
者
の
治
療
に
お
い
て
、
性
別
に
よ

っ
て
差
別
を
し
な
い
こ
と
は
、
国
籍
に
よ
っ
て
差
別
を
し
な
い
こ
と
よ
り
も
重
要
な
の
で
す
か
と
。

デ
ュ
ナ
ン
の
当
惑
し
た
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。 

婦
女
子
優
遇
に
対
す
る
戦
地
傷
病
者
条
約
の
立
場
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。 

赤
十
字
条
約
は
生
命
の
よ
う
な
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
は
、
民
主
主
義
の
考
え
方
に
よ
り
、
性

差
に
よ
る
差
別
を
一
切
認
め
て
い
な
い
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
沈
没
な
ど
、
老
若
男
女
を
含
む
集
団

が
生
命
の
危
機
に
面
し
た
と
き
、
婦
女
子
を
優
先
的
に
救
命
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
紳
士
的
精

神
に
適
っ
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
民
主
主
義
的
で
は
な
い
。
赤
十
字
精
神
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、

騎
士
道
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
シ
ッ
プ
（G

en
tlem

an
sh

ip

）
、
民
主
主
義
な
ど
色
々
な
思
想
が
流
れ
込

ん
で
い
る
が
、
生
命
の
よ
う
な
基
本
的
人
権
が
問
題
に
な
る
ケ
ー
ス
で
は
、
赤
十
字
は
民
主
主
義
の
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立
場
か
ら
、
性
別
に
よ
る
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
性
別
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
、
何

ら
か
の
基
準
に
よ
る
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

一
九
二
三
年
（
大
正
一
三
年
）
の
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
（D

eclaratio
n
 o

f 

th
e R

ig
h
ts o

f th
e C

h
ild

）
」
で
は
、
「
児
童
は
、
危
難
の
際
に
は
、
最
初
に
救
済
を
受
け
る
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（T

h
e ch

ild
 m

u
st b

e th
e first to

 receiv
e relief in

 tim
es o

f d
istress

）
」
と
宣
言

さ
れ
た
が
、
年
齢
に
つ
い
て
も
差
別
し
て
は
い
け
な
い
の
が
、
基
本
的
人
権
の
原
則
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
の
「
性
別
」
が
無
差
別
の
具
体
例
に
加
え
ら
れ
た
の
は
条
約
審
議
の
最
終
段
階
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
一
九
四
七
年
の
改
定
案
作
成
当
時
、
女
性
優
遇
の
記
述
が
与
え
る
影
響
に
は
い
か

な
る
関
心
も
寄
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
反
対
意
見
は
出
な
い
ま
ま
、
改
定
準
備
は
進

ん
だ
の
で
あ
る
。 
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三
七 
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案 

 

一
九
四
八
年
、
第
一
七
回
赤
十
字
国
際
会
議
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
、
新
し
い
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
条
約
の
草
案
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案
）
が
各
国
に
示
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
四
月
か
ら
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
外
交
会
議
で
条
約
の
審
議
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
叩
き
台
に
な
る
案
で
あ
る
。 

草
案
で
は
、
第
一
条
が
置
き
換
わ
っ
た
。
こ
の
第
一
条
の
変
化
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
教
訓

を
反
映
し
た
の
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
守
れ
、
と
要
求
し
て
い
る
。
何
を
守
る
か
と
い
う
こ
と
以
前
の

モ
ラ
ル
の
問
題
と
し
て
、
条
約
を
守
る
こ
と
を
最
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
教
訓
を
与
え
た

の
は
、
ま
ず
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
、
近
代
化
の
先
頭
を
走
る
キ
リ
ス
ト
教
文
明
国
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
ド
イ
ツ
が
、
あ
の
よ
う
に
非
人
道
的
な
行
動
に
走
っ
た
こ
と
は
、
西
洋
文
明
そ
の
も
の
の

危
機
と
し
て
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。 

一
方
の
日
本
は
と
言
え
ば
、
近
代
文
明
国
と
い
う
化
け
の
皮
が
剥
が
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
や
は

り
野
蛮
で
あ
っ
た
の
か
と
納
得
さ
れ
た
だ
け
で
、
ド
イ
ツ
に
較
べ
れ
ば
、
倫
理
的
に
大
き
な
衝
撃
を

西
洋
文
明
に
与
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
、
国
と
し
て
の
精
神
年
齢

は
十
二
歳
の
少
年
と
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
責
任
能
力
も
限
ら
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
、
一
部

の
見
せ
し
め
を
除
け
ば
、
皮
肉
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
児
童
に
対
す
る
特
別
な
優
遇
を
受
け
た
の
だ

ろ
う
。
戦
勝
国
が
行
な
っ
た
戦
争
犯
罪
の
判
決
結
果
に
対
す
る
日
本
自
身
に
よ
る
再
審
理
の
権
限
を

認
め
な
か
っ
た
の
も
、
報
復
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
判
断
能
力
は
発
達
途
上
で
あ
ろ
う
と
い
う
理
由

に
よ
る
、
児
童
に
対
す
る
優
遇
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
責
任
無
け
れ
ば
、
権
限
無
し
で

あ
る
。 

し
た
が
っ
て
西
洋
は
、
少
な
く
と
も
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
は
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
で
あ

り
、
自
由
主
義
や
民
主
主
義
な
ど
の
西
洋
的
価
値
観
と
全
体
主
義
と
の
真
剣
勝
負
に
挑
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
に
、
結
果
的
に
は
敗
戦
者
に
対
す
る
一
方
的
な
報
復
裁
判
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と

現
代
で
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
裁
判
と
い
う
名
の
復
讐
し
か
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
、
そ
の
程
度
の
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
西
洋
文
明
は
米
軍
に
よ
る
ト

リ
ア
ー
ジ
の
復
活
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ピ
ク
テ
の
比
例
原
則
を
、
半
世
紀

間
も
放
置
し
た
の
で
あ
る
。
よ
り
に
よ
っ
て
、
西
洋
が
子
供
扱
い
し
た
日
本
か
ら
、
ピ
ク
テ
の
比
例

原
則
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
を
手
抜
き
し
、
西
洋
的

価
値
観
を
鍛
え
上
げ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

ド
イ
ツ
や
日
本
の
戦
犯
を
裁
い
た
裁
判
で
は
、
人
道
に
対
す
る
罪
と
い
っ
た
概
念
も
登
場
し
て

い
る
の
で
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
与
え
た
大
き
な
影
響
を
分
析
す
べ
き
な
の
で
あ
る

が
、
余
り
に
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
の
で
、
本
書
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
本
当
は
、
一
九
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四
九
年
の
条
約
改
定
は
、
多
く
の
い
ろ
い
ろ
な
動
き
と
の
関
係
の
中
で
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
。 

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
国
が
行
な
っ
た
戦
犯
裁
判
も
、
裁
判
と
は
名
ば
か
り
で
、
中
身
が
復

仇
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
も
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
違
反
で
あ
る
。
「
と
に
か
く
守
れ
」
と
い
う
第
一
条

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
非
人
道
的
な
行
為
も
、
戦
争
後
の
非
人
道
的
行
為
を
も
防
げ
な
か
っ
た

こ
と
に
対
す
る
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
悲
痛
な
思
い
が
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

だ
か
ら
、
「
と
に
か
く
守
れ
」
と
い
う
条
項
が
第
一
条
に
置
か
れ
た
こ
と
の
責
任
は
、
ド
イ
ツ

だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
全
交
戦
国
に
向
け
た
悲
痛
な
叫
び
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

し
か
し
、
新
し
い
一
九
四
九
年
の
条
約
の
内
容
を
知
る
や
直
ち
に
、
冷
徹
な
態
度
を
と
る
と
決

め
た
の
が
陸
上
自
衛
隊
衛
生
科
を
創
っ
て
い
た
元
軍
医
た
ち
で
あ
る
。
元
軍
医
た
ち
の
行
な
っ
た
判

断
や
行
動
は
、
ご
く
一
部
の
日
本
人
だ
け
の
問
題
で
あ
る
と
見
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
と
て
も
残

念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
の
時
代
の
判
断
と
し
て
は
、
戦
勝
国
が
日
本
自
身
に
よ
る
戦
争
犯
罪
の
再

審
理
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
正
し
い
判
断
で
あ
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。 

こ
こ
で
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
問
題
が
持
つ
深
さ
と
広
が
り
を
、
短
く
簡
単
に
示
し
た
。
本
書
は
、

そ
の
大
き
な
世
界
へ
の
入
り
口
を
示
す
こ
と
し
か
で
き
て
い
な
い
が
、
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
の
元

軍
医
ら
が
閉
じ
た
入
り
口
を
開
け
る
だ
け
で
も
、
十
分
な
役
割
を
果
た
せ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。 

も
し
日
本
が
本
当
に
、
自
由
主
義
や
民
主
主
義
と
い
っ
た
西
洋
的
価
値
観
を
最
重
要
な
政
治
思

想
と
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
自
身
に
よ
る
反
省
を
封
じ
た
鎖
を
断
ち
切
る
く
ら
い
の

こ
と
を
す
る
の
は
、
西
洋
的
価
値
観
を
救
う
た
め
の
行
動
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

さ
て
、
条
約
を
守
れ
と
い
う
要
求
が
第
一
条
に
来
た
た
め
、
無
差
別
条
項
の
位
置
は
、
第
一
条

約
草
案
で
は
、
第
一
条
か
ら
第
一
〇
条
へ
移
動
し
た
。
こ
の
第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
が
、
最
終
的

に
は
、
一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
第
一
二
条
と
な
る
。
一
九
四
八
年
の
第
一
条
約
草
案
第
一
条
と
第

一
〇
条
を
示
す
。 

D
R

A
F

T
 C

O
N

V
E

N
T

IO
N

 F
O

R
 T

H
E

 R
E

L
IE

F
 O
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H
E

 W
O

U
N
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E

D
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N
D

 S
IC

K
 IN
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R
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E
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O
R
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E

S
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H
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(D
ra

ft a
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p
p
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v
ed

 b
y
 th

e X
V

IIth
 In

tern
a
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n
a
l R

ed
 C

ro
ss C

o
n

feren
ce, A

u
g
u

st 1
9
4
8
 

S
to

c
k

h
o
lm

) 

戦
地
に
あ
る
軍
隊
の
傷
者
、
病
者
の
救
助
に
関
す
る
条
約
の
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案 

（
第
一
条
約
草
案
） 

C
H

A
P

T
E

R
 I. G

E
N

E
R

A
L

 P
R

O
V

IS
IO

N
S

 

第
一
章 

総
則 

1
9
4
8
D

G
1
-A

rticle 1
. - R

esp
ect o

f th
e C

o
n

v
en

tio
n

. 
 

 
 
 

T
h
e H

ig
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o
n
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re resp
ect, fo

r th
e 

p
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t C
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en

tio
n
 in

 all circu
m

stan
ces. 
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一
九
四
八
年
第
一
条
約
草
案
の
第
一
条 

［
条
約
の
尊
重
］ 

 

締
約
国
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
を
尊
重
し
、
且
つ
、
こ
の
条
約
の
尊
重

を
確
保
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。 

C
H

A
P

T
E

R
 II. W

O
U

N
D

E
D

 A
N

D
 S

IC
K

 

第
二
章 
傷
者
及
び
病
者 

1
9
4
8
D

G
1
-A

rticle 1
0
. –

 P
ro

tectio
n

 a
n

d
 ca

re. 

M
em

b
ers o

f th
e arm

ed
 fo

rces an
d
 th

e o
th

er p
erso

n
s d

esig
n

ated
 in

 A
rticle 3

 o
f th

e 

C
o
n
v
en

tio
n
 o

f . . . relativ
e to

 th
e treatm

en
t o

f P
riso

n
ers o

f W
ar w

h
o
 are w

o
u
n

d
ed

 o
r sick

, 

sh
all b

e resp
ected

 an
d
 p

ro
tected

 in
 all circu

m
stan

ces. 
 

② 
 
 

T
h
ey

 sh
all b

e treated
 h

u
m

an
ely

 an
d

 cared
 fo

r b
y
 th

e b
ellig

eren
t in

 w
h

o
se p

o
w

er 

th
ey

 m
ay

 b
e, w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
 o

r p
o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 

o
th

er d
istin

ctio
n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 sim

ilar criteria. P
rio

rity
 treatm

en
t is p

erm
issib

le o
n
ly

 fo
r u

rg
en

t 

m
ed

ical reaso
n
s. 

③ 
 
 

W
o
m

en
 sh

all b
e treated

 w
ith

 all co
n
sid

eratio
n

 d
u
e to

 th
eir sex

. 
 

④ 
 
 

N
ev

erth
eless, th

e b
ellig

eren
t w

h
o
 is co

m
p
elled

 to
 ab

an
d
o
n

 w
o

u
n
d
ed

 o
r sick

 to
 th

e 

en
em

y
 sh

all, as far as m
ilitary

 co
n
sid

eratio
n
s p

erm
it, leav

e w
ith

 th
em

 a p
o
rtio

n
 o

f h
is m

ed
ical 

p
erso

n
n
el an

d
 m

aterial to
 assist in

 th
eir care. 

一
九
四
八
年
第
一
条
約
草
案
の
第
一
〇
条 

［
保
護
及
び
看
護
］ 

捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
条
約
の
第
三
条
に
掲
げ
る
軍
隊
の
構
成
員
及
び
そ
の
他
の
者
で
、
傷
者

又
は
病
者
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
尊
重
さ
れ
、
且
つ
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

② 

彼
ら
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
あ
る

い
は
政
治
的
意
見
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は
同
様
の
基
準
に
基
づ
く

他
の
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
 

o
r p

o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 o

th
er d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d
ed

 o
n

 sim
ilar criteria

）
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、

看
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
優
先
的
な
治
療
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る
。 

③ 

女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 all co

n
sid

eratio
n

）

待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

④ 

し
か
し
交
戦
者
は
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
敵
側
に
傷
病
者
を
遺
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
場
合
も
、
軍
事
上
の
状
況
が
許
す
限
り
、
傷
病
者
の
看
護
を
補
助
す
る
た
め
の
衛
生
科
隊
員
と

衛
生
資
材
を
、
傷
病
者
と
と
も
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
を
、
一
九
四
七
年
の
専
門
家
改
定
案
第
一
条
と
比
較
す
る
と
、

ま
ず
第
一
項
で
、
「
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
尊
重
さ
れ
、
且
つ
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（sh

all b
e resp

ected
 an

d
 p

ro
tected

 in
 all circu

m
stan

ces

）
」
と
、
一
九
四
七
年
改
定
案
で
消
え

て
い
た
「
且
つ
、
保
護
さ
れ
（an

d
 p

ro
tected

）
」
が
復
活
し
て
い
る
。 
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無
差
別
を
規
定
し
た
部
分
の
比
較
表
を
掲
げ
る
。 

 

                     

 

無
差
別
条
項
に
生
じ
た
大
き
な
変
化
は
三
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
差
別
基
準
の
例
と
し
て
「
人
種
」

が
「
国
籍
」
よ
り
前
に
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
具
体
例
と
し
て
列
挙
し
た
も
の
の
中
身
を

検
討
し
、
軽
重
の
判
断
を
行
な
っ
て
、
配
列
順
序
に
反
映
さ
せ
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

二
つ
目
は
、
女
性
優
遇
の
条
文
が
別
項
と
な
り
、
一
九
四
七
年
の
専
門
家
改
定
案
で
は
、
「
女

子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 th

e co
n
sid

eratio
n

）
待
遇
さ
れ
る
も
の
と

す
る
」
と
、
一
九
二
九
年
捕
虜
条
約
の
女
性
優
遇
規
定
の
表
現
を
緩
め
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
四
八

年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案
で
は
、
「
女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
考
慮
を
も
っ

1947-Art-1 ① ……; they shall be treated with humanity and cared for medically, 

without any distinction of nationality, race, religion or political opinion, by 

the belligerent in whose power they may be. Women shall be treated with 

the consideration due to their sex. 

1948-Art-10 ② They shall be treated humanely and cared for by the belligerent in 

whose power they may be, without any distinction of race, nationality, 

religion or political opinions, or any other distinction founded on similar 

criteria. Priority treatment is permissible only for urgent medical reasons.  

③ Women shall be treated with all consideration due to their sex. 

1948-Art-10 1947-Art-1 

② 

彼
ら
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦

者
に
よ
っ
て
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
あ
る
い
は

政
治
的
意
見
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ

と
な
く
、
あ
る
い
は
同
様
の
基
準
に
基
づ
く
他
の

い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
人
道
的
に

扱
わ
れ
、
看
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
優
先
的
な

治
療
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
に
対
し
て
の
み

許
さ
れ
る
。 

③ 

女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ
ら
ゆ

る
考
慮
を
も
っ
て
待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

① 

・
・
・
彼
ら
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得

る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、
あ

る
い
は
政
治
的
意
見
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
受

け
る
こ
と
な
く
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
医
学
的
に

必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
女
子

は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
考
慮
を
も
っ
て
待

遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 



30 

 

 

て
（w

ith
 all co

n
sid

eratio
n

）
待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
、
一
九
二
九
年
捕
虜
条
約
と
同
じ
強

い
表
現
に
変
え
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
変
え
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
四
七
年
の
改
定
案
で
表
現
を
緩
め
た
理
由

を
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
無
差
別
条
項
と
別
項
と
す
る
こ
と
で
、
無
差
別
条
項
へ
の

悪
影
響
は
減
じ
た
と
判
断
し
、
捕
虜
条
約
と
同
じ
表
現
を
す
る
こ
と
に
よ
る
統
一
性
を
求
め
た
の
だ

ろ
う
か
。 

お
そ
ら
く
後
者
で
あ
ろ
う
。
女
性
優
遇
の
条
文
が
無
差
別
条
項
に
入
っ
て
い
る
の
は
お
か
し
い

と
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
消
し
て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
別
項
を
立
て
て

残
し
た
。
ど
う
し
て
も
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
と
し
て
の
足
並
み
を
揃
え
る
こ
と
を
優
先
し
た
よ
う
に

見
え
る
。 

形
式
や
表
現
で
、
四
つ
の
条
約
間
の
整
合
性
や
統
一
性
に
対
す
る
要
求
は
、
非
常
に
強
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
工
業
製
品
で
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
が
、
主
要
部
分
の
設
計
や
使
用
す
る
パ
ー
ツ

類
を
共
通
化
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
条
約
の
場
合
は
、
学
習
コ
ス

ト
が
下
が
り
、
普
及
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

し
か
し
、
そ
の
分
だ
け
、
個
々
の
製
品
は
個
性
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
戦
地

傷
病
者
条
約
の
場
合
、
そ
の
核
心
で
あ
る
無
差
別
を
犠
牲
に
し
た
の
で
あ
る
。
絶
対
に
や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
対
象
を
戦
地
傷
病
者
か
ら
海
戦
犠
牲
者
、
捕
虜
、
民
間
人
に
拡
大
し
た
の

と
引
き
換
え
に
、
絶
対
的
な
無
差
別
を
犠
牲
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
新
し
い
赤
十
字
条

約
の
価
値
は
半
減
し
た
と
評
価
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

な
ぜ
な
ら
ば
、
「
戦
地
傷
病
者
に
つ
い
て
は
敵
味
方
の
差
別
を
し
な
い
、
人
間
を
差
別
す
る
い

か
な
る
基
準
を
も
適
用
し
な
い
で
、
人
間
ら
し
く
扱
う
」
と
い
う
無
差
別
原
則
を
、
一
八
六
四
年
、

各
国
軍
隊
に
認
め
さ
せ
た
の
は
、
赤
十
字
活
動
の
最
も
重
要
な
、
最
大
の
成
果
だ
か
ら
で
あ
る
。
赤

十
字
思
想
が
得
た
特
権
を
補
強
す
る
文
言
を
加
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
少
し
で
も
弱
め
る

よ
う
な
文
言
へ
の
変
化
を
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
自
身
が
提
案
す
る
こ
と
は
、
本
来
あ
り
え
な
い
こ

と
で
あ
る
。 

一
九
四
八
年
草
案
の
無
差
別
条
項
に
生
じ
た
大
き
な
変
化
の
三
つ
目
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条

項
の
出
現
で
あ
る
。
「
優
先
的
な
治
療
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る

（P
rio

rity
 treatm

en
t is p

erm
issib

le o
n
ly

 fo
r u

rg
en

t m
ed

ical reaso
n
s

）
」
と
い
う
条
文
を
、
本
書

で
は
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
と
呼
ん
で
い
る
。
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
は
、
「
敵
味
方
の
差
別
を
す

る
な
」
と
い
う
こ
と
の
別
の
表
現
で
あ
っ
て
、
特
別
な
差
別
は
許
可
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
た
め
で

は
な
い
。 

し
か
し
ま
ず
、
「
優
先
的
な
治
療
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る
」
と

い
う
表
現
そ
の
も
の
が
、
と
て
も
不
適
切
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
赤
十
字
条
約
は
、
緊
急
の
必
要
性
を

理
由
に
破
ら
れ
る
と
い
う
教
訓
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
。
無
差
別
条
項
の
中
か
ら
ト
リ
ア
ー
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ジ
禁
止
条
項
の
条
文
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
論
理
的
に
分
析
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ
許
可
で
あ
る
と
い
う

解
釈
を
作
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。 

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
で
、
尾
立
が
初
め
て
こ
の
条
項
を
ト
リ
ア
ー
ジ
の
教
育
資
料
に
掲
載
し

た
と
き
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
教
書
第
三
版
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
ト
リ
ア
ー
ジ
許
可
条
項
の
如
く
扱
う
と
い
う

選
択
肢
が
無
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
単
に
良
心
の
問
題
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
良
心
の
欠
落
し
た
人
間
は
少
な
く
な
い
。 

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
、
将
来
、
「
無
差
別
に
も
例
外
が
あ
る
ぞ
」
と
間
違
っ
た
方
向
か
ら

解
釈
さ
れ
る
よ
う
な
危
険
を
冒
し
て
ま
で
、
こ
の
文
言
を
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

う
い
う
危
険
を
十
分
予
測
で
き
る
能
力
を
持
つ
と
期
待
さ
れ
る
専
門
家
が
草
案
を
作
成
し
て
い
る

か
ら
、
そ
の
危
険
を
冒
す
だ
け
の
価
値
、
必
要
性
が
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
に
は
あ
っ
た
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。 

こ
の
文
言
が
な
く
て
も
ト
リ
ア
ー
ジ
は
禁
止
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
第
三
回
赤
十
字
条
約
ま
で

し
か
知
ら
な
い
日
本
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
は
非
人
道
的
だ
が
止
む
を
得
な
い
こ
と

で
、
医
学
倫
理
と
は
矛
盾
す
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
、
な
ぜ
こ

の
文
言
が
加
え
ら
れ
た
の
か
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
よ
う
に
無
差
別
要
求
の
言
葉
を
連
ね
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
、
疑
問
が
生
じ
る
。 

こ
れ
も
や
は
り
、
赤
十
字
に
よ
る
保
護
の
対
象
が
、
軍
人
の
傷
病
者
か
ら
、
捕
虜
や
非
戦
闘
員

で
あ
る
市
民
へ
と
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
「
健
康
な
軍
人
捕
虜
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
差
別
も
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
だ
け
の
話
で
あ
っ
て
、
戦
地
傷
病
者
に
つ
い
て

は
従
来
ど
お
り
無
差
別
原
則
は
変
わ
り
ま
せ
ん
よ
、
一
イ
ン
チ
も
後
退
し
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
意
味

で
、
捕
虜
に
対
す
る
差
別
容
認
の
カ
ウ
ン
タ
と
し
て
置
か
れ
た
の
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
な
の

で
あ
る
。
捕
虜
で
認
め
た
女
性
優
遇
の
概
念
が
戦
地
傷
病
者
条
約
に
拡
大
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
捕

虜
に
認
め
た
階
級
な
ど
の
差
別
容
認
が
戦
地
傷
病
者
条
約
の
中
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
重
石
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
な
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
婦
女
子
優
遇
の
条
文
が
別
項
と
し
て
切
り
離
さ
れ
た
と
い
う
条
件
下
で
、
ト
リ
ア
ー

ジ
禁
止
条
項
が
無
差
別
条
項
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止

条
項
で
は
な
く
、
ト
リ
ア
ー
ジ
許
可
条
項
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で
、
婦
女
子
優
遇
条
項
と

同
じ
よ
う
に
独
立
し
た
項
と
し
て
置
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
の
記
述
が
新
し
く
追
加
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
独
立
し
た
項
に
な
っ

て
い
な
い
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
草
案
は
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
一
九
四
九
年
の
条
約

審
議
の
最
終
的
な
叩
き
台
と
し
て
世
界
に
示
し
た
案
で
あ
り
、
具
体
的
な
無
差
別
基
準
も
、
「
人
種

（race

）
」
の
記
述
位
置
が
「
国
籍
（n

atio
n
ality

）
」
よ
り
先
に
変
更
さ
れ
、
「
あ
る
い
は
同
様
の

基
準
に
基
づ
く
他
の
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o

u
t an

y
 o

th
er d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d

ed
 

o
n
 sim

ilar criteria

）
」
と
い
う
記
述
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
順
序
や
項
立
て
の
影
響
を
細
か
く
研
究
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し
て
一
九
四
七
年
の
改
定
案
よ
り
は
る
か
に
完
成
度
を
高
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
の

公
式
審
議
記
録
に
も
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
全
条
項
の
中
で
、
草
案
第
一
二
条
は
最
も
重
要
な
条
項

で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
、
文
句
や
構
成
は
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
、
入
念
に
検
討
さ
れ
て
い

る
。 そ

の
こ
と
は
、
一
九
二
九
年
の
捕
虜
条
約
第
四
条
の
規
定
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
新
し
い
捕
虜
条
約
の
草
案
、
つ
ま
り
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
三
条
約
草

案
の
第
一
四
条
は
次
の
よ
う
に
変
化
し
た
。 
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T

IO
N
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E

L
A

T
IV

E
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O
 T

H
E

 T
R

E
A

T
M

E
N

T
 O

F
 P

R
IS

O
N

E
R

S
 O

F
 

W
A

R
 

(D
ra

ft a
s a

p
p

ro
v
ed

 b
y
 th

e X
V

IIth
 In

tern
a
tio

n
a
l R

ed
 C

ro
ss C

o
n

feren
ce, A

u
g
u

st 1
9
4
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S
to

c
k

h
o
lm

) 

捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
条
約
の
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案 

（
第
三
条
約
草
案
） 

P
A

R
T

 II. G
E

N
E

R
A

L
 P

R
O

T
E

C
T

IO
N

 O
F

 P
R

IS
O

N
E

R
S

 O
F

 W
A

R
 

第
二
編 

捕
虜
の
一
般
的
保
護 

1
9
4
8
D

G
3
-A

rticle 1
4
. –

 M
a
in

ten
a
n

ce a
n

d
 d

isc
rim

in
a

to
ry

 trea
tm

en
t. 

 
 
 

T
h
e P

o
w

er d
etain

in
g
 p

riso
n
ers o

f w
ar is b

o
u
n
d
 to

 p
ro

v
id

e fo
r th

eir free m
ain

ten
an

ce 

an
d
 lik

ew
ise to

 affo
rd

 th
em

 th
e m

ed
ical care w

h
ich

 th
eir state o

f h
ealth

 req
u
ires. 

 

 
 
 

② 
T

ak
in

g
 in

to
 co

n
sid

eratio
n
 th

e p
ro

v
isio

n
s o

f th
e p

resen
t C

o
n
v
en

tio
n
 relativ

e to
 

ran
k
 an

d
 sex

, an
d
 su

b
ject to

 an
y
 p

riv
ileg

ed
 treatm

en
t w

h
ich

 m
ay

 b
e acco

rd
ed

 to
 th

em
 b

y
 

reaso
n
 o

f th
eir state o

f h
ealth

, ag
e o

r p
ro

fessio
n
al q

u
alificatio

n
s, all p

riso
n
ers o

f w
ar sh

all b
e 

treated
 alik

e b
y
 th

e D
etain

in
g
 P

o
w

er, w
ith

o
u
t d

iscrim
in

atio
n

 o
f race, n

atio
n

ality
, relig

io
u
s 

b
elief o

r p
o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 o

th
er d

istin
ctio

n
 fo

u
n

d
ed

 o
n

 sim
ilar criteria

. 

一
九
四
八
年
第
三
条
約
草
案
の
第
一
四
条 

［
給
養
と
差
別
的
待
遇
］ 

捕
虜
を
抑
留
す
る
国
は
、
無
償
で
、
捕
虜
を
給
養
し
（
＝
食
事
を
与
え
）
、
自
国
軍
兵
士
と
同

様
に
、
そ
の
健
康
状
態
に
必
要
な
医
療
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

階
級
及
び
性
別
に
関
す
る
こ
の
条
約
の
規
定
に
考
慮
を
払
い
、
ま
た
、
健
康
状
態
、
年
令

又
は
職
業
上
の
能
力
を
理
由
と
し
て
与
え
ら
れ
る
有
利
な
待
遇
を
留
保
し
て
、
捕
虜
は
、
す
べ
て
、

抑
留
国
が
人
種
、
国
籍
、
宗
教
的
信
条
若
し
く
は
政
治
的
意
見
に
基
づ
く
差
別
又
は
こ
れ
ら
に
類
す

る
基
準
に
よ
る
他
の
い
か
な
る
差
別
も
し
な
い
で
、
平
等
に
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
第
三
条
約
草
案
第
一
四
条
第
二
項
の
後
半
部
分
は
、
一
九
二
九
年
の
捕
虜
条
約
で
は
無
か

っ
た
記
述
で
あ
る
が
、
戦
地
傷
病
者
条
約
と
記
述
の
統
一
性
を
確
保
す
る
た
め
に
加
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
第
三
条
約
草
案
第
一
四
条
の
テ
ー
マ
が
「
休
養
と
差
別
的
待
遇
（M

ain
ten

an
ce an

d
 

d
iscrim

in
ato

ry
 treatm

en
t

）
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
捕
虜
の
場
合
は
、
秩

序
維
持
に
役
立
つ
差
別
は
積
極
的
に
認
め
る
と
い
う
の
が
本
来
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。 
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積
極
的
に
差
別
を
認
め
る
場
合
の
記
述
形
式
に
倣
う
な
ら
ば
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
許
可
す
る
よ
う

な
条
文
は
、
無
差
別
を
要
求
す
る
条
文
の
前
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
条
約
草
案
第
二
項

は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

S
u
b
ject to

 p
rio

rity
 treatm

en
t w

h
ich

 m
ay

 b
e acco

rd
ed

 to
 th

em
 b

y
 u

rg
en

t m
ed

ical reaso
n

s, 

th
ey

 sh
all b

e treated
 h

u
m

an
ely

 an
d
 cared

 fo
r b

y
 th

e b
ellig

eren
t in

 w
h
o

se p
o

w
er th

ey
 m

ay
 b

e, 

w
ith

o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
 o

r p
o

litical o
p
in

io
n
s, o

r an
y

 o
th

er 

d
istin

ctio
n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 sim

ilar criteria. 

緊
急
の
医
療
上
の
必
要
性
を
理
由
と
し
て
与
え
ら
れ
る
優
先
的
な
治
療
を
留
保
し
て
、
戦
地
傷

病
者
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
あ
る
い
は
政
治

的
意
見
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は
同
様
の
基
準
に
基
づ
く
他
の
い
か

な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
看
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

実
に
馬
鹿
げ
た
条
文
と
な
る
こ
と
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
緊
急
の
医
療
上
の
必

要
性
を
で
っ
ち
上
げ
て
自
軍
に
有
利
な
治
療
を
行
な
う
こ
と
ぐ
ら
い
、
軍
医
に
と
っ
て
は
朝
飯
前
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抜
け
穴
が
、
唯
ひ
と
つ
加
わ
る
だ
け
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
は
存
在
価

値
を
完
全
に
失
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
、
形
式
的
に
も
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
を
ト
リ
ア
ー
ジ
許
可
条
項
と
し
て
解
釈
す
る

余
地
は
、
ま
っ
た
く
無
い
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
も
、
軍
隊
に
有
利
な
誤
解
を
許
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
ト
リ
ア
ー

ジ
禁
止
条
項
の
文
言
は
、
無
差
別
条
項
の
中
か
ら
独
立
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
完
成
し
た
最
終
案
で
あ
る
第
一
条
約
第
一
二
条
を
見
て
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、

草
案
審
議
の
途
中
で
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
も
独
立
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
こ
と
が
本
来
持
っ

て
い
た
意
味
合
い
を
変
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
独
立
さ
せ
ら
れ
た
の
か
は
、
後
で
説
明
す
る
。

こ
の
条
項
は
、
捕
虜
条
約
に
あ
る
差
別
容
認
と
い
う
考
え
方
の
侵
入
を
防
ぐ
楯
で
あ
っ
た
の
に
、
置

か
れ
る
場
所
が
間
違
え
ら
れ
、
逆
に
ト
リ
ア
ー
ジ
と
い
う
差
別
容
認
に
、
将
来
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。 

戦
争
犠
牲
者
を
減
ら
そ
う
と
、
こ
の
条
約
作
成
に
取
り
組
ん
だ
人
々
の
熱
意
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
不
足
の
た
め
に
、
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
注
意
一
瞬
、
怪
我
一
生
」
と
も
言
う
し
、

バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
と
も
言
う
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
避
け
る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
ろ
う
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
が
、
条
約
成
立
後
す
ぐ
に
ト
リ
ア
ー
ジ
許
可
条
項
と

し
て
利
用
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
米
軍
が
初
め
て
堂
々
と
示
し
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

教
書
第
三
版
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
さ
す
が
に
良
心
が
咎
め
た
の
だ
ろ
う
、
露
骨
な
利
用
は

避
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
た
と
え
独
立
さ
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
条
項
は
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条

項
と
し
て
解
釈
す
る
の
が
、
常
識
的
な
理
解
な
の
で
あ
る
。 

な
お
、
捕
虜
の
扱
い
を
決
め
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
三
条
約
草
案
の
、
第
一
四
条
第
一
項
と
第
二
項

は
、
一
九
四
九
年
八
月
に
成
立
し
た
第
三
条
約
で
は
、
第
一
五
条
と
第
一
六
条
と
に
分
離
す
る
。
そ
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の
際
、
第
一
六
条
の
テ
ー
マ
は
「
差
別
的
待
遇
（D

iscrim
in

ato
ry

 treatm
en

t

）
」
か
ら
、
「
平
等
な

待
遇
（E

q
u
ality

 o
f treatm

en
t

）
」
に
変
え
ら
れ
た
。 

何
か
が
根
本
的
に
欠
落
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
読
者
も
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
、

四
条
約
の
整
合
性
を
と
っ
た
結
果
で
あ
る
。
絶
対
無
差
別
と
い
う
秩
序
を
徹
底
的
に
要
求
す
る
戦
地

傷
病
者
条
約
と
、
秩
序
の
た
め
に
差
別
的
待
遇
を
認
め
る
捕
虜
条
約
と
は
、
本
来
別
物
な
の
で
あ
る
。

整
合
性
を
追
及
し
た
結
果
、
ど
ち
ら
も
中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
捕
虜
に
は
差
別

を
認
め
る
と
い
う
特
徴
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
地
傷
病
者
に
は
一
切
の
差
別
を
認
め
な

い
と
い
う
特
徴
も
曖
昧
に
な
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
明
確
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

戦
地
傷
病
者
に
対
す
る
無
差
別
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
、
誤
解
を
防
ぐ
の
で
あ
る
。 

こ
の
欠
落
の
修
復
は
、
ペ
ン
の
力
に
頼
る
し
か
な
い
。 

赤
十
字
国
際
委
員
会
の
ピ
ク
テ
は
、
草
案
作
成
で
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
に
違
い

な
い
。
草
案
を
各
国
に
配
布
す
る
に
当
た
り
、
条
約
改
定
の
基
本
的
な
考
え
方
の
説
明
も
行
な
っ
た

よ
う
な
の
で
、
無
差
別
条
項
を
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
記
述
に
変
更
し
た
の
か
も
、
史
料
研
究
に
よ
り
詳

細
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
敗
戦
国
の
日
本
に
は
、
こ
の
頃
の
資
料
は
無
い
。 

こ
こ
で
、
諸
条
約
の
中
の
無
差
別
条
項
、
特
に
ト
リ
ア
ー
ジ
と
関
係
す
る
も
の
は
ど
の
条
項
で

あ
る
の
か
、
優
遇
を
記
述
し
た
条
項
は
ど
れ
か
、
代
表
的
な
も
の
を
列
挙
し
て
お
く
。 
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略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。G

1
A

1
2
(2

)

；
一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
第
一
二
条
第
二
項
、

D
G

1
A

1
0
(2

)

；
一
九
四
八
年
の
草
案
第
一
条
約
第
一
〇
条
第
二
項
、P

1
A

1
0
(2

)

；
一
九
七
七
年
の
第

一
追
加
議
定
書
の
第
一
〇
条
第
二
項 

こ
こ
で
、
一
九
四
八
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案
を
受
け
取
っ
た
各
国
が
、
一
九
四
九
年
四
月

か
ら
始
ま
る
草
案
審
議
に
参
加
す
る
に
あ
っ
た
っ
て
、
条
文
の
表
現
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ

れ
る
世
界
医
師
会
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
宣
言
と
国
際
連
合
総
会
に
よ
る
世
界
人
権
宣
言
を
軽
く
見
て
お

こ
う
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
審
議
を
取
り
巻
く
、
当
時
の
雰
囲
気
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。 

条約 草案段階（Draft）の条項 最終案条項 
 

G1 
A10(2) A12(2) 
without any distinction without any adverse distinction 
A10(2) A12(3) 
priority only for urgent medical 
reasons 

priority, only urgent medical 
reasons 

 
G2 

A11(2) A12(2) 
without any distinction without any adverse distinction 
A11(3) A12(3) 
priority only for urgent medical 
reasons 

priority, only urgent medical 
reasons 

 
G3 

A14(2) A16(2) 
without discrimination, any 
other distinction 

without any adverse distinction, 
any other distinction 

 
G4 

A21 A27(3) 

[Special measures in behalf of 
children] 

without any adverse distinction 

A25(2) A38(2) 

without any difference to the same extent as 

A27(2) A38(5) 

enjoy preferential treatment, 
medical care 

benefit by any preferential 
treatment to the same extent as 

A35 A50(5) 
[Persons not repatriated] application of any preferential 

measures 
A46  
[Chiledren]  

 
P1 

A10(2) A10(2) 

without any adverse distinction no distinction, other than 
medical ones 

A15(4) A15(3) 
priority to the treatment of 
nationals of that Power 

priority, except on medical 
grounds 

 
P2 

A12(2) A7(2) 
without any adverse distinction no distinction, other than 

medical ones 
A15 A9-(2) 
(-) priority, except on medical 

grounds 
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三
八 
一
九
四
八
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
宣
言
と
世
界
人
権
宣
言 

 

一
九
四
八
年
九
月
、
世
界
医
師
会
（W

M
A

；W
o
rld

 M
ed

ical A
sso

ciatio
n

）
は
、
医
の
倫
理

を
発
表
し
た
。
ル
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
」
で
あ
る
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い

に
つ
い
て
は
、
後
で
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
無
差
別
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
か
に
着
目
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
無
差
別
規
定
の
表
現
は
、
赤
十
字
条
約
と
強
い
関
連
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
検
討
し
な
い
。 

D
ecla

ra
tio

n
 o

f G
en

ev
a
 

A
d
o
p
ted

 b
y
 th

e 2
n
d
 G

en
eral A

ssem
b
ly

 o
f th

e W
o
rld

 M
ed

ical A
sso

ciatio
n

, G
en

ev
a, 

S
w

itzerlan
d
, S

ep
tem

b
er 1

9
4
8

 

世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
（
一
九
四
八
年
九
月
採
択
） 

A
t th

e tim
e o

f b
ein

g
 ad

m
itted

 as a M
em

b
er o

f th
e m

ed
ical p

ro
fessio

n
 I so

lem
n
ly

 p
led

g
e 

m
y
self to

 co
n
secrate m

y
 life to

 th
e serv

ice o
f h

u
m

an
ity

 : I w
ill g

iv
e
 to

 m
y

 teach
ers th

e resp
ect 

an
d
 g

ratitu
d
e w

h
ich

 is th
eir d

u
e; I w

ill p
ractise m

y
 p

ro
fessio

n
 w

ith
 co

n
scien

ce an
d
 d

ig
n
ity

; 

T
h
e h

ealth
 an

d
 life o

f m
y
 p

atien
t w

ill b
e m

y
 first co

n
sid

eratio
n

; I w
ill resp

ect th
e secrets 

w
h
ich

 are co
n
fid

ed
 in

 m
e; I w

ill m
ain

tain
 b

y
 all m

ean
s in

 m
y
 p

o
w

er, th
e h

o
n
o

u
r an

d
 th

e n
o
b
le 

trad
itio

n
s o

f th
e m

ed
ical p

ro
fessio

n
; M

y
 co

lleag
u
es w

ill b
e m

y
 b

ro
th

ers : I w
ill n

o
t p

erm
it 

co
n
sid

eratio
n
s o

f relig
io

n
, n

atio
n
ality

, race, p
arty

 p
o
litics o

r so
cial stan

d
in

g
 to

 in
terv

en
e 

b
etw

een
 m

y
 d

u
ty

 an
d

 m
y
 p

atien
t; I w

ill m
ain

tain
 th

e u
tm

o
st resp

ect fo
r h

u
m

an
 life, fro

m
 th

e 

tim
e o

f its co
n
cep

tio
n
, ev

en
 u

n
d
er th

reat, I w
ill n

o
t u

se m
y

 m
ed

ical k
n

o
w

led
g
e co

n
trary

 to
 th

e 

law
s o

f h
u
m

an
ity

; I m
ak

e th
ese p

ro
m

ises so
lem

n
ly

, freely
 an

d
 u

p
o
n
 m

y
 h

o
n

o
u
r. 

（
日
本
医
師
会
訳
を
参
考
に
一
部
改
訳
し
た
も
の
を
示
す
）
◆
医
師
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る

に
際
し
、
【
一
】
私
は
、
人
類
へ
の
奉
仕
に
自
分
の
人
生
を
捧
げ
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
う
。
【
二
】 

私
は
、
私
の
教
師
に
、
当
然
受
け
る
べ
き
で
あ
る
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
。
【
三
】 

私
は
、

良
心
と
尊
厳
を
も
っ
て
私
の
専
門
職
を
実
践
す
る
。
【
四
】 

私
の
患
者
の
健
康
と
命
を
私
の
第
一

の
関
心
事
と
す
る
。
【
五
】 

私
は
、
私
へ
の
信
頼
の
ゆ
え
に
知
り
得
た
患
者
の
秘
密
を
尊
重
す
る
。

【
六
】 

私
は
、
全
力
を
尽
く
し
て
医
師
専
門
職
の
名
誉
と
高
貴
な
る
伝
統
を
保
持
す
る
。【
七
】 

私

の
同
僚
は
、
私
の
兄
弟
で
あ
る
。
【
八
】 

私
は
、
私
の
医
師
と
し
て
の
職
責
と
患
者
と
の
間
に
、

宗
教
、
国
籍
、
人
種
、
政
党
政
治
あ
る
い
は
社
会
的
地
位
と
い
っ
た
事
柄
の
配
慮
が
介
在
す
る
こ
と

を
容
認
し
な
い
。
【
九
】 

私
は
、
た
と
え
い
か
な
る
脅
迫
が
あ
ろ
う
と
、
受
胎
の
と
き
か
ら
人
命

を
最
大
限
に
尊
重
し
続
け
、
人
道
に
基
づ
く
法
理
に
反
し
て
医
学
の
知
識
を
用
い
る
こ
と
は
し
な
い
。

【
十
】
私
は
、
厳
粛
に
、
責
任
を
も
っ
て
（
自
由
意
思
に
基
づ
き
）
、
我
が
名
誉
に
か
け
て
、
こ
れ

ら
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
を
誓
う
。 

次
に
紹
介
す
る
世
界
人
権
宣
言
（
全
十
三
条
）
は
、
日
本
政
府
外
務
省
の
説
明
に
よ
る
と
、
人

権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
「
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き

共
通
の
基
準
」
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
権
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、



37 

 

 

一
九
四
八
年
一
二
月
一
〇
日
に
第
三
回
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

無
差
別
規
定
の
表
現
に
着
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

U
n

iv
e
rsa

l D
ecla

ra
tio

n
 o

f H
u

m
a
n

 R
ig

h
ts 

A
d
o
p
ted

 an
d
 p

ro
claim

ed
 b

y
 G

en
eral A

ssem
b
ly

 reso
lu

tio
n
 2

1
7
A

 (III) o
f 1

0
 D

ecem
b

er 

1
9
4
8
 世

界
人
権
宣
言
（
日
本
政
府
外
務
省
仮
訳
文
） 

1
9
4
8
U

D
H

R
-A

rticle 1
. 

A
ll h

u
m

an
 b

ein
g
s are b

o
rn

 free an
d
 eq

u
al in

 d
ig

n
ity

 an
d
 rig

h
ts. T

h
ey

 are en
d
o
w

ed
 w

ith
 

reaso
n
 an

d
 co

n
scien

ce an
d
 sh

o
u
ld

 act to
w

ard
s o

n
e an

o
th

er in
 a sp

irit o
f b

ro
th

erh
o

o
d

. 

一
九
四
八
年
世
界
人
権
宣
言
の
第
一
条 

す
べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

1
9
4
8
U

D
H

R
-A

rticle 2
. 

E
v
ery

o
n
e is en

titled
 to

 all th
e rig

h
ts an

d
 freed

o
m

s set fo
rth

 in
 th

is D
eclaratio

n
, w

ith
o
u
t 

d
istin

ctio
n
 o

f an
y
 k

in
d
, su

ch
 as race, co

lo
u
r, sex

, lan
g
u
ag

e, relig
io

n
, p

o
litical o

r o
th

er o
p
in

io
n
, 

n
atio

n
al o

r so
cial o

rig
in

, p
ro

p
erty

, b
irth

 o
r o

th
er statu

s. 

② 
F

u
rth

erm
o
re, n

o
 d

istin
ctio

n
 sh

all b
e m

ad
e o

n
 th

e b
asis o

f th
e p

o
litical, ju

risd
ictio

n
al 

o
r in

tern
atio

n
al statu

s o
f th

e co
u
n
try

 o
r territo

ry
 to

 w
h
ich

 a p
erso

n
 b

elo
n

g
s, w

h
eth

er it b
e 

in
d
ep

en
d
en

t, tru
st, n

o
n

-self-g
o
v
ern

in
g
 o

r u
n
d
er an

y
 o

th
er lim

itatio
n

 o
f so

v
ereig

n
ty

. 

一
九
四
八
年
世
界
人
権
宣
言
の
第
二
条 

す
べ
て
人
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若

し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
又
は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差

別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

② 

さ
ら
に
、
個
人
の
属
す
る
国
又
は
地
域
が
独
立
国
で
あ
る
と
、
信
託
統
治
地
域
で
あ
る
と
、

非
自
治
地
域
で
あ
る
と
、
又
は
他
の
な
ん
ら
か
の
主
権
制
限
の
下
に
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
国
又

は
地
域
の
政
治
上
、
管
轄
上
又
は
国
際
上
の
地
位
に
基
づ
く
い
か
な
る
差
別
も
し
て
は
な
ら
な
い
。 

1
9
4
8
U

D
H

R
-A

rticle 3
. 

E
v
ery

o
n
e h

as th
e rig

h
t to

 life, lib
erty

 an
d
 secu

rity
 o

f p
erso

n
. 

一
九
四
八
年
世
界
人
権
宣
言
の
第
三
条 

す
べ
て
人
は
、
生
命
、
自
由
及
び
身
体
の
安
全
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。 

こ
う
い
っ
た
「
宣
言
」
の
類
の
も
の
は
、
高
ら
か
に
理
想
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ュ
ネ

ー
ヴ
条
約
は
、
現
実
の
戦
場
で
守
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
理
想
主
義
に
陥
っ
て
は
い
け
な

い
。
審
議
の
過
程
で
は
、
常
に
有
効
性
が
討
論
さ
れ
て
い
る
。 
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そ
れ
で
は
、
一
九
四
九
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
草
案
の
審
議
を
見
て
い
こ
う
。 
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三
九 
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
草
案
審
議
（
第
一
条
約
） 

 

一
九
四
九
年
四
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
条
約
草
案
審
議
の
公
式
記
録
、
「F

IN
A

L
 

R
E

C
O

R
D

 O
F

 T
H

E
 D

IP
L

O
M

A
T

IC
 C

O
N

F
E

R
E

N
C

E
 O

F
 G

E
N

O
V

A
 O

F
 1

9
4

9

」
よ
り
、
第
一
条

約
草
案
第
一
〇
条
の
審
議
内
容
を
紹
介
す
る
。
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
審
議
は
、
四
月
二

一
日
か
ら
八
月
一
二
日
に
か
け
て
五
十
八
カ
国
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
色
々
な
採
決
は
投
票
（
主

に
単
純
多
数
決
で
採
択
）
で
行
わ
れ
た
が
、
全
五
十
八
票
中
、
欧
州
が
二
十
七
票
で
あ
っ
た
。
五
十

八
カ
国
の
過
半
数
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
圏
で
あ
り
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
で
あ
っ
た
。
一
方
、

一
九
七
七
年
の
追
加
議
定
書
の
審
議
の
と
き
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し
た
第
三
世
界
か
ら

の
参
加
が
多
く
、
主
に
「
三
分
の
二
多
数
決
」
で
採
択
が
行
な
わ
れ
た
。 

草
案
審
議
は
、
複
数
の
担
当
委
員
会
に
分
か
れ
、
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
。
第
一
委
員
会

（C
o
m

m
ittee I

）
は
第
一
条
約
お
よ
び
第
二
条
約
を
担
当
し
、
第
二
委
員
会
は
第
三
条
約
を
担
当
し
、

第
三
委
員
会
は
第
四
条
約
を
担
当
し
た
。
新
し
い
テ
ー
マ
を
重
点
的
に
検
討
す
る
た
め
に
特
別
委
員

会
（S

p
ecial C

o
m

m
ittee

）
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
並
行
処
理
す
る
審
議
間
の
調
整
の
た
め
に
調

整
委
員
会
（C

o
o
rd

in
atio

n
 C

o
m

m
ittee

）
が
計
六
回
、
そ
の
他
に
統
合
委
員
会
（Jo

in
t C

o
m

m
ittee

）

も
計
十
三
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
各
条
約
間
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
、
つ
ま
り
記
述
を
統
一
し
た
り
、

記
述
の
整
合
性
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
に
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
最
終
案
の

検
討
は
起
草
委
員
会
（D

raftin
g
 C

o
m

m
ittee

）
で
行
な
わ
れ
、
会
議
の
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、
最
終

案
の
採
決
を
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
は
総
会
（P

len
ary

 M
eetin

g

）
を
開
催
し
て
決
議
し
た
。 

第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
は
、
審
議
に
よ
っ
て
変
化
し
、
最
終
的
に
は
一
九
四
九
年
八
月
一
二

日
の
第
一
条
約
第
一
二
条
と
な
る
。
審
議
の
第
一
段
階
は
、
序
盤
戦
で
あ
る
。
草
案
に
対
す
る
根
本

的
な
改
変
が
提
案
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
大
き
な
改
変
の
提
案
は
難
し
く
な
り
、
細
部

を
変
更
す
る
こ
と
が
中
心
に
な
る
。 

で
は
、
第
一
段
階
か
ら
説
明
し
て
い
こ
う
。
第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
の
実
質
的
な
審
議
開
始

は
、
四
月
二
八
日
（
第
一
委
員
会
第
四
回
審
議
）
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
ス
ゥ
イ
ナ
ト
ン

（S
W

IN
N

E
R

T
O

N
 

英
陸
軍
省
）
が
、
第
一
〇
条
第
二
項
の
全
面
的
な
入
れ
替
え
を
求
め
る
英
国
案

を
示
し
た
。
本
書
で
は
再
掲
と
な
る
が
、
比
較
の
便
の
た
め
草
案
と
英
国
案
を
示
す
。 

② 
T

h
ey

 sh
all b

e treated
 h

u
m

an
ely

 an
d
 cared

 fo
r b

y
 th

e b
ellig

eren
t in

 w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 

m
ay

 b
e, w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
 o

r p
o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 

o
th

er d
istin

ctio
n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 sim

ilar criteria. P
rio

rity
 treatm

en
t is p

erm
issib

le o
n

ly
 fo

r u
rg

en
t 

m
ed

ical reaso
n
s. 

 

② 
T

h
ey

 sh
all b

e treated
 w

ith
 h

u
m

an
ity

 an
d
 cared

 fo
r b

y
 th

e b
ellig

eren
t in

 w
h
o

se p
o
w

er 

th
ey

 m
ay

 b
e w

ith
 th

e sam
e co

n
sid

eratio
n
 as m

em
b
ers o

f th
e fo

rces o
f th

at b
ellig

eren
t. N

o
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d
iscrim

in
atio

n
 sh

all b
e ex

ercised
 ag

ain
st an

y
 w

o
u
n
d
ed

 o
r sick

 p
erso

n
 referred

 to
 in

 th
e first 

p
arag

rap
h
 o

n
 acco

u
n
t o

f h
is race, n

atio
n
ality

, relig
io

u
s b

elief o
r p

o
litical o

p
in

io
n
. 

草
案
； 

彼
ら
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、

あ
る
い
は
政
治
的
意
見
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
（d

istin
ctio

n

）
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は

同
様
の
基
準
に
基
づ
く
他
の
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
看
護
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
優
先
的
な
治
療
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る
。 

英
国
案
； 

彼
ら
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
交
戦
国
の
軍
人
・
軍

属
と
同
様
の
配
慮
を
も
っ
て
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
看
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
項
の
傷
者
ま
た

は
病
者
の
、
誰
に
対
し
て
も
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
的
信
条
、
あ
る
い
は
政
治
的
意
見
を
理
由
と
し

て
、
い
か
な
る
差
別
（d

iscrim
in

atio
n

）
も
行
な
わ
れ
て
は
い
け
な
い
。 

赤
十
字
条
約
は
、
理
想
を
語
る
「
宣
言
」
で
は
な
い
。
軍
隊
で
は
、
す
べ
て
の
兵
士
に
守
ら
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
英
国
は
、
現
実
的
な
観
点
か
ら
草
案
の
修
正
を
提
案
し
た
の
で

あ
る
。 

英
国
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
四
つ
あ
る
。
一
つ
は
人
道
的
待
遇
の
水
準
を
、
各
国
の
自
国
軍
並
み
と

し
た
こ
と
で
あ
る
。
英
国
は
、
女
性
優
遇
を
示
す
草
案
第
三
項
に
つ
い
て
も
、
男
性
に
劣
ら
な
い
水

準
の
治
療
を
与
え
る
、
と
い
う
表
現
へ
の
変
更
を
求
め
て
い
た
。 

 

確
か
に
、
各
国
軍
隊
が
、
物
理
的
に
も
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
水
準
の
医
療
の
提
供
を
赤
十

字
条
約
で
要
求
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。
し
か
し
極
端
な
場
合
、
軍
人
を
奴
隷
の
よ
う
に
扱
っ

て
い
る
国
の
軍
隊
に
収
容
さ
れ
た
傷
病
兵
は
、
や
は
り
奴
隷
並
み
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

こ
の
提
案
は
当
然
反
対
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

読
者
に
は
、
赤
十
字
の
考
え
方
は
、
「
高
水
準
の
医
療
能
力
を
戦
場
に
持
ち
込
め
な
い
よ
う
な

軍
隊
に
は
、
そ
も
そ
も
戦
争
を
す
る
資
格
が
無
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
の
要
求
は
現
実
的
で
な
い
の
で
表
に
は
出
て
こ
な
い
。 

二
つ
目
は
、
差
別
を
表
す
用
語
と
し
て
「d

istin
ctio

n

」
で
は
な
く
、
「d

iscrim
in

atio
n

」
を
提

案
し
た
こ
と
で
あ
る
。
英
語
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
が
、
前
者
は
優
劣
関
係
の
な
い
グ
ル
ー

プ
分
け
の
よ
う
に
、
中
立
的
な
区
別
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
「
そ
の
他
大
勢
と
は
違
っ
て

優
秀
だ
」
と
、
比
較
的
良
い
意
味
の
差
別
化
を
示
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
あ

る
。 後

者
は
「
人
種
差
別
（racial d

iscrim
in

atio
n

）
」
の
よ
う
に
、
悪
い
意
味
に
使
わ
れ
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。 

微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
審
議
参
加
者
は
、
一
九
〇
六
年
の
第
二
回
赤

十
字
条
約
以
来
使
用
さ
れ
続
け
て
き
た
「d

istin
ctio

n

」
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
思
わ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
こ
の
差
別
の
中
身
を
問
う
よ
う
な
提
案
は
、
将
来
、
本
人
の
不
利
に
な
る
差
別
は
い

け
な
い
が
、
有
利
に
な
る
よ
う
な
差
別
、
つ
ま
り
優
遇
は
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
議
論
を
生

む
種
を
蒔
い
た
こ
と
に
な
る
。 

な
お
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
全
体
の
最
終
案
の
中
で
は
、「
強
制
的
も
し
く
は
差
別
的
（co

ercio
n
 

o
r d

iscrim
in

atio
n

）
」
、
「
人
種
差
別
（racial d

iscrim
in

atio
n

）
」
と
い
っ
た
用
法
と
し
て
の
み

「d
iscrim

in
atio

n

」
が
残
っ
て
い
る
。 

三
つ
目
は
、
差
別
基
準
の
具
体
的
列
挙
の
最
後
に
あ
っ
た
「
あ
る
い
は
同
様
の
基
準
に
基
づ
く

他
の
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（o

r an
y
 o

th
er d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d

ed
 o

n
 sim

ilar 

criteria

）
」
を
削
除
せ
よ
と
い
う
提
案
で
あ
る
。 

そ
し
て
四
つ
目
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
を
削
除
せ
よ
と
の
提
案
で
あ
る
。 

英
国
の
提
案
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
ピ
ュ
ヨ
（P

U
Y

O
 

仏
海
軍
首
席
衛
生
官
、
軍
医
？
）

が
異
議
を
立
て
た
。
［
（
注
）
軍
医
？
と
し
た
の
は
、
所
属
が
国
防
省
保
健
局
や
陸
軍
衛
生
部
な
ど

と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
推
測
だ
か
ら
で
あ
る
］
捕
虜
を
対
象
と
し
た
第
三
条
約
草
案
第
一

四
条
と
の
整
合
性
を
考
え
る
と
、
英
国
提
案
に
は
賛
成
で
き
な
い
と
し
た
。
第
三
条
約
草
案
第
一
四

条
は
、
先
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

一
九
二
九
年
の
捕
虜
条
約
を
継
承
す
る
一
九
四
九
年
の
第
三
条
約
草
案
に
お
い
て
、
階
級
等
に

よ
る
一
定
の
差
別
を
認
め
て
い
る
捕
虜
に
対
し
て
で
さ
え
、
そ
う
し
た
特
例
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
禁
止
す
る
た
め
、
「
あ
る
い
は
同
様
の
基
準
に
基
づ
く
他
の
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く

（an
y
 o

th
er d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 sim

ilar criteria

）
」
と
い
う
語
で
広
く
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
に
、
英
国
提
案
は
、
そ
れ
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
り
条
約
規
定
の
網
の
目
を
く
ぐ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
抗
議
し
た
の
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
、
先
に
説
明
し
た
と
お
り
、
一
九
二
九
年
の
捕
虜
条
約
に
は
こ
の
規
定
は
無
く
、
一

九
四
九
年
の
第
三
条
約
草
案
で
は
、
第
一
条
約
と
記
述
の
整
合
性
を
と
る
た
め
、
無
差
別
を
要
求
す

る
記
述
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
第
一
条
約
を
起
源
に
持
つ
記
述
な
の
で
、
本
家
の
第

一
条
約
の
審
議
に
第
三
条
約
に
さ
え
無
差
別
記
述
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
削
除
反
対
の
理
由
に
す

る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
審
議
参
加
者
は
、
こ
う
い
う
こ
と
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。 

ピ
ュ
ヨ
に
続
い
て
、
別
の
フ
ラ
ン
ス
代
表
ジ
ャ
ミ
（JA

M
E

 

仏
陸
軍
軍
医
総
監
？
）
は
、
第
二

項
の
最
後
の
文
、「
優
先
的
な
治
療
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る
（P

rio
rity

 

treatm
en

t is p
erm

issib
le o

n
ly

 fo
r u

rg
en

t m
ed

ical reaso
n
s

）
」
が
、
英
国
案
で
は
削
除
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
絶
対
に
残
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
主
張
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
式
ト
リ
ア
ー
ジ
の
本

家
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
削
除
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。 
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こ
う
し
た
異
議
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
ア
バ
ク
ロ
ン
ビ
ー
（A

B
E

R
C

R
O

M
B

IE
 

英
海
軍
）

は
、
「
治
療
の
優
先
度
に
関
す
る
最
後
の
文
（
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
）
を
残
す
こ
と
に
は
反
対
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
無
理
な
こ
と
を
国
際
法
で
も
っ
て
国
家
に
守
れ
と
課
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」

と
、
あ
く
ま
で
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
採
択
に
反
対
し
た
。
審
議
録
に
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。 

T
h
e U

n
ited

 K
in

g
d
o
m

 D
eleg

atio
n
 w

as o
p
p
o
sed

 to
 retain

in
g

 th
e last sen

ten
ce o

f th
e seco

n
d

 

p
arag

rap
h
 co

n
cern

in
g
 th

e p
rio

rity
 o

f m
ed

ical treatm
en

t. It w
as n

o
t p

o
ssib

le to
 im

p
o

se o
n
 

S
tates b

y
 an

 in
tern

atio
n
al law

 a p
ro

v
isio

n
 w

ith
 w

h
ich

 th
ey

 m
ig

h
t in

 certain
 circu

m
stan

ces b
e 

u
n
ab

le to
 co

m
p
ly

. 

つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
は
、
こ
の
条
文
が
ト
リ
ア
ー
ジ
を
許
可
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
無

差
別
条
項
の
抜
け
穴
に
な
る
こ
と
を
警
戒
し
て
、
こ
の
条
文
の
削
除
を
要
求
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

明
ら
か
に
、
こ
れ
を
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
と
理
解
し
て
、
軍
隊
に
（
最
前
線
に
お
け
る
軽
傷
治
療

の
優
先
な
ど
の
）
ト
リ
ア
ー
ジ
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
難
し
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
守
れ

な
い
こ
と
を
規
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
、
削
除
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
イ
ン
ド
代
表
の
ラ
オ
（R

A
O

 

イ
ン
ド
陸
軍
軍
医
大
佐
）
も
、
英
国
提
案
に
反
対
し
た
。

第
四
回
審
議
の
議
長
で
あ
っ
た
ト
ル
コ
の
タ
ル
ハ
ン
（T

A
R

H
A

N
 

ト
ル
コ
赤
新
月
社
総
裁
）
は
、

英
国
提
案
の
採
択
可
否
を
投
票
に
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
「
十
七
対
八
」
で
否
決
さ
れ
た
。
英
国
提

案
が
、
最
大
多
数
の
原
理
で
否
決
さ
れ
た
の
は
、
な
ん
と
も
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
も
し
日
本
軍
代
表
（
軍
医
）
が
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
い
れ
ば
、
英
国
提
案
に
賛

成
し
た
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
各
国
軍
医
が
参
加
し
、
し
か
も
ト
リ
ア
ー
ジ
本
家
の
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
軍
医

も
削
除
に
反
対
し
た
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
を
巡
る
論
議
を
、
審
議
参
加
者
は
、
こ
れ
が
ト
リ
ア
ー

ジ
の
禁
止
を
明
示
し
た
条
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
い
で
議
論
し
た
と
考
え
ら
れ
る
余

地
は
、
少
し
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
第
一
委
員
会
の
第
四
回
審
議
に
参
加
し
な
が
ら
、
軍
医
た
ち
の
議
論
を
聞
き
な
が
ら
、
ま

っ
た
く
別
の
こ
と
を
思
い
描
い
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
人
物
が
い
る
。
赤
十
字
国
際
委
員
会

の
ピ
ク
テ
で
あ
る
。
第
四
回
審
議
記
録
に
ピ
ク
テ
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
確
か
に
ピ
ク

テ
は
、
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

イ
ギ
リ
ス
の
主
張
に
は
一
理
あ
る
。
守
れ
な
い
こ
と
を
法
に
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
守

れ
な
い
こ
と
が
法
に
な
っ
た
場
合
、
後
で
破
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

し
か
し
、
少
し
で
も
ト
リ
ア
ー
ジ
を
認
め
る
な
ら
ば
、
赤
十
字
精
神
の
根
本
的
な
否
定
に
繋
が

る
こ
と
は
、
本
書
の
前
半
で
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
ま
で
言
及
し
た
深
い
議
論

が
行
な
わ
れ
た
か
否
か
は
、
審
議
記
録
に
な
く
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
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な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
、
そ
こ
ま
で
の
深
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
も
っ
と
多
く
の
反

対
で
英
国
提
案
は
否
決
さ
れ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
英
国
提
案
に
賛
成
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
各
国

代
表
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
集
ま
っ
て
、
条
約
草
案
を
何
カ
月
も
審
議
す
る
こ
と
が
、
根
底
か
ら
無
意
味

に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

八
カ
国
も
賛
成
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
こ
ま
で
意
味
を
読
み
取
っ
て
い
た
代
表
は
少
な
か
っ
た

（
お
そ
ら
く
、
い
な
か
っ
た
）
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
ト
リ
ア
ー
ジ
承
認
が
、
す
ぐ
に
負
傷
者
の
敵
味
方
に
よ
る
差
別
に
つ
な
が
る
危
険

性
は
、
容
易
に
理
解
で
き
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
議
論
さ
れ
た
の
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
式
ト
リ
ア

ー
ジ
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
式
ト
リ
ア
ー
ジ
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。 

約
二
ヵ
月
後
、
第
一
条
約
草
案
と
第
二
条
約
草
案
の
審
議
を
終
え
た
時
点
で
、
第
一
委
員
会
が

用
意
し
た
草
案
修
正
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

A
rticle 1

0
. 

 

M
em

b
ers o

f th
e arm

ed
 fo

rces an
d
 o

th
er p

erso
n
s m

en
tio

n
ed

 in
 th

e fo
llo

w
in

g
 A

rticle w
h
o

 

are w
o
u
n
d
ed

 o
r sick

 sh
all b

e resp
ected

 an
d
 p

ro
tected

 in
 all circu

m
stan

ces. 

② 
T

h
ey

 sh
all b

e treated
 h

u
m

an
ely

 an
d
 cared

 fo
r b

y
 th

e b
ellig

eren
t in

 w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 

m
ay

 b
e, w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 sex

, race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
, p

o
litical 

o
p
in

io
n
s o

r an
y
 o

th
er sim

ilar criteria. O
n
ly

 u
rg

en
t m

ed
ical reaso

n
s w

ill au
th

o
rize p

rio
rity

 in
 

th
e o

rd
er o

f treatm
en

t to
 b

e ad
m

in
istered

. W
o
m

en
 sh

all b
e treated

 w
ith

 all co
n
sid

eratio
n
 d

u
e 

to
 th

eir sex
. 

③ 
N

ev
erth

eless, th
e b

ellig
eren

t w
h
o
 is co

m
p
elled

 to
 ab

an
d
o

n
 w

o
u

n
d
ed

 o
r sick

 to
 th

e 

en
em

y
 sh

all, as far as m
ilitary

 co
n
sid

eratio
n
s p

erm
it, leav

e w
ith

 th
em

 a p
o
rtio

n
 o

f h
is m

ed
ical 

p
erso

n
n
el an

d
 m

aterial to
 assist in

 th
eir care. 

一
九
四
八
年
第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
の
六
月
修
正
案 

次
条
に
掲
げ
る
軍
隊
の
構
成
員
及
び
そ
の
他
の
者
で
、
傷
者
又
は
病
者
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ

て
の
場
合
に
お
い
て
、
尊
重
さ
れ
、
且
つ
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

彼
ら
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
性
別
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、

政
治
的
意
見
、
あ
る
い
は
い
か
な
る
他
の
同
様
の
基
準
に
基
づ
く
い
か
な
る
敵
対
的
な
差
別
も
受
け

る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d
ed

 o
n

 sex
, race, n

atio
n
ality

, relig
io

n
, 

p
o
litical o

p
in

io
n
s o

r an
y
 o

th
er sim

ilar criteria

）
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
看
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
の
み
が
、
治
療
の
優
先
順
序
決
定
を
根
拠
づ
け
る
（O

n
ly

 u
rg

en
t 

m
ed

ical reaso
n
s w

ill au
th

o
rize p

rio
rity

 in
 th

e o
rd

er o
f treatm

en
t to

 b
e ad

m
in

istered

）
。
女
子
は
、

女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 all co

n
sid

eratio
n

）
待
遇
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。 

③ 

し
か
し
交
戦
者
は
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
敵
側
に
傷
病
者
を
遺
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
場
合
も
、
軍
事
上
の
状
況
が
許
す
限
り
、
傷
病
者
の
看
護
を
補
助
す
る
た
め
の
衛
生
科
隊
員
と

衛
生
資
材
を
、
傷
病
者
と
と
も
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。 
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最
初
の
草
案
と
比
較
す
る
と
、
「
性
別
（sex

）
」
が
、
具
体
的
な
差
別
基
準
の
具
体
例
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
れ
が
具
体
例
の
先
頭
に
置
か
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
前
述
し
た
と
お
り

で
あ
る
。 

理
由
は
不
明
だ
が
、
草
案
で
は
独
立
し
て
い
た
女
性
優
遇
条
項
が
、
再
び
無
差
別
条
項
の
中
に

戻
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
の
記
述
が
変
更
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
も
う
英
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
問

題
な
の
で
、
日
本
語
で
示
す
の
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
「
優
先
的
な
治
療
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理

由
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る
（P

rio
rity

 treatm
en

t is p
erm

issib
le o

n
ly

 fo
r u

rg
en

t m
ed

ical 

reaso
n
s

）
」
が
、
「
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
の
み
が
、
治
療
の
優
先
順
序
決
定
を
根
拠
づ
け
る
（O

n
ly

 

u
rg

en
t m

ed
ical reaso

n
s w

ill au
th

o
rize p

rio
rity

 in
 th

e o
rd

er o
f treatm

en
t to

 b
e ad

m
in

istered

）
」

と
な
っ
た
。
条
件
は
、
よ
り
厳
し
く
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。 

逆
に
言
う
と
、
審
議
参
加
者
は
、
も
し
か
す
る
と
こ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
が
、
将
来
は
抜

け
穴
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
抹
の
不
安
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
だ
か
ら
少
し
で
も
厳
し
い
表
現
に
変
え
た
の
だ
ろ
う
。 

も
し
半
世
紀
後
か
ら
助
言
で
き
る
の
な
ら
ば
、
女
性
優
遇
の
条
項
も
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
を
明

示
し
た
条
項
も
、
消
せ
ば
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
「
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n

）
」
は
、
「
い
か

な
る
敵
対
的
な
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n

）
」
へ
と
変
化
し
た
。

背
景
に
は
、
敵
対
的
で
な
い
差
別
、
つ
ま
り
優
遇
な
ら
良
い
、
と
い
う
考
え
方
が
出
現
し
た
た
め
で

あ
る
。
こ
の
考
え
方
が
完
全
に
間
違
っ
て
い
る
こ
と
は
後
述
す
る
。 

六
月
三
〇
日
、
第
一
委
員
会
の
第
三
三
回
審
議
で
、
草
案
の
審
議
が
行
な
わ
れ
（D

raftin
g
 

C
o
m

m
ittee

）
、
草
案
修
正
案
の
第
二
項
と
第
三
項
の
間
に
、
次
の
条
文
を
第
三
項
と
し
て
挿
入
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。 

③ 
A

n
y
 attem

p
ts u

p
o
n
 th

eir liv
es, o

r serio
u
s v

io
len

ce to
 th

eir p
erso

n
s, sh

all b
e strictly

 

p
ro

h
ib

ited
; in

 p
articu

lar, th
ey

 sh
all n

o
t b

e m
u
rd

ered
 o

r ex
term

in
ated

, su
b
jected

 to
 to

rtu
re o

r to
 

b
io

lo
g
ical ex

p
erim

en
ts; th

ey
 sh

all n
o
t w

ilfu
lly

 b
e left w

ith
o
u
t m

ed
ic

al assistan
ce an

d
 care, 

n
o
r sh

all co
n
d
itio

n
s ex

p
o
sin

g
 th

em
 to

 co
n
tag

io
n
 o

r in
fectio

n
 b

e created
. 

③ 

彼
ら
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
重
大
な
暴
行
は
、
厳
重
に
禁
止
す
る
。
特
に
、
彼
ら
は
、

殺
害
し
、
み
な
殺
し
に
し
、
拷
問
に
付
し
、
又
は
生
物
学
的
実
験
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
、

治
療
及
び
看
護
を
し
な
い
で
故
意
に
遺
棄
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
伝
染
又
は
感
染
の
危
険
に
さ
ら

し
て
は
な
ら
な
い
。 

こ
れ
は
、
「
重
大
な
暴
行
（serio

u
s v

io
len

ce

）
」
の
部
分
を
除
き
、
そ
の
ま
ま
第
一
条
約
第
一

二
条
の
第
二
項
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
の
で
、
防
衛
庁
訳
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
た
だ
し
、
前
後

の
整
合
性
を
と
る
た
め
、
「
そ
れ
ら
の
者
」
は
「
彼
ら
」
と
し
た
。 
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こ
の
条
文
は
、
も
と
も
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
代
表
が
提
案
し
て
い
た
条
文
で
あ
る
。
ソ
連
代
表

は
、
第
三
条
約
草
案
の
第
一
二
条
（
最
終
の
正
式
条
約
で
は
第
一
三
条
と
な
っ
た
）
に
記
述
さ
れ
て

い
た
、
捕
虜
に
対
す
る
生
体
実
験
等
の
禁
止
等
を
、
第
一
条
約
に
も
組
み
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
の

で
あ
る
。 

そ
の
草
案
第
三
条
約
第
一
二
条
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

D
R

A
F

T
 C

O
N

V
E

N
T

IO
N

 R
E

L
A

T
IV

E
 T

O
 T

H
E

 T
R

E
A

T
M

E
N

T
 O

F
 P

R
IS

O
N

E
R

S
 O

F
 

W
A

R
 
 

(D
raft as ap

p
ro

v
ed

 b
y
 th

e X
V

IIth
 In

tern
atio

n
al R

ed
 C

ro
ss C

o
n
feren

ce, A
u
g
u
st 1

9
4

8
 

S
to

ck
h
o
lm

) 
 

捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
条
約
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案 

（
第
三
条
約
草
案
） 

P
A

R
T

 II. G
E

N
E

R
A

L
 P

R
O

T
E

C
T

IO
N

 O
F

 P
R

IS
O

N
E

R
S

 O
F

 W
A

R
 

第
二
編 

捕
虜
の
一
般
的
保
護 

1
9
4
8
D

G
3
-A

rticle 1
2
. -H

u
m

a
n

e trea
tm

en
t o

f p
riso

n
ers 

P
riso

n
ers o

f w
ar m

u
st at all tim

es b
e h

u
m

an
ely

 treated
 an

d
 p

ro
tected

, p
articu

larly
 ag

ain
st 

acts o
f v

io
len

ce an
d
 in

tim
id

atio
n
, ag

ain
st in

su
lts an

d
 p

u
b

lic cu
rio

sity
. 

② 
M

easu
res o

f rep
risal ag

ain
st th

em
 are p

ro
h
ib

ited
. 

③ 
N

o
 p

riso
n
er o

f w
ar m

ay
 b

e su
b
jected

 to
 p

h
y
sical m

u
tilatio

n
 o

r to
 m

ed
ical o

r 

scien
tific ex

p
erim

en
ts o

f an
y
 k

in
d
. 

一
九
四
八
年
第
三
条
約
草
案
の
第
一
二
条 

［
捕
虜
の
人
道
的
待
遇
］ 

捕
虜
は
、
常
に
人
道
的
に
待
遇
さ
れ
、
さ
ら
に
、
特
に
暴
行
さ
れ
た
り
、
脅
迫
さ
れ
た
り
、
侮

辱
さ
れ
た
り
、
さ
ら
し
者
に
さ
れ
た
り
す
る
行
為
か
ら
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

捕
虜
に
対
す
る
報
復
措
置
は
、
禁
止
す
る
。 

③ 

い
ず
れ
の
捕
虜
も
、
身
体
を
切
断
し
た
り
、
あ
る
い
は
医
学
的
ま
た
は
科
学
的
実
験
に
供

し
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

こ
れ
は
主
に
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
や
日
本
軍
が
行
な
っ
た
生
体
実
験
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た
提

案
で
あ
る
が
、
捕
虜
条
約
の
記
述
を
戦
地
傷
病
者
条
約
に
も
組
み
入
れ
た
り
、
逆
に
、
戦
地
傷
病
者

条
約
の
記
述
を
捕
虜
条
約
に
組
み
入
れ
た
り
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
は
、
四
条
約
間

の
整
合
性
を
と
る
こ
と
に
忙
し
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

捕
虜
条
約
で
は
た
だ
の
「
暴
行
（v

io
len

ce

）
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
ソ
連
案
で
は
「
重

大
な
暴
行
（serio

u
s v

io
len

ce

）
」
と
な
っ
て
い
た
の
が
問
題
に
な
っ
た
。 

オ
ラ
ン
ダ
代
表
の
メ
レ
ー
マ
（M

E
L

L
E

M
A

 

海
軍
軍
医
大
尉
大
佐
の
間
違
い

）
が
、
い
か
な
る
暴
力

も
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
違
反
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
、
ソ
連
案
に
あ
る
「
重
大
な
暴
行
（serio

u
s 

v
io

len
ce

）
」
か
ら
「
重
大
な
（serio

u
s

）
」
を
取
り
除
く
よ
う
に
要
求
し
た
。 
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カ
ナ
ダ
代
表
の
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
（C

R
A

W
F

O
R

D
 

カ
ナ
ダ
国
防
省
軍
医
？
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

提
案
に
反
対
し
た
。
正
当
な
医
療
行
為
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
暴
行
で
あ
る

と
見
做
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
「
重
大
な
暴
行
（serio

u
s v

io
len

ce

）
」
と
し
て
お
く
の
が
良

い
と
、
意
見
を
述
べ
た
。 

し
か
し
、
「
軽
い
暴
行
」
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ク
ロ
フ
ォ

ー
ド
は
、
ソ
連
案
の
条
文
を
独
立
し
た
条
項
と
は
せ
ず
、
修
正
案
第
二
項
の
第
一
文
（
第
一
セ
ン
テ

ン
ス
）
の
後
ろ
に
挿
入
し
、
第
二
項
の
第
二
文
（
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
）
と
第
三
文
（
女
性
優
遇

条
項
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
項
立
て
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
う
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

A
rticle 1

0
. 

 

M
em

b
ers o

f th
e arm

ed
 fo

rces an
d
 o

th
er p

erso
n
s m

en
tio

n
ed

 in
 th

e fo
llo

w
in

g
 A

rticle w
h
o

 

are w
o
u
n
d
ed

 o
r sick

 sh
all b

e resp
ected

 an
d
 p

ro
tected

 in
 all circu

m
stan

ces. 

② 
T

h
ey

 sh
all b

e treated
 h

u
m

an
ely

 an
d
 cared

 fo
r b

y
 th

e b
ellig

eren
t in

 w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 

m
ay

 b
e, w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 sex

, race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
, p

o
litical 

o
p
in

io
n
s o

r an
y
 o

th
er sim

ilar criteria. A
n
y
 attem

p
ts u

p
o

n
 th

eir liv
es, o

r serio
u
s v

io
len

ce to
 

th
eir p

erso
n
s, sh

all b
e strictly

 p
ro

h
ib

ited
; in

 p
articu

lar, th
ey

 sh
all n

o
t b

e m
u

rd
ered

 o
r 

ex
term

in
ated

, su
b
jected

 to
 to

rtu
re o

r to
 b

io
lo

g
ical ex

p
erim

en
ts; th

ey
 sh

all n
o
t w

ilfu
lly

 b
e left 

w
ith

o
u
t m

ed
ical assistan

ce an
d
 care, n

o
r sh

all co
n
d
itio

n
s ex

p
o
sin

g
 th

em
 to

 co
n

tag
io

n
 o

r 

in
fectio

n
 b

e created
. 

 

③ 
O

n
ly

 u
rg

en
t m

ed
ical reaso

n
s w

ill au
th

o
rize p

rio
rity

 in
 th

e o
rd

er o
f treatm

en
t to

 b
e 

ad
m

in
istered

. 
 

④ 
W

o
m

en
 sh

all b
e treated

 w
ith

 all co
n
sid

eratio
n
 d

u
e to

 th
eir sex

. 

⑤ 
N

ev
erth

eless, th
e b

ellig
eren

t w
h
o
 is co

m
p
elled

 to
 ab

an
d
o

n
 w

o
u

n
d
ed

 o
r sick

 to
 th

e 

en
em

y
 sh

all, as far as m
ilitary

 co
n
sid

eratio
n
s p

erm
it, leav

e w
ith

 th
em

 a p
o
rtio

n
 o

f h
is m

ed
ical 

p
erso

n
n
el an

d
 m

aterial to
 assist in

 th
eir care. 

第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
の
六
月
三
〇
日
修
正
案 

次
条
に
掲
げ
る
軍
隊
の
構
成
員
及
び
そ
の
他
の
者
で
、
傷
者
又
は
病
者
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ

て
の
場
合
に
お
い
て
、
尊
重
さ
れ
、
且
つ
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

彼
ら
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
性
別
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、

政
治
的
意
見
、
あ
る
い
は
他
の
同
様
の
基
準
に
基
づ
く
い
か
な
る
敵
対
的
な
差
別
も
受
け
る
こ
と
な

く
（w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 sex

, race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
, p

o
litical 

o
p
in

io
n
s o

r an
y
 o

th
er sim

ilar criteria

）
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
看
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら

の
生
命
を
奪
お
う
と
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
心
身
（
身
体
や
人
格
）
に
重
大
な
暴
行
（serio

u
s 

v
io

len
ce

）
を
加
え
る
こ
と
は
、
厳
重
に
禁
止
す
る
。
特
に
、
彼
ら
は
、
殺
害
し
、
み
な
殺
し
に
し
、

拷
問
に
付
し
、
又
は
生
物
学
的
実
験
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
、
治
療
及
び
看
護
を
し
な
い

で
故
意
に
遺
棄
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
伝
染
又
は
感
染
の
危
険
に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。 

③ 

緊
急
の
医
療
上
の
理
由
の
み
が
、
治
療
の
優
先
順
序
決
定
を
根
拠
づ
け
る
（O

n
ly

 u
rg

en
t 

m
ed

ical reaso
n
s w

ill au
th

o
rize p

rio
rity

 in
 th

e o
rd

er o
f treatm

en
t to

 b
e ad

m
in

istered

）
。 
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④ 

女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 all co

n
sid

eratio
n

）

待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

⑤ 
し
か
し
交
戦
者
は
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
敵
側
に
傷
病
者
を
遺
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
場
合
も
、
軍
事
上
の
状
況
が
許
す
限
り
、
傷
病
者
の
看
護
を
補
助
す
る
た
め
の
衛
生
科
隊
員
と

衛
生
資
材
を
、
傷
病
者
と
と
も
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
と
き
、
審
議
参
加
者
の
関
心
は
「
重
大
な
暴
行
（serio

u
s v

io
len

ce

）
」
の
「
重
大
な
（serio

u
s

）
」

を
消
す
か
残
す
か
に
集
中
し
、
長
い
議
論
の
末
の
投
票
の
結
果
、
「
十
五
対
十
三
」
の
僅
差
で
消
す

こ
と
に
決
ま
っ
た
。 

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
カ
ナ
ダ
の
配
置
変
更
案
は
、
そ
の
影
響
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
通
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
の
草
案
第
一
〇
条
は
、
赤
十
字
条
約
の
最
も
重
要
な
条
項
（
第
三
回
赤
十
字
条
約
第
一
条
）

を
引
き
継
ぐ
赤
十
字
精
神
の
象
徴
的
条
項
で
あ
り
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
使
用
す
る
語
句
の
選
択

や
配
置
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
草
案
を
作
っ
た
第
一
〇
条
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
審
議
記
録
を

見
る
限
り
、
カ
ナ
ダ
の
配
置
変
更
案
は
投
票
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
無
批
判
に
受
け
容
れ
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。 

配
置
変
更
の
結
果
、
第
二
項
の
第
一
文
、
つ
ま
り
無
差
別
を
記
述
し
た
部
分
と
、
新
し
い
第
三

項
、
つ
ま
り
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
と
の
間
に
、
大
き
な
距
離
感
が
生
じ
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ

の
将
来
的
な
影
響
（
第
三
項
が
、
第
二
項
第
一
文
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
解
釈
さ
れ
る
危
険
性
）
を
見

抜
け
る
だ
け
の
人
物
は
、
こ
の
会
議
に
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

あ
る
い
は
、
審
議
参
加
者
は
草
案
か
ら
の
変
化
を
ず
っ
と
追
い
か
け
て
き
た
の
で
、
距
離
感
が

開
い
た
と
い
う
感
覚
そ
の
も
の
が
生
じ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
と
き
の
審
議
で
、
第
五
項
の
「
し
か
し
（N

ev
erth

eless

）
」
は
不
要
と
判
断
さ
れ
、

削
除
さ
れ
た
。 

な
ぜ
不
要
と
判
断
さ
れ
た
の
か
。 

第
二
項
第
一
文
の
無
差
別
要
求
の
記
述
か
ら
距
離
が
離
れ
す
ぎ
た
た
め
、
意
味
が
繋
が
ら
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。 

す
で
に
前
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
し
か
し
（N

ev
erth

eless

）
」
は
、
一
九
〇
六
年
の
第
二
回

赤
十
字
条
約
の
と
き
は
「
し
か
し
（h

o
w

ev
er

）
」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。 

「
無
差
別
規
定
に
よ
れ
ば
、
傷
病
者
は
敵
味
方
の
区
別
な
く
扱
わ
れ
る
の
で
、
部
隊
が
後
退
す

る
時
に
、
傷
病
者
の
み
を
残
し
て
も
、
何
ら
人
道
倫
理
上
の
問
題
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し

（
言
語
・
風
習
の
違
い
、
衛
生
資
材
の
不
足
な
ど
の
現
実
的
問
題
も
あ
る
の
で
）
」 
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傷
病
兵
の
治
療
看
護
に
必
要
な
衛
生
要
員
や
資
材
を
残
す
よ
う
に
求
め
る
こ
と
で
、
敵
で
も
味

方
で
も
な
く
な
っ
た
傷
病
者
を
押
し
付
け
合
う
よ
う
な
事
態
の
発
生
を
予
防
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
無
差
別
の
記
述
と
の
距
離
感
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
た
め
、「
し
か
し
（N

ev
erth

eless

）
」

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
案
は
七
月
一
六
日
の
第
五
回
調
整
会
議
に
か
け
ら
れ
る
が
、
重
要
条
文
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
審
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に
は
変
更
し
な
い
こ
と
で
同
意
し
た
。
重
要
条

項
な
の
で
、
十
分
な
審
議
が
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
調
整
会
議
で
意
見
す
る
こ
と
は
控
え
た
と
い
う
訳

で
あ
る
。
そ
し
て
七
月
二
二
日
の
第
一
〇
回
総
会
を
通
過
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
ほ
ぼ
現
行
の
条
文
（
第

一
条
約
第
一
二
条
）
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

以
上
紹
介
し
て
き
た
、
第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
の
、
一
連
の
変
化
を
整
理
す
る
と
次
の
表
に

な
る
。 

こ
の
表
で
、
「J

P
a
ra

-

①
」
は
、
一
九
四
九
年
第
一
条
約
防
衛
庁
訳
の
第
一
二
条
第
一
項
を
意

味
す
る
。
「J

」
の
着
い
て
い
な
い
も
の
は
、
英
語
版
の
条
項
番
号
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「P

a
ra

-

④
」
は
、
英
語
版
の
第
④
項
を
指
し
て
い
る
。 

ひ
と
つ
前
の
段
階
の
条
項
（
案
）
と
比
較
し
て
変
化
を
分
析
す
る
上
で
、
着
目
す
る
必
要
の
あ

る
変
更
部
分
は
文
字
を
赤
色
太
字
で
示
し
て
い
る
。 

英
語
版
の
第
一
条
約
第
一
二
条
第
四
項
が
、
防
衛
庁
訳
で
は
第
四
項
（
女
性
の
優
遇
）
と
第
五

項
（
遺
棄
傷
病
兵
の
看
護
）
と
に
分
離
さ
れ
て
い
る
が
、
防
衛
庁
訳
の
五
つ
の
項
に
分
け
る
流
儀
は
、

歴
史
的
に
は
、
条
約
の
草
案
の
分
類
形
式
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
前
述
し
た
が
、
表
を
見
る
と
わ

か
り
や
す
い
。 

な
ぜ
、
防
衛
庁
訳
で
英
語
版
の
第
四
項
が
二
つ
に
分
離
し
た
の
か
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。 

な
お
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
作
成
し
た
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅰ

（C
o

m
m

en
tary

）
」
も
、

第
一
二
条
の
解
説
は
、
第
四
項
を
二
つ
に
別
け
て
行
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
表
で
は
、
「J

P
a
ra

-

③
」
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
で
あ
る
。
国
際
条
約
の
改
定
に
と

も
な
っ
て
、
条
番
号
も
、
項
番
号
も
、
変
化
し
て
い
く
の
で
、
条
約
の
変
化
を
分
析
す
る
時
は
、
具

体
的
な
意
味
で
条
項
を
名
付
け
た
方
が
、
便
利
が
良
い
。
英
語
の
条
文
で
は
、
一
九
四
八
年
に
「P

a
ra

-

②
」
の
一
部
と
し
て
出
現
し
、
一
九
四
九
年
の
審
議
で
第
二
項
か
ら
独
立
し
て
、
「P

a
ra

-

③
」
と

な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。 

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
赤
十
字
精
神
に
反
す
る
差
別
な
の
で
、
こ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
が
な
く

て
も
禁
止
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
が
、
特
に
そ
れ
に
念
を
押
し
、
再
確
認
を
明
記
し
て

い
る
条
項
と
い
う
意
味
で
、
本
書
の
中
で
は
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
と
呼
ん
で
い
る
。 
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表
．
赤
十
字
条
約
無
差
別
条
項
の
変
化
（
一
九
二
九 

～ 

一
九
四
九
） 

 

                     

       

防衛庁訳→ JPara-① JPara-② JPara-③ JPara-④ JPara-⑤ 

1929-Art-1 Para-① Para-① 

nationality 

--- --- Para-② 

      

1938-Art-1 Para-① Para-① 

nationality 

--- --- Para-② 

      

1947-Art-1 Para-① Para-① 

nationality, race, religion, 

or political opinion 

--- Para-① Para-② 

      

1948-Art-10 Para-① Para-② 

race, nationality, religion 

or political opinions, or 

any other 

Para-② Para-③ Para-④ 

      

1949-Art-12 Para-① Para-② 

sex, race, nationality, 

religion, political 

opinions, or any other 

生体実験等禁止の文言

追加 

Para-③ Para-④ Para-④ 

防衛庁訳→ JPara-① JPara-② JPara-③ JPara-④ JPara-⑤ 
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表
か
ら
、
捕
虜
条
約
に
出
現
し
た
優
遇
条
項
の
考
え
方
か
ら
、
戦
地
傷
病
者
条
約
に
お
け
る
無

差
別
の
保
護
を
強
化
す
る
た
め
に
追
加
さ
れ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
が
、
本
来
立
つ
べ
き
守
備
位

置
か
ら
、
遠
く
に
離
さ
れ
て
行
く
過
程
が
分
か
る
だ
ろ
う
。 

表
中
で
は
省
略
し
た
が
、
差
別
否
定
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
一
九
〇
六
年
以

降
は
「
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t d

istin
ctio

n

）
」
、
一
九
四
七
年
以
降
は
「
い
か
な
る

差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n

）
」
、
一
九
四
九
年
六
月
以
降
は
「
い
か
な

る
敵
対
的
な
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n

）
」
、
そ
し
て
こ
れ
が
、

現
行
の
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
差
別
否
定
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。 

防
衛
庁
訳 

項
立
区
分 

一
九
四
九
年 

第
一
二
条 

一
九
四
八
年 

第
一
〇
条 

一
九
四
七
年 

第
一
条 

一
九
三
八
年 

第
一
条 

一
九
二
九
年 

第
一
条 

防
衛
庁
訳 

項
立
区
分 

第
一
項 

尊
重
保
護 

第
一
項 

第
一
項 

第
一
項 

第
一
項 

第
一
項 

第
一
項 

尊
重
保
護 

第
二
項 

無
差
別 

第
二
項 

性
別
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
政

治
的
意
見
・
・
・
同
様
の
基
準
に

基
づ
く
い
か
な
る
敵
対
的
な
差

別
も
受
け
る
こ
と
な
く 

生
体
実
験
等
禁
止
の
文
言
追
加 

第
二
項 

人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
あ
る
い
は

政
治
的
意
見
に
よ
る
・
・
・
同
様

の
基
準
に
基
づ
く
他
の
い
か
な
る

差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く 

第
一
項 

国
籍
、
人
種
、
宗
教
、
あ
る
い
は

政
治
的
意
見
に
よ
る 

第
一
項 

国
籍 

第
一
項 

国
籍 

第
二
項 

無
差
別 

第
三
項 

選
別
禁
止 

第
三
項 

第
二
項 

選
別
禁
止 

(-) (-) (-) 第
三
項 

選
別
禁
止 

第
四
項 

女
性
優
遇 

第
四
項 

第
三
項 

第
一
項 

女
性
優
遇 

(-) (-) 第
四
項 

女
性
優
遇 

第
五
項 

傷
者
遺
棄 

第
四
項 

第
四
項 

第
二
項 

第
二
項 

第
二
項 

傷
者
遺
棄 

第
五
項 

傷
者
遺
棄 
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こ
れ
ら
の
変
化
を
見
る
と
、
捕
虜
条
約
の
女
性
優
遇
の
考
え
方
が
組
み
込
ま
れ
た
り
、
英
国
が

「d
istin

ctio
n

」
で
は
な
く
「d

iscrim
in

atio
n

」
を
提
案
し
た
の
に
否
定
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
有
利
な
差
別
ま
で
禁
じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
一
般
化
し
、
「
認
め
な
い
の

は
敵
対
的
な
差
別
だ
け
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に
変
化
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

根
本
的
に
、
審
議
参
加
者
の
感
覚
が
間
違
っ
て
い
る
。
戦
地
傷
病
者
条
約
の
無
差
別
条
項
は
、

生
命
を
代
表
と
す
る
基
本
的
人
権
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
基
本
的
人
権
は
、
絶
対
的
に
平

等
で
あ
り
、
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
赤
十
字
条
約
の
本
質
的
要
求
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

い
か
な
る
「
優
遇
」
も
無
い
の
で
あ
る
。
敵
対
的
も
ク
ソ
も
な
い
の
だ
。
い
か
な
る
差
別
も
、
基
本

的
人
権
に
関
し
て
は
無
い
、
と
の
み
記
述
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
間
に
か
、
有
利
な
差
別
ま
で
禁
じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方

が
普
及
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
余
っ
た
ケ
ー
キ
を
女
性
に
優
先
す
る
と
い
っ
た
こ
と
と
同
じ
レ

ベ
ル
で
、
基
本
的
人
権
の
差
別
が
議
論
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
間
違
い
で
な
い
と
い

う
の
な
ら
ば
、
ル
ソ
ー
以
降
の
民
主
主
義
を
根
底
か
ら
否
定
し
、
覆
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
も
、
極
東
裁
判
も
、
日
本
国
憲
法
も
、
す
べ
て
無
効
で
あ
る
。 

し
か
し
ピ
ク
テ
は
、
敵
対
的
で
な
い
差
別
、
つ
ま
り
優
遇
を
認
め
る
雰
囲
気
に
、
強
い
影
響
を

受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
本
書
が
問
う
ピ
ク
テ
の
責
任
は
、
審
議
参
加
者
全
体
の
責
任
と
し

て
問
う
べ
き
か
。 

い
や
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
ピ
ク
テ
は
、
審
議
全
体
の
間
違
っ
た
雰
囲
気
に
警
笛
を
発
す
る

べ
き
立
場
の
人
間
な
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
ピ
ク
テ
の
責
任
な
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
は
、
重
複
的
に
増
殖
す
る
よ
う
に
、
「
第
一
章 

総
則
」

の
条
項
に
も
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
成
立
し
た
一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
で
は
、
第
一
章
第

三
条
と
第
二
章
第
一
二
条
に
、
無
差
別
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
第
三
条
は
、
総
則
な
の
で
、
か
な
り

一
般
的
な
状
況
を
包
括
で
き
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
第
一
条
約
か
ら
第
四
条
約
ま

で
の
す
べ
て
に
共
通
の
条
項
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
条
の
一
部
の
み
を
紹
介
す
る
。 

A
rtticle 3
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 th

e case o
f arm

ed
 co

n
flict n

o
t o

f an
 in

tern
atio

n
al ch

aracter o
ccu

rrin
g

 in
 th

e territo
ry

 o
f 

o
n
e o

f th
e H

ig
h
 C

o
n
tractin

g
 P

arties, each
 P

arty
 to

 th
e co

n
flict sh

all b
e b

o
u

n
d
 to

 ap
p

ly
, as a 

m
in

im
u
m

, th
e fo

llo
w

in
g

 p
ro

v
isio

n
s: 

(1
) P

erso
n
s tak

in
g
 n

o
 activ

e p
art in

 th
e h

o
stilities, in

clu
d
in

g
 m

em
b

ers o
f arm

ed
 fo

rces 

w
h
o
 h

av
e laid

 d
o
w

n
 th

eir arm
s an

d
 th

o
se p

laced
 h

o
rs d

e co
m

b
at b

y
 sick

n
ess, w

o
u
n

d
s, 

d
eten

tio
n
, o

r an
y
 o

th
er cau

se, sh
all in

 all circu
m

stan
ces b

e treated
 h

u
m

an
ely

, w
ith

o
u

t an
y
 

ad
v
erse d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 race, co

lo
u
r, relig

io
n
 o

r faith
, sex

, b
irth

 o
r w

ealth
, o

r an
y
 o

th
er 

sim
ilar criteria. 

諸
条
約
共
通
の
第
三
条 

［
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
紛
争
］ 

（
防
衛
庁
訳
） 
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締
約
国
の
一
の
領
域
内
に
生
ず
る
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
場
合
に
は
、
各
紛

争
当
事
者
は
、
少
く
と
も
次
の
規
定
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(1
) 

敵
対
行
為
に
直
接
に
参
加
し
な
い
者
（
武
器
を
放
棄
し
た
軍
隊
の
構
成
員
及
び
病
気
、
負

傷
、
抑
留
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
戦
闘
外
に
置
か
れ
た
者
を
含
む
。
）
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い

て
、
人
種
、
色
、
宗
教
若
し
く
は
信
条
、
性
別
、
門
地
若
し
く
は
貧
富
又
は
そ
の
他
類
似
の
基
準
に

よ
る
不
利
な
差
別
を
し
な
い
で
人
道
的
に
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
第
三
条
に
は
、
女
性
優
遇
条
項
は
無
い
。
だ
か
ら
「
性
別
（sex

）
」
が
差
別
基
準
の
先
頭

に
置
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
国
際
的
な
性
質
を
持
た
な
い
紛
争
が
対
象
な
の
で
、
「
国
籍

（n
atio

n
ality

）
」
が
差
別
基
準
と
し
て
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
国
籍
を
基
準
に
差
別
し
て
よ
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
具
体
例
と
し
て
重
要
で
な

い
の
で
省
略
し
た
に
す
ぎ
な
い
。 

さ
て
、
第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
の
最
終
案
に
つ
い
て
、
審
議
終
了
後
の
総
括
説
明
が
あ
る
が
、

そ
の
前
に
、
第
二
条
約
草
案
な
ど
、
他
の
関
連
条
項
の
審
議
を
見
て
お
こ
う
。
第
二
条
約
は
、
第
一

条
約
と
同
じ
く
第
一
委
員
会
が
審
議
し
た
。
第
三
条
約
や
第
四
条
約
に
つ
い
て
の
審
議
は
、
調
整
会

議
等
を
通
じ
て
第
一
条
約
の
審
議
に
も
影
響
し
た
。 

 

四
〇 

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
草
案
審
議
（
第
二
条
約
～
第
四
条
約
） 

 

ま
ず
、
海
戦
犠
牲
者
を
対
象
と
す
る
第
二
条
約
草
案
の
第
一
一
条
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
最

終
的
な
一
九
四
九
年
の
第
二
条
約
で
は
第
一
二
条
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
人
は
、
結
果
と
し
て
の

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
だ
け
を
見
て
い
る
の
で
、
第
一
条
約
の
第
一
二
条
と
、
第
二
条
約
の
第
一
二
条

と
が
、
最
初
か
ら
ペ
ア
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
が
、
草
案
で
は
、
前
者
が
第
一

〇
条
、
後
者
は
第
一
一
条
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
審
議
が
、
条
約
間
の
整
合

性
を
重
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
形
式
的
な
美
意
識
の
た
め
に
、
無
差
別
条
項
が
犠
牲
に

な
っ
た
の
で
は
、
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
と
思
え
る
の
だ
が
。 

D
R

A
F

T
 C

O
N

V
E

N
T

IO
N

 F
O

R
 T

H
E

 R
E

L
IE

F
 O

F
 W

O
U

N
D

E
D

, S
IC

K
 A

N
D

 

S
H

IP
W

R
E

C
K

E
D

 M
E

M
B

E
R

S
 O

F
 A

R
M

E
D

 F
O

R
C

E
S

 O
N

 S
E

A
 

(D
raft as ap

p
ro

v
ed

 b
y
 th

e X
V

IIth
 In

tern
atio

n
al R

ed
 C

ro
ss C

o
n
feren

ce, A
u
g
u
st 1

9
4

8
 

S
to

ck
h
o
lm

) 

海
上
に
あ
る
軍
隊
の
傷
者
、
病
者
及
び
難
船
者
の
救
助
に
関
す
る
条
約
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案 

（
第
二
条
約
草
案
） 

C
H

A
P

T
E

R
 II –

 W
O

U
N

D
E

D
, S

IC
K

 A
N

D
 S

H
IP

W
R

E
C

K
E

D
 

第
二
章 

傷
者
、
病
者
及
び
難
船
者 

1
9
4
8
D

G
2
-A

rticle 1
1
.-P

ro
tectio

n
 a

n
d

 ca
re 
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M
em

b
ers o

f th
e lan

d
, sea an

d
 air fo

rces an
d
 th

e o
th

er p
erso

n
s d

esig
n

ated
 in

 A
rticle 3

 o
f 

th
e C

o
n
v
en

tio
n
 o

f . . . relativ
e to

 th
e treatm

en
t o

f P
riso

n
ers o

f W
ar w

h
o
 m

ay
 b

e o
n
 sea an

d
 

w
h
o
 are w

o
u
n
d
ed

, sick
 o

r sh
ip

w
reck

ed
, sh

all b
e resp

ected
 an

d
 p

ro
tected

 in
 all circu

m
stan

ces. 
② 

T
h
ey

 sh
all b

e treated
 h

u
m

an
ely

 an
d
 cared

 fo
r b

y
 th

e b
ellig

eren
t in

 w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 

m
ay

 b
e, w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
 o

r p
o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 

o
th

er d
istin

ctio
n
 fo

u
n
d
ed

 o
n
 sim

ilar criteria. 

③ 
P

rio
rity

 treatm
en

t is p
erm

issib
le o

n
ly

 fo
r u

rg
en

t m
ed

ical reaso
n

s. 

④ 
W

o
m

en
 sh

all b
e treated

 w
ith

 all co
n
sid

eratio
n
 d

u
e to

 th
eir sex

. 

一
九
四
八
年
第
二
条
約
草
案
の
第
一
一
条 

［
保
護
及
び
看
護
］ 

捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
条
約
の
第
三
条
に
掲
げ
る
陸
海
空
軍
の
構
成
員
及
び
そ
の
他
の
者
で
、

海
上
に
あ
る
可
能
性
が
あ
っ
て
、
傷
者
、
病
者
又
は
難
船
者
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お

い
て
、
尊
重
さ
れ
、
且
つ
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

彼
ら
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
保
ち
得
る
交
戦
者
に
よ
っ
て
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
あ
る

い
は
政
治
的
意
見
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は
同
様
の
基
準
に
基
づ
く

他
の
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
 

o
r p

o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 o

th
er d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d
ed

 o
n

 sim
ilar criteria

）
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、

看
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

③ 

優
先
的
な
治
療
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る
。 

④ 

女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
考
慮
を
も
っ
て
（w
ith

 all co
n

sid
eratio

n

）

待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
と
比
較
す
る
と
、
傷
病
者
を
置
き
去
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

と
き
に
、
衛
生
隊
員
や
資
材
を
残
せ
と
要
求
す
る
条
項
が
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
陸
戦
と
異
な
り
、

途
中
で
傷
病
者
を
海
上
に
遺
棄
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
海
上
に
遺
棄
す
る
こ
と
は
殺
す
こ

と
と
同
じ
意
味
に
な
り
、
衛
生
要
員
を
一
緒
に
遺
棄
す
る
意
味
が
無
い
。 

そ
の
他
の
内
容
は
、
「
難
船
者
」
が
追
加
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
基
本
的
に
同
じ
も
の
で
あ

る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
第
二
条
約
草
案
第
一
一
条
で
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
が
、
最
初
か

ら
、
つ
ま
り
草
案
の
審
議
前
か
ら
独
立
し
た
項
目
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

常
識
的
に
は
、
最
初
に
赤
十
字
条
約
の
本
流
で
あ
る
第
一
条
約
草
案
を
作
成
し
、
そ
の
枠
組
み

を
借
り
て
、
海
戦
遭
難
者
に
お
け
る
第
二
条
約
案
を
作
成
す
る
の
が
自
然
な
手
順
で
あ
る
。
具
体
的

に
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
や
各
国
政
府
専
門
家
の
、
誰
が
草
案
の
ど
の
部
分
の
作
成
を
担
当
し
た
の

か
、
分
担
の
要
領
な
ど
が
不
明
な
の
で
、
如
何
な
る
意
図
を
も
っ
て
第
二
条
約
の
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止

条
項
に
は
独
立
し
た
項
立
て
を
用
意
し
た
の
か
、
理
由
を
推
測
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
独
立
し
た
項

立
て
の
意
味
な
ど
、
ま
っ
た
く
気
に
か
け
て
い
な
い
人
物
が
草
案
を
用
意
し
た
、
と
い
う
の
が
答
え

か
も
し
れ
な
い
が
。 

そ
れ
で
は
、
こ
の
第
二
条
約
草
案
第
一
一
条
の
最
終
的
審
議
結
果
を
見
て
お
こ
う
。 
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C
o
n

v
en

tio
n

 (II) fo
r th

e A
m

elio
ra

tio
n

 o
f th

e C
o
n

d
itio

n
 o

f W
o
u

n
d

ed
, S

ick
 a

n
d

 

S
h

ip
w

reck
ed

 M
em

b
ers o

f A
rm

ed
 F

o
rces a

t S
ea

. G
en

ev
a

, 1
2

 A
u

g
u

st 1
9
4
9

. 

海
上
に
あ
る
軍
隊
の
傷
者
、
病
者
及
び
難
船
者
の
状
態
の
改
善
に
関
す
る
千
九
百
四
十
九
年
八
月

十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約 

（
第
二
条
約
） 

1
9
4
9
G

2
-A

rticle 1
2
. - P

ro
tectio

n
 a

n
d

 ca
re 

M
em

b
ers o

f th
e arm

ed
 fo

rces an
d
 o

th
er p

erso
n
s m

en
tio

n
ed

 in
 th

e fo
llo

w
in

g
 A

rticle, w
h
o
 

are at sea an
d
 w

h
o
 are w

o
u
n
d
ed

, sick
 o

r sh
ip

w
reck

ed
, sh

all b
e resp

ected
 an

d
 p

ro
tected

 in
 all 

circu
m

stan
ces, it b

ein
g
 u

n
d
ersto

o
d
 th

at th
e term

 "sh
ip

w
reck

" m
ean

s sh
ip

w
reck

 fro
m

 an
y

 

cau
se an

d
 in

clu
d
es fo

rced
 lan

d
in

g
s at sea b

y
 o

r fro
m

 aircraft. 

② 
S

u
ch

 p
erso

n
s sh

all b
e treated

 h
u
m

an
ely

 an
d
 cared

 fo
r b

y
 th

e P
arties to

 th
e co

n
flict in

 

w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 m
ay

 b
e, w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d

ed
 o

n
 sex

, race, n
atio

n
ality

, 

relig
io

n
, p

o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 o

th
er sim

ilar criteria. A
n

y
 attem

p
ts u

p
o

n
 th

eir liv
es, o

r 

v
io

len
ce to

 th
eir p

erso
n
s, sh

all b
e strictly

 p
ro

h
ib

ited
; in

 p
articu

lar, th
ey

 sh
all n

o
t b

e m
u
rd

ered
 

o
r ex

term
in

ated
, su

b
jected

 to
 to

rtu
re o

r to
 b

io
lo

g
ical ex

p
erim

en
ts; th

ey
 sh

all n
o
t w

ilfu
lly

 b
e 

left w
ith

o
u
t m

ed
ical assistan

ce an
d
 care, n

o
r sh

all co
n
d
itio

n
s ex

p
o

sin
g

 th
em

 to
 co

n
tag

io
n
 o

r 

in
fectio

n
 b

e created
. 

③ 
O

n
ly

 u
rg

en
t m

ed
ical reaso

n
s w

ill au
th

o
rize p

rio
rity

 in
 th

e o
rd

er o
f treatm

en
t to

 b
e 

ad
m

in
istered

. 

④ 
W

o
m

en
 sh

all b
e treated

 w
ith

 all co
n
sid

eratio
n
 d

u
e to

 th
eir sex

. 

一
九
四
九
年
第
二
条
約
の
第
一
二
条 

［
海
上
傷
病
者
及
び
難
船
者
の
保
護
］ 

 

次
条
に
掲
げ
る
軍
隊
の
構
成
員
及
び
そ
の
他
の
者
で
、
海
上
に
あ
り
、
且
つ
、
傷
者
、
病
者

又
は
難
船
者
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
尊
重
し
、
且
つ
、
保
護
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
難
船
」
と
は
、
原
因
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
難
船
を

い
い
、
航
空
機
に
よ
る
又
は
航
空
機
か
ら
の
海
上
へ
の
不
時
着
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

② 

そ
れ
ら
の
者
を
そ
の
権
力
内
に
有
す
る
紛
争
当
事
国
は
、
そ
れ
ら
の
者
を
性
別
、
人
種
、

国
籍
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
又
は
そ
の
他
類
似
の
基
準
に
よ
る
差
別
を
し
な
い
で
人
道
的
に
待
遇
し
、

且
つ
、
看
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
者
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
暴
行
は
、
厳
重
に

禁
止
す
る
。
特
に
、
そ
れ
ら
の
者
は
、
殺
害
し
、
皆
殺
し
に
し
、
拷
問
に
付
し
、
又
は
生
物
学
的
実

験
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
者
は
、
治
療
及
び
看
護
を
し
な
い
で
故
意
に
遺
棄
し
て
は
な

ら
ず
、
ま
た
、
伝
染
又
は
感
染
の
危
険
に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
［
（
編
集
メ
モ
）
防
衛
庁
訳
な

の
で
直
す
］ 

 

③ 

治
療
の
順
序
に
お
け
る
優
先
権
は
、
緊
急
な
医
療
上
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
認
め

ら
れ
る
。
［
（
編
集
メ
モ
）
防
衛
庁
訳
な
の
で
直
す
］ 

④ 

女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
す
べ
て
の
考
慮
を
も
っ
て
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 
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次
に
、
捕
虜
を
対
象
と
し
た
第
三
条
約
草
案
の
第
一
四
条
の
審
議
結
果
で
あ
る
一
九
四
九
年
の

第
三
条
約
第
一
六
条
を
見
て
お
こ
う
。
第
三
条
約
草
案
の
第
一
四
条
の
ル
ー
ツ
は
、
一
九
二
九
年
の

捕
虜
条
約
第
四
条
で
あ
る
。 

C
o
n

v
en

tio
n

 (III) rela
tiv

e to
 th

e T
rea

tm
en

t o
f P

riso
n

ers o
f W

a
r. G

en
ev

a
, 1

2
 A

u
g

u
st 

1
9
4
9

. 捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約 

（
第
三
条
約
） 

P
art II. G

en
eral P

ro
tectio

n
 o

f P
riso

n
ers o

f W
ar 

第
二
編 

捕
虜
の
一
般
的
保
護 

1
9
4
9
G

3
-A

rticle 1
6
. -E

q
u

a
lity

 o
f trea

tm
en

t 

T
ak

in
g
 in

to
 co

n
sid

eratio
n
 th

e p
ro

v
isio

n
s o

f th
e p

resen
t C

o
n
v

en
tio

n
 relatin

g
 to

 ran
k
 an

d
 

sex
, an

d
 su

b
ject to

 an
y
 p

riv
ileg

ed
 treatm

en
t w

h
ich

 m
ay

 b
e acco

rd
ed

 to
 th

em
 b

y
 reaso

n
 o

f 

th
eir state o

f h
ealth

, ag
e o

r p
ro

fessio
n
al q

u
alificatio

n
s, all p

riso
n
ers o

f w
ar sh

all b
e treated

 

alik
e b

y
 th

e D
etain

in
g
 P

o
w

er, w
ith

o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n
 b

ased
 o

n
 race, n

atio
n
ality

, 

relig
io

u
s b

elief o
r p

o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 o

th
er d

istin
ctio

n
 fo

u
n
d

ed
 o

n
 sim

ilar criteria. 

一
九
四
九
年
第
三
条
約
の
第
十
六
条 

［
平
等
な
待
遇
］ 

 

階
級
及
び
性
別
に
関
す
る
こ
の
条
約
の
規
定
に
考
慮
を
払
い
、
ま
た
、
健
康
状
態
、
年
令
又

は
職
業
上
の
能
力
を
理
由
と
し
て
与
え
ら
れ
る
有
利
な
待
遇
を
留
保
し
て
、
捕
虜
は
、
す
べ
て
、
抑

留
国
が
人
種
、
国
籍
、
宗
教
的
信
条
若
し
く
は
政
治
的
意
見
に
基
く
差
別
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
基

準
に
よ
る
そ
の
他
の
差
別
を
し
な
い
で
均
等
に
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
第
三
条
約
第
一
六
条
の
題
目
は
［
平
等
な
待
遇
（E

q
u
ality

 o
f treatm

en
t

）
］
で
あ
る
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
用
意
し
た
草
案
第
一
四
条
で
は
［
差
別
的
待
遇

（d
iscrim

in
ato

ry
 treatm

en
t

）
］
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
、
軍
隊
に
お
け

る
非
民
主
主
義
的
な
人
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
認
め
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。 「

差
別
的
待
遇
」
と
は
、
「
傷
病
者
で
な
い
健
康
な
軍
人
に
対
し
て
は
認
め
る
差
別
的
待
遇
」

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
戦
地
傷
病
者
の
待
遇
に
要
求
す
る
完
全
な
無
差
別
の
カ
ウ
ン
タ
と
し
て
置
か

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
条
約
の
審
議
を
通
じ
て
「
差
別
的
待
遇
」
が
「
平
等
な
待
遇
」
に
変
え
ら
れ
た
こ

と
は
、
こ
の
本
来
の
意
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
無
差
別
を
守

る
た
め
の
カ
ウ
ン
タ
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
ま
で
潰
し
て
い
く
ほ
ど
、
一
九
四
九
年
の
審
議
は
、
足

並
み
を
揃
え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

赤
十
字
が
認
め
る
差
別
、
認
め
な
い
差
別
の
区
分
を
明
確
に
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
、
重
要
で

あ
る
。 
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赤
十
字
は
戦
争
の
存
在
を
前
提
と
し
て
認
め
、
そ
の
戦
争
を
遂
行
す
る
軍
隊
の
存
在
を
基
本
的

に
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
軍
隊
に
限
っ
て
は
、
非
民
主
主
義
的
な
人
間
関
係
、
身
分
制
を
認
め
、

戦
闘
外
に
出
た
負
傷
兵
に
つ
い
て
は
、
民
主
主
義
的
な
人
間
関
係
に
立
っ
た
扱
い
を
要
求
し
て
い
る

の
で
あ
る
。 

そ
の
理
由
は
複
雑
で
あ
る
。
捕
虜
を
出
す
側
の
軍
の
考
え
、
捕
虜
を
収
容
す
る
側
の
軍
の
考
え
、

戦
地
傷
病
者
に
対
す
る
保
護
と
の
区
別
を
明
確
に
し
、
傷
病
者
が
確
実
に
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
し
た

い
赤
十
字
の
考
え
な
ど
が
複
雑
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
赤
十
字
は
、
軍
隊
を
特
例

と
し
て
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
民
と
の
識
別
を
明
確
に
し
、
生
命
等
へ
の
直
接
被
害
を
軍
人
に

限
定
で
き
る
可
能
性
を
、
文
民
に
拡
散
さ
せ
な
い
可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

ま
た
、
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
捕
虜
を
「
烏
合
の
衆
」
と
し
て
扱
う
よ
り
は
、
秩
序
を
持
っ
た
組

織
体
と
し
て
扱
っ
た
方
が
管
理
し
や
す
い
と
い
う
便
宜
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
捕
虜
収
容
側
も
、

ま
た
捕
虜
回
収
後
の
迅
速
な
再
活
用
を
図
り
た
い
側
も
、
捕
虜
に
は
軍
人
と
し
て
の
地
位
を
与
え
続

け
て
い
た
方
が
、
都
合
が
よ
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

「
部
下
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
一
人
の
者
が
指
揮
し
て
い
る
こ
と
（th

at o
f b

ein
g

 co
m

m
an

d
ed

 

b
y
 a p

erso
n
 resp

o
n
sib

le fo
r h

is su
b
o
rd

in
ates

）
」
と
い
う
条
件
は
、
古
く
か
ら
軍
隊
（
に
相
当
す

る
組
織
）
と
し
て
最
も
重
要
な
条
件
と
さ
れ
、
一
九
四
九
年
の
第
三
条
約
第
四
条
で
も
、
民
兵
等
が

軍
隊
に
相
当
す
る
と
見
な
せ
る
条
件
の
一
つ
に
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
条
件
を
言
い
換
え
る
と

「
自
由
も
な
く
、
平
等
も
な
い
非
民
主
主
義
的
な
人
間
関
係
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
組
織
で
あ

る
こ
と
」
と
な
る
。 

捕
虜
条
約
で
は
積
極
的
に
特
定
の
差
別
を
認
め
る
と
い
う
姿
勢
が
示
さ
れ
た
の
で
、
ご
く
自
然

に
、
「
そ
れ
で
は
婦
女
子
は
特
に
優
遇
し
よ
う
、
そ
れ
を
明
記
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
が
生
じ
て
く

る
。
一
九
四
九
年
の
第
三
条
約
第
一
六
条
で
は
、
軍
人
で
あ
る
捕
虜
が
対
象
な
の
で
、
階
級
に
よ
る

差
別
と
、
性
別
に
よ
る
差
別
は
「
階
級
及
び
性
別
（ran

k
 an

d
 sex

）
」
と
、
一
緒
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
自
体
が
、
性
別
に
よ
る
優
遇
は
、
基
本
的
人
権
に
対
す
る
無
差
別
を
要
求
す
る
第
一
条
約

で
扱
う
べ
き
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
女
性
優
遇
条
項
は
、
一
九

二
九
年
の
時
点
で
は
、
捕
虜
条
約
内
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
、
当
時
の
関
係
者
は
、
そ
う
い
う
こ
と

を
き
ち
ん
と
認
識
で
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

次
に
示
す
第
三
条
約
の
第
一
七
条
は
、
戦
地
傷
病
者
と
捕
虜
と
の
扱
い
の
違
い
を
示
す
典
型
的

な
条
項
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
捕
虜
は
、
階
級
や
誕
生
日
（
年
齢
）
を
正
直
に
供
述
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
階
級
や
年
齢
で
、
差
別
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
だ
か
ら
で
あ

る
。 逆

に
、
戦
地
傷
病
者
を
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
扱
う
第
一
条
約
に
は
、
負
傷
兵
の
階
級
や
年
齢

を
供
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
は
無
い
。
一
切
、
そ
う
し
た
も
の
で
差
別
を
す
る
な
と
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要
求
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
必
要
の
無
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
第
三
条
約
第
一
七
条
の
第
二
項
ま

で
を
示
す
。 

C
o
n

v
en

tio
n

 (III) rela
tiv

e to
 th

e T
rea

tm
en

t o
f P

riso
n

ers o
f W

a
r. G

en
ev

a
, 1

2
 A

u
g

u
st 

1
9
4
9

. 捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約 

（
第
三
条
約
） 

P
art III. C

ap
tiv

ity
 S

ectio
n
 1

. B
eg

in
n
in

g
 o

f C
ap

tiv
ity

 

第
三
編 

捕
虜
た
る
身
分 
第
一
部 

捕
虜
た
る
身
分
の
開
始 

 

1
9
4
9
G

3
-A

rticle 1
7
. -Q

u
estio

n
in

g
 o

f p
riso

n
ers 

E
v
ery

 p
riso

n
er o

f w
ar, w

h
en

 q
u
estio

n
ed

 o
n
 th

e su
b
ject, is b

o
u
n

d
 to

 g
iv

e o
n
ly

 h
is su

rn
am

e, 

first n
am

es an
d

 ran
k
, d

ate o
f b

irth
, an

d
 arm

y
, reg

im
en

tal, p
erso

n
al o

r serial n
u
m

b
er, o

r failin
g
 

th
is, eq

u
iv

alen
t in

fo
rm

atio
n
. 

② 
If h

e w
ilfu

lly
 in

frin
g
es th

is ru
le, h

e m
ay

 ren
d
er h

im
self liab

le to
 a restrictio

n
 o

f th
e 

p
riv

ileg
es acco

rd
ed

 to
 h

is ran
k
 o

r statu
s. 

一
九
四
九
年
第
三
条
約
の
第
十
七
条 

［
捕
虜
の
尋
問
］ 

各
捕
虜
は
、
尋
問
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
氏
名
、
階
級
及
び
生
年
月
日
並
び
に
軍
の
番
号
、

連
隊
の
番
号
、
個
人
番
号
又
は
登
録
番
号
（
そ
れ
ら
の
番
号
が
な
い
と
き
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
事

項
）
に
つ
い
て
は
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

② 

捕
虜
は
、
故
意
に
前
記
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
階
級
又
は
地
位
に
応
じ
て
与

え
ら
れ
る
特
権
に
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
も
の
と
す
る
。 

 

戦
地
傷
病
者
の
扱
い
と
、
捕
虜
の
扱
い
に
整
合
性
を
求
め
る
こ
と
自
体
が
、
根
本
的
に
間
違
っ

て
い
る
。 

し
か
し
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
根
本
的
な
間
違
い
を
犯
し
た
の
か
。 

そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
、
捕
虜
の
置
か
れ
た
状
況
が
、
戦
地
傷
病
者
以
上
に
過
酷
な
も

の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
責
任
の
大
き
な
部
分
を
、
日
本
が
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

本
書
は
、
ピ
ク
テ
の
間
違
い
を
厳
し
く
追
求
す
る
が
、
見
方
を
変
え
る
と
、
ピ
ク
テ
が
こ
の
よ

う
に
赤
十
字
を
台
無
し
に
す
る
よ
う
な
間
違
い
を
犯
し
た
原
因
は
、
明
ら
か
に
日
本
に
よ
る
捕
虜
待

遇
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
余
り
に
も
過
酷
な
捕
虜
待
遇
が
、
捕
虜
と
戦
地
傷
病
者

を
混
同
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

次
に
、
民
間
人
を
対
象
と
し
た
第
四
条
約
を
見
て
み
よ
う
。 

軍
人
で
な
い
一
般
人
、
つ
ま
り
文
民
（C

iv
ilian

 P
erso

n
s

）
に
つ
い
て
も
戦
地
傷
病
者
と
同
様

に
、
一
切
の
差
別
を
認
め
な
い
、
民
主
主
義
的
な
人
間
関
係
し
か
認
め
な
い
と
明
記
し
た
の
が
、
一

九
四
九
年
の
第
四
条
約
第
二
七
条
で
あ
る
。 
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C
o
n

v
en

tio
n

 (IV
) rela

tiv
e to

 th
e P

ro
tectio

n
 o

f C
iv

ilia
n

 P
erso

n
s in

 T
im

e o
f W

a
r. 

G
en

ev
a
, 1

2
 A

u
g
u

st 1
9
4
9

. 

戦
地
に
お
け
る
文
民
の
保
護
に
関
す
る
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約 

（
第
四
条
約
） 

P
art III. S

tatu
s an

d
 T

reatm
en

t o
f P

ro
tected

 P
erso

n
s 

第
三
編 

被
保
護
者
の
地
位
及
び
取
扱 

 

S
ectio

n
 I. P

ro
v
isio

n
s co

m
m

o
n
 to

 th
e territo

ries o
f th

e p
arties to

 th
e co

n
flict an

d
 to

 

o
ccu

p
ied

 territo
ries 

第
一
部 

紛
争
当
事
国
の
領
域
及
び
占
領
地
域
に
共
通
す
る
規
定 

 

1
9
4
9
G

3
-A

rticle 2
7
. -T

rea
tm

en
t I. G

en
era

l o
b

serv
a

tio
n

s 

P
ro

tected
 p

erso
n
s are en

titled
, in

 all circu
m

stan
ces, to

 resp
ect fo

r th
eir p

erso
n
s, th

eir 

h
o
n
o
u
r, th

eir fam
ily

 rig
h
ts, th

eir relig
io

u
s co

n
v
ictio

n
s an

d
 p

ractices, an
d
 th

eir m
an

n
ers an

d
 

cu
sto

m
s. T

h
ey

 sh
all at all tim

es b
e h

u
m

an
ely

 treated
, an

d
 sh

all b
e p

ro
tected

 esp
ecially

 ag
ain

st 

all acts o
f v

io
len

ce o
r th

reats th
ereo

f an
d
 ag

ain
st in

su
lts an

d
 p

u
b
lic cu

rio
sity

. 

② 
W

o
m

en
 sh

all b
e esp

ecially
 p

ro
tected

 ag
ain

st an
y
 attack

 o
n

 th
eir h

o
n

o
u
r, in

 p
articu

lar 

ag
ain

st rap
e, en

fo
rced

 p
ro

stitu
tio

n
, o

r an
y
 fo

rm
 o

f in
d
ecen

t assau
lt. 

③ 
W

ith
o
u
t p

reju
d
ice to

 th
e p

ro
v
isio

n
s relatin

g
 to

 th
eir state o

f h
ealth

, ag
e an

d
 sex

, all 

p
ro

tected
 p

erso
n
s sh

all b
e treated

 w
ith

 th
e sam

e co
n
sid

eratio
n
 b

y
 th

e P
arty

 to
 th

e co
n
flict in

 

w
h
o
se p

o
w

er th
ey

 are, w
ith

o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n
 b

ased
, in

 p
articu

lar, o
n
 race, relig

io
n

 

o
r p

o
litical o

p
in

io
n
. 

④ 
H

o
w

ev
er, th

e P
arties to

 th
e co

n
flict m

ay
 tak

e su
ch

 m
easu

res o
f co

n
tro

l an
d
 secu

rity
 

in
 reg

ard
 to

 p
ro

tected
 p

erso
n
s as m

ay
 b

e n
ecessary

 as a resu
lt o

f th
e w

ar. 

一
九
四
九
年
第
三
条
約
の
第
二
十
七
条 

［
被
保
護
者
の
地
位
及
び
取
扱
］
（
防
衛
庁
訳
） 

被
保
護
者
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
身
体
、
名
誉
、
家
族
と
し
て
有
す
る
権
利
、

信
仰
及
び
宗
教
上
の
行
事
並
び
に
風
俗
及
び
習
慣
を
尊
重
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。
そ
れ
ら
の
者
は
、

常
に
人
道
的
に
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
、
す
べ
て
の
暴
行
又
は
脅
迫
並
び
に
侮
辱
及
び
公

衆
の
好
奇
心
か
ら
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

② 

女
子
は
、
そ
の
名
誉
に
対
す
る
侵
害
、
特
に
、
強
姦
、
強
制
売
淫
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
猥
褻
行
為
か
ら
特
別
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

③ 

被
保
護
者
を
権
力
内
に
有
す
る
紛
争
当
事
国
は
、
健
康
状
態
、
年
齢
及
び
性
別
に
関
す
る

規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
特
に
人
種
、
宗
教
又
は
政
治
的
意
見
に
基
く
不
利
な
差
別
を
し
な
い
で
、

す
べ
て
の
被
保
護
者
に
同
一
の
考
慮
を
払
つ
て
こ
れ
を
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

④ 

も
つ
と
も
、
紛
争
当
事
国
は
、
被
保
護
者
に
関
し
て
、
戦
争
の
結
果
必
要
と
さ
れ
る
統
制

及
び
安
全
の
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
。 

た
だ
し
、
第
三
項
を
よ
く
見
る
と
、
健
康
状
態
、
年
齢
、
性
別
に
つ
い
て
の
特
別
優
遇
規
定
を

除
く
と
い
う
例
外
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
優
遇
は
、
基
本
的
な
人
権
に
つ
い
て
は
平
等
に
扱
っ
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た
上
で
余
裕
が
あ
る
場
合
の
優
遇
で
あ
り
、
生
死
を
決
め
る
よ
う
な
優
先
で
は
な
い
の
で
、
た
と
え

ば
「
健
康
（h

ealth

）
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。 

文
民
の
場
合
は
「
健
康
状
態
、
年
齢
及
び
性
別
（state o

f h
ealth

, ag
e an

d
 sex

）
」
に
つ
い
て

優
遇
を
認
め
、
戦
地
傷
病
者
の
場
合
は
「
性
別
（sex

）
」
に
つ
い
て
の
み
優
遇
が
記
述
さ
れ
て
い

る
の
は
、
戦
地
傷
病
者
は
、
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
軍
人
と
し
て
戦
闘
し
て
い
た
者
で
あ
り
、
重
要
な
の

は
「
健
康
（h

ealth
）
」
で
は
な
く
、
生
死
を
決
め
る
よ
う
な
傷
病
の
治
療
で
あ
り
、
ま
た
（
老
人

は
ど
う
で
も
よ
い
が
）
子
供
を
兵
士
と
し
て
認
め
て
い
な
い
の
で
、
「
性
別
（sex

）
」
の
み
に
つ

い
て
優
遇
が
記
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
生
死
を
決
め
る
よ
う
な
傷
病
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
無
差
別
原
則
の
徹
底
が
当
然
で

あ
り
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
を
、
女
性
優
遇
条
項
と
同
じ
よ
う
な
目
的
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
、

つ
ま
り
差
別
の
許
可
で
あ
る
と
解
釈
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
、
一
九
四
八
年
の
草
案
の
段
階
で
、
文
民
の
保
護
が
ど
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。 

D
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R
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v
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 b
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n
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o
n
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u
g

u
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9
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S
to

ck
h
o
lm

) 

文
民
の
保
護
に
関
す
る
条
約
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案 

（
第
四
条
約
草
案
） 

P
A

R
T

 III. S
T

A
T

U
S

 A
N

D
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R
E

A
T

M
E

N
T

 O
F

 P
R

O
T

E
C

T
E

D
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E
R

S
O

N
S

 

第
三
編 

被
保
護
者
の
地
位
及
び
取
扱 

S
E

C
T

IO
N

 I. P
R

O
V

IS
IO

N
S

 C
O

M
M

O
N

 T
O

 T
H

E
 T

E
R

R
IT

O
R

IE
S

 O
F

 T
H

E
 P

A
R

T
IE

S
 

T
O

 T
H

E
 C

O
N

F
L

IC
T

 A
N

D
 T

O
 O

C
C

U
P

IE
D

 T
E

R
R

IT
O

R
IE

S
 

第
一
部 

紛
争
当
事
国
の
領
域
及
び
占
領
地
域
に
共
通
す
る
規
定 

1
9
4
8
D

G
4
-A

rt.2
5
 –

 T
rea

tm
en

 I. G
en

era
l rem

a
rk

s 

P
ro

tected
 p

erso
n
s are en

titled
, in

 all circu
m

stan
ces, to

 resp
ect fo

r th
eir p

erso
n
s an

d
 th

eir 

h
o
n
o
u
r. T

h
ey

 sh
all at all tim

es b
e h

u
m

an
ely

 treated
 an

d
 p

ro
tected

, p
articu

larly
 ag

ain
st acts o

f 

v
io

len
ce o

r in
tim

id
atio

n
, ag

ain
st in

su
lts an

d
 p

u
b
lic cu

rio
sity

. 
 

W
ith

o
u
t p

reju
d
ice to

 th
e p

ro
v
isio

n
s relativ

e to
 th

eir state o
f h

ealth
, ag

e an
d
 sex

, all 

p
ro

tected
 p

erso
n
s sh

all b
e treated

 alik
e b

y
 th

e P
arty

 to
 th

e co
n

flict in
 w

h
o

se p
o
w

er th
ey

 are, 

w
ith

o
u
t an

y
 d

ifferen
ce fo

u
n
d
ed

 o
n
 race, relig

io
u
s b

elief o
r p

o
litical o

p
in

io
n
s, o

r an
y
 o

th
er 

d
istin

ctio
n
 b

ased
 o

n
 sim

ilar criteria. 
 

一
九
四
八
年
第
四
条
約
草
案
の
第
二
五
条 

［
待
遇Ⅰ

 

一
般
的
注
意
］ 

被
保
護
者
（
文
民
）
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
身
体
及
び
人
間
的
尊
厳
を
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
常
に
人
道
的
に
待
遇
さ
れ
、
さ
ら
に
、
特
に
暴
行
さ
れ
た
り
、
脅
迫
さ
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れ
た
り
、
侮
辱
さ
れ
た
り
、
さ
ら
し
者
に
さ
れ
た
り
す
る
行
為
か
ら
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 彼

ら
の
健
康
状
態
や
年
齢
お
よ
び
性
別
に
関
す
る
優
遇
条
項
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
べ

て
の
被
保
護
者
は
、
彼
ら
を
権
力
内
に
有
す
る
紛
争
当
事
者
（
国
）
に
よ
っ
て
、
人
種
や
宗
教
的
信

条
、
あ
る
い
は
政
治
的
意
見
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
（d

ifferen
ce

）
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い

は
同
様
の
基
準
に
基
づ
く
他
の
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
平
等
に
待
遇
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。 

1
9
4
8
D

G
4
-A

rt.2
6
 –

 T
rea

tm
en

t II. R
esp

o
n

sib
ilities 

T
h
e P

arty
 to

 th
e co

n
flict in

 w
h
o
se h

an
d
s p

ro
tected

 p
erso

n
s m

ay
 b

e, is resp
o
n
sib

le fo
r th

e 

treatm
en

t g
ran

ted
 to

 th
em

, irresp
ectiv

e o
f an

y
 in

d
iv

id
u
al resp

o
n
sib

ility
 th

at m
ay

 rest in
 th

is 

m
atter o

n
 o

fficials, law
 o

fficers, m
em

b
ers o

f th
e arm

ed
 o

r p
o
lice fo

rces, o
r o

n
 an

y
 o

th
er 

p
erso

n
. 

 

一
九
四
八
年
第
四
条
約
草
案
の
第
二
六
条 
［
待
遇Ⅱ

 

責
任
］ 

被
保
護
者
を
権
力
内
に
有
し
得
る
紛
争
当
事
国
は
、
彼
ら
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
待
遇
に
つ
い
て

は
、
官
吏
、
法
務
官
、
軍
も
し
く
は
警
察
の
構
成
員
、
あ
る
い
は
他
の
誰
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
待
遇

に
関
す
る
い
か
な
る
個
人
的
な
責
任
が
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
責
任
を
負
う
。 

1
9
4
8
D

G
4
-A

rt.2
7
 –

 T
rea

tm
en

t III. W
o
m

en
 a

n
d

 ch
ild

ren
 

W
o
m

en
 sh

all b
e sp

ecially
 p

ro
tected

 ag
ain

st an
y
 attack

s o
n

 th
eir h

o
n
o
u
r o

r d
ig

n
ity

. 
 

 
 
 

C
h
ild

ren
 u

n
d
er fifteen

 sh
all in

 all circu
m

stan
ces en

jo
y
 p

referen
tial treatm

en
t, 

p
articu

larly
 as reg

ard
s fo

o
d
; m

ed
ical care an

d
 p

ro
tectio

n
 ag

ain
st th

e effects o
f w

ar. 

 
 
 

E
x
p
ectan

t m
o
th

ers an
d
 m

o
th

ers o
f ch

ild
ren

 u
n
d
er sev

en
 sh

all also
 en

jo
y

 p
referen

tial 

treatm
en

t. 
 

一
九
四
八
年
第
四
条
約
草
案
の
第
二
七
条 

［
待
遇Ⅲ

 

女
子
お
よ
び
児
童
］ 

女
子
は
、
彼
ら
の
名
誉
や
品
位
に
対
す
る
い
か
な
る
攻
撃
か
ら
も
、
特
別
に
保
護
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

十
五
歳
未
満
の
児
童
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
優
遇
に
よ
る
恩
恵
を
、
特
に
食
料
、
医
療
、

そ
し
て
戦
争
被
害
か
ら
の
保
護
に
関
し
て
、
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。 

妊
産
婦
及
び
七
歳
未
満
の
幼
児
の
母
も
同
様
に
、
優
遇
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
条
約
草
案
で
記
述
さ
れ
て
い
る
優
遇
が
、
生
命
と
い
う
基
本
的
な
人
権
に
関
す
る
こ
と
で

は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
優
遇
が
生
命
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
十
五
歳

と
か
、
七
歳
と
か
、
と
い
っ
た
線
引
き
そ
の
も
の
が
大
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
余
っ
た
ケ
ー
キ
を
誰

に
配
る
か
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
話
だ
か
ら
、
人
間
の
成
長
期
を
何
歳
で
区
切
る
か
は
文
化
に
よ
っ
て

異
な
る
は
ず
だ
が
、
適
当
で
良
い
の
で
あ
る
。 

四
つ
の
諸
条
約
の
審
議
の
経
緯
を
研
究
す
る
と
、
戦
地
傷
病
者
の
治
療
に
お
け
る
無
差
別
の
維

持
に
、
細
か
い
注
意
を
払
い
な
が
ら
審
議
を
進
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
が
加

え
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
規
制
表
現
が
厳
し
く
変
え
ら
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
注
意
の
た
め
で
あ
る
。
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健
常
人
で
あ
り
且
つ
軍
人
で
も
あ
る
捕
虜
の
一
般
的
処
遇
に
つ
い
て
は
、
階
級
や
職
能
、
性
別
等
に

よ
る
差
別
的
扱
い
を
認
め
る
が
、
傷
病
者
の
治
療
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
優
遇
を
一
切
認
め
な

い
、
万
人
の
平
等
な
扱
い
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
た
の
が
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条

項
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
四
条
約
間
の
整
合
性
を
と
る
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
に
、
多
く

の
注
意
を
台
無
し
に
す
る
よ
う
な
変
化
も
加
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
う
し
た
経
緯
を
知
る
者
が
、
こ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
文
言
を
、
特
別
な
差
別
に
つ
い

て
は
認
め
て
い
る
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
、
赤
十
字
の
歴
史
的
努
力
を
無
視
し
た
、
や
っ
て
は
い
け

な
い
誤
解
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
草
案
の
審
議
に
参
加
し
た
軍
医
ら
に
は
、
「
ト
リ
ア
ー
ジ
禁

止
の
明
記
」
と
正
確
に
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
英
国
代
表
は
、
守
れ
な
い
こ
と
を

法
で
禁
止
す
る
な
と
、
削
除
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
英
国
の
異
議
は
、
多
数
決
で
却
下
さ
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
の
後
の
世
界
の
歴
史
を
み
る
と
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
巡
る
問
題
は
、
結
局
、
英
国
代
表

の
危
惧
し
た
通
り
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。 

こ
う
し
た
条
約
変
遷
の
歴
史
的
経
緯
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
明
治
か
ら
の
歴
史
を

断
ち
、
一
九
四
九
年
の
条
約
に
対
し
て
も
冷
徹
な
態
度
を
と
り
、
条
約
審
議
記
録
の
研
究
も
放
棄
し
、

陸
上
自
衛
隊
衛
生
に
お
け
る
赤
十
字
教
育
を
徹
底
的
に
廃
れ
さ
せ
た
の
が
、
陸
上
自
衛
隊
初
期
の
元

軍
医
で
あ
る
。 

本
書
が
こ
こ
で
解
説
し
て
い
る
経
緯
な
ど
、
審
議
記
録
を
さ
っ
と
見
る
だ
け
で
、
軍
医
な
ら
ば

簡
単
に
気
づ
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

も
う
ひ
と
つ
、
興
味
深
い
事
実
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

一
九
七
七
年
の
追
加
議
定
書
の
た
め
の
審
議
は
、
一
九
七
四
年
か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
記
録
に
よ
る
と
、
一
九
七
四
年
三
月
二
一
日
、
ベ
ル
ギ
ー
代
表
の
カ
ル
カ
ス

（C
A

L
C

U
S

）
が
、
「
軍
医
は
、
最
大
多
数
の
患
者
に
最
大
の
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
基
本
原
則

に
基
づ
い
て
治
療
す
る
も
の
で
あ
る
（M

ilitary
 d

o
cto

rs w
o
rk

 o
n

 th
e b

asis o
f p

ro
v

id
in

g
 th

e 

m
ax

im
u
m

 am
o
u
n
t o

f care to
 th

e m
ax

im
u
m

 n
u
m

b
er o

f p
atien

ts

）
」
と
い
う
発
言
を
行
な
っ
て
い

る
。 し

か
し
、
一
九
四
九
年
の
審
議
記
録
の
う
ち
、
ト
リ
ア
ー
ジ
に
関
係
し
た
条
項
の
審
議
部
分
を
、

「m
ax

im
u
m

」
と
か
「g
reatest

」
と
い
っ
た
文
字
で
検
索
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
功
利
主
義
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。 

ベ
ル
ギ
ー
代
表
が
功
利
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
え
た
一
九
七
四
年
は
、
米
軍
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

か
ら
撤
退
し
た
翌
年
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
で
米
軍
が
大
々
的
に
功
利
主
義
を
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
ト
リ
ア
ー
ジ
を
実
施
し
た
こ
と
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
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Ｏ
本
部
が
置
か
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
代
表
の
発
言
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
な
ん
と
も
皮
肉
な
出
来
事
が
審

議
記
録
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

一
九
七
七
年
の
追
加
議
定
書
の
た
め
の
審
議
で
は
、
こ
う
し
た
功
利
主
義
的
な
発
言
が
あ
っ
て

も
、
ま
っ
た
く
異
議
が
唱
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
審
議
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
ピ
ク
テ
を
始
め
と
し

て
、
一
九
七
七
年
の
追
加
議
定
書
の
た
め
の
審
議
参
加
者
は
、
誰
も
功
利
主
義
の
問
題
に
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

政
治
学
者
は
、
は
る
か
以
前
か
ら
功
利
主
義
批
判
を
展
開
し
て
い
た
か
ら
、
条
約
審
議
を
行
な

っ
た
人
々
の
政
治
学
的
な
資
質
に
つ
い
て
、
大
い
に
問
題
が
あ
る
と
批
判
が
あ
っ
て
も
、
不
当
な
批

判
と
は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
審
議
の
最
終
段
階
で
、
委
員
会
が
用
意
し
た
総
括
説
明
を
見
て
み
よ

う
。  

四
一 

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
草
案
審
議
（
第
一
条
約
の
解
説
） 

 

第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
の
、
審
議
終
了
後
の
総
括
説
明
を
紹
介
す
る
。
審
議
直
後
に
作
成
さ

れ
た
総
括
説
明
は
、
条
約
成
立
後
に
行
な
わ
れ
た
諸
研
究
の
影
響
が
少
な
く
、
草
案
作
成
当
時
や
審

議
当
時
に
担
当
者
が
思
い
描
い
て
い
た
理
解
の
仕
方
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
さ
れ
た
内
容
で
あ
る

と
言
え
る
。
研
究
者
の
新
し
い
解
釈
な
ど
は
付
け
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
も
、
審
議
中
の
内
容
か
ら
の
ズ
レ
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
で
に
、
変
化

の
種
は
、
し
っ
か
り
と
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
英
文
と
和
訳
を
併
記
し
、
適
宜
、
訳
注
を

添
え
た
。 

R
ep

o
rt o

f C
o
m

m
ittee I to

 th
e P

len
a
ry

 A
ssem

b
ly

 o
f th

e D
ip

lo
m

a
tic C

o
n

feren
ce o

f 

G
en

ev
a
, 1

9
4
9
 

2
) C

O
M

M
E

N
T

A
R

IE
S

 C
O

N
C

E
R

N
IN

G
 T

H
E

 W
O

U
N

D
E

D
 A

N
D

 S
IC

K
 C

O
N

V
E

N
T

IO
N

 

２
） 

戦
地
傷
病
者
条
約
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト 

C
H

A
P

T
E

R
 II - W

o
u
n
d
ed

 an
d
 S

ick
 

 
 

T
h
is C

h
ap

ter is th
e m

o
st im

p
o
rtan

t o
n
e in

 th
e C

o
n
v
en

tio
n
; in

d
eed

 it is th
e fo

u
n
d
atio

n
 

o
n
 w

h
ich

 th
e w

h
o
le C

o
n
v
en

tio
n
 rests. T

h
e p

rin
cip

les w
h

ich
 it em

b
o
d
ies w

ere th
e w

o
rk

 o
f 

H
en

ry
 D

u
n
an

t. F
o
r th

at reaso
n
, th

e g
reatest cau

tio
n
 h

as b
een

 ex
ercised

 in
 d

ealin
g

 w
ith

 it at all 

th
e C

o
n
feren

ces h
eld

 sin
ce 1

8
6
4
; an

d
 th

is C
o
m

m
ittee h

as, o
n

ce ag
ain

, lim
ited

 itself to
 

d
efin

in
g
 certain

 ex
p
ressio

n
s m

o
re accu

rately
, in

 th
e h

o
p
e o

f facilitatin
g
 th

eir ap
p
licatio

n
 to

 

ex
istin

g
 co

n
d
itio

n
s an

d
 p

rev
en

tin
g
 an

y
 p

o
ssib

ility
 o

f im
p

ro
p
er o

r in
co

rrect in
terp

retatio
n
. 

第
二
章 

傷
者
お
よ
び
病
者 
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こ
の
章
は
、
本
条
約
に
お
い
て
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
実
に
、
条
約
全
体
が
こ
こ
に
、
そ

の
基
礎
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
章
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
行
動
原
則
は
、
ア
ン
リ
・
デ
ュ

ナ
ン
が
獲
得
し
た
成
果
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
八
六
四
年
以
来
の
す
べ
て
の
改
訂
会
議
に
お
い
て
、

こ
の
章
の
扱
い
に
は
最
大
の
注
意
が
払
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
第
一
委
員
会
に
よ
る
改

定
審
議
も
、
こ
の
章
に
つ
い
て
は
、
戦
地
傷
病
者
が
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
条
約
を
適

用
し
や
す
く
す
る
こ
と
、
ま
た
不
適
切
で
間
違
っ
た
解
釈
の
い
か
な
る
可
能
性
を
も
防
ぐ
こ
と
を
期

待
し
て
、
条
文
の
あ
る
部
分
を
よ
り
正
確
に
定
義
す
る
こ
と
だ
け
に
限
っ
た
の
で
あ
る
。 

A
rticle 1

0
 (F

o
rm

er A
rticle 1

) 
 

T
h
is A

rticle d
eals w

ith
 th

e p
ro

tectio
n
 an

d
 care to

 w
h
ich

 th
e w

o
u

n
d
ed

 an
d
 sick

 are en
titled

, 

an
d
 th

e w
o
rd

s "w
ith

o
u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f n
atio

n
ality

" ap
p

eared
 in

ad
eq

u
ate to

 p
rev

en
t all th

e 

fo
rm

s o
f ad

v
erse d

istin
ctio

n
 w

h
ich

 an
 ill-in

ten
tio

n
ed

 en
em

y
 m

ig
h

t b
e tem

p
ted

 to
 m

ak
e w

ith
 

reg
ard

 to
 th

e m
an

n
er an

d
 th

e o
rd

er in
 w

h
ich

 p
erso

n
s in

 its p
o

w
er sh

o
u
ld

 b
e cared

 fo
r an

d
 

treated
. T

h
e tex

t su
b

m
itted

 fo
r y

o
u
r co

n
sid

eratio
n
 ex

p
licitly

 p
ro

h
ib

its "u
n
fav

o
u
rab

le 

d
ifferen

tial treatm
en

t fo
u
n
d
ed

 o
n
 sex

, race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
, p

o
litical o

p
in

io
n

s o
r an

y
 

o
th

er sim
ilar criteria". "O

n
ly

 u
rg

en
t m

ed
ical reaso

n
s w

ill au
th

o
rize p

rio
rity

 in
 th

e o
rd

er o
f 

treatm
en

t to
 b

e ad
m

in
istered

". T
h
is tex

t is clear; it p
ro

h
ib

its an
y

 fo
rm

 o
f ad

v
erse 

d
iscrim

in
atio

n
, an

d
 en

su
res th

at all w
o
u
n
d
ed

 an
d
 sick

, w
h
eth

er frien
d
 o

r fo
e, sh

all b
e treated

 

o
n
 a fo

o
tin

g
 o

f p
erfect eq

u
ality

 as reg
ard

s th
e p

ro
tectio

n
, resp

ect an
d
 care to

 w
h
ich

 th
ey

 are 

en
titled

. 
 

草
案
第
一
〇
条
約
（
前
条
約
の
第
一
条
） 

こ
の
草
案
第
一
〇
条
は
、
傷
者
お
よ
び
病
者
が
受
け
る
べ
き
保
護
と
看
護
を
扱
っ
て
い
る
。
そ

し
て
「
国
籍
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
（w

ith
o

u
t an

y
 d

istin
ctio

n
 o

f 

n
atio

n
ality

）
」
と
い
う
表
現
で
は
、
悪
意
を
持
っ
た
敵
が
、
そ
の
権
力
内
に
有
し
、
看
護
し
、
治

療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
の
、
看
護
や
治
療
の
方
法
や
順
序
に
関
し
て
、
冒
そ
う
と
す
る
か
も

し
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
形
の
「
敵
対
的
な
差
別
（
不
利
な
区
別
）
」
を
防
ぐ
に
は
、
不
十
分
で
あ
る
と

思
え
た
。
（
第
一
委
員
会
か
ら
、
総
会
？
で
の
検
討
の
た
め
に
）
皆
さ
ん
に
提
出
さ
れ
た
条
文
は
、

明
白
に
、
「
性
別
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
、
あ
る
い
は
い
か
な
る
他
の
同
様
の
基
準

に
基
づ
く
好
意
的
で
な
い
差
別
的
治
療
（u

n
fav

o
u
rab

le d
ifferen

tial treatm
en

t

）
」
を
禁
止
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
「
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
の
み
が
、
治
療
の
優
先
順
序
決
定
を
根
拠
づ
け
る
」
の
で

あ
る
。
こ
の
文
言
の
意
味
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
「
敵
対
的
な
差
別
（
不
利

な
差
別ad

v
erse d

iscrim
in

atio
n

）
」
を
禁
じ
、
す
べ
て
の
傷
者
お
よ
び
病
者
は
、
味
方
で
あ
ろ
う

と
敵
で
あ
ろ
う
と
、
彼
ら
が
受
け
る
べ
き
保
護
、
尊
重
、
看
護
に
関
す
る
絶
対
的
な
平
等
に
基
づ
い

て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

［
（
訳
注
）
前
後
の
文
脈
よ
り
、
こ
の
こ
ろ
の 

ad
v
erse d

istin
ctio

n
 

に
は
、
ま
だ
本
来
の
、「
敵

対
的
な
差
別
」
と
い
う
意
味
合
い
も
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止

条
項
は
、
確
か
に
こ
の
時
点
で
は
、
無
差
別
を
強
化
徹
底
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
が
、
無
差
別
を
徹
底
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
説
は
、
ピ
ク
テ
に
よ
り
、

少
し
ず
つ
、
あ
る
種
の
差
別
は
認
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
な
説
明
へ
と
変
化
し
て
い

く
。
ま
た
、
第
一
委
員
会
の
審
議
中
に
、
英
国
代
表
が 

d
istin

ctio
n

 

の
替
わ
り
に
、
よ
り
差
別
に
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近
い
意
味
合
い
の 

d
iscrim

in
atio

n
 

を
提
案
し
、
反
対
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
解
説
に
は
、
ま
っ
た

く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
平
気
で
、
両
方
を
用
い
て
い
る
］ 

T
h
e in

creasin
g
 p

art p
lay

ed
 b

y
 w

o
m

en
 in

 m
ilitary

 o
p

eratio
n
s led

 th
e C

o
m

m
ittee to

 p
ro

v
id

e 

th
at th

ey
 sh

o
u
ld

 b
e treated

 w
ith

 all th
e co

n
sid

eratio
n
 d

u
e to

 th
eir sex

, as alread
y
 p

ro
v
id

ed
 b

y
 

th
e P

riso
n
ers o

f W
ar C

o
n
v
en

tio
n
. 

 

軍
事
作
戦
に
お
い
て
女
性
の
担
う
役
割
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
第
一
委
員
会
は
、
一
九
二
九

年
の
捕
虜
条
約
に
既
に
示
さ
れ
て
い
た
「
女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
考
慮
を
も

っ
て
（w

ith
 all th

e co
n
sid

eratio
n

）
待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
条
文
を
取
り
入
れ
た
。 

［
（
訳
注
）
正
規
条
文
で
は
「
あ
ら
ゆ
る
考
慮
を
も
っ
て
（w

ith
 all co

n
sid

eratio
n

）
」
で
あ

り
、
「th

e

」
は
無
い
］ 

E
v
en

 th
ese p

ro
v
isio

n
s, h

o
w

ev
er, d

id
 n

o
t ap

p
ear su

fficien
t to

 en
su

re co
m

p
lete p

ro
tectio

n
 

to
 th

e w
o
u
n
d
ed

 an
d
 sick

. T
o
 all rig

h
t th

in
k
in

g
 p

erso
n
s, th

e w
o
rd

s "S
h
all b

e treated
 an

d
 

resp
ected

 in
 all circu

m
stan

ces" an
d
 "sh

all b
e treated

 h
u
m

an
ely

", m
ay

 seem
 p

erfectly
 clear an

d
 

ex
p
licit, b

u
t th

e o
ccu

rren
ce o

f ap
p
allin

g
 atro

cities is, u
n
fo

rtu
n
ately

, su
fficien

t ev
id

en
ce to

 

sh
o
w

 th
at th

is is n
o
t alw

ay
s th

e case. T
h
e C

o
m

m
ittee th

erefo
re co

n
sid

ered
 it n

ecessary
 to

 

en
u
m

erate an
d
 ex

p
ressly

 p
ro

h
ib

it, in
 th

is A
rticle, in

ter alia, so
m

e o
f th

e m
o

st serio
u

s o
ffen

ces 

w
h
ich

 a b
ellig

eren
t m

ig
h
t b

e g
u
ilty

 o
f to

w
ard

s th
e w

o
u
n
d

ed
 an

d
 sick

 in
 its p

o
w

er. 

…
…
（
以

下
、
生
体
実
験
へ
の
言
及
等
、
省
略
） 

し
か
し
そ
れ
で
も
、
傷
者
お
よ
び
病
者
の
完
全
な
保
護
を
保
証
す
る
に
は
、
ま
だ
十
分
で
は
な

い
と
思
わ
れ
た
。
物
事
を
正
し
く
考
え
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
「
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
待
遇

さ
れ
（
治
療
さ
れ
）
、
且
つ
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（sh

all b
e treated

 an
d
 resp

ected
 in

 

all circu
m

stan
ces

）
」
お
よ
び
「
人
道
的
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（sh

all b
e treated

 

h
u
m

an
ely

）
」
と
い
う
、
赤
十
字
条
約
の
原
則
を
示
す
文
言
の
意
味
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
く
ら
い

に
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
明
確
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
が
、
先
の

大
戦
で
赤
十
字
条
約
の
締
約
国
に
よ
り
身
の
毛
も
よ
だ
つ
よ
う
な
残
虐
行
為
が
実
際
に
行
な
わ
れ

た
こ
と
は
、
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
原
則
が
常
に
正
し
く
解
釈
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
、
は
っ
き

り
と
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
委
員
会
は
、
こ
の
第
一
二
条
の
中
で
、
な
か
ん
ず
く
、
交

戦
国
が
そ
の
権
力
内
に
有
し
た
傷
者
お
よ
び
病
者
に
対
し
て
冒
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
幾

つ
か
の
最
も
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
列
挙
し
て
明
示
的
に
禁
止
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
た
。 

［
（
訳
注
）
解
説
で
引
用
し
て
い
る
条
文
は
、
「
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
尊
重
さ
れ
、
且

つ
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（sh

all b
e resp

ected
 an

d
 p

ro
tected

 in
 all circu

m
stan

ces

）
」

の
間
違
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。treat(m

en
t) 

に
は
、
待
遇
の
意
と
、
治
療
の
意
が
あ
り
、
前
後
の

文
脈
で
見
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
こ
う
い
う
間
違
い
を
さ
れ
る
と
「p

erfectly
 

clear an
d
 ex

p
licit

」
で
は
な
い
］ 

こ
れ
が
、
条
約
草
案
の
審
議
を
直
接
担
当
し
た
会
議
（
第
一
委
員
会
）
が
最
終
案
に
付
し
た
解

説
で
あ
る
。 
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第
二
章
全
体
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
は
、
こ
の
章
が
条
約
中
、
最
も
重
要
な
条
項
を
含
ん
で
お

り
、
不
適
切
な
解
釈
を
生
じ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
皮
肉
に

も
、
こ
の
審
議
を
リ
ー
ド
し
た
最
高
の
条
約
解
説
者
で
あ
る
ピ
ク
テ
自
身
が
、
そ
の
後
た
く
ま
し
い

創
造
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

以
前
の
赤
十
字
条
約
に
あ
っ
た
国
籍
の
違
い
に
よ
る
差
別
、
つ
ま
り
敵
味
方
の
差
別
を
禁
止
す

る
と
い
う
表
現
、
つ
ま
り
「
国
籍
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
無
く
（w

ith
o

u
t an

y
 

d
istin

ctio
n
 o

f n
atio

n
ality

）
」
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
見
ら
れ
た
様
々
な
基
準
に
よ
る
差
別
を

禁
止
す
る
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
差
別
を
禁
止
す
る
表
現
に
変
え
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
、
と
し
つ
こ
い
く
ら
い
に
差
別
禁
止
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。 

「
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
負
傷
者
本
人
に
と
っ
て
不
利
に
な
る
よ
う
な
差
別
の
禁
止
で
あ
っ
て
、

本
人
に
有
利
な
区
別
（
優
遇
）
を
禁
じ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
解
説
は
、
草
案
審
議
の
中
で

は
「d

istin
ctio

n

（
差
別
、
区
別
）
」
の
前
に
「ad

v
erse

（
敵
対
的
な
、
不
利
な
）
」
を
付
け
る
か

否
か
を
検
討
す
る
際
に
、
議
論
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
最
終
解
説
の
中
に
は
一
切
無
い
。 

好
意
的
に
考
え
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
行
な
わ
れ
た
非
人
道
的
行
為
の
数
々
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
直
後
の
頃
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
些
細
な
こ
と
よ
り
も
、
差
別
禁
止
の
徹
底
の
方
が
、
格
段

に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
こ
と
に
な
る
。 

ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
解
説
も
、
（
医
学
的
要
請
を
除
く
）
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
「
好
意
的
で

な
い
差
別
的
治
療
（u

n
fav

o
u
rab

le d
ifferen

tial treatm
en

t

）
」
と
し
て
、
禁
止
す
る
こ
と
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
。
無
差
別
の
例
外
と
し
て
医
学
的
理
由
が
あ
れ
ば
「
許
可
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
特

記
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
理
由
が
な
い
限
り
「
禁
止
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と

に
重
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
全
面
的
な
禁
止
に
重
点
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
英
国
代
表
に
よ
る
ト
リ

ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
削
除
要
求
は
、
長
く
議
論
す
る
こ
と
な
く
多
数
決
で
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
削
除
要
求
に
関
す
る
議
論
が
短
か
っ
た
こ
と
は
、
審
議
参
加
者
に
と

っ
て
迷
う
部
分
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
も
し
、
そ
れ
が
許
可
に
重
点
の
あ
る
条
項

で
あ
れ
ば
、
何
を
ど
こ
ま
で
許
可
す
る
の
か
、
判
断
の
グ
レ
ー
な
部
分
に
つ
い
て
議
論
が
続
き
、
最

終
的
な
同
意
は
得
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
議
論
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
軍
医
同
士
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
短
い
討
論
の
中
身
を

十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
者
が
い
た
の
だ
ろ
う
。
ピ
ク
テ
で
あ
る
。 

こ
の
第
一
条
約
草
案
第
一
〇
条
は
、
最
終
的
な
条
約
で
は
第
一
二
条
と
な
っ
た
。 

で
は
、
こ
の
第
一
二
条
に
対
し
て
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
、
つ
ま
り
ピ
ク
テ
が
、
ど
の
よ
う

な
解
説
を
行
な
っ
た
の
か
を
見
て
い
こ
う
。 
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四
二 

一
九
五
〇
年
ア
ナ
リ
シ
ス
発
行
（
赤
十
字
国
際
委
員
会
） 

 
一
九
五
〇
年
に
赤
十
字
国
際
委
員
会
は
「
ア
ナ
リ
シ
ス
（A

n
aly

sis fo
r th

e u
se o

f N
atio

n
al R

ed
 

C
ro

ss S
o
cieties 1

9
5
0

）
」
と
い
う
冊
子
を
発
刊
し
た
。
「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
は
、
一
九
四
九
年
八
月

の
条
約
に
つ
い
て
の
詳
し
い
解
説
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
に
は
年
月
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
各
国
の
署
名
や
批
准
を
促
進
す
る
意
味
で
も
、
早
く
条
文
の
解
説
を
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
判
断
で
、
条
約
成
立
の
翌
年
に
発
刊
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。 

実
際
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅰ

（C
o

m
m

en
tary

 I

）
」
を
発
刊
し

た
の
は
一
九
五
二
年
で
あ
っ
た
。
赤
十
字
国
際
委
員
会
は
、
続
い
て
一
九
五
八
年
に
「
同Ⅳ

」
、
一

九
六
〇
年
に
「
同Ⅱ

」
と
「
同Ⅲ

」
を
発
刊
し
た
。 

こ
の
発
刊
順
序
と
間
隔
に
は
意
味
が
あ
る
。
第
一
条
約
（
戦
地
傷
病
者
条
約
）
の
解
説
か
ら
開

始
し
た
の
は
、
そ
れ
が
最
も
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
次
に
第
四
条
約
（
文
民
保
護
）
の
解
説
を

発
刊
し
た
の
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
よ
る
保
護
の
対
象
と
し
て
新
し
く
拡
大
さ
れ
た
新
条
約
だ
か

ら
、
第
二
条
約
（
難
船
者
保
護
）
や
第
三
条
約
（
捕
虜
）
よ
り
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
間
隔
が
六
年
間
も
空
い
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。 

ピ
ク
テ
は
、
一
九
五
五
年
八
月
か
ら
一
九
五
六
年
八
月
に
か
け
て
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」
と
題

す
る
論
文
を
国
際
赤
十
字
雑
誌
に
連
載
し
て
い
る
。
第
四
条
約
の
解
説
を
完
成
さ
せ
る
前
に
、
十
分

な
研
究
期
間
を
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

防
衛
庁
か
ら
の
委
託
に
よ
る
日
本
語
へ
の
翻
訳
作
業
は
、
榎
本
重
治
（
国
際
法
学
者
）
と
足
立

純
夫
（
陸
上
自
衛
官
）
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）
に
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条

約
解
説Ⅰ

」
、
一
九
六
七
年
に
「
第
三
条
約
解
説
（
足
立
純
夫
仮
訳
）
」
、
一
九
七
四
年
に
「
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅱ

」
、
一
九
七
六
年
に
「
同Ⅳ

」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
優
先
順
番
は
、
文

民
保
護
に
対
す
る
日
本
政
府
の
批
准
努
力
（
翻
訳
な
ど
を
通
じ
て
、
国
民
に
よ
る
条
約
遵
守
を
促
進

す
る
政
府
の
努
力
）
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
に
お
け
る
条
約
の
解
説
は
、
第
一
条
約
の
第
一
章
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
第

二
章
の
第
一
二
条
に
つ
い
て
の
解
説
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
非
常
に
奇
妙
な
説
明
へ
の
変

化
が
現
れ
て
い
る
。
読
者
は
、
冒
頭
か
ら
間
違
っ
た
認
識
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
と
思
う
。
な

お
、
「
差
別
（d

istin
ctio

n

）
」
は
、
こ
こ
で
は
「
区
別
」
と
訳
し
た
。
有
利
な
区
別
も
あ
る
の
だ
、

と
い
う
説
明
が
「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
以
降
、
本
格
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
敵
対
的
な
（ad

v
erse

）
」

も
「
不
利
な
」
と
訳
し
た
。 

T
h
e C

o
n
v
en

tio
n
, in

 its su
ccessiv

e v
ersio

n
s u

n
til 1

9
2

9
, n

am
ed

 o
n
ly

 n
atio

n
ality

 as a 

d
istin

ctio
n
 w

h
ich

 it w
o
u
ld

 b
e fo

rb
id

d
en

 to
 m

ak
e b

etw
een

 th
e w

o
u

n
d
ed

 o
r sick

 co
llected

 o
n
 

b
attle-field

s. T
h
e 1

9
4
9
 tex

t g
o
es fu

rth
er. 
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こ
の
第
一
条
約
（
戦
地
傷
病
者
条
約
）
は
、
一
九
二
九
年
ま
で
の
一
連
の
赤
十
字
条
約
改
訂
に

お
い
て
は
、
戦
場
で
収
容
さ
れ
た
傷
病
者
の
間
で
禁
止
さ
れ
る
区
別
と
し
て
、
国
籍
の
み
を
指
定
し

て
い
た
の
で
あ
る
が
。
一
九
四
九
年
の
文
言
は
、
そ
の
は
る
か
先
を
行
く
も
の
で
あ
る
。 

［
（
訳
注
）
ル
カ
的
記
述
を
マ
タ
イ
的
記
述
に
変
更
し
た
だ
け
で
あ
り
、
赤
十
字
条
約
の
最
も

重
要
な
無
差
別
精
神
は
永
久
不
滅
の
も
の
で
あ
る
。
ピ
ク
テ
は
、
条
約
の
表
面
的
な
変
化
の
た
め
に
、

核
心
的
部
分
を
見
失
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
改
定
作
業
を
過
大
評
価
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
］ 

A
rticle 1

2
 firstly

 p
ro

h
ib

its "ad
v
erse d

istin
ctio

n
s". It is n

atu
ral an

d
 ev

en
 d

esirab
le th

at a 

d
istin

ctio
n
, w

h
atev

er it m
ay

 b
e, sh

o
u
ld

 b
e p

erm
itted

 if it b
en

efits th
e w

o
u
n

d
ed

 en
em

y
. T

h
u
s, 

fo
r ex

am
p
le, a n

ativ
e o

f a tro
p
ical co

u
n
try

 an
d
 th

erefo
re m

o
re su

b
ject th

an
 an

o
th

er to
 ch

ills, 

sh
o
u
ld

 b
e allo

w
ed

 ex
tra b

lan
k
ets o

r b
e cared

 fo
r in

 p
rem

ises w
h
ich

 are b
etter h

eated
. 

S
im

ilarly
, th

e A
rticle states in

 P
arag

rap
h
 3

 th
at "o

n
ly

 u
rg

en
t m

ed
ical reaso

n
s w

ill au
th

o
rise 

p
rio

rity
 in

 th
e o

rd
er o

f treatm
en

t to
 b

e ad
m

in
istered

". T
h
erefo

re, a su
rg

eo
n

 w
o
u
ld

 h
av

e th
e 

rig
h
t to

 treat o
n
e o

f h
is o

w
n
 w

o
u
n
d
ed

 b
efo

re an
 en

em
y
, o

n
ly

 if m
ed

ical reaso
n
s so

 d
em

an
d
. 

第
一
二
条
は
、
ま
ず
第
一
に
、
「
不
利
な
区
別
」
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
種
の
区

別
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
区
別
で
あ
れ
、
も
し
そ
れ
が
傷
つ
い
た
敵
に
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う
な

も
の
で
あ
れ
ば
、
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
自
然
で
あ
り
、
望
ま
し
く
さ
え
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
暖
か
い
熱
帯
地
方
の
出
身
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
寒
さ
に
対
し
て
弱

い
者
は
、
よ
り
多
く
の
毛
布
を
与
え
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
暖
か
い
構
内
で
の
看
護
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に
、
こ
の
第
一
二
条
は
第
三
項
に
お
い
て
、
「
緊
急
の
医
療
上
の

理
由
の
み
が
、
治
療
の
優
先
順
序
決
定
を
根
拠
づ
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
軍
医
は
、

（
負
傷
者
の
国
籍
に
関
係
な
く
）
医
学
的
に
、
敵
負
傷
者
よ
り
先
に
自
軍
の
負
傷
者
を
治
療
す
る
こ

と
が
必
要
な
場
合
の
み
に
、
そ
う
す
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

T
h
e A

rticle th
en

 en
u
m

erates th
e ad

v
erse d

istin
ctio

n
s w

h
ich

 are fo
rb

id
d
en

: th
o
se fo

u
n
d

ed
 

o
n
 sex

, race, n
atio

n
ality

, relig
io

n
, p

o
litical o

p
in

io
n
s, o

r o
th

er sim
ilar criteria. A

 b
ellig

eren
t 

h
as n

o
 ju

stificatio
n
 fo

r m
ak

in
g
 d

istin
ctio

n
s b

etw
een

 th
e w

o
u

n
d
ed

 an
d

 sick
 w

h
o
 n

eed
 

treatm
en

t, w
h
eth

er th
ey

 b
e frien

d
 o

r fo
e, an

d
 h

en
cefo

rth
, b

o
th

 h
av

e an
 eq

u
al rig

h
t to

 

p
ro

tectio
n
, resp

ect an
d
 care. M

o
reo

v
er, th

ere is o
n
e p

rescrip
tiv

e clau
se w

h
ich

 m
ak

es a 

fav
o
u
rab

le d
istin

ctio
n
: it states th

at w
o
m

en
 sh

all b
e treated

 w
ith

 all th
e co

n
sid

eratio
n
 d

u
e to

 

th
eir sex

. T
h
e fact th

at w
o
m

en
 tak

e p
art, to

 an
 in

creasin
g
 ex

ten
t, in

 m
ilitary

 o
p
eratio

n
s m

ad
e 

th
e clau

se n
ecessary

. A
s a m

atter o
f fact, it d

id
 alread

y
 o

ccu
r in

 th
e 1

9
2

9
 P

riso
n

er o
f W

ar 

C
o
n
v
en

tio
n
. 

第
一
二
条
は
、
次
に
、
禁
止
さ
れ
る
「
不
利
な
区
別
」
を
列
挙
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
性
別
、

人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
、
あ
る
い
は
そ
の
他
同
様
の
基
準
に
よ
る
不
利
な
区
別
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
交
戦
者
が
、
治
療
を
必
要
と
す
る
傷
病
者
の
間
で
、
味
方
か
敵
か
に
基
づ
い
て
不
利

な
区
別
を
す
る
こ
と
に
は
、
正
当
性
が
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
負
傷
者
は
、
味
方
も
敵

も
、
保
護
を
受
け
、
尊
重
さ
れ
、
看
護
さ
れ
る
資
格
を
等
し
く
持
つ
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
有
利

な
区
別
」
を
求
め
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
あ

ら
ゆ
る
考
慮
を
も
っ
て
待
遇
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
軍
事
作
戦
に
参
加
す
る
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女
性
兵
士
の
著
し
い
増
加
と
い
う
現
実
の
た
め
に
、
こ
の
規
定
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、

一
九
二
九
年
の
捕
虜
条
約
に
お
い
て
、
既
に
、
こ
の
女
性
優
遇
の
規
定
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

［
（
訳
注
）
無
差
別
よ
り
、
先
に
「
有
利
な
区
分
」
の
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
命

の
尊
重
と
女
性
優
遇
が
、
ま
さ
し
く
同
じ
レ
ベ
ル
で
議
論
さ
れ
て
い
る
］ 

A
s w

e h
av

e seen
 ab

o
v
e, th

e seco
n
d
 w

ay
 in

 w
h
ich

 th
e A

rticle is m
ad

e m
o
re ex

p
licit is b

y
 

en
u
m

eratin
g
 a series o

f v
io

latio
n
s co

n
sid

ered
 as b

ein
g
 th

e g
rav

est a b
ellig

eren
t can

 co
m

m
it in

 

reg
ard

 to
 th

e w
o
u
n
d
ed

 an
d
 sick

 in
 h

is p
o
w

er. T
h
e in

ju
n
ctio

n
 is ab

so
lu

te an
d

 im
p
erativ

e: "A
n

y
 

attem
p
ts u

p
o
n
 th

eir liv
es, o

r v
io

len
ce to

 th
eir p

erso
n
s, sh

all b
e strictly

 p
ro

h
ib

ited
". T

h
e w

o
rd

 

"p
erso

n
s" h

ere m
ean

s th
e p

h
y
sical as w

ell as th
e m

o
ral p

erso
n
. T

h
e en

u
m

eratio
n
 p

ro
p

er 

fo
llo

w
s after th

e g
en

eral p
ro

h
ib

itio
n
, an

d
 is n

o
t lim

itativ
e: "In

 p
articu

lar, th
ey

 sh
all n

o
t b

e 

m
u
rd

ered
 o

r ex
term

in
ated

, su
b
jected

 to
 to

rtu
re o

r to
 b

io
lo

g
ical ex

p
erim

en
ts; th

ey
 sh

all n
o
t 

w
ilfu

lly
 b

e left w
ith

o
u
t m

ed
ical assistan

ce an
d
 care, n

o
r sh

all co
n
d
itio

n
s ex

p
o
sin

g
 th

em
 to

 

co
n
tag

io
n
 o

r in
fectio

n
 b

e created
". 

同
様
に
、
こ
の
第
一
二
条
の
規
定
す
る
内
容
を
よ
り
明
白
に
す
る
別
の
方
法
は
、
交
戦
者
が
、

そ
の
権
力
内
に
有
す
る
傷
病
者
に
対
し
て
犯
し
得
る
、
一
連
の
最
も
重
大
な
暴
力
を
具
体
的
に
列
挙

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
禁
止
要
求
は
、
絶
対
的
か
つ
不
履
行
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
彼
ら
の
生
命
を
奪
お
う
と
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
心
身
（p

erso
n

s

）
に
暴
行
（v

io
len

ce

）
を
加

え
る
こ
と
は
、
厳
重
に
禁
止
す
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
あ
る
「
心
身
（p
erso

n
s

）
」

は
、
精
神
だ
け
で
な
く
、
身
体
を
も
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
た
め
の
具
体
例
の
列
挙
は
、
一

般
的
な
禁
止
を
記
述
し
た
後
に
続
い
て
お
り
、
し
か
も
限
定
さ
れ
た
禁
止
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、「
特

に
、
彼
ら
は
、
殺
害
し
、
み
な
殺
し
に
し
、
拷
問
に
付
し
、
又
は
生
物
学
的
実
験
に
供
し
て
は
な
ら

な
い
。
彼
ら
は
、
治
療
及
び
看
護
を
し
な
い
で
故
意
に
遺
棄
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
伝
染
又
は
感

染
の
危
険
に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

［
（
訳
注
）
正
規
条
文
で
は
、
「
重
大
な
暴
行
（serio

u
s v

io
len

ce

）
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
「
重
大
な
」
を
入
れ
る
か
外
す
か
が
議
論
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ピ
ク
テ
は
忘
れ
た
の
だ
ろ
う

か
］ T

h
is en

u
m

eratio
n
 calls fo

r so
m

e rem
ark

s. T
h
e clau

se "th
ey

 sh
all n

o
t b

e m
u
rd

ered
 o

r 

ex
term

in
ated

..." co
v
ers also

 th
e case w

h
ere a d

o
cto

r m
ig

h
t, fo

r h
u
m

an
itarian

 reaso
n
s, co

n
sid

er 

tak
in

g
 th

e life o
f a p

atien
t w

h
o
se co

n
d
itio

n
 w

as h
o
p
eless. 

こ
の
具
体
例
の
列
挙
に
、
幾
つ
か
寸
評
を
加
え
て
お
く
。
「
彼
ら
は
、
殺
害
し
、
み
な
殺
し
に

し
、
・
・
・
」
と
い
う
記
述
は
、
医
師
が
、
絶
望
的
な
病
状
の
患
者
の
生
命
を
、
人
道
的
な
理
由
で

（
楽
に
さ
せ
る
た
め
に
）
、
奪
う
こ
と
を
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
も
カ
バ
ー
し
て

い
る
の
で
あ
る
。 

一
九
四
九
年
の
条
約
審
議
第
一
委
員
会
が
、
第
一
条
約
の
審
議
を
終
え
た
と
き
に
作
成
し
た
総

括
説
明
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
に
は
、
驚
く
べ
き
変
化
が
始
ま
っ
て
い
る
。
無
差

別
の
説
明
よ
り
も
、
「
有
利
な
区
別
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
説
明
か
ら
、
先
に
解
説
が
行
な

わ
れ
て
い
る
の
だ
。 
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そ
し
て
、
禁
止
す
る
の
は
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
（an

y
 d

istin
ctio

n

）
」
で
は
な
く
、
「
不
利
な
区

別
（ad

v
erse d

istin
ctio

n

）
」
で
あ
る
こ
と
の
説
明
部
分
に
、
将
来
の
ピ
ク
テ
の
比
例
原
則
に
繋
が

る
考
え
方
が
、
具
体
例
と
し
て
現
れ
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
、
敵
味
方
に
関
係
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前

提
が
あ
る
の
に
、
敵
の
待
遇
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
、
前
提
を
自
ら
否
定
し
て
い
る
よ
う
な
解
説
な

の
で
あ
る
。
こ
の
前
提
が
あ
る
か
ら
、
第
一
二
条
の
第
五
項
（
英
語
正
文
で
は
第
四
項
の
後
半
部
分
）

は
、
も
と
も
と
「
し
か
し
な
が
ら
（N

ev
erth

less

）
」
と
い
う
断
わ
り
の
接
続
詞
が
付
い
て
い
た
の

で
あ
る
。 

「
熱
帯
地
方
出
身
の
患
者
は
寒
さ
に
弱
い
だ
ろ
う
か
ら
、
毛
布
を
多
め
に
与
え
る
必
要
が
あ
る
。

全
患
者
に
同
数
の
毛
布
を
与
え
る
こ
と
が
真
の
平
等
で
は
な
く
、
必
要
性
に
応
じ
て
加
減
し
て
こ
そ

真
の
平
等
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
比
例
原
則
の
考
え
方
へ
発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
具
体
例
が

示
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
全
患
者
に
最
低
限
必
要
な
三
枚
ず
つ
の
毛
布
を
配
り
終
え
、
も
し
毛
布
に
余
剰
が
あ

る
場
合
は
、
熱
帯
地
方
出
身
で
寒
さ
に
弱
い
患
者
や
、
発
熱
で
悪
寒
を
感
じ
て
い
る
患
者
に
配
り
ま

す
、
と
い
っ
た
説
明
が
抜
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

基
本
的
な
人
権
を
充
た
す
段
階
で
は
絶
対
無
差
別
、
絶
対
平
等
で
あ
る
と
い
う
赤
十
字
精
神
は
、

一
八
六
四
年
以
来
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
注
意
を
促
す
説
明
を
う
っ
か
り
抜
か
し
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
来
余
剰
能
力
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
べ
き
比
例
原
則
の
考
え
方
が
、

基
本
的
人
権
を
満
た
す
段
階
で
の
配
分
の
考
え
方
に
ま
で
侵
入
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。 

比
例
原
則
の
考
え
方
は
、
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
条
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
は
（
物
資
配
分
な
ど
）
限
定
的
に
適
用
で
き
る
考
え
方
だ
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
比
例
原
則
の
考
え
方
を
説
明
し
た
後
、
「
同
様
に
（S

im
ilarly

）
」
と
い
う
言
葉
に
続

け
て
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
解
説
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
、
ピ
ク
テ
と
思
わ
れ
る

解
説
者
は
、
「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
を
記
述
し
た
一
九
五
〇
年
の
時
点
で
既
に
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項

を
比
例
原
則
（
積
極
的
に
許
可
さ
れ
る
差
別
）
の
一
例
と
し
て
理
解
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
推
測
で

き
る
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
赤
十
字
精
神
に
と
っ
て
最
も
根

源
的
な
問
題
に
対
す
る
条
約
適
用
の
具
体
例
で
あ
る
が
、
「
医
学
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
の
み
、
敵

の
負
傷
兵
よ
り
味
方
の
負
傷
兵
の
治
療
を
優
先
で
き
る
」
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
特

別
な
状
況
以
外
は
、
絶
対
に
敵
味
方
の
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
が
、
医
学
的

理
由
が
あ
る
場
合
は
、
「
敵
よ
り
味
方
の
負
傷
者
の
治
療
を
優
先
し
て
よ
い
」
と
い
う
よ
う
な
具
体

例
の
示
し
方
は
、
「
敵
味
方
の
差
別
を
す
る
な
」
と
要
求
し
て
き
た
赤
十
字
の
歴
史
を
考
え
る
と
、

と
ん
で
も
な
い
例
の
示
し
方
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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ピ
ク
テ
に
よ
る
後
年
の
条
約
解
説
で
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
具
体
例
と
し
て
必
ず
、「
重

傷
者
を
軽
傷
者
よ
り
優
先
す
る
」
と
い
う
例
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
で
は
、

医
学
的
な
理
由
と
し
て
暗
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
う
し
た
医
学
的
な
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
差
別

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
無
差
別
原
則
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

比
例
原
則
は
、
区
別
（
差
別
）
し
て
こ
そ
平
等
で
あ
る
、
と
積
極
的
に
区
別
（
差
別
）
を
追
及

す
る
考
え
方
で
あ
る
の
で
、
こ
の
具
体
例
の
示
し
方
と
「
同
様
に
（S

im
ilarly

）
」
と
い
う
副
詞
の

使
い
方
が
乖
離
し
て
い
る
。 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
て
い
る
の
か
、
注
目
し
た
い
の
は
、
説
明
順
序
で
あ
る
。 

「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
で
は
、
古
く
か
ら
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
無
差
別
の
説
明
は
、
適
当
に
終
わ

ら
せ
、
新
し
い
概
念
で
、
そ
の
枠
組
み
を
明
確
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
の
あ
る
「
不
利
な
区
別

（ad
v
erse d

istin
ctio

n

）
」
を
説
明
す
る
た
め
、
比
例
原
則
の
考
え
方
を
具
体
例
で
記
述
し
た
あ
と
、

第
三
項
（
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
）
や
第
四
項
（
女
性
優
遇
条
項
）
の
説
明
を
し
て
い
る
。 

こ
の
順
序
は
、
将
来
の
解
説
で
、
第
三
項
や
第
四
項
が
、
い
つ
の
ま
に
か
比
例
原
則
の
例
と
し

て
理
解
さ
れ
て
い
く
原
因
と
な
る
。 

こ
う
い
う
解
釈
の
変
化
が
生
じ
る
の
で
、
解
説
と
い
え
ど
も
記
述
順
序
は
重
要
な
の
で
あ
る
。

解
釈
や
説
明
に
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、
本
来
の
条
文
や
そ
の
成
立
過
程
、
歴
史
を
調
べ
る
必
要
が
あ

る
。 ま

た
、
一
九
四
八
年
の
草
案
で
は
、
第
二
項
に
は
、
生
体
実
験
な
ど
を
禁
止
す
る
文
言
は
な
か

っ
た
の
に
、
あ
と
か
ら
追
加
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ソ
連
提
案
の
生
体
実
験
等
禁
止
の
条
文

が
、
カ
ナ
ダ
提
案
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
も
、
そ
の
挿
入
位
置
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
の
文
言
の
前
に
置
か
れ
、
な
お
か
つ
文
字
数

が
多
か
っ
た
た
め
、
無
差
別
規
定
の
文
言
と
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
の
文
言
の
距
離
が
大
き
く
離
れ
る
と

い
う
効
果
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。 

恋
愛
も
、
万
有
引
力
も
、
法
律
も
、
遠
距
離
は
結
び
つ
き
を
弱
め
る
。
本
来
、
無
差
別
の
強
調
・

再
確
認
で
あ
っ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
の
文
言
は
、
つ
い
に
独
立
し
た
項
立
て
（
第
三
項
）
と
な
る
。 

条
約
研
究
の
初
心
者
は
、
最
終
的
に
置
か
れ
た
位
置
関
係
の
み
に
よ
り
解
釈
を
加
え
て
い
く
た

め
、
完
成
し
た
条
項
の
み
を
見
る
と
、
第
三
項
や
第
四
項
は
、
差
別
禁
止
を
補
強
す
る
条
項
で
は
な

く
、
「
あ
る
種
の
差
別
に
つ
い
て
は
許
可
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
条
項
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま

う
。 「

ア
ナ
リ
シ
ス
」
に
あ
る
解
説
で
興
味
深
い
の
は
、
生
体
実
験
の
禁
止
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
あ
と
、
医
師
が
、
死
に
瀕
す
る
患
者
に
モ
ル
ヒ
ネ
や
青
酸
カ
リ
な
ど
を
与
え
、
殺
し
て
楽
に
さ
せ

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
だ
。 
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楽
に
な
る
の
は
苦
痛
を
見
て
い
る
医
師
の
方
で
、
患
者
が
本
当
に
楽
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
想

像
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
苦
痛
が
終
わ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
ひ
と
つ
の
形
式
で
は
あ

る
。 生

命
倫
理
の
守
護
者
た
る
べ
き
医
師
が
、
捕
虜
等
の
生
体
実
験
な
ど
に
関
与
し
た
こ
と
が
、
た

と
え
死
ぬ
こ
と
以
外
の
方
法
で
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
者
で
あ
っ
て
も
、
医
学

的
識
能
を
も
っ
て
死
な
せ
て
あ
げ
る
と
い
っ
た
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
安
易
に
安
楽
死
を
助
け
る
行
為
（
善
意
か
ら
く
る
殺
人
）
を
認
め
る
と
、
悪
意
あ
る
殺

人
に
も
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
、
特
に
戦
争
の
よ
う
な
極
限
状
況
で
は
、
頻
繁
に
出
現
す
る
こ
と
に

な
る
。
苦
し
む
仲
間
を
殺
し
て
楽
に
さ
せ
る
、
敵
に
殺
さ
れ
る
不
名
誉
よ
り
は
、
味
方
に
死
を
見
と

っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
古
く
か
ら
あ
る
考
え
方
で
あ
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
に
遠
征
し
た
ナ
ポ
レ

オ
ン
に
よ
る
阿
片
剤
ロ
ー
ダ
ノ
ム
投
与
（
疑
惑
）
事
件
の
よ
う
に
、
民
主
主
義
思
想
が
普
及
し
た
世

界
で
は
、
善
意
か
ら
で
あ
っ
て
も
軍
医
は
猛
烈
に
反
対
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
ト
リ
ア
ー
ジ
で
「
期
待
治
療
群
（E

x
p
ectan

t
）
」
に
相
当
す
る
患
者
、
つ
ま
り
必
死

の
患
者
の
治
療
を
放
棄
し
た
り
、
安
楽
死
を
与
え
り
す
る
こ
と
を
赤
十
字
は
、
一
九
五
〇
年
の
時
点

で
は
、
明
確
に
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
の
記
述
の
多
く
は
、
一
九
五
二
年
の
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅰ

（C
o
m

m
en

tary
 I

）
」
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
の
適
用
例
や
、
安
楽
死
禁
止

の
説
明
は
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
と
消
え
て
な
く
な
っ
て
い
る
。 

先
ほ
ど
「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
で
は
説
明
内
容
と
具
体
例
の
乖
離
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
そ
の

乖
離
を
解
消
す
る
た
め
に
、
ピ
ク
テ
が
行
な
っ
た
こ
と
は
、
条
約
審
議
の
歴
史
的
過
程
を
（
も
ち
ろ

ん
故
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
結
果
的
に
）
無
視
し
、
本
来
の
無
差
別
補
強
と
い
う
役
目
に
つ
い
て

の
説
明
を
消
し
て
、
新
し
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
始
め
た
比
例
原
則
の
考
え
方
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と

だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
条
項
を
忠
実
に
解
釈
す
る
た
め
の
具
体
例
で
は
な
く
、
比
例
原
則
を
わ
か
り
や
す
く

理
解
さ
せ
る
た
め
の
具
体
例
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
一
体
ど
の
よ
う
な
説
明
と
具
体

例
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
見
て
い
こ
う
。 

 

四
三 

一
九
五
二
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説
（Ⅰ

） 

 

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
か
ら
一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
（
戦
地

傷
病
者
条
約
）
に
つ
い
て
の
詳
し
い
解
説
書
と
し
て
、
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅰ

（C
o

m
m

en
tary

 

I  
G

en
ev

a C
o
n
v
en

tio
n
 fo

r th
e A

m
elio

ratio
n
 o

f th
e C

o
n

d
itio

n
 o

f th
e W

o
u
n

d
ed

 an
d

 S
ick

 in
 

A
rm

ies in
 th

e F
ield

, C
o
m

m
en

tary
 p

u
b
lish

ed
 u

n
d
er th

e g
en

eral ed
ito

rsh
ip

 o
f Jean

 S
. P

ictet, 



72 

 

 

IC
R

C
, G

en
ev

a, 1
9
5
2
 

）
」
が
発
刊
さ
れ
た
。
日
本
政
府
の
委
託
を
受
け
た
榎
本
重
治
が
、
足
立
純

夫
の
協
力
を
得
て
翻
訳
し
、
陸
上
幕
僚
監
部
が
発
行
し
た
の
は
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）
で
あ

る
。
陸
幕
衛
生
部
の
横
山
茂
が
「
保
安
衛
生
第
１
巻
第
１
号
」
に
新
条
約
に
対
す
る
好
意
的
な
記
事

を
載
せ
た
の
が
昭
和
二
九
年
、
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
が
、
「
衛
生
科
操
典
（
草
案
）
」
の
作
成
を

開
始
し
た
の
が
昭
和
三
〇
年
、
完
成
さ
せ
た
の
が
昭
和
三
二
年
で
あ
る
。
「C

o
m

m
e
n
ta

rie
s

」
は
、

赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

重
要
な
こ
と
な
の
で
繰
り
返
し
て
お
く
が
、
一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
第
一
二
条
第
三
項
は
、

第
２
次
世
界
大
戦
で
広
範
囲
に
み
ら
れ
た
非
人
道
的
行
為
の
策
源
で
あ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
禁
止
を

明
示
す
る
た
め
に
、
念
を
押
す
よ
う
に
加
え
ら
れ
た
項
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
「
歴
史
的
に
」
素

直
な
解
釈
で
あ
る
。 

前
述
し
た
よ
う
に
、
公
式
審
議
記
録
に
付
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
に
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項

に
つ
い
て
、
「
こ
の
文
言
の
意
味
は
明
ら
か
で
あ
る
（T

h
is tex

t is clear

）
」
と
あ
る
が
、
戦
場
で

実
際
に
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
な
っ
て
い
た
軍
医
ら
に
対
し
て
、
第
三
項
は
き
わ
め
て
明
確
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
審
議
に
参
加
し
て
い
た
軍
医
同
士
の
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
と
い
っ
た
と

こ
ろ
は
、
審
議
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
戦
場
で
実
際
に
ト
リ
ア
ー
ジ
を
し
た
こ
と
が
な
い
ピ
ク
テ
に
は
、
異
な
る
解
釈
を

可
能
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ピ
ク
テ
は
第
三
項
を
禁
止
徹
底
条
項
で
は
な
く
、
差
別
禁
止
の
例
外
と

し
て
、
い
や
、
積
極
的
に
差
別
を
す
る
こ
と
が
真
の
平
等
と
な
る
よ
う
な
正
当
な
差
別
（
後
に
ピ
ク

テ
は
比
例
原
則
と
呼
ん
だ
）
を
示
す
た
め
に
加
え
ら
れ
た
特
殊
な
条
項
で
あ
る
と
考
え
始
め
た
。「
一

九
四
九
年
の
公
式
審
議
記
録
」
→
「
一
九
五
〇
年
の
ア
ナ
リ
シ
ス
」
→
「
一
九
五
二
年
の
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
条
約
解
説Ⅰ

」
→
「
そ
の
後
の
ピ
ク
テ
の
著
作
」
と
、
説
明
の
変
化
に
一
貫
性
が
み
ら
れ
る
の
で
、

先
に
紹
介
し
た
「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
も
、
こ
の
部
分
の
説
明
は
ピ
ク
テ
が
担
当
し
た
に
違
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。 

「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅰ

（
榎
本
重
治
訳
）
」
の
中
で
、
ピ
ク
テ
は
、
第
一
二
条
第
二
項
の

説
明
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。 

（
第
一
二
条
第
二
項
に
つ
い
て
） 

第
二
項
は
差
別
を
禁
止
す
る
と
い
う
規
定
か
ら
始
ま
る
。

会
議
は
、
こ
の
新
規
な
規
定
に
よ
り
、
敵
の
傷
者
又
は
病
者
の
た
め
に
、
ま
た
、
肉
体
上
の
特
質
を

考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
な
さ
れ
る
差
別
を
排
除
す
る
趣
旨
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
努
め
た
の
は
全
く
正
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
女
性
に
は
特
別
の
考
慮
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し(

こ
れ
に
関
す
る
特
別
の
規
定
が
こ
の
条
約
に
設
け
ら
れ
て
い
る)

、
熱
帯
の
気
候
に

慣
れ
て
い
る
傷
者
又
は
病
者
に
は
、
宿
舎
、
暖
房
及
び
衣
料
に
関
し
特
別
待
遇
を
与
え
る
べ
き
こ
と

を
当
然
示
し
て
い
る
。 

本
項
は
、
特
に
禁
止
す
る
差
別
、
す
な
わ
ち
、
性
別
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
又

は
そ
の
他
類
似
の
基
準
に
よ
る
差
別
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
を
一
九
二
九
年
ま
で
の
条
約
文
に
つ

い
て
見
る
と
、
戦
場
で
収
容
し
た
傷
者
及
び
病
者
に
つ
い
て
設
け
て
は
な
ら
な
い
唯
一
の
差
別
は
、
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国
籍
（n

atio
n
ality

）
の
点
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
戦
争
の
苦
い
経
験
は
、
こ
の

概
念
を
一
層
充
分
に
定
義
し
、
か
つ
、
展
開
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
各
国
赤
十
字
社

予
備
会
議
は
既
に
一
九
四
六
年
に
お
い
て
、
人
種
、
性
別
、
宗
教
及
び
政
治
的
意
見
の
基
準
を
国
籍

の
基
準
の
ほ
か
に
付
加
す
べ
き
こ
と
を
力
説
し
た
。
こ
の
趣
旨
は
、
一
九
四
七
年
の
専
門
家
会
議
及

び
一
九
四
八
年
の
第
一
七
回
赤
十
字
国
際
会
議
で
支
持
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
九
年
の
外
交
会

議
は
完
全
に
こ
れ
に
同
意
し
、
更
に
こ
の
禁
止
規
定
を
強
化
し
て
一
層
全
般
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

「
又
は
そ
の
他
類
似
の
基
準
（o

r an
y
 o

th
er sim

ilar criteria

）
」
の
文
言
を
加
え
る
に
至
っ
た
。
従

っ
て
、
味
方
で
あ
る
と
敵
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
看
護
を
求
め
る
傷
者
又
は
病
者
の
間
に
交
戦
国
が

何
等
か
不
利
な
差
別
を
設
け
る
こ
と
は
、
今
日
に
お
い
て
は
そ
れ
を
正
当
化
す
る
何
物
も
な
い
。
敵

も
味
方
も
、
保
護
、
尊
重
及
び
看
護
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
く
同
等
の
地
位
に
立
っ
て
い

る
。
次
項
に
お
い
て
見
る
と
お
り
、
緊
急
な
医
療
上
の
理
由
に
限
り
治
療
の
順
位
に
つ
い
て
優
先
権

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
記
述
に
続
い
て
、 

禁
止
行
為 

― 

つ
い
で
、
第
二
項
は
、
交
戦
国
が
そ
の
権
力
内
に
有
す
る
傷
者
及
び
病
者
に

対
し
、
行
い
得
る
最
も
重
大
な
違
反
行
為
と
考
え
ら
れ
る
義
務
怠
慢
を
列
挙
し
て
い
る
。
一
九
四
九

年
の
会
議
が
行
っ
た
こ
の
決
定
は
、
最
近
の
世
界
戦
争
に
お
い
て
示
さ
れ
た
数
多
い
野
蛮
行
為
の
事

例
を
回
想
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
説
明
が
与
え
ら
れ
る
。
・
・
・ 

と
生
体
実
験
等
の
こ
と
を
詳
し
く
記
述
し
た
あ
と
、
第
三
項
と
第
四
項
の
解
説
を
行
な
っ
て
い

る
。 第

三
項 

― 

治
療
の
順
序 

第
三
項
の
第
一
の
目
的
は
、
前
項
に
規
定
す
る
傷
者
を
等
し
く
待
遇
す
る
原
則
を
強
化
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
治
療
の
優
先
順
位
を
定
め
る
こ
と
を
正
当
と
す
る
唯
一
の
理
由
、
す
な
わ

ち
、
医
療
上
の
緊
急
の
理
由
を
示
し
て
い
る
。 

 

こ
の
規
定
は
、
ま
た
、
前
記
の
原
則
の
例
外
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
完
全
に
正
当
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
例
外
で
あ
る
。
衛
生
部
隊
が
あ
る
場
所
に
お
い
て
友
軍
、
敵
軍
双
方
の
傷
者
が

殺
到
し
た
た
め
手
一
杯
に
な
っ
た
場
合
を
想
像
し
て
見
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
医
師
は
、

ま
ず
手
遅
れ
と
な
れ
ば
致
命
的
と
な
り
又
は
少
な
く
と
も
不
利
と
な
る
よ
う
な
患
者
を
診
療
し
、
次

に
即
時
の
診
療
を
必
要
と
し
な
い
状
態
の
者
に
及
ぼ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

第
四
項 

― 

女
子
の
待
遇 

 

第
四
項
は
、
義
務
的
と
さ
れ
た
有
利
な
差
別
の
一
例
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
の
外
交
会
議
で

こ
れ
を
挿
入
し
た
こ
と
は
、
一
九
二
九
年
の
条
約
で
抜
け
て
い
た
も
の
を
補
足
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
。

当
時
に
お
い
て
も
、
公
然
と
軍
の
作
戦
行
動
に
従
事
す
る
女
子
に
は
、
そ
の
性
別
の
故
に
払
う
べ
き

特
別
の
考
慮
を
も
っ
て
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
必
要
は
既
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

趣
旨
の
規
定
は
、
捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
条
約
に
設
け
て
あ
っ
た
が
、
所
謂
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
そ
の

も
の
に
は
設
け
て
な
か
っ
た
。
負
傷
し
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
女
子
た
る
戦
闘
員
に
こ
の
特
別
の
考

慮
を
払
う
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
含
蓄
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
軍

の
作
戦
行
動
に
参
加
す
る
女
子
が
次
第
に
増
加
す
る
点
及
び
第
二
次
世
界
戦
争
中
の
苦
い
経
験
か

ら
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
特
別
に
戒
告
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。 
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女
子
は
特
別
の
考
慮
を
も
っ
て
待
遇
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
勿
論
前
項

ま
で
に
規
定
さ
れ
て
い
る
保
護
、
す
な
わ
ち
女
子
も
男
子
と
同
等
に
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
利
益

に
更
に
付
加
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

特
別
の
考
慮
と
は
な
ん
で
あ
る
か
。
そ
の
考
慮
と
い
う
の
は
、
疑
も
な
く
あ
ら
ゆ
る
文
明
国

に
お
い
て
自
分
よ
り
も
弱
い
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
名
誉
と
礼
節
が
そ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
を
要

求
す
る
者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
敵
と
自
国
民
と
の
間
の
平
等
待
遇

の
原
則
が
含
ま
れ
て
い
る
。
敵
側
の
女
性
は
自
国
民
た
る
女
性
の
患
者
と
同
等
の
利
益
を
与
え
ら
れ

る
と
同
時
に
、
彼
等
と
同
じ
国
の
男
性
が
受
け
る
と
同
様
な
人
種
に
よ
り
、
又
は
慣
れ
て
い
る
気
候

や
食
物
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
る
そ
の
他
の
有
利
な
差
別
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
ア
ナ
リ
シ
ス
」
の
と
き
の
説
明
と
比
較
す
る
と
、
具
体
例
が
ガ
ラ
リ
と
変
化
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
重
傷
者
優
先
は
、
婦
女
子
優
遇
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
「
余
力
配
分
の

優
遇
」
で
は
な
く
、
軽
傷
者
が
多
い
一
般
的
な
状
況
で
は
、
当
然
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
道
上

の
優
先
行
為
で
あ
る
。
生
死
を
決
め
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
死
に
瀕
す
る
者
を
先
に
救
う
の
が
当
然

で
あ
り
、
こ
う
す
る
こ
と
が
人
道
的
な
判
断
で
あ
る
と
赤
十
字
に
教
わ
ら
な
く
て
も
、
戦
地
傷
病
者

の
治
療
に
あ
た
る
医
療
関
係
者
は
、
（
も
し
重
傷
者
の
数
が
少
な
け
れ
ば
、
迷
う
こ
と
な
く
）
重
傷

者
救
命
を
優
先
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
待
っ
た
を
か
け
る
の
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
式
ト
リ
ア
ー
ジ
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
具
体
例
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
と
い
う
明
瞭
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
軍
医
ら
に
示

す
こ
と
に
な
る
。 

 

し
か
し
、
軍
医
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
患
者
が
重
傷
者
と
軽
傷
者
に
き
れ
い
に
分
か
れ
て
、

重
傷
者
も
わ
ず
か
し
か
い
な
く
て
十
分
に
治
療
が
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
、
治
療
の
優
先
度
に
迷
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
具
体
例
は
、
戦
場
医
療
の
例
と
し
て
示

す
に
は
、
あ
ま
り
に
も
「
の
ど
か
な
風
景
」
な
の
で
あ
る
。 

大
量
に
押
し
寄
せ
る
重
傷
者
を
扱
え
ず
、
発
狂
し
た
軍
医
の
例
な
ど
も
、
日
本
軍
の
記
録
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
重
傷
者
ば
か
り
の
と
き
の
治
療
順
序
を
ど
う
す
る
か
が
深
刻
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
式
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
勝
つ
た
め
の
戦
列
復
帰
の
最
優
先
を
要
求
す
る
。
結
果
的
に
、
軽

傷
者
優
先
と
な
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
一
般
的
な
状
況
下
の
倫
理
基
準
で
は
、
そ
れ
は
非
人
道
的
で

あ
る
こ
と
に
な
る
。
軍
医
は
、
そ
の
非
人
道
性
と
作
戦
上
の
要
求
と
の
間
に
挟
ま
れ
て
悩
む
こ
と
に

な
る
。 

こ
う
し
た
極
限
状
況
で
あ
っ
て
も
、
人
道
的
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
、
そ
の
人
道
優
先
の
要
求

を
軍
隊
に
呑
ま
せ
た
の
が
一
八
六
四
年
以
降
の
赤
十
字
条
約
で
あ
る
。
絶
対
に
守
り
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
最
大
の
成
果
な
の
で
あ
る
。 

ピ
ク
テ
は
、
本
来
そ
の
こ
と
を
強
調
し
て
解
説
し
て
い
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
新
し
い

比
例
原
則
の
考
え
方
に
魅
了
さ
れ
、
比
例
原
則
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

く
。
審
議
段
階
で
は
な
か
っ
た
「
差
別
の
例
外
」
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
解

説
で
は
、
ま
だ
、
第
三
項
が
、
本
質
的
に
は
禁
止
条
項
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 
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し
か
し
、
「
差
別
の
例
外
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
各
方
面
か
ら
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
後
の
、
ピ
ク
テ
に
よ
る
解
釈
の
発
展
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
見
て
い
こ
う
。 

「
非
常
に
重
要
な
原
則
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
省
ら
れ
て
い
な
い
、
犠
牲
者
救
援
の

場
合
の
『
比
例
』
の
原
則
は
も
つ
と
大
き
く
浮
き
だ
た
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
つ
た
」
ピ
ク
テ
は
、

「
救
護
ハ
、
各
人
ノ
必
要
性
ト
緊
急
度
二
応
ジ
テ
分
配
サ
レ
ル
」
こ
と
を
比
例
原
則
の
代
表
的
な
こ

と
に
位
置
づ
け
、
比
例
原
則
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
手
を
出
し
て
は
な

ら
な
い
考
え
方
を
取
り
込
ん
で
い
く
。 

つ
ま
り
、
援
助
の
効
率
を
述
べ
始
め
る
の
で
あ
る
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
功
利
主
義
的
な

考
え
方
の
影
響
を
受
け
た
説
明
が
増
え
て
い
く
。 

 

し
か
し
、
功
利
的
な
考
え
方
か
ら
は
、
献
身
的
で
利
他
的
な
人
道
主
義
と
一
致
し
な
い
部
分

が
必
ず
出
て
く
る
。
ピ
ク
テ
は
、
倫
理
に
生
じ
た
矛
盾
は
「
良
心
」
に
解
決
を
任
せ
て
、
比
例
原
則

を
擁
護
し
た
。 

第
四
項
（
女
性
優
遇
条
項
）
の
解
説
に
見
ら
れ
る
間
違
い
に
つ
い
て
は
、
も
う
詳
し
く
説
明
す

る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
余
っ
た
ケ
ー
キ
を
女
性
に
優
先
す
る
程
度
の
話
と
、
基
本
的
人
権
の
保
護

を
優
先
す
る
と
い
っ
た
話
と
を
同
じ
レ
ベ
ル
で
論
じ
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
女
子
も

男
子
と
同
等
に
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
利
益
に
更
に
付
加
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
部

分
か
ら
、
同
じ
レ
ベ
ル
で
論
じ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
ど
こ
か
で
は
、
分
か
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
明
確
に
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

で
は
、
一
九
五
二
年
の
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅰ

」
発
刊
の
後
、
一
九
五
五
年
八
月
か
ら
一

九
五
六
年
八
月
に
か
け
て
国
際
赤
十
字
雑
誌
に
投
稿
し
、
後
に
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た

「
赤
十
字
の
諸
原
則
」
の
中
の
説
明
を
紹
介
す
る
。 

 

四
四 

一
九
五
五
年
赤
十
字
の
諸
原
則
（
ピ
ク
テ
） 

 

ピ
ク
テ
が
一
九
五
五
年
か
ら
発
表
し
た
「
赤
十
字
の
諸
原
則
（L

es P
rin

cip
es d

e la 

C
ro

ix
-R

o
u
g

e

）
」
は
、
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
に
日
本
赤
十
字
社
の
井
上
益
太
郎
に
よ
っ

て
和
訳
さ
れ
た
。
本
書
で
は
、
こ
の
井
上
訳
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
。 

検
討
す
る
の
は
、
比
例
原
則
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
と
い
う
功
利
主
義

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対
す
る
ピ
ク
テ
の
考
え
方
で
あ
る
。
後
者
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
大
多
数
と
い
う
多
数
決
主
義
に
対
す
る
考
え
方
と
、
最
大
幸
福

と
い
う
幸
福
論
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
当
時
の
ピ
ク
テ
に
、
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
な
が
ら
の
講
義
を

お
願
い
し
よ
う
と
思
う
。 
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ピ
ク
テ 

「
で
は
、
『
赤
十
字
の
諸
原
則
（
日
本
語
版
）
』
の
六
頁
に
進
み
ま
し
ょ
う
・
・
・

又
非
常
に
重
要
な
原
則
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
省
ら
れ
て
い
な
い
、
犠
牲
者
救
援
の
場
合

の
『
比
例
』
の
原
則
は
も
つ
と
大
き
く
浮
き
だ
た
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
つ
た
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
ほ
う
。
で
は
、
比
例
原
則
と
い
う
の
は
、
赤
十
字
の
重
要
な
原
則
だ
け
ど
、

ピ
ク
テ
さ
ん
が
一
九
五
五
年
に
発
表
す
る
ま
で
、
こ
の
重
要
な
原
則
に
、
誰
も
気
づ
い
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
訳
で
す
な
。 

確
か
に
比
例
原
則
に
相
当
す
る
条
約
説
明
は
、
一
九
五
〇
年
の
『
ア
ナ
リ
シ
ス
』
に
、
よ
う
や

く
わ
ず
か
に
出
現
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
比
例
原
則
の
明
瞭
な
説
明
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
な
。
ピ
ク
テ
さ
ん
の
『
赤
十
字
の
諸
原
則
』
で
、
初
め
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
説
明
が
登
場
し

て
い
ま
す
。 

で
も
本
当
に
、
比
例
原
則
は
重
要
な
原
則
な
の
で
す
か
。
一
八
六
四
年
以
来
、
そ
の
よ
う
な
原

則
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
今
に
な
っ
て
ピ
ク
テ
さ
ん
が
見
つ
け
た
な
ん
て
、
お
か
し
く
な
い
で

す
か
。
本
当
に
重
要
な
原
則
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
も
そ
も
赤
十
字
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
原
則
は
何
で
す
か
」 

ピ
ク
テ 

「
ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
い
て
い
の
質
問
に
対
す
る
回
答
は
、
『
赤

十
字
の
諸
原
則
』
の
中
に
記
述
し
て
い
ま
す
。
で
は
十
七
頁
・
・
・
赤
十
字
ハ
、
苦
痛
ト
死
ト
ニ
対

シ
テ
闘
ウ
。
赤
十
字
ハ
、
人
間
ガ
、
ス
ベ
テ
ノ
場
合
ニ
於
テ
、
人
間
ラ
シ
ク
取
リ
扱
ワ
レ
ル
コ
ト
ヲ

要
求
ス
ル
。 

 

人
道
の
原
則
は
赤
十
字
の
原
理
の
中
で
唯
一
無
二
の
地
位
を
占
め
、
他
の
す
べ
て
の
原
則
は

こ
れ
に
依
存
す
る
。
機
構
の
根
本
的
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
理
想
、
動
機
及
び
日
的
を
示
す
。
も
し
赤

十
字
が
た
だ
一
つ
の
原
則
よ
り
も
つ
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
な
ら
、
そ
の
原
則
は
こ
れ
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
ほ
う
、
人
道
の
原
則
で
す
か
。
赤
十
字
の
最
も
重
要
な
原
則
は
人
道
の
原

則
で
あ
り
、
『
苦
痛
ト
死
ト
ニ
対
シ
テ
闘
ウ
』
と
い
う
こ
と
は
、
人
道
の
原
則
に
は
苦
痛
の
除
去
・

軽
減
と
生
命
を
救
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
な
。 

と
こ
ろ
で
人
道
と
は
、
何
で
し
ょ
う
。
誰
も
が
苦
痛
を
感
じ
ず
、
生
命
の
危
険
の
無
い
状
態
を

目
指
す
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
人
道
的
と
い
っ
て
良
い
の
で
す
か
」 

ピ
ク
テ 

「
ふ
っ
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
よ
。
赤
十
字
の
唱
え
る
人
道
主

義
と
は
、
そ
の
よ
う
な
段
階
に
留
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
崇
高
な
原
則
な
の
で
す
。

で
は
、
二
十
頁
・
・
・
人
道
主
義
と
な
る
と
、
人
道
を
一
つ
の
社
会
思
想
に
ま
で
築
き
上
げ
た
も
の

と
な
り
、
人
類
全
体
に
拡
大
さ
れ
る
。 

人
道
主
義
は
単
に
苦
痛
と
闘
い
、
個
人
を
そ
の
束
縛
か
ら
解
放
す
る
だ
け
に
止
ら
な
い
。
人
格

の
よ
り
完
全
な
肯
定
、
或
は
、
最
大
多
数
の
幸
福
の
獲
得
と
い
つ
た
よ
う
な
、
も
つ
と
積
極
的
な
目

的
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
く
る
」 
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ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
え
っ
、
最
大
多
数
の
幸
福
の
獲
得
？
（
そ
れ
っ
て
何
？
）
・
・
・
」 

ピ
ク
テ 

「
注
釈
が
必
要
の
よ
う
で
す
な
・
・
・
幸
福
と
い
う
思
想
は
、
十
八
世
紀
末
サ
ン
・

ジ
ュ
ス
ト
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
世
に
至
る
ま
で
は
、
罪
の
意
識
の
た
め
圧
迫
さ
れ
省
み
ら
れ
な

か
つ
た
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
「
幸
福
が
罪
で
あ
っ
た
の
で
す
か
。
快
楽
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
れ
を
良
く
な

い
と
す
る
考
え
方
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
ギ
リ
シ
ャ
人
は
、
も
っ
と
快
楽
を

楽
し
み
ま
し
た
よ
」 

井
上
益
太
郎 

「
サ
ン
・
ジ
ュ
ス
ト
（S

ain
t-Ju

st

）
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
等
と
フ
ラ
ン
ス
大
革

命
の
過
激
派
に
属
し
、
最
後
に
は
自
分
自
身
も
断
頭
台
の
露
と
消
え
る
が
、
彼
は
そ
の
演
説
の
中
で

『
幸
福
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
思
想
で
あ
る
』
と
述
べ
て
い
る
。
蓋
し
中
世
紀
で
は
キ
リ
ス
ト

教
の
原
罪
と
い
う
思
想
が
強
く
、
人
は
贖
罪
に
浄
心
し
、
個
人
の
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
は
反
道
徳

的
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
思
う
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
な
る
ほ
ど
、
わ
か
り
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
、
訳
注
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
道
徳
観
で
は
、
幸
福
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
こ
と
は

罪
だ
っ
た
の
で
す
な
。
で
は
赤
十
字
は
、
そ
の
幸
福
と
い
う
も
の
に
価
値
を
認
め
る
の
だ
と
。 

（
・
・
・
で
も
『
最
大
多
数
』
の
部
分
に
は
注
釈
が
あ
り
ま
せ
ん
な
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

ピ
ク
テ
さ
ん
も
、
井
上
さ
ん
も
、
こ
の
言
葉
に
は
疑
問
を
感
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

あ
、
い
い
や
、
そ
の
う
ち
に
説
明
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
・
・
・
）
」 

ピ
ク
テ 

「
い
い
で
す
か
、
幸
福
の
追
求
に
価
値
を
認
め
る
と
い
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
世
俗
的

な
幸
福
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
よ
。
二
一
頁
に
行
き
ま
す
よ
・
・
・
人
類
の
幸
福
の

た
め
に
尽
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
所

謂
人
類
の
幸
福
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
同
一
理
解
に
達
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単

で
は
な
い
。 

し
か
し
こ
の
問
題
は
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
対
象
外
で
あ
り
、
赤
十
字
の
分
野
で
は
、
幸
に
し
て
、

こ
の
よ
う
な
問
題
が
め
つ
た
に
起
ら
な
い
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
な
る
ほ
ど
、
さ
す
が
は
ピ
ク
テ
さ
ん
。
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
何
が
幸
福

か
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
違
い
ま
す
か
ら
な
。
（
・
・
・
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
あ
。
幸
福
と
は
何
か
に

つ
い
て
意
見
の
一
致
が
無
い
の
に
、
な
ぜ
幸
福
の
追
求
に
つ
い
て
は
意
見
が
一
致
す
る
と
言
え
る
の

だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
っ
て
や
つ
だ
な
。 

幸
福
と
は
何
か
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
な
い
の
に
、
最
大
多
数
の
幸
福
っ
て
何
だ
ろ
う
か
。

赤
十
字
の
研
究
の
対
象
外
だ
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
詳
し
く
な
い
の
か
な
。
う
む
、
お
か
し
い
ぞ
、

つ
い
先
ほ
ど
『
人
道
主
義
に
は
、
最
大
多
数
の
幸
福
の
獲
得
と
い
つ
た
よ
う
な
、
も
つ
と
積
極
的
な

目
的
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
く
る
』
と
い
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
）
」 
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井
上
益
太
郎 

「
ピ
ク
テ
が
こ
こ
で
云
わ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
赤
十
字
は
、
『
こ
れ
こ
れ

の
苦
痛
を
癒
す
』
と
い
つ
た
よ
う
な
、
あ
る
は
つ
き
り
し
た
、
実
行
可
能
な
目
的
を
選
ぶ
べ
き
で
あ

つ
て
、
あ
る
政
治
哲
学
の
原
則
に
あ
る
『
人
類
の
幸
福
』
と
い
つ
た
よ
う
な
、
漠
然
と
し
た
こ
と
を

目
的
に
掲
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
題
目
は
、
安
直
に
人
の
良
心
を

満
足
さ
せ
る
が
、
決
し
て
実
行
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
空
手
形
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
」 

ピ
ク
テ 

「
も
っ
と
は
っ
き
り
言
わ
な
い
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
に
は
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い

よ
う
で
す
ね
。
で
は
、
二
四
頁
・
・
・
赤
十
字
が
苦
痛
に
対
し
て
闘
う
と
い
う
こ
と
は
よ
く
聞
く
が
、

死
に
対
し
て
闘
う
と
い
う
話
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
赤
十
字
の
努
力
は
前
者
に
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
る
、
赤
十
字
は
人
命

の
救
護
を
最
高
目
的
と
す
る
。
赤
十
字
は
救
護
活
動
を
通
じ
て
人
命
を
保
護
し
て
お
り
、
又
敵
中
に

あ
る
人
間
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
、
こ
れ
を
行
つ
て
い
る
。 

し
か
し
死
は
結
局
避
け
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
死
期
を
先
へ
延
ば
す
と
い
う
こ
と
以

外
で
き
な
い
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
お
う
、
何
と
な
く
具
体
的
に
な
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

医
師
の
私
も
、
大
い
に
貢
献
で
き
そ
う
な
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
な
（
最
大
多
数
の
幸
福
と
は
、
医

療
の
世
界
で
言
え
ば
、
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
、
説
明
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
）
」 

ピ
ク
テ 

「
そ
う
で
す
と
も
。
医
療
関
係
者
に
は
、
よ
く
赤
十
字
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
三
二
頁
に
行
き
ま
す
よ
・
・
・
人
道
法
は
個
人
と
し
て
の
人
間
を
対
象
と
す
る
。
な

ん
と
な
れ
ば
、
人
間
自
身
の
み
が
苦
痛
を
味
う
の
で
あ
り
、
社
会
的
福
祉
と
い
つ
て
み
て
も
、
各
個

人
の
幸
福
の
集
合
体
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
な
る
ほ
ど
、
人
間
の
集
団
で
あ
る
組
織
の
利
益
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
個

人
の
利
益
追
求
を
助
け
る
訳
で
す
ね
。
全
体
主
義
で
は
な
く
、
個
人
主
義
を
尊
重
す
る
の
だ
。 

で
っ
、
各
個
人
の
扱
い
は
、
や
は
り
平
等
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
無
差
別
と
い
う

こ
と
に
」 

ピ
ク
テ 

「
基
本
的
に
は
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
平
等
と
い
う
概
念
が
結
構
難
し
い
の
で

す
よ
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
比
例
原
則
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
三
九
頁
に
進
み
ま
す
・
・
・
一

人
一
人
ニ
対
シ
、
赤
十
字
ハ
、
平
等
ニ
且
ツ
何
等
ノ
差
別
ヲ
設
ケ
ズ
ニ
、
援
助
ヲ
與
エ
ル
用
意
ガ
ア

ル
。  

平
等
の
原
則
は
、
今
日
ま
で
平
等
と
い
う
呼
称
で
、
赤
十
字
の
原
理
の
中
に
表
示
さ
れ
た
こ

と
は
な
か
つ
た
。
赤
十
字
の
基
本
的
諸
原
則
の
『
要
約
』
に
は
、
各
国
赤
十
字
社
の
平
等
が
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
原
則
は
、
機
構
の
組
織
上
の
原
則
に
過
ぎ
な
い
。 
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人
間
に
対
す
る
赤
十
字
の
平
等
主
義
を
い
い
表
わ
す
の
に
公
平
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
正
確
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
公
平
と
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
行
動
す
べ
く

要
請
さ
れ
て
い
る
人
の
心
の
中
に
現
わ
れ
て
く
る
一
つ
の
態
度
で
あ
り
、
即
ち
、
主
格
に
関
す
る
事

柄
で
あ
り
、
対
象
に
関
す
る
事
柄
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

実
際
問
題
と
し
て
、
公
平
は
、
感
情
に
捉
わ
れ
ず
、
先
入
主
な
し
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
或
る
種
の
承
認
さ
れ
た
規
則
の
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。 

こ
の
規
則
は
、
赤
十
字
の
場
合
、
二
つ
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
正
に
わ
れ
わ
れ
が
こ

れ
か
ら
研
究
し
よ
う
と
す
る
平
等
の
原
則
で
あ
り
、
一
つ
は
次
の
章
で
研
究
し
よ
う
と
す
る
比
例
の

原
則
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
そ
う
そ
う
、
そ
の
比
例
原
則
で
す
よ
。
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
の
で
す
。

そ
れ
っ
て
、
正
直
な
話
、
差
別
で
し
ょ
う
な
あ
。
違
い
ま
す
か
」 

ピ
ク
テ 

「
意
見
差
別
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
差
別
で
は
な
い
の
で
す
。
ふ
っ
、
こ
れ
を
見
つ

け
た
時
は
、
さ
す
が
に
興
奮
し
ま
し
た
よ
。
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
。
四
〇
頁
へ
・
・
・
こ
の
場
合
『
差

別
』
と
は
、
或
る
個
人
が
或
る
特
定
の
部
類
に
属
す
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
設
け
ら
れ
る
そ
の
人

に
不
利
な
区
別
、
又
は
除
け
も
の
に
す
る
こ
と
と
定
義
し
よ
う
。
従
つ
て
差
別
待
遇
と
は
、
こ
の
よ

う
な
態
度
か
ら
生
ず
る
作
為
又
は
不
作
為
に
よ
る
不
平
等
な
待
遇
で
あ
る
。 

 

赤
十
字
に
お
い
て
は
、
平
等
の
原
則
は
人
道
の
原
則
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
隣
人
愛

は
、
そ
の
最
も
広
い
、
最
高
の
意
味
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
及
ぶ
も
の
で
あ
つ
て
、
い
や

し
く
も
援
助
を
必
要
と
す
る
も
の
は
誰
れ
で
も
救
う
こ
と
を
要
請
す
る
。
『
苦
痛
の
前
に
お
け
る
人

間
の
平
等
』
は
、
極
め
て
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
苦
痛
に
対
し
、
同
じ
よ
う
に
敏
感
で
あ
り
、

す
べ
て
の
人
間
は
、
苦
痛
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
苦
痛
か
ら
救
わ
れ
る
同
じ
権
利
を
も
つ
て
い
る
。 

故
に
赤
十
字
は
、
い
か
な
る
人
に
対
し
て
で
も
、
そ
れ
が
誰
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
同
じ
よ
う

に
奉
仕
し
よ
う
と
い
う
態
度
を
表
明
す
る
。
故
に
、
等
し
い
危
難
に
対
す
る
援
助
は
又
等
し
い
。 

た
だ
し
、
等
し
く
な
い
危
難
に
対
し
て
は
、
そ
の
危
難
の
程
度
に
比
例
し
、
そ
の
緊
急
の
度
に

応
じ
、
各
人
に
対
す
る
救
助
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
次
章
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

け
だ
し
、
赤
十
字
は
正
に
人
間
間
の
平
等
が
苦
痛
に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
平
等
を
恢
復

す
る
こ
と
を
目
指
す
か
ら
で
あ
る
。 

 

以
上
の
場
合
を
除
き
、
平
等
の
原
則
は
、
個
人
の
間
に
す
べ
て
客
観
的
な
差
別
を
設
け
る
こ

と
を
特
に
禁
止
す
る
。
こ
の
要
請
は
例
外
を
認
め
な
い
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
そ
う
か
あ
、
医
療
機
関
に
多
数
の
重
傷
者
が
送
り
込
ま
れ
た
と

き
、
全
員
が
、
等
し
く
生
命
の
危
機
に
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
一
切
の
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
。

軽
傷
者
と
重
傷
者
が
混
じ
る
と
き
は
、
重
傷
者
を
優
先
し
て
も
よ
い
け
れ
ど
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軽
傷

者
の
生
命
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
重
傷
と
軽
傷
と
で
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危
難
の
程
度
は
異
な
る
が
、
生
命
は
皆
ひ
と
つ
し
か
無
い
の
だ
か
ら
、
生
死
の
問
題
に
対
し
て
は
平

等
で
あ
れ
、
と
要
求
し
て
い
る
訳
だ
な
）
」 

ピ
ク
テ 

「
最
初
か
ら
、
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
は
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
の
戦
場
で
、
こ
の
原
則

を 

―
― 
最
も
受
諾
し
に
く
い
最
高
の
極
限
に
ま
で 

―
― 

一
挙
に
宣
言
し
て
し
ま
つ
た
。
す
な
わ

ち
『
負
傷
し
た
敵
兵
は
、
自
国
人
と
同
様
に
手
当
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

戦
時
に
お
い
て
は
、
兇
暴
な
力
が
爆
発
し
、
人
間
は
人
間
に
対
し
て
狼
と
な
る
。
両
軍
、
両
国

民
は
、
一
つ
の
恐
る
べ
き
努
力
に
全
精
力
を
集
中
し
、
自
分
等
の
生
存
を
決
定
す
る
巨
大
な
衝
撃
に

向
つ
て
突
進
し
て
行
く
。 

し
か
し
、
赤
十
字
は
、
そ
の
揺
籃
の
中
に
い
た
時
か
ら
、
こ
の
人
道
の
至
上
命
令
を
承
認
さ
せ

た
。
実
に
、
こ
の
至
上
命
令
を
承
認
さ
せ
る
た
め
に
赤
十
字
は
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
爾
来
赤
十
字

は
、
こ
の
人
道
の
至
上
命
令
と
一
体
不
可
分
で
あ
り
、
こ
の
至
上
命
令
と
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
医
療
の
場
で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
」 

ピ
ク
テ 

「
よ
ろ
し
い
。
四
四
頁
を
見
て
・
・
・
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
原
則
に
例
外
が
な
い
と
述

べ
た
、
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
極
端
な
場
合
に
は
、
選
択
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
起
り
う
る
。 

例
え
ば
医
者
が
薬
が
足
り
な
い
た
め
、
割
り
当
て
ら
れ
た
病
人
の
全
部
を
救
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
つ
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
典
型
的
な
良
心
の
問
題
と
な
つ
て
く
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
え
っ
、
『
良
心
』
の
問
題
？ 

ピ
ク
テ
は
妙
な
こ
と
を
言
い
出

し
た
ぞ
）
」 

ピ
ク
テ 

「
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
決
定
権
は
責
任
者
に
あ
り
、
そ
し
て
責
任
者

は
そ
の
利
害
得
失
を
心
の
奥
深
く
で
考
え
た
上
で
な
い
と
決
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
決
定
権
が
責
任
者
に
あ
る
っ
て
？ 

責
任
者
っ
て
誰
の
こ
と
だ

ろ
う
。
軍
隊
で
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
責
任
者
は
指
揮
官
、
特
に
中
隊
長
だ
け
ど
。
ピ
ク
テ
の
説
明
は
、

ど
う
や
ら
医
療
現
場
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
医
師
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
だ
な
）
」 

ピ
ク
テ 

「
わ
れ
わ
れ
が
仮
定
し
た
こ
の
よ
う
な
極
端
な
場
合
に
は
、
医
者
は
彼
の
属
す
る
社

会
の
社
会
的
、
人
道
的
通
念
に
従
い
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
外
は
な
い
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
「
（
・
・
・
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
医
師
の
こ
と
だ
）
」 

ピ
ク
テ 

「
例
え
ば
、
独
身
者
よ
り
は
家
族
持
ち
を
、
老
人
よ
り
は
若
者
を
、
男
よ
り
は
女
を

優
先
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
或
は
抽
籤
す
る
の
も
よ
か
ろ
う
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
「
（
・
・
・
ウ
ソ
だ
ろ
う
）
」 

ピ
ク
テ 

「
又
、
よ
し
ん
ば
彼
が
個
人
的
理
由
に
ひ
か
さ
れ
た
と
し
て
も
、
若
し
そ
れ
が
私
心

の
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
だ
れ
が
彼
を
非
難
で
き
よ
う
？ 

だ
れ
が
絶
対
的
な
正
義
の
基
準
を

持
つ
て
い
る
と
誇
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
」 
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ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
ピ
ク
テ
さ
ん
、
急
に
良
心
の
話
を
持
ち
出
し
た
り
し
て
。
何
か
、
説
明
責

任
を
放
棄
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
比
例
原
則
を
提
案
し
た
の
は
、
あ
な
た
で
す
よ
、
ピ
ク
テ
さ
ん
。
あ

な
た
の
説
明
は
、
完
全
に
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
傷
病
者
の
生
命
の
よ
う
な
基
本
的
人
権
に
つ
い

て
は
、
敵
も
味
方
も
な
い
、
神
の
前
の
絶
対
的
な
平
等
を
求
め
る
の
が
、
赤
十
字
の
無
差
別
思
想
で

は
な
い
の
で
す
か
」 

ピ
ク
テ 

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
。
落
ち
着
い
て
、
も
っ
と
説
明
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
四
九

頁
・
・
・
救
護
ハ
、
各
人
ノ
必
要
性
ト
緊
急
度
二
応
ジ
テ
分
配
サ
レ
ル
。 

 

人
は
そ
の
苦
痛
の
程
度
に
応
じ
て
救
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
救
護
の
た
め
に
使
い

得
る
資
源
は
、
す
べ
て
の
不
幸
を
救
う
た
め
に
は
世
の
中
に
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
分
配
に

関
す
る
一
つ
の
規
則
が
必
要
と
な
つ
て
く
る
。 

負
傷
者
又
は
病
人
に
対
す
る
医
療
に
し
て
も
、
又
は
困
窮
し
て
い
る
者
に
対
す
る
援
助
に
し
て

も
、
救
護
は
各
人
の
危
難
に
比
例
し
、
救
護
の
順
序
は
そ
の
緊
急
度
に
従
う
。 

こ
れ
が
、
そ
の
恩
恵
を
伝
播
す
る
場
合
、
赤
十
字
の
採
り
得
べ
き
唯
一
の
基
準
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
『
救
護
の
順
序
は
そ
の
緊
急
度
に
従
う
』
だ
っ
て
。
確
か
に
、

簡
単
に
そ
の
順
序
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
緊
急
度
と
い
う
も
の
は
数
値
で
正
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
百
人

の
重
傷
者
の
治
療
順
序
を
、
百
人
の
医
師
が
判
断
す
る
場
合
、
ま
さ
に
百
人
百
様
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
こ
と
は
神
に
し
か
で
き
な
い
業
だ
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
軍
隊
で
は
戦
傷
病
治
療
の
ベ
テ
ラ
ン
に
ト
リ
ア
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
る
の

だ
。
彼
が
治
療
を
担
任
す
る
よ
り
も
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
適
切
に
す
る
方
が
、
戦
力
回
復
効
果
が
大
き

い
か
ら
だ
。
ピ
ク
テ
は
、
戦
場
医
療
の
実
態
を
知
っ
て
い
る
の
か
な
）
」 

ピ
ク
テ 

「
こ
の
義
務
は
、
わ
れ
わ
れ
が
さ
き
に
述
べ
た
二
つ
の
概
念
か
ら
生
じ
る
。
先
づ
、

赤
十
字
の
目
的
を
限
定
す
る
人
道
の
原
則
は
、
人
間
の
苦
痛
に
集
中
さ
れ
る
。
博
愛
行
為
を
喚
起
す

る
も
の
は
苦
痛
で
あ
り
、
博
愛
行
為
は
苦
痛
に
即
応
す
る
。
異
つ
た
打
撃
を
受
け
て
い
る
人
々
に
対

し
同
一
の
救
護
を
行
い
、
至
急
手
当
を
、
要
す
る
者
に
優
先
権
を
与
え
な
い
こ
と
は
非
人
道
的
で
あ

る
。
そ
う
な
る
な
ら
ば
赤
十
字
は
そ
の
使
命
に
背
く
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
は
、
昔
か
ら
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
軽
傷

者
多
数
の
と
き
、
少
数
の
重
傷
者
を
先
に
治
療
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
わ
ざ
わ
ざ
比
例
原
則
な
ど

と
名
づ
け
る
よ
う
な
必
要
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ピ
ク
テ
は
、
こ
の
程
度
の
こ
と
を
比

例
原
則
と
呼
び
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
原
則
の
よ
う
に
主
張
し
た
の
だ
ろ
う
か
）
」 

ピ
ク
テ 

「
次
に
、
そ
れ
自
体
が
人
道
的
感
情
と
正
義
と
か
ら
来
て
い
る
と
こ
ろ
の
平
等
の
原

則
は
、
同
じ
危
害
に
対
し
て
は
同
じ
手
配
を
要
求
す
る
。
不
幸
は
人
間
の
平
等
を
破
壊
す
る
が
故
に
、

赤
十
字
は
正
に
こ
の
平
等
を
恢
復
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
人
間
を
同
一
水
準
に
戻
す
た
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め
に
は
、
最
も
窮
迫
し
て
い
る
も
の
に
最
も
力
を
入
れ
、
真
先
に
こ
れ
を
救
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 そ

れ
は
単
な
る
常
識
で
あ
る
。
も
し
均
衡
を
恢
復
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
一
つ
の
不
平
等
を
他

の
不
平
等
に
よ
つ
て
直
す
外
は
な
い
。 

故
に
赤
十
字
に
は
個
人
に
対
す
る
合
法
的
な
、
場
合
に
よ
つ
て
は
義
務
と
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
の
区
別
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
区
別
は
、
苦
痛
、
危
難
、
又
は
天
性
の
弱
体
に
基

く
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
の
み
に
基
く
。 

赤
十
字
が
運
命
の
流
れ
に
立
ち
は
だ
か
り
、
人
の
運
命
を
変
え
る
の
は
、
正
に
こ
の
分
野
に
お

い
て
で
あ
る
。
赤
十
字
と
は
全
く
異
る
他
の
機
構
に
お
い
て
は
、
等
し
く
人
間
平
等
を
宣
言
す
る
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
は
例
外
を
設
け
る
。
例
え
ば
、
司
法
権
は
人
間
を
平
等
に
扱

う
が
、
人
間
の
権
利
、
功
績
又
は
過
失
に
対
し
て
は
例
外
を
設
け
る
。
宗
教
団
体
は
人
間
を
偏
頗
的

に
は
扱
わ
な
い
が
、
そ
の
人
の
宗
教
に
つ
い
て
は
別
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
ピ
ク
テ
さ
ん
、
救
済
に
よ
っ
て
、
あ
る
不
平
等
を
正
す
た
め
に
、
別
の
不

平
等
を
創
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
な
ん
て
、
何
か
数
量
的
な
考
え
方
で
す
ね
。
不
平
等
の
程
度
っ
て
、

数
値
で
表
し
て
定
量
的
に
扱
え
る
の
で
す
か
。
苦
痛
の
程
度
も
、
幸
福
の
程
度
も
、
正
確
な
数
値
化

な
ん
て
不
可
能
で
し
ょ
う
」 

ピ
ク
テ 

「
ま
だ
説
明
は
続
い
て
い
る
の
で
す
。
五
〇
頁
か
な
・
・
・
こ
の
原
則
は
、
し
か
し

な
が
ら
例
外
的
に
、
受
益
者
自
身
の
行
為
に
よ
つ
て
実
行
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。 

例
え
ば
、
当
事
者
自
身
が
危
害
を
被
つ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
犠
牲
的
精
神
か
ら
そ
の
利
益

を
他
の
自
分
よ
り
も
軽
い
危
害
を
被
つ
て
い
る
人
に
譲
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。 

 

比
例
の
原
則
は
、
以
上
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
と
お
り
、
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
に
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
原
理
の
中
に
は
寧
ろ
暗
黙
的
に
含
ま
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
お

そ
ら
く
当
然
の
理
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
こ
れ
を
明
示
し
な
か
つ
た
こ
と
は
、
あ
る
人
達
に
と
り
気
に
な
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
物

的
援
助
に
つ
い
て
赤
十
字
の
取
つ
た
方
針
が
必
ず
し
も
終
始
一
貫
し
な
か
つ
た
こ
と
を
認
め
ね
ば

な
ら
な
い
。 

例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
内
乱
に
際
し
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
は
、
原
則
的
理
由
で
そ
の
集
め
た
救
護

物
資
を
、
両
陣
営
に
均
等
に
、
分
配
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
両
陣
営
の
領
域
が
大
体
同
じ
大

き
さ
で
あ
り
、
両
陣
営
の
必
要
性
も
大
体
同
様
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
う
や
る
こ
と
は
難
か
し
く

は
な
か
つ
た
。 

し
か
し
、
理
論
的
に
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
単
な
る
思
想
の
混
乱
に
過
ぎ
ず
、
後

に
述
べ
る
中
立
の
原
則
の
誤
つ
た
解
釈
に
起
因
す
る
。 
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二
つ
の
国
に
対
し
、
赤
十
字
が
平
等
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
唯
一
つ
の
事
柄
は
、
『
奉
仕
の
心

構
え
』
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
な
ん
か
、
す
ご
い
逃
げ
方
だ
け
ど
・
・
・
）
二
つ
の
国
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
必
要
度
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、
援
助
の
大
き
さ
も
差
別
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
な
。
必
要

度
の
大
き
さ
の
評
価
っ
て
、
簡
単
な
の
で
し
ょ
う
か
」 

ピ
ク
テ 

「
今
は
、
原
理
的
な
話
を
し
て
い
る
の
で
す
。
具
体
的
な
技
術
的
問
題
点
を
指
摘
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
差
別
は
量
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
時
間
的
差
別
と
い
う
概
念
も
あ
り
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
の
こ
と
も
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
五
一
頁
に
行
き
ま
す
よ
・
・
・
一
方
、
一
九
四
九
年
に

改
正
さ
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
最
早
沈
黙
を
守
つ
て

い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
さ
き
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
条
約
は
『
不
利
な
性
格
』
を
有
す
る
差
別
だ
け

を
禁
じ
て
い
る
。 

表
現
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
い
い
表
わ
し
た
か
つ
た
こ
と
は
『
あ
る
種
の
差
別
は
許
さ

れ
る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
差
別
は
正
に
、
被
保
護
者
の
苦
痛
、
危
難
又
は
天
性
の
弱
体
に

基
く
も
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
女
性
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
予
見
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
性
に
対
す
る
特
別
の
注
意

を
以
つ
て
取
扱
わ
れ
る
。
同
様
に
子
供
や
老
人
を
優
遇
す
る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
加
え
て
、
一
九

四
九
年
の
外
交
会
議
は
、
熱
帯
的
気
候
に
慣
れ
て
い
る
も
の
が
寒
国
に
捕
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

住
居
、
暖
房
又
は
衣
類
に
つ
き
特
別
の
条
件
を
認
め
て
い
る
。
又
条
約
の
他
の
規
定
は
、
長
期
被
抑

留
者
の
釈
放
又
は
帰
国
を
予
見
し
て
い
る
。
何
と
な
れ
ば
、
収
容
の
継
続
は
確
か
に
苦
痛
の
源
泉
で

あ
り
、
収
容
期
間
は
人
間
の
抵
抗
能
力
を
消
耗
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

救
護
の
数
量
的
差
別
の
外
に
、
条
約
は
、
よ
り
一
層
は
つ
き
り
と
時
間
的
差
別
を
規
定
し
て

い
る
。 

即
ち
、
一
九
四
九
年
の
第
一
条
約
の
、
第
十
二
条
は
、
正
に
『
医
療
上
の
緊
急
性
の
み
が
手
当

の
優
先
を
決
定
す
る
』
と
言
明
し
て
い
る
。 

仮
に
、
あ
る
場
所
で
、
軍
の
衛
生
部
隊
が
大
勢
の
負
傷
者
に
出
会
つ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合

医
者
は
、
国
籍
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
先
づ
手
遅
れ
と
な
れ
ば
死
に
又
は
重
大
な
結
果
に
な
る
者
を
手

当
し
、
次
い
で
至
急
手
当
し
な
い
で
も
よ
い
者
の
手
当
を
す
る
で
あ
ろ
う
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
軽
傷
者
が
多
数
の
中
に
、
少
数
の
重
傷
者
が
い
る
時
は
、
問
題
な
い
で
し

ょ
う
。
で
も
重
傷
者
が
多
数
い
て
、
全
員
を
救
う
見
込
み
が
な
い
と
き
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。
少

し
で
も
重
傷
の
者
を
捜
し
出
す
の
で
す
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
無
理
で
す
よ
」 

ピ
ク
テ 

「
そ
れ
は
で
す
ね
、
医
師
で
あ
る
貴
方
が
、
よ
く
比
例
原
則
を
理
解
し
、
医
療
の
場

で
ど
う
す
る
か
研
究
し
て
欲
し
い
。
そ
う
だ
、
参
考
に
な
る
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
五
二
頁
を
見
て
く

だ
さ
い
・
・
・
平
等
の
原
則
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
比
例
の
原
則
も
赤
十
字
機
構
の
命
ず
る
形
式
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に
従
つ
て
運
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
各
国
赤
十
字
社
は
、
こ
の
原
則
の
適
用
を
そ
の
国
内
の
分
野
に

制
限
す
る
で
あ
ろ
う
。
国
際
機
関
は
、
こ
れ
を
世
界
的
基
盤
に
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
こ
の
後
者
の
場
合
で
も
、
国
際
機
関
に
と
つ
て
は
そ
れ
は
一
つ
の
理
論
上
の
理
想
と
し

て
で
あ
つ
て
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
に
近
づ
く
こ
と
に
努
め
は
す
る
が
、
日
常
生
活
で
は
、
完
全
に
は
、

実
現
出
来
な
い
も
の
と
し
て
で
あ
ろ
う
。 

な
ん
と
な
れ
ば
、
物
的
救
恤
品
の
分
野
で
は
、
赤
十
字
の
国
際
機
関
は
何
よ
り
も
他
人
の
贈
与

を
取
り
次
ぐ
仲
介
者
で
あ
り
、
し
か
る
に
こ
の
種
の
慈
善
は
、
こ
の
世
の
中
で
は
、
遺
憾
な
が
ら
、

殆
ど
常
に
、
偏
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
物
的
救
恤
品
？
、
苦
痛
や
生
命
と
い
っ
た
人
的
問
題
を
解
決
す

る
手
段
に
は
、
物
的
資
源
の
配
布
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
ま
で
分
割
可
能
な
も
の
と
、
担
当
医
師
の

割
り
当
て
な
ど
人
的
資
源
の
配
布
の
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
可
分
な
も
の
と
が
あ
る
。
数

値
で
扱
え
る
物
的
援
助
は
、
比
例
原
則
と
馴
染
み
や
す
い
。
患
者
の
治
療
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た

の
に
、
ピ
ク
テ
が
話
題
を
物
的
援
助
に
変
え
た
の
は
、
逃
げ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
）
」 

ピ
ク
テ 

「
国
内
の
場
合
だ
ろ
う
が
外
国
で
あ
ろ
う
が
、
戦
争
だ
ろ
う
が
天
災
だ
ろ
う
が
、
災

害
の
起
つ
た
場
合
、
人
々
が
そ
の
恩
恵
を
分
配
す
る
の
は
、
何
等
か
の
因
縁
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

故
に
例
え
ば
、
宗
教
団
体
は
そ
の
信
徒
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
し
、
職
業
団
体
は
そ
の
同
業
者
を
、

政
治
団
体
は
そ
の
支
持
者
を
救
う
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
現
象
は
、
真
の
博
愛
及
び
最
高
の
正
義
を
要
求
す
る
理
想
と
は
隔
り
が

あ
る
に
し
て
も
、
感
情
又
は
実
際
的
理
由
に
よ
つ
て
説
明
で
き
る
。
親
類
同
志
が
互
に
援
け
合
う
場

合
の
よ
う
に
、
人
は
自
分
に
一
番
近
い
、
自
分
に
依
存
す
る
と
認
め
る
者
の
面
倒
を
み
る
も
の
で
あ

る
。 フ

ラ
ン
ス
語
の
『
隣
人
』
と
い
う
言
葉
の
最
初
の
意
味
は
こ
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
？ 

こ
の
よ

う
に
、
人
は
自
分
に
責
任
が
あ
り
、
自
分
に
特
別
の
利
害
関
係
の
あ
る
も
の
を
世
話
し
、
他
人
が
密

接
な
関
係
を
も
つ
人
に
対
し
て
は
、
他
人
が
や
る
の
に
任
せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
は
偶
々
人
か
ら
最

も
多
量
の
愛
を
克
ち
う
る
こ
と
と
な
る
。
犠
牲
的
愛
よ
り
も
感
情
的
愛
の
方
が
遙
か
に
ひ
ろ
く
行
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

故
に
国
際
的
分
野
に
お
い
て
は
、
救
恤
品
の
伝
達
は
、
多
く
の
場
合
、
寄
贈
者
の
意
思
に
よ

り
、
あ
る
特
定
の
種
類
の
人
に
対
し
仕
向
け
ら
れ
、
仲
介
者
は
そ
の
意
思
を
無
視
で
き
な
い
。
救
護

活
動
が
盛
と
な
る
戦
時
に
お
い
て
は
、
各
国
の
政
府
及
び
赤
十
字
社
は
、
そ
の
国
の
人
を
主
と
し
て

救
護
す
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
機
構
の
国
家
的
性
格
に
省
み
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。 

従
つ
て
国
際
委
員
会
は
使
途
を
特
定
さ
れ
た
負
担
付
贈
物
を
預
り
、
そ
れ
を
分
配
す
る
機
関
と

な
る
。
蓋
し
博
愛
と
い
う
名
に
は
、
あ
ま
り
相
応
し
く
な
い
一
方
的
な
恩
恵
で
あ
つ
て
も
、
有
益
に

は
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る
。 
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不
幸
な
人
達
の
中
の
少
く
も
一
部
が
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
他
の
不
幸
な
人
が
救
わ

れ
な
い
ま
ま
で
い
る
場
合
で
も
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
え
っ
、
じ
ゃ
あ
、
敵
の
負
傷
兵
よ
り
味
方
の
負
傷
兵
を
優
先
し
て
救
う
こ

と
は
、
ど
う
な
る
の
か
な
。
軍
隊
の
医
療
活
動
に
必
要
な
費
用
は
、
各
国
民
の
税
金
な
の
だ
け
ど
」 

ピ
ク
テ 

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
は
、
わ
か
っ
て
な
い
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
を
許
せ
ば
、
赤

十
字
は
台
無
し
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
貴
方
は
比
例
原
則
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
な
い
の
で
す
よ
。
比
例

原
則
に
は
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
加
わ
り
ま
す
。
そ
の
制
約
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
の
で
す
よ
。
五
三

頁
に
行
き
ま
し
ょ
う
・
・
・
そ
う
で
あ
つ
て
も
、
例
え
ば
国
際
委
員
会
の
よ
う
な
団
体
は
、
人
間
の

自
然
か
ら
出
て
く
る
こ
の
よ
う
な
偏
頗
な
救
助
を
、
不
幸
の
程
度
に
応
じ
て
援
助
を
与
え
よ
う
と
す

る
赤
十
字
の
理
想
と
、
調
和
さ
せ
よ
う
と
全
力
を
尽
す
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
調
和
だ
と
。
そ
う
言
え
ば
、
似
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た

者
が
居
た
な
あ
。
そ
う
、
衛
生
学
校
の
元
軍
医
だ
。
『
作
戦
上
の
要
求
と
人
道
上
の
要
求
と
を
調
和

さ
せ
る
』
な
ど
と
、
絶
対
に
あ
り
え
な
い
こ
と
を
、
さ
も
成
立
し
得
る
が
ご
と
く
騙
す
と
き
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
だ
。
調
和
と
い
う
言
葉
に
は
要
注
意
だ
な
）
」 

ピ
ク
テ 

「
そ
の
た
め
国
際
委
員
会
は
、
交
付
を
受
け
た
物
資
や
金
を
で
き
る
だ
け
調
和
さ
せ
、

ま
だ
何
も
受
け
て
い
な
い
犠
牲
者
の
た
め
に
新
ら
し
い
恩
恵
を
懇
請
し
、
自
由
処
分
を
任
さ
れ
た
品

に
対
し
て
は
一
番
困
つ
て
い
る
も
の
に
与
え
、
後
者
の
よ
う
な
品
を
多
く
す
る
よ
う
に
努
め
る
。 

そ
れ
に
は
国
際
委
員
会
は
戦
時
に
お
い
て
は
中
立
国
の
赤
十
字
社
に
訴
え
る
。
中
立
国
の
赤
十

字
社
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ど
こ
へ
救
護
の
手
を
差
し
の
べ
て
も
中
立
違
反
と
は
な
ら
な
い
。

故
に
国
際
委
員
会
は
、
中
立
国
の
赤
十
字
社
に
、
そ
の
協
力
を
一
番
困
つ
て
い
る
方
面
へ
向
け
る
よ

う
勧
奨
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
公
的
援
助
の
欠
陥
を
補
足
す
る
こ
と
に
よ
り
人
間
間
の
均
衡
を

恢
復
す
る
こ
と
は
、
不
幸
な
人
々
に
対
し
『
誰
れ
も
汝
を
愛
せ
ざ
る
が
故
に
我
れ
汝
を
愛
し
、
皆
が

汝
を
毛
嫌
い
す
る
に
よ
り
我
れ
汝
を
愛
す
』
と
ま
で
も
い
う
赤
十
字
精
神
に
従
い
、
行
動
す
る
こ
と

で
あ
る
。 

実
際
、
国
際
委
員
会
は
、
寄
贈
者
に
対
し
、
説
得
す
る
以
外
に
手
を
も
た
な
い
。
も
し
、
圧
力

を
か
け
る
た
め
救
恤
晶
の
輸
送
を
拒
む
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
つ
て
犠
牲
者
自
身
が
苦
し
む
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。 

 

『
隣
人
』
と
い
う
言
葉
の
当
初
の
意
味
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
考
察
は
、
純
地
理
的
な
基
盤

に
も
あ
て
は
ま
る
。 

例
え
ば
災
害
が
起
つ
た
よ
う
な
場
合
、
災
害
地
の
近
隣
の
住
民
は
一
番
熱
心
に
、
進
ん
で
犠
牲

者
を
救
護
す
る
。 
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そ
の
理
由
は
、
人
は
、
自
分
の
眼
で
見
、
自
分
の
指
で
触
れ
た
人
の
苦
痛
に
対
し
て
の
み
同
情

心
が
涌
き
、
相
互
依
存
の
感
情
が
呼
び
醒
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で

は
な
く
、
自
分
達
自
身
も
困
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

博
愛
は
近
眼
で
あ
つ
て
、
想
像
力
と
い
う
眼
鏡
を
か
け
な
い
と
近
い
も
の
し
か
見
え
な
い
。
そ

れ
故
に
、
あ
た
か
も
物
理
的
距
離
の
近
い
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
悲
惨
さ
を
焼
き
つ
か
せ
、
距
離

の
遠
い
こ
と
が
悲
惨
さ
を
ぼ
か
し
て
し
ま
う
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
勿
論
そ
れ
に
加
え
て
距
離
の
遠

い
こ
と
は
、
輸
送
を
困
難
に
し
、
救
護
活
動
の
費
用
を
嵩
ま
せ
る
。 

要
す
る
に
物
理
の
法
則
と
同
じ
よ
う
に
、
救
護
の
実
施
は
距
離
の
二
乗
に
反
比
例
す
る
と
い
い

う
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
不
可
避
な
法
則
は
、
赤
十
字
に
と
り
辛
い
障
害
と
な
り
、
重
大
な
結
果
を

も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
貧
困
な
大
陸
で
は
貧
困
者
以
外
に
貧
困
者
を
救
う
も
の
が
な
く
、
こ
れ
に

反
し
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
方
で
は
富
裕
な
者
が
富
裕
な
者
を
援
助
す
る
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
間
に
あ
つ
て
、
各
国
赤
十
字
社
は
そ
の
名
誉
あ
る
例
外
を
つ
く
つ
て
い

る
」 ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
な
る
ほ
ど
、
比
例
の
原
則
と
い
っ
て
も
、
実
現
は
難
し
い
の
で
す
ね
。
だ

か
ら
ピ
ク
テ
さ
ん
が
発
見
す
る
ま
で
、
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
す
ね
（
・
・
・
実
現
不
可
能
で

あ
り
、
か
つ
実
現
す
る
価
値
も
怪
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
な
。
数
値
化
で
き
る

な
ら
と
も
か
く
、
数
値
化
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
比
例
も
、
反
比
例
も
無
い
だ
ろ
う
・
・
・
）
」 

ピ
ク
テ 

「
そ
う
で
す
ね
、
制
約
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
よ
。
五
四
頁
を
見
て
く
だ
さ
い
・
・
・

そ
れ
と
同
様
に
、
軍
人
は
、
街
道
で
女
や
子
ど
も
を
射
殺
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ

ど
も
飛
行
機
の
上
か
ら
な
ら
、
爆
弾
を
落
し
何
百
人
の
婦
女
子
を
殺
し
て
も
平
気
で
い
ら
れ
る
。 

 

比
例
の
原
則
は
そ
の
他
の
事
情
に
よ
つ
て
も
あ
る
種
の
制
約
を
う
け
る
。 

ま
づ
赤
十
字
が
干
渉
す
る
た
め
に
は
当
局
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
又
、
救
護
を
無
期
限
に
行

う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
好
ま
し
く
な
い
場
合
も
あ
る
。
効
果
的
な
救
護
を
や
る
に
は
、
救
護
が

完
全
で
あ
り
、
相
当
長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
が
多
い
。 

従
つ
て
、
方
々
へ
手
を
拡
げ
て
し
ま
つ
て
、
至
る
と
こ
ろ
救
護
が
手
薄
と
な
る
よ
り
も
、
あ
る

一
点
に
救
護
を
集
中
す
る
方
が
効
果
的
な
場
合
が
あ
る
。
又
も
つ
と
広
い
人
道
的
見
地
か
ら
手
加
減

を
必
要
と
す
る
場
合
も
起
る
。 

例
え
ば
、
伝
染
病
患
者
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
感
染
を
阻
止
し
又
は
予
防
す
る
上
に
必
要
で
あ

つ
て
、
そ
う
で
な
い
と
、
更
に
新
ら
し
い
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
に
な
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
ピ
ク
テ
は
医
療
の
こ
と
を
、
ど
の
程
度
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
伝
染
病
患
者
に
対
し
て
は
、
隔
離
し
て
放
置
す
る
と
い
う
方
法
も
選
択
肢
の
中
に
あ
る
。
隔
離

を
優
先
し
て
実
施
す
れ
ば
感
染
拡
大
を
阻
止
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
伝
染
病
患
者
の
治
療
を
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優
先
す
る
か
ど
う
か
は
、
ま
た
別
問
題
で
あ
る
。
仮
に
、
隔
離
優
先
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
比
例
原
則
と
は
、
ま
っ
た
く
関
係
の
無
い
話
だ
ろ
う
）
」 

ピ
ク
テ
「 

比
例
の
原
則
を
守
る
た
め
に
は
、
世
の
中
の
困
窮
に
対
し
深
い
知
識
を
要
す
る
。

効
果
的
な
救
護
は
、
鑑
識
力
と
同
様
、
知
性
を
必
要
と
す
る
。
博
愛
に
は
知
識
が
伴
う
。 

こ
の
原
則
を
正
確
に
実
行
し
よ
う
と
思
つ
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
全
知
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

現
に
、
実
際
問
題
と
し
て
赤
十
字
は
、
当
事
者
か
ら
の
要
請
が
あ
つ
て
初
め
て
救
助
す
べ
き
不

幸
が
な
ん
で
あ
る
か
を
知
ら
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
勿
論
、
赤
十
字
は
こ
れ
ら
の
要
請
が
理
由
あ
る

も
の
か
否
か
を
検
討
す
る
が
、
要
請
を
受
け
て
そ
れ
に
応
ず
る
だ
け
で
済
ま
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

無
言
で
、
黙
つ
て
忍
ん
で
い
る
苦
痛
、
表
現
さ
れ
な
い
悲
惨
事
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。
無
知
又
は
恐

怖
の
た
め
、
重
苦
し
い
沈
黙
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
不
幸
も
、
あ
ま
り
に
多
い
。
赤
十
字
は

そ
れ
ら
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
比
例
原
則
と
は
難
し
い
原
則
で
す
ね
。
い
き
な
り
具
体
的
、
表
面
的
な
比

例
を
考
え
た
の
が
間
違
い
で
し
た
」 

ピ
ク
テ 

「
そ
う
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
も
、
原
則
と
は
何
か
、
わ
か
り
か
け
て
き
た
よ
う
で

す
ね
。
で
は
、
五
八
頁
・
・
・
例
え
ば
、
大
き
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
敵
の
犠
牲
者
は
、
よ
り

小
さ
い
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
味
方
の
友
人
よ
り
も
厚
い
救
護
を
う
け
、
深
い
傷
を
負
つ
て
い
る

も
の
は
仮
り
に
そ
の
人
が
犯
人
で
あ
つ
て
も
、
軽
い
傷
を
う
け
て
い
る
正
直
者
よ
り
、
優
先
的
に
手

当
を
う
け
る
こ
と
が
正
し
い
と
、
人
は
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
意
味
で
は
、
比
例
の
原
則
と
い
う
か
わ
り
に
、
公
正
の
原
則
と
い
つ
た
方
が
よ
い
か
も
わ

か
ら
な
い
。
『
あ
る
規
則
に
か
な
つ
て
い
る
』
と
い
う
意
味
で
の
正
し
い
と
い
う
こ
と
と
『
人
間
の

崇
高
な
理
想
に
適
つ
て
い
る
』
と
い
う
意
味
で
の
正
し
い
と
い
う
こ
と
と
、
二
つ
の
思
想
を
い
い
あ

ら
わ
す
の
に
、
『
正
し
い
』
と
い
う
一
つ
の
言
葉
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
隣
人
愛
の
場
合
と
同

じ
よ
う
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
要
す
る
に
本
章
の
結
論
と
し
て
、
博
愛
と
正
義
と
は
相
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、

よ
り
高
い
次
元
に
お
い
て
は
互
に
結
ば
れ
、
支
持
し
合
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

赤
十
字
は
最
高
の
意
味
に
お
け
る
正
義
の
機
関
で
あ
り
、
最
高
の
正
義
に
お
い
て
は
、
博
愛
が

人
間
の
作
つ
た
法
規
よ
り
も
優
先
す
る
。 

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
最
大
多
数
の
社
会
的
進
歩
と
幸
福
の
源
と
な
る
世
界
的
正
義
は
、
博
愛

の
段
階
に
ま
で
到
達
し
よ
う
と
し
、
そ
こ
に
お
い
て
、
人
類
の
希
求
す
る
新
ら
し
い
世
界
を
予
顕
す

る
」 ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
出
た
っ
、
最
大
多
数
の
幸
福
だ
っ
・
・
・
赤
十
字
が
、
最
高
の

意
味
に
お
け
る
正
義
の
機
関
だ
っ
て
？ 

正
義
っ
て
ど
ん
な
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
キ

リ
ス
ト
教
的
正
義
と
イ
ス
ラ
ム
教
的
正
義
と
は
、
仲
悪
い
み
た
い
だ
し
。
そ
も
そ
も
、
正
義
が
異
な
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る
か
ら
敵
味
方
に
分
か
れ
て
戦
争
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
ピ
ク
テ
は
、
こ
こ
で
正
義
を
持
ち
出
し
て
、

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
。
世
界
的
正
義
が
、
最
大
多
数
の
社
会
的
進
歩
と
幸
福
の
源
だ
っ

て
？ 
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
あ
。 

そ
う
言
え
ば
、
『
だ
れ
が
絶
対
的
な
正
義
の
基
準
を
持
つ
て
い
る
と
誇
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
』

っ
て
言
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
な
あ
。
矛
盾
が
多
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
す
る
・
・
・
）
」 

ピ
ク
テ 

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
、
ボ
ケ
ー
っ
と
し
な
い
で
。
六
〇
頁
で
す
よ
・
・
・
赤
十
字

ハ
、
誰
ニ
対
シ
テ
デ
モ
依
怙
贔
屓
ヲ
シ
タ
リ
、
先
入
観
ヲ
モ
ツ
テ
対
処
ス
ル
コ
ト
ハ
シ
ナ
イ
。 

 

こ
れ
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
述
べ
よ
う
と
す
る
、
公
平
以
下
三
つ
の
原
則
は
、
い
ず
れ
も
赤
十
字

が
皆
か
ら
信
頼
を
博
す
る
上
に
お
い
て
必
要
な
も
の
で
あ
つ
て
、
誰
れ
か
ら
で
も
信
頼
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
赤
十
字
に
と
つ
て
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
原
則
は
、
わ
れ

わ
れ
が
さ
き
に
述
べ
た
根
本
的
規
則
が
厳
格
に
守
ら
れ
る
た
め
に
は
是
非
と
も
必
要
と
す
る
保
障

で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
大
事
な
こ
と
だ
け
確
認
し
て
お
こ
う
・
・
・
）
赤
十
字
は
、
贔

屓
《
ひ
い
き
》
し
な
い
の
で
す
な
、
無
差
別
な
の
で
す
な
」 

ピ
ク
テ 

「
そ
う
で
す
。
無
差
別
で
す
。
真
の
平
等
を
め
ざ
す
の
で
す
。
そ
れ
は
比
例
原
則
の

実
現
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
の
で
す
。
六
三
頁
・
・
・
正
義
に
は
、
道
徳
的
公
正
に
つ
い
て

で
あ
ろ
う
が
、
又
は
社
会
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
正
義
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
が
、
正
義
の
拠
り
ど
こ
ろ

と
な
る
法
則
又
は
高
級
な
掟
の
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
そ
う
、
そ
う
。
前
提
が
違
え
ば
、
何
が
正
義
か
も
異
な
り
ま
す

よ
な
）
」 

「
赤
十
字
の
公
平
は
、
或
る
規
則
を
適
用
す
る
場
合
に
、
利
害
関
係
や
感
情
に
よ
つ
て
、
或
る

人
又
は
或
る
人
の
群
に
対
し
、
有
利
に
又
は
不
利
に
し
な
い
こ
と
に
あ
る
。 

こ
の
規
則
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
既
に
述
べ
た
人
道
、
平
等
及
び
比
例
の
原
則
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
比
例
原
則
っ
て
、
人
道
の
原
則
や
平
等
の
原
則
と
並
び
称
せ
ら

れ
る
よ
う
な
重
要
原
則
な
の
か
な
あ
）
」 

ピ
ク
テ 

「
即
ち
、
『
苦
痛
に
悩
ん
で
い
る
人
は
救
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
』
『
同
じ
危
難
に
対

す
る
救
助
は
又
等
し
い
』
『
危
難
が
同
一
で
な
い
場
合
は
必
要
性
と
緊
急
性
に
よ
つ
て
条
件
づ
け
ら

れ
る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
、
公
平
は
、
適
用
す
べ
き
規
準
そ
の
も
の
と
は
、
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
公
平
の
関
知

す
る
の
は
規
準
を
適
用
す
べ
き
方
法
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
」 
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ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
例
え
ば
で
す
よ
。
ギ
リ
シ
ャ
の
陸
軍
一
万
と
ペ
ル
シ
ャ
の
陸
軍
三
万
が
戦

争
す
る
と
き
、
ギ
リ
シ
ャ
は
ペ
ル
シ
ャ
の
三
倍
の
危
機
を
抱
え
て
い
ま
す
か
ら
、
赤
十
字
は
ギ
リ
シ

ャ
に
三
百
名
の
医
療
支
援
団
を
送
り
込
み
、
ペ
ル
シ
ャ
に
は
百
名
の
医
療
支
援
団
を
送
り
こ
む
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
犠
牲
者
の
発
生
は
、
こ
ん
な
単
純
な
比
例
関
係
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
。 こ

の
場
合
の
問
題
は
、
赤
十
字
が
送
り
込
ん
だ
医
療
支
援
団
は
、
戦
力
回
復
に
貢
献
し
て
い
る

と
見
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
支
援
が
ペ
ル
シ
ャ
へ
の
支
援
よ
り
格

段
に
多
い
の
で
、
赤
十
字
は
ギ
リ
シ
ャ
に
味
方
し
て
い
る
と
」 

ピ
ク
テ 

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
も
、
下
ら
ん
こ
と
を
考
え
る
も
の
で
す
ね
。
七
二
頁
・
・
・

新
ら
し
い
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
一
条
約
に
よ
れ
ば
、
病
院
部
隊
に
対
す
る
保
護
の
打
切
ら
れ
る
の
は
、『
人

道
的
義
務
以
外
に
お
い
て
』
こ
れ
ら
の
部
隊
が
有
害
な
行
動
を
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
。 蓋

し
、
も
つ
と
狭
い
実
利
的
見
地
か
ら
い
う
な
ら
ば
赤
十
字
の
仕
事
は
、
そ
れ
自
体
あ
る
程
度

軍
事
行
動
の
障
害
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。 

赤
十
字
が
戦
闘
員
を
『
再
生
』
す
る
こ
と
は
、
如
何
に
少
し
で
は
あ
つ
て
も
、
戦
闘
力
を
増
す

こ
と
に
赤
十
字
が
協
力
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

若
し
厳
密
な
軍
事
上
の
利
益 

―
― 

但
し
、
そ
れ
を
軍
事
上
の
利
益
と
見
る
こ
と
は
実
は
誤
り

な
の
で
あ
る
が 

―
― 

か
ら
い
う
な
ら
ば
、
負
傷
兵
は
将
来
何
時
か
再
び
危
険
と
な
り
う
る
敵
と
看

做
さ
れ
、
そ
し
て
敵
を
援
助
す
る
も
の
は
反
逆
者
と
看
做
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
久
し
い
以
前
か
ら
過
去
の
思
想
と
な
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
と
わ
れ
わ
れ

は
い
い
た
い
。 

し
か
る
に
、
今
日
で
も
あ
る
人
々
の
間
に
、
或
は
あ
る
衛
生
機
関
中
に
お
い
て
さ
え
、
こ
の
よ

う
な
思
想
が
存
続
し
て
お
り
、
或
は
復
活
し
て
い
る
の
を
見
て
、
わ
れ
わ
れ
は
愕
然
と
す
る
。 

そ
こ
で
、
新
ら
し
い
条
約
の
中
で
、
赤
十
字
の
博
愛
的
な
活
動
は
、
国
際
法
の
当
該
規
定
と
人

道
の
大
原
則
の
枠
内
に
留
る
限
り
、
常
に
合
法
的
で
あ
り
、
決
し
て
敵
対
行
為
を
構
成
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
明
確
に
表
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
つ
た
。 

狂
暴
な
本
能
の
容
赦
な
き
爆
発
、
野
蛮
性
の
止
め
度
な
き
血
な
ま
ぐ
さ
い
勝
利
、
こ
れ
が
過
去

の
戦
争
で
あ
り
、
現
在
で
も
そ
う
だ
と
み
て
い
る
人
が
あ
る
が
、
世
界
歴
史
に
お
い
て
、
戦
争
は
、

今
な
お
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

し
か
し
、
戦
争
は
最
早
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
な
つ
た
。 
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一
八
六
四
年
八
月
二
十
二
日
、
列
強
は
赤
十
字
条
約
を
厳
粛
に
調
印
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
心

の
至
上
命
令
に
従
い
、
国
家
の
利
益
及
び
主
権
の
一
部
を
犠
牲
に
供
し
た
。
こ
の
犠
牲
は
絶
対
的
な

も
の
で
あ
つ
た
。 

こ
れ
は
異
常
な
こ
と
で
あ
り
、
矛
盾
で
あ
る
と
一
部
の
人
々
の
眼
に
は
映
ず
る
か
も
わ
か
ら
な

い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
敵
を
殺
す
こ
と
が
戦
争
の
特
質
で
あ
る
の
に
、
列
強
は
敵
兵
を
殺
す
こ
と
を

禁
じ
た
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
代
価
に
於
て
、
人
は
人
間
の
祖
先
伝
来
の
憎
し
み
の
中
に
、
一
つ
の
す
き
間
を

作
つ
た
の
で
あ
る
。
文
明
の
最
も
輝
か
し
い
勝
利
の
一
つ
に
対
す
る
代
価
と
し
て
は
、
こ
の
犠
牲
は

高
価
な
も
の
で
は
な
い
」 

ピ
ク
テ 

「
だ
か
ら
で
す
ね
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
、
ギ
リ
シ
ャ
が
ど
う
の
、
ペ
ル
シ
ャ
が
ど

う
の
と
い
っ
た
こ
と
は
、
赤
十
字
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
の
で
す
。
そ
も
そ
も
あ
な
た
は
、
敵

負
傷
兵
の
治
療
を
し
た
の
で
す
か
。
あ
な
た
は
、
し
っ
か
り
赤
十
字
の
基
礎
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
か

な
い
と
、
比
例
原
則
の
理
解
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。
八
三
頁
を
見
て
く
だ
さ
い
・
・
・
比
例
の

原
則
を
検
討
し
た
際
述
べ
た
よ
う
に
、
赤
十
字
が
そ
の
恩
恵
を
施
す
場
合
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
只
一

つ
の
正
し
い
基
準
は
、
各
個
人
の
必
要
と
緊
急
の
度
合
だ
け
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
だ
ん
だ
ん
、
頭
が
コ
ン
ガ
ラ
が
っ
て
来
た
ぞ
）
」 

ピ
ク
テ 

「
ど
う
し
ま
し
た
か
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
。
比
例
原
則
は
、
国
の
よ
う
な
集
団
に

対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
一
〇
九
頁
に
行
き
ま
す
・
・
・
故
に
赤
十
字
の
或
る

機
関
が
何
等
か
の
行
動
を
起
し
又
は
決
定
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
常
に
、
な
に
よ
り
も
さ

き
に
、
救
う
べ
き
人
の
人
道
的
利
益
が
な
ん
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
利
益
に
役
立
つ
か
否
か
を
自
問

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
こ
に
い
う
人
道
的
利
益
と
は
、
各
個
人
が
そ
の
苦
痛
を
軽
減
さ
れ
、
人
間
的
な
取
扱
い
を
受

け
る
こ
と
の
利
益
を
意
味
す
る
。 

こ
れ
が
赤
十
字
活
動
に
お
け
る
最
も
貴
重
な
規
則
で
あ
つ
て
、
赤
十
字
が
赤
十
字
に
提
供
さ
れ

た
問
題
の
大
部
分
を
、
決
し
て
誤
り
を
犯
す
危
険
な
し
に
、
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
る
『
黄
金
律
』

で
あ
る
。
こ
の
黄
金
律
は
、
赤
十
字
が
困
難
な
道
を
通
る
場
合
、
磁
石
の
針
よ
り
も
正
確
に
、
方
向

を
示
し
て
く
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
い
う
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
勿
論
、
苦
痛
に
悩
む
人
の
本
当
の
利
益
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
ん
で
あ
る
か
は
、
個
々
の
場
合
与
え
ら
れ
た
諸
条
件
を
注
意
深
く

秤
に
か
け
た
上
で
、
き
め
ね
ば
な
ら
な
い
。 

獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
最
大
多
数
の
最
大
利
益
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
『
こ
こ
に
い
う
人
道
的
利
益
と
は
、
各
個
人
が
そ
の
苦
痛
を
軽

減
さ
れ
、
人
間
的
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
の
利
益
を
意
味
す
る
』
っ
て
言
っ
て
た
よ
な
。
で
も
『
獲
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得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
最
大
多
数
の
最
大
利
益
』
と
来
た
か
。
最
大
多
数
の
最
大
利
益
と

は
、
組
織
の
利
益
の
こ
と
だ
・
・
・
）
」 

ピ
ク
テ 

「
し
か
し
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
多
く
の
場
合
、
犠
牲
者
の
目
前
の
利
益
に
よ
つ

て
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
こ
で
は
生
命
と
健
康
と
が
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら

は
無
上
に
貴
重
な
も
の
で
あ
つ
て
、
し
か
も
時
間
は
そ
れ
ら
に
対
し
恐
る
べ
き
影
響
を
与
え
る
か
ら

で
あ
る
。 

赤
十
字
は
こ
の
よ
う
に
貴
重
な
も
の
を
賭
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
手
遅
れ
と
な
つ
た
ら
致

命
的
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
い
る
が
故
に
、
も
し
将
来
の
結
果
が
疑
わ
し
い
な
ら
ば
、
赤
十
字
は
危

険
を
踏
む
こ
と
は
し
な
い
。 

赤
十
字
は
、
『
明
日
百
人
を
救
い
う
る
か
も
知
れ
な
い
た
め
に
、
今
日
の
一
人
の
命
を
犠
牲
に

供
す
る
』
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
。
何
と
な
れ
ば
繰
り
返
し
て
い
う
が
、
赤
十
字
に
と
つ
て
は
、『
目

的
は
手
段
を
正
当
化
し
な
い
』
か
ら
で
あ
る
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
（
・
・
・
あ
あ
、
も
う
限
界
だ
。
『
犠
牲
者
の
目
前
の
利
益
に
よ
つ
て
決

定
さ
れ
る
』
ほ
ど
個
人
が
一
番
大
事
で
あ
り
、
『
明
日
の
百
人
よ
り
今
日
の
一
人
』
を
優
先
す
る
の

で
は
、
『
最
大
多
数
の
最
大
利
益
』
の
獲
得
と
い
う
目
標
と
は
対
立
す
る
だ
ろ
う
。 

真
理
と
は
、
何
ら
か
の
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
酷
す
ぎ
る
。 

も
っ
と
も
、
ピ
ク
テ
が
、
『
ど
れ
だ
け
の
犠
牲
を
払
っ
て
も
民
主
主
義
を
徹
底
的
に
守
る
こ
と

が
最
大
の
利
益
を
も
た
ら
す
』
と
説
明
し
て
く
れ
れ
ば
、
こ
の
矛
盾
は
解
決
す
る
の
だ
が
・
・
・
）
」 

ナ
ポ
レ
オ
ン 

「
ピ
ク
テ
君
、
ち
ょ
っ
と
待
ち
た
ま
え
。
『
明
日
百
人
を
救
い
う
る
か
も
知
れ

な
い
た
め
に
、
今
日
の
一
人
の
命
を
犠
牲
に
供
す
る
』
と
は
、
余
の
言
っ
た
こ
と
を
誤
解
し
て
い
る

よ
う
だ
ね
。 

余
は
確
か
に
『
一
人
を
救
う
た
め
に
十
人
を
犠
牲
に
す
る
な
』
と
軍
医
に
要
求
し
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
余
は
『
た
と
え
兵
卒
百
人
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
も
ラ
ン
ヌ
師
団
長
を
救
え
』
と

も
要
求
し
た
の
だ
よ
。
余
は
あ
く
ま
で
冷
徹
に
、
戦
術
的
合
理
性
を
追
求
し
た
の
だ
。
将
兵
ひ
と
り

ひ
と
り
の
戦
術
的
価
値
は
異
な
る
の
だ
。 

目
の
前
の
患
者
を
先
着
順
に
治
療
す
る
な
ん
て
、
馬
鹿
な
こ
と
を
言
う
の
じ
ゃ
な
い
よ
。
少
し

冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
た
ま
え
、
負
け
れ
ば
砂
漠
の
蛮
族
に
皆
殺
し
に
さ
れ
る
の
だ
ぞ
。
こ
れ
以

上
に
緊
急
性
を
持
つ
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
、
勝
つ
こ
と
だ
け
が
、
唯

一
、
何
ら
か
の
利
益
を
残
す
の
だ
。 

そ
れ
と
ね
、
人
道
主
義
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
、
西
洋
文
明
の
中
だ
け
で
い
い
ん
だ
よ
。
ピ
ク

テ
君
は
ね
、
日
本
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
も
、
随
分
支
援
し
て
い
る
み
た

い
だ
け
ど
ね
。 
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東
洋
人
が
西
洋
の
価
値
観
を
理
解
す
る
な
ん
て
、
根
本
的
に
無
理
な
ん
だ
よ
」 

ピ
ク
テ 

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
さ
ん
。
あ
な
た
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
守
る
た
め
に
大
い
な
る
貢
献
を

し
た
こ
と
は
認
め
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
あ
な
た
は
、
勝
つ
た
め
に
は
何
で
も
す
る
冷
徹
な
合
理
主
義

者
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
よ
。
私
は
熱
い
人
道
主
義
者
で
す
。 

そ
も
そ
も
、
負
け
れ
ば
皆
殺
し
に
さ
れ
る
よ
う
な
戦
争
を
仕
掛
け
に
行
っ
た
の
は
、
あ
な
た
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。 

で
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
は
、
負
け
れ
ば
皆
殺
し
に
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
自

体
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
先
着
の
負
傷
者
を
、
重
傷
で
戦
力
回
復
を
期
待
で
き
な

い
と
い
う
理
由
で
、
治
療
を
後
回
し
に
す
る
よ
う
な
こ
と
を
命
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
一
三
頁
を

見
て
く
だ
さ
い
。
・
・
・
無
料
の
原
則
は
、
赤
十
字
が
つ
ね
に
そ
の
資
金
の
回
収
を
差
控
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。 

な
ん
と
な
れ
ば
、
手
当
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
は
赤
十
字
の
資
産
を
超
過
し
て
お
り
、
新

し
い
義
務
に
追
い
か
け
ら
れ
て
、
赤
十
字
は
入
る
そ
ば
か
ら
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

天
変
地
異
に
備
え
る
た
め
に
是
非
と
も
別
に
貯
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
絶
対
的
な
予
備
金
以

外
に
は
、
赤
十
字
が
、
そ
の
周
囲
に
余
り
に
も
多
く
の
不
幸
な
人
た
ち
が
泣
き
叫
ん
で
い
る
の
を
ほ

う
つ
て
お
い
て
、
資
本
を
蓄
積
し
そ
の
利
子
で
喰
つ
て
い
た
り
す
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
」 

ナ
ポ
レ
オ
ン 

「
ほ
う
、
君
た
ち
に
は
先
見
の
明
が
無
い
の
か
ね
」 

ピ
ク
テ 

「
近
眼
原
則
と
呼
ぶ
く
ら
い
で
す
か
ら
ね
。
第
一
、
一
寸
先
は
闇
で
し
ょ
う
。
将
来

の
こ
と
は
、
わ
か
ら
な
い
。
明
日
は
、
明
日
の
風
が
吹
く
。
で
も
、
赤
十
字
に
も
先
見
原
則
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
一
六
二
頁
を
見
て
く
だ
さ
い
・
・
・
赤
十
字
ハ
、
何
時
果
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
カ
モ

知
レ
ナ
イ
色
々
ナ
任
務
二
備
エ
ル
タ
メ
、
常
二
、
用
意
ガ
出
来
テ
イ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。 

 

わ
れ
わ
れ
は
、
起
り
得
べ
き
非
難
に
対
し
、
予
め
、
そ
し
て
最
終
的
に
、
回
答
し
て
お
き
た

い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
単
な
る
希
望
や
、
健
全
な
経
営
に
関
す
る
忠
告
を
、
原
則
と
し
て
掲
げ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。 

こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
は
、
赤
十
字
創
立
以
来
提
出
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
要
請
に
つ

い
て
で
あ
り
、
こ
の
機
構
の
最
大
の
特
長
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
見
の
原
則
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

そ
の
重
要
性
を
失
わ
な
か
つ
た
の
に
省
み
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
原
則
を
、
創
立
者
の
与
え
た
位
置
に

置
い
て
お
こ
う
。 

 

実
際
、
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
が
赤
十
字
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
負
傷
者
を
看
護
し
た
た
め

で
は
な
い
。
彼
よ
り
遥
か
以
前
に
、
負
傷
者
を
看
護
し
た
も
の
は
あ
つ
た
。 
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し
か
し
、
彼
の
天
才
の
閃
き
は
、
救
護
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
既
に
平
時
か
ら
、
恒
久
的
に
、

そ
れ
を
準
備
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
理
解
し
た
点
に
あ
る
。
赤
十
字
の
誕
生
と
そ
れ
と

平
行
し
て
行
わ
れ
た
軍
の
衛
生
機
関
の
改
善
と
は
、
こ
の
考
え
方
か
ら
生
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
御
蔭
で
、
何
百
万
と
い
う
人
の
命
が
助
か
つ
た
。 

そ
れ
以
前
は
、
負
傷
者
は
、
両
軍
司
令
官
の
協
定
に
よ
つ
て
時
に
処
理
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た

が
、
そ
の
協
定
は
一
つ
の
戦
に
し
か
通
用
し
な
か
つ
た
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
戦
が
続
く
と
、
衛
生

機
関
は
負
傷
兵
で
氾
濫
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
予
見
す
る
こ
と
を
人
が
欲
し
な
か
つ

た
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
戦
い
ご
と
に
、
何
千
と
い
う
人
が
伝
染
病
の
た
め
死
ん
で
い
つ
た
。
そ
れ
ら
の
人

達
は
、
も
し
手
当
を
し
た
な
ら
ば
死
な
ず
に
す
ん
だ
人
達
で
あ
る 

一
八
七
四
年
、
モ
ア
ニ
エ
は
、
先
見
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
『
戦
争
が
始
つ

て
か
ら
、
大
急
ぎ
で
、
負
傷
者
や
病
人
の
救
護
を
不
用
意
に
や
る
よ
う
な
こ
と
を
や
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
平
時
に
お
い
て
、
そ
の
間
を
利
用
し
、
こ
れ
に
対
す
る
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
の
妥
当

で
あ
る
こ
と
は
、
誰
れ
も
異
論
の
な
い
一
つ
の
公
理
と
な
つ
た
、
救
護
団
体
の
恒
久
性
と
、
そ
の
先

見
の
義
務
と
は
、
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
』
」 

ナ
ポ
レ
オ
ン 

「
な
ん
だ
、
君
た
ち
の
先
見
性
と
は
、
戦
争
に
対
す
る
平
時
の
備
え
の
こ
と
か
」 

ピ
ク
テ 

「
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
の
先
見
性
は
不
要
で
す
し
、
不
可
能
で
す
。
今
日
の
一
人

を
救
わ
な
け
れ
ば
、
明
日
の
百
人
を
救
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
先
見
性
は
、
も
と
よ
り
不
可

能
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
不
可
能
な
先
見
性
に
基
づ
い
て
、
今
日
の
一
人
を
見
捨
て
る
よ
う
な
こ

と
は
し
ま
せ
ん
。
一
六
四
頁
に
進
み
ま
す
・
・
・
故
に
、
赤
十
字
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
対
す
る
備

え
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
赤
十
字
は
、
常
に
、
最
悪
の
事
態
が
起
る
か
の
よ
う
に
さ
え
、
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
赤
十
字
は
、
最
も
苛
烈
な
戦
闘
の
最
中
に
、
人
命
を
戦
争
と
奪
い
合
う
の
で

あ
る
か
ら
、
要
す
る
に
、
戦
争
は
誰
れ
よ
り
も
嫌
い
な
の
で
あ
る
が
、 

し
か
し
、
戦
争
に
不
意
打
ち
を
喰
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
家
が
強
力
な
軍
備
を
擁
し
て
い

る
こ
と
は
、
仮
令
そ
れ
が
純
然
た
る
自
衛
の
た
め
だ
と
し
て
も
、
戦
争
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

 

少
く
も
、
過
去
の
悲
劇
的
な
経
験
か
ら
、
教
訓
を
ひ
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
一
つ
の
例
は
、

先
見
の
欠
け
て
い
る
こ
と
が
ど
ん
な
結
果
へ
導
く
か
を
わ
れ
わ
れ
に
示
す
で
あ
ろ
う
。 

一
九
〇
七
年
の
へ
ー
グ
会
議
は
、
文
民
が
不
可
侵
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
戦
時
に
お
け
る
文
民
の
地
位
を
改
善
す
る
た
め
の
こ
ま
か
い
規
定
を
つ
く
る
の

を
見
合
せ
た
。
第
一
次
大
戦
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
誤
つ
て
い
た
こ
と
を
露
骨
に
示
し
た
。
赤

十
字
国
際
委
員
会
は
、
一
九
二
一
年
以
来
、
文
民
を
保
護
す
る
た
め
の
完
全
な
条
約
の
で
き
上
る
よ

う
努
力
し
た
。 
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し
か
し
、
政
府
側
で
は
、
こ
の
よ
う
な
発
案
を
不
適
当
と
認
め
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
二
九
年

の
外
交
会
議
は
、
軍
人
の
地
位
に
つ
い
て
だ
け
き
め
た
。
赤
十
字
の
新
ら
し
い
努
力
に
か
か
わ
ら
ず
、

文
民
保
護
の
問
題
を
討
議
す
べ
き
外
交
会
議
は
、
一
九
四
〇
年
に
し
か
開
か
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
た
。 

そ
れ
は
遅
す
ぎ
た
。
保
護
を
今
一
度
失
つ
た
一
般
住
民
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
全
期
間
を
通

じ
、
言
語
に
絶
す
る
苦
痛
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。 

有
名
な
条
約
が
や
つ
と
で
き
上
る
た
め
に
は
、
一
九
四
九
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の

で
あ
る
」 

ピ
ク
テ
は
、
最
後
に
文
民
保
護
条
約
の
大
き
な
成
果
を
強
調
す
る
と
、
講
義
を
終
え
て
去
っ
た
。

一
九
五
二
年
に
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅰ

」
を
発
刊
し
、
一
九
五
六
年
に
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」

を
発
表
し
終
え
た
ピ
ク
テ
は
、
い
よ
い
よ
文
民
を
保
護
対
象
と
し
た
第
四
条
約
の
解
説
で
あ
る
「
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説Ⅳ

」
の
一
九
五
八
年
の
発
刊
に
向
け
て
の
作
業
に
忙
し
い
の
だ
。 

ナ
ポ
レ
オ
ン 

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
さ
ん
。
余
は
、
と
い
う
よ
り
、
私
は
、
非
常
に
論
理
的
な
思

考
力
に
優
れ
て
い
る
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ピ
ク
テ
の
比
例
原
則
の
話
は
、
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

「
そ
う
で
し
ょ
う
。
ど
う
も
人
命
の
よ
う
に
不
可
分
な
も
の
と
、
食
料
や
医

薬
品
の
よ
う
に
定
量
的
に
扱
え
る
も
の
と
を
混
同
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。 

そ
も
そ
も
比
例
原
則
な
ど
と
呼
ぶ
必
要
も
な
い
治
療
優
先
の
行
為
を
、
比
例
原
則
の
例
と
し
て

説
明
し
た
り
、
『
極
端
な
場
合
に
は
、
医
者
は
彼
の
属
す
る
社
会
の
社
会
的
、
人
道
的
通
念
に
従
い

こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
外
は
な
い
』
な
ど
と
説
明
責
任
か
ら
逃
げ
た
り
、
少
し
失
望
し
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
、
そ
の
人
道
的
通
念
と
や
ら
は
、
赤
十
字
と
無
関
係
で
は
な
い
で
し
ょ
う
に
。 

私
は
、
医
師
の
誓
い
に
比
例
原
則
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
は
反
対
し
ま
す
」 

ナ
ポ
レ
オ
ン 

「
幸
い
な
こ
と
に
、
比
例
原
則
は
、
医
師
の
誓
い
に
は
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い

で
す
ね
。
お
か
し
い
と
感
じ
る
人
は
、
少
な
く
な
い
の
で
し
ょ
う
。 

う
ー
む
、
思
い
出
し
た
ぞ
。 

最
大
多
数
の
最
大
幸
福
と
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
少
し
前
の
頃
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
の

ベ
ン
サ
ム
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
ベ
ン
サ
ム
も
、
幸
福
や
不
幸
を
定
量
化

し
て
計
算
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
よ
う
な
。 

面
白
い
や
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
数
値
化
で
き
れ
ば
、
合
理
的
に
処
理
で
き
る
か
ら
。 

そ
う
い
う
の
は
私
の
好
み
で
す
ね
。
数
値
化
し
、
合
理
的
に
考
え
、
合
理
的
に
戦
う
。 

し
か
し
ベ
ン
サ
ム
の
方
法
に
は
大
き
な
欠
点
が
あ
っ
て
、
戦
術
的
に
は
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。 
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ま
ず
、
『
最
大
多
数
』
と
『
最
大
幸
福
』
の
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の
か
を
決
め
な
い
と
、
目

標
は
一
つ
に
定
ま
り
ま
せ
ん
。
ベ
ン
サ
ム
は
、
少
数
派
無
視
の
批
判
を
受
け
て
、
『
最
大
幸
福
』
に

変
え
た
み
た
い
で
す
が
ね
。 

そ
れ
で
も
、
幸
福
し
か
計
算
式
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
損
得
バ
ラ
ン
ス
の
計
算
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
あ
る
学
者
が
、
目
標
を
『
最
大
幸
福
の
最
小
不
幸
』
に
変
更
し
、
ど
ん
な
幸
福
も
有

限
で
あ
っ
て
、
一
人
で
も
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
と
き
は
、
不
幸
が
無
限
大
に
大
き
く
な
る
と

い
う
設
定
に
し
た
と
こ
ろ
、
赤
十
字
の
要
求
に
近
く
な
っ
て
し
ま
い
、
新
し
い
概
念
と
し
て
唱
え
る

価
値
は
無
く
な
っ
た
の
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
私
は
、
勝
利
を
無
限
に
価
値
あ
る
幸
福
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
し
た

が
ね
。 

ま
あ
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
遊
び
で
す
よ
。 

私
は
も
ち
ろ
ん
、
私
の
天
才
的
直
観
、
そ
れ
は
冷
徹
な
ほ
ど
合
理
的
な
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ

に
最
大
の
信
頼
を
置
い
て
い
ま
し
た
。 

で
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
偉
大
な
る
恩
人
で
あ
り
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
住
人
と
し
て
ピ
ク
テ
の
大

先
輩
格
で
あ
る
ル
ソ
ー
さ
ん
は
、
一
言
も
発
言
し
ま
せ
ん
で
し
た
ね
え
」 

ル
ソ
ー 

「
比
例
原
則
に
私
が
気
づ
か
な
か
っ
た
と
は
、
不
覚
だ
っ
た
と
悔
や
む
べ
き
か
、
そ

れ
と
も
ピ
ク
テ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、
考
え
て
い
ま
し
た
。 

赤
十
字
運
動
は
、
実
に
単
純
な
感
情
的
活
動
な
の
で
す
よ
。
わ
れ
わ
れ
人
間
が
神
に
対
す
る
と

き
、
神
と
各
自
の
、
一
対
一
の
関
係
は
、
絶
対
平
等
で
す
。 

な
ぜ
数
値
化
で
き
な
い
も
の
を
定
量
的
に
扱
い
、
そ
れ
を
合
理
的
に
分
配
す
る
よ
う
な
無
理
な

こ
と
を
発
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

ピ
ク
テ
は
、
比
例
原
則
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
平
等
を
説
明
す
る
た
め
に
、
ま
る
で
言
い
訳
の
よ

う
に
、
『
近
眼
原
則
』
な
ん
て
も
の
ま
で
持
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
近
眼
原
則
こ
そ
、
赤

十
字
の
出
発
点
そ
の
も
の
で
し
ょ
う
。
目
の
前
で
、
助
け
を
求
め
て
い
る
傷
病
兵
を
救
わ
ず
に
は
お

れ
な
い
と
い
う
感
情
こ
そ
、
赤
十
字
を
生
ん
だ
の
で
す
か
ら
。 

も
し
私
が
『
社
会
契
約
論
』
に
比
例
原
則
を
記
述
し
て
い
た
ら
、
果
た
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
は

起
こ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
」 

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト 

「
ふ
っ
ふ
っ
ふ
ふ
ふ
、
み
ん
な
計
算
に
忙
し
く
て
、
革
命
ど
こ

ろ
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
に
。
負
傷
者
は
演
技
が
上
手
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
ね
え
。 

で
も
比
例
原
則
っ
て
、
簡
単
よ
。 
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み
ん
な
一
文
無
し
に
な
っ
た
と
き
、
元
金
持
ち
に
は
、
元
貧
乏
人
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
援
助
を

し
ま
し
ょ
う
っ
て
こ
と
で
し
ょ
。
金
持
ち
の
方
が
苦
痛
は
大
き
い
わ
。 

比
例
原
則
、
私
は
大
歓
迎
だ
わ
。 

で
も
そ
の
前
に
、
パ
ン
が
手
に
入
ら
な
い
人
は
、
お
菓
子
《
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
》
を
食
べ
れ
ば
い

い
っ
て
こ
と
、
忘
れ
て
な
い
か
し
ら
。
マ
リ
ー
の
代
替
原
則
っ
て
呼
ん
で
ね
。 

ル
ソ
ー
さ
ん
が
、
比
例
原
則
の
こ
と
を
書
い
て
く
れ
て
い
た
ら
、
私
も
ギ
ロ
チ
ン
に
架
け
ら
れ

な
く
て
す
ん
だ
か
し
ら
」 

ル
ソ
ー
は
、
比
例
原
則
の
こ
と
は
記
述
し
な
い
こ
と
に
決
め
た
。 

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
二
月
、
日
本
赤
十
字
社
の
外
事
部
長
の
井
上
益
太
郎
は
、
「
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
條
約
の
研
究
（
未
定
稿
）
（
四
）
第
一
条
約
（
陸
戦
）
」
を
残
し
て
い
る
。
井
上
は
ト
リ

ア
ー
ジ
禁
止
条
項
と
女
性
優
遇
条
項
、
つ
ま
り
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
一
条
約

第
一
二
条
の
第
三
項
と
第
四
項
（
英
語
正
文
で
は
そ
の
前
半
部
分
）
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
解

説
を
記
述
し
て
い
る
。 

 

（
四
） 

治
療
の
順
位 

 

「
治
療
の
順
序
に
お
け
る
優
先
権
は
、
緊
急
な
医
療
上
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
認
め

ら
れ
る
。
」 

 

こ
れ
は
第
二
項
に
あ
る
、
無
差
別
待
遇
に
対
す
る
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
赤
十
字
で
は
こ
れ

を
「
比
例
の
原
則
」
と
名
付
け
て
い
る
。
（
ピ
ク
テ
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」
日
本
版
第
四
九
頁
以
下

参
照
）
例
え
ば
伝
染
病
患
者
を
優
先
さ
せ
る
の
は
、
新
し
い
犠
牲
者
の
出
る
の
を
防
ぐ
上
に
お
い
て

必
要
で
あ
る
。 

 

（
五
） 

女
子
の
待
遇 

 

「
女
子
は
、
女
性
に
対
し
て
払
う
べ
き
す
べ
て
の
考
慮
を
も
っ
て
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」 

 

こ
の
規
定
は
こ
れ
迄
の
条
約
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
規
定
で
、
女
子
の
戦
斗
員
が
出
て
来
た

こ
と
に
よ
っ
て
特
に
必
要
と
な
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。 

 

「
特
別
の
考
慮
」
と
い
う
事
の
中
に
は
、
名
誉
と
礼
節
と
が
含
ま
れ
る
。
第
三
条
約
第
十
四

条
に
は
更
に
「
い
か
な
る
場
合
に
も
、
男
子
に
与
え
る
待
遇
と
同
等
に
有
利
な
待
遇
の
利
益
を
受
け

る
も
の
と
す
る
」
と
つ
け
加
え
て
あ
る
。
又
第
四
条
約
第
二
十
七
条
に
は
「
女
子
は
、
そ
の
名
誉
に

対
す
る
侵
害
、
特
に
、
強
姦
、
強
制
売
淫
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
猥
褻
行
為
か
ら
特
別
に
保
護
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

 

女
子
を
特
別
に
保
護
す
る
こ
と
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
原
則
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
女

子
も
、
そ
れ
に
相
応
し
く
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
。 
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「
そ
の
た
め
に
は
女
子
も
、
そ
れ
に
相
応
し
く
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
井
上
の
、
最

後
の
記
述
は
、
今
日
で
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
家
父
長
主
義
）
と
し
て
批
判
さ
れ
る
部
分
で
あ
ろ

う
。 そ

れ
で
は
こ
こ
で
、
こ
の
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」
の
影
響
を
受
け
た
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説

Ⅳ

（
赤
十
字
国
際
委
員
会
発
刊
一
九
五
八
年
、
榎
本
重
治
・
足
立
純
夫
共
訳
、
朝
雲
新
聞
社
発
行
一

九
七
六
年
）
」
と
「
同Ⅲ
（
赤
十
字
国
際
委
員
会
発
刊
一
九
六
〇
年
、
榎
本
重
治
・
足
立
純
夫
共
訳
、

朝
雲
新
聞
社
発
行
一
九
七
三
年
）
」
か
ら
、
無
差
別
条
項
や
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
に
関
係
し
た
部

分
を
取
り
出
し
て
紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
文
民
の
保
護
を
定
め
た
第
四
条
約
第
二
七
条
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
次
の
解
説
が
あ

る
。  

第
三
編
の
冒
頭
に
あ
る
第
二
七
条
は
、
こ
の
条
約
の
条
文
中
枢
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
全
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
法
規
」
が
根
拠
と
す
る
原
則
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
条
約

の
基
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
尊
重
の
原
則
及
び
男
女
各
人
の
基
本
権
の
不
可
侵
の
性
質
を
宣
言

し
て
い
る
。 

 

国
際
条
約
中
に
こ
の
原
則
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
法
的
義
務
を
有
す
る
性
質

の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
国
際
法
（
特
に
人
間
を
人
間
と
し
て
取
扱
う
人
道
国
際
法
）
の
歴
史
に
肝

要
な
進
歩
を
印
す
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
は
、
古
代
に
ま
で
遡
る
観
念
及
び
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
、
特
に
ト
マ
ス
学
説
を
通
じ
国

際
法
に
宗
教
改
革
の
思
想
が
あ
ら
わ
れ
た
と
き
以
来
の
観
念
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
（
註
一
）
。

こ
の
観
念
は
西
欧
文
明
の
み
の
特
色
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
文
明
の
基
礎
哲
学
、
特
に
回
教
国
、
印

度
及
び
極
東
の
哲
学
宗
教
中
に
も
根
ざ
し
て
い
る
。
第
二
七
条
は
思
想
と
法
律
の
進
化
の
特
徴
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
（
註
二
）
。 

 

第
一
七
回
赤
十
字
国
際
会
議
に
お
い
て
、
「
普
遍
的
人
道
法
の
基
盤
」
を
構
成
す
る
若
干
の

規
則
に
厳
粛
に
注
意
を
喚
起
せ
し
め
る
た
め
の
前
文
を
こ
の
条
約
に
設
け
よ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
外
交
会
議
に
お
い
て
は
こ
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
見

る
に
至
ら
ず
、
そ
の
た
め
本
条
は
、
こ
の
条
約
の
第
三
一
条
か
ら
第
三
四
条
ま
で
の
規
定
と
と
も
に
、

前
文
が
な
い
場
合
の
諸
原
則
を
規
定
し
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
註
三
）
。 

 

第
二
七
条
の
最
初
の
三
項
は
、
個
人
の
権
利
に
関
し
条
約
全
部
に
充
滿
す
る
精
神
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
最
終
項
は
軍
事
上
の
要
求
及
び
絶
対
的
に
必
要
な
国
家
利
益
に
関
す
る
留

保
を
規
定
し
、
共
同
社
会
の
権
利
と
自
由
に
対
す
る
個
人
の
権
利
及
び
自
由
と
の
均
衡
を
は
か
っ
て

い
る
（
註
四
）
。 

 

既
述
の
と
お
り
、
第
二
七
条
は
こ
の
条
約
の
準
拠
、
即
ち
他
の
全
規
定
を
考
え
る
場
合
の
中

心
点
で
あ
る
。
外
交
会
議
が
被
保
護
者
の
地
位
及
び
待
遇
に
関
す
る
規
定
を
第
三
編
の
冒
頭
に
置
い

た
の
は
、
こ
の
重
要
な
条
文
の
地
位
を
高
め
、
そ
の
基
本
的
重
要
性
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。 

註
一
、 

M
ax

 H
U

B
E

R

：L
e D

ro
it d

es G
en

s et l'H
u
m

an
ité, R

ev
u
e in

tern
atio

n
ale d

e la 

C
ro

ix
-R

o
u
g
e, 

一
九
五
二, 

六
四
六
頁 

以
下
参
照
。
こ
の
条
約
と
人
権
宣
言
と
の
共
通
点
に
つ
い
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て
は 

C
. P

IL
L

O
U

D

：L
a D

éclaratio
n
 u

n
iv

erselle d
es D

ro
its d

e l'H
o

m
m

e et les C
o

n
v
en

tio
n
s 

in
tern

atio
n
ales p

ro
tég

ean
t les v

ictim
es d

e la g
u
erre, ib

id
, 

一
九
四
九, 

二
五
二
‐
二
五
八
頁 

参

照 
註
二
、 

全
体
的
問
題
の
批
判
に
つ
い
て
は
、L

A
U

T
E

R
P

A
C

H
T

：In
tern

atio
n
al L

aw
 an

d
 

H
u
m

an
 R

ig
h
ts, L

o
n
d
o

n
 

一
九
五
〇
参
照
。
人
道
法
規
に
関
す
る
特
別
の
記
事
と
し
て 

H
. 

C
O

U
R

S
IE

R

：E
tu

d
es su

r la fo
rm

atio
n
 d

u
 d

ro
it h

u
m

an
itaire, G

en
ev

a, 

一
九
五
二 

参
照
。 

註
三
、 

F
in

al R
eco

rd
 o

f th
e D

ip
lo

m
atic C

o
n
feren

ce o
f G

en
ev

a o
f 

一
九
四
九, V

o
l. I, 

一

一
三
頁 

参
照 

註
四
、 

国
の
安
全
の
問
題
に
関
す
る
こ
の
留
保
は
、
合
衆
国
代
表
の
提
案
に
よ
り
一
九
四
九

年
の
外
交
会
議
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

読
む
人
が
読
め
ば
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

第
二
七
条
の
最
終
項
と
は
、
文
民
保
護
に
お
け
る
例
外
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
も
つ
と
も
、

紛
争
当
事
国
は
、
被
保
護
者
に
関
し
て
、
戦
争
の
結
果
必
要
と
さ
れ
る
統
制
及
び
安
全
の
措
置
を
執

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
例
外
規
定
が
、
結
果
的
に
、
文
民
保
護
に
お
け
る
抜
け
穴
を
用
意
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま

で
も
な
い
。 

結
局
、
民
主
主
義
国
が
、
民
主
主
義
に
反
す
る
人
間
関
係
を
、
作
戦
時
の
軍
隊
に
つ
い
て
は
一

時
的
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
、
混
乱
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
秩
序
が
、
最
大
の
保
護
を
一
時

的
に
実
現
す
る
と
思
わ
れ
る
と
き
、
赤
十
字
に
は
選
択
肢
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
秩
序
に
妥
協
し
、
何

ら
か
の
基
本
的
人
権
の
抑
圧
が
あ
っ
て
も
、
譲
歩
し
て
秩
序
に
協
力
し
、
一
時
的
に
最
大
の
保
護
を

実
現
し
た
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
保
護
に
価
値
を
認
め
ず
、
秩
序
と
全
面
的
に
対

決
し
て
、
ど
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
、
人
権
抑
圧
的
な
秩
序
と
の
戦
い
を
通
じ
て
、
長
期
的
か

つ
最
終
的
な
絶
対
保
護
の
獲
得
を
目
指
す
か
で
あ
る
。 

赤
十
字
国
際
委
員
会
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
際
に
は
、
前
者
を
選
ん
だ
の
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争
や
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
後
者
で
あ
る
。 

第
四
条
約
第
二
七
条
の
第
三
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
解
説
が
あ
る
。 

第
三
項 

― 

待
遇
の
平
等
性
：
無
差
別 

 

第
三
項
は
、
す
べ
て
の
被
保
護
者
に
差
別
待
遇
を
し
な
い
旨
の
付
加
条
項
を
設
け
て
、
同
一

基
準
の
待
遇
を
受
け
る
と
の
原
則
を
述
べ
た
文
言
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、
い
か
な
る
被
保

護
者
も
全
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
共
通
の
一
般
原
則
に
基
づ
き
（
註
一
二
）
、
条
約
が
宣
言
し
た
す
べ

て
の
権
利
と
自
由
を
享
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

差
別
に
関
す
る
各
種
の
基
準
の
表
（
人
種
、
宗
教
及
び
政
治
的
意
見
）
は
例
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
規
定
の
文
言
か
ら
し
て
明
瞭
で
あ
る
。
言
語
、
肌
の
色
、
社

会
的
地
位
、
財
産
状
態
及
び
門
地
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
言
で
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
条
約
の
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適
用
上
生
ず
る
も
の
で
な
い
限
り
、
い
か
な
る
差
別
措
置
と
い
え
ど
も
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。 

 
国
籍
は
例
示
の
基
準
中
に
は
含
ま
れ
ず
（
そ
れ
は
第
一
三
条
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
）
、
外

交
会
議
の
討
議
で
は
、
国
籍
は
黙
示
的
に
含
ま
れ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
（
註
一

三
）
。 

 

差
別
禁
止
は
一
切
の
差
別
を
禁
止
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。
こ
れ
は
不
利
な
性
質
の
差
別
の
み

を
排
除
す
る
と
の
文
言
の
制
限
的
性
質
か
ら
し
て
明
瞭
で
あ
る
。
被
保
護
者
の
健
康
状
態
、
年
令
及

び
性
別
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
せ
ず
に
、
本
質
的
に
不
平
等
と
な
る
事
態
で
平
等
を
適
用
す
れ
ば
、

そ
の
平
等
は
直
ち
に
不
当
な
も
の
と
な
る
。
平
等
の
原
則
は
、
こ
の
条
約
で
は
こ
の
よ
う
に
理
解
す

べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

被
保
護
者
に
与
え
る
待
遇
に
つ
い
て
一
切
の
不
利
な
差
別
を
行
う
こ
と
の
禁
止
は
、
消
極
的

義
務
に
止
ま
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
積
極
的
役
割
を
果

す
意
味
も
あ
る
。
例
え
ば
、
条
約
の
適
用
に
支
障
を
生
ず
る
場
合
に
は
、
占
領
国
は
占
領
地
域
の
す

べ
て
の
差
別
法
令
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
第
六
四
条
第
一
項
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。 

註
一
二
、 

例
え
ば
、
一
九
四
九
年
の
他
の
三
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
も
差
別
禁
止
の
規
定

が
置
か
れ
て
い
る
。
第
一
及
び
第
二
条
約
の
第
一
二
条
第
二
項
並
び
に
第
三
条
約
第
一
六
条
参
照
。 

註
一
三
、 

F
in

al R
eco

rd
 o

f th
e D

ip
lo

m
atic C

o
n
feren

ce o
f G

en
ev

a o
f 

一
九
四
九, V

o
l. 

II-A
, 

六
四
〇
‐
六
四
二
頁 

参
照
。 

捕
虜
の
保
護
を
定
め
た
第
三
条
約
の
第
一
六
条
に
つ
い
て
は
、
次
の
解
説
が
あ
る
。 

第
一
六
条 

平
等
な
待
遇 

 

階
級
及
び
性
別
に
関
す
る
こ
の
条
約
の
規
定
に
考
慮
を
払
い
、
ま
た
、
健
康
状
態
、
年
令
又

は
職
業
上
の
能
力
を
理
由
と
し
て
与
え
ら
れ
る
有
利
な
待
遇
を
留
保
し
て
、
捕
虜
は
、
す
べ
て
、
抑

留
国
が
人
種
、
国
籍
、
宗
教
的
信
条
若
し
く
は
政
治
的
意
見
に
基
く
差
別
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
基

準
に
よ
る
そ
の
他
の
差
別
を
し
な
い
で
均
等
に
待
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

本
条
は
、
更
に
付
け
加
え
た
無
差
別
の
条
項
と
併
せ
て
、
す
べ
て
の
捕
虜
は
同
一
の
基
準
の

待
遇
を
受
け
る
こ
と
の
原
則
を
表
明
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
条
約
は
明
文
で
規
定
す
る
特
別
の

規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
差
別
の
禁
止
は
、
こ
の
条
約
の
各
種
条
文
中
に
あ
る
特
別

の
規
定
に
基
づ
く
一
定
の
待
遇
の
差
異
と
実
際
上
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
待
遇
の
差

異
は
、
階
級
（
第
三
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
〇
条
、
第
四
三
条
、
第
四
四
条
、
第
四
五
条
、
第
四
九
条
第
二

項
及
び
第
三
項
、
第
六
〇
条
、
第
八
九
条
第
二
項
、
第
九
七
条
第
三
項
、
第
九
八
条
第
二
項
）
、
性
別
（
第
一
四
条
第

二
項
、
第
二
五
条
第
四
項
、
第
二
九
条
第
二
項
、
第
四
九
条
第
一
項
、
第
八
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
九
七
条
第
四

項
、
第
一
〇
八
条
第
二
項
）
、
労
働
の
適
性
（
第
四
九
条
、
第
五
三
条
、
第
五
五
条
、
第
六
二
条
）
、
年
令
（
第
四

九
条
第
一
項
、
第
四
五
条
）
、
又
は
健
康
状
態
（
第
三
〇
条
、
第
四
九
条
第
一
項
、
第
五
五
条
第
二
項
、
第
九
二
条

第
三
項
、
第
九
八
条
第
四
項
、
第
一
〇
八
条
第
三
項
、
第
一
〇
九
条
、
第
一
一
〇
条
、
第
一
一
四
条
）
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
不
利
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
差
異
の
み
を
排
除
し
て
い
る
。
健
康
、
年
令
、

性
別
、
階
級
又
は
職
業
適
性
の
よ
う
な
考
慮
を
払
う
こ
と
な
く
絶
対
的
平
等
を
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
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直
ち
に
そ
れ
は
不
正
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
こ
の
条
約
中
の
平
等
の
原
則
は
、
前
記
の
差
異

を
容
認
す
る
こ
の
流
儀
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
註
一
）
。 

 
こ
の
規
定
に
あ
る
各
種
の
基
準
の
表
は
例
示
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
規
定
の
文
言
自
体

か
ら
見
て
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
多
く
の
基
準
―
門
地
、
貧
富
の
状
況
、
言
語
、
肌
の
色
、
社

会
的
地
位
等
を
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

註
一
、Jean

 S
. P

ictet, R
ed

 C
ro

ss P
rin

cip
les, 

三
二
‐
四
〇
頁
参
照 

詳
し
い
こ
と
は
、
ピ
ク
テ
の
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」
を
見
よ
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

ピ
ク
テ
の
諸
原
則
は
、
や
が
て
赤
十
字
の
基
本
原
則
と
し
て
宣
言
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し

た
こ
と
は
、
ピ
ク
テ
と
い
う
人
物
が
、
赤
十
字
の
理
論
的
指
導
の
面
で
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
か
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

四
五 

一
九
六
五
年
赤
十
字
の
基
本
原
則
宣
言 

 

赤
十
字
の
七
原
則
（
人
道
、
公
平
、
中
立
、
独
立
、
奉
仕
、
単
一
、
世
界
性
）
に
つ
い
て
、
日

本
赤
十
字
社
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
ピ
ク
テ
が
詳
し
い
説
明
を
記
述
し
た
の
は
、

一
九
七
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

一
九
六
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
回
赤
十
字
国
際
会
議
で
「
赤
十
字
基
本
原
則
」

が
決
議
さ
れ
、
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

赤
十
字
基
本
原
則
は
、
赤
十
字
の
長
い
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
形
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
「
人

間
の
生
命
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
苦
し
ん
で
い
る
者
は
、
敵
味
方
の
別
な
く
救
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
人
道
」
こ
そ
が
赤
十
字
の
基
本
で
、
他
の
原
則
は
「
人
道
の
原
則

を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
で
す
。 

そ
し
て
、
「
人
道
」
に
関
す
る
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
運
動
（
以
下
、
赤
十
字
・
赤
新
月
）
は
、
戦
場
に
お
い
て
差
別
な
く
負

傷
者
に
救
護
を
与
え
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
生
ま
れ
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
下
に
お
い
て
人
間
の
苦
痛
を

予
防
し
軽
減
す
る
こ
と
に
、
国
際
的
お
よ
び
国
内
的
に
努
力
す
る
。
そ
の
目
的
は
生
命
と
健
康
を
守

り
、
人
間
の
尊
重
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
赤
十
字
・
赤
新
月
は
、
す
べ
て
の
国
民
間
の
相
互
理

解
、
友
情
、
協
力
、
お
よ
び
堅
固
な
平
和
を
助
長
す
る
。 

ま
た
、
「
公
平
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

赤
十
字
・
赤
新
月
は
、
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、
社
会
的
地
位
ま
た
は
政
治
上
の
意
見
に
よ
る
い

か
な
る
差
別
を
も
し
な
い
。
赤
十
字
・
赤
新
月
は
た
だ
苦
痛
の
度
合
い
に
し
た
が
っ
て
個
人
を
救
う

こ
と
に
努
め
、
そ
の
場
合
も
っ
と
も
急
を
要
す
る
困
苦
を
ま
っ
さ
き
に
取
り
扱
う
。 

「
公
平
」
の
説
明
に
、
ピ
ク
テ
の
比
例
原
則
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
苦
痛
の

度
合
い
な
ど
は
、
天
秤
に
か
け
る
よ
う
に
比
較
で
き
る
定
量
的
な
も
の
で
は
な
い
。 
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赤
十
字
の
七
原
則
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
今
日
も
な
お
重
視
さ
れ
て
い
る

が
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
小
さ
な
扱
い
に
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
七
原
則

を
扱
っ
た
ペ
ー
ジ
へ
の
到
達
に
は
段
階
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

四
六 

一
九
七
四
年
追
加
議
定
書
草
案
審
議
開
始 

 

一
九
七
四
年
か
ら
、
一
九
七
七
年
の
追
加
議
定
書
の
た
め
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
第
一
セ
ッ
シ

ョ
ン
は
二
月
二
〇
日
か
ら
三
月
二
九
日
ま
で
、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
一
九
七
五
年
の
二
月
三
日
か
ら

四
月
一
八
日
ま
で
、
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
一
九
七
六
年
の
四
月
二
一
日
か
ら
六
月
一
一
日
ま
で
、
第

四
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
三
月
一
七
日
か
ら
六
月
一
〇
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。 

公
式
審
議
記
録
そ
の
も
の
は
一
九
四
九
年
の
記
録
の
二
か
ら
三
倍
の
分
量
が
あ
る
が
、
無
差
別

条
項
や
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項
に
つ
い
て
は
、
特
記
す
る
よ
う
な
こ
と
は
少
な
い
。 

第
一
議
定
書
第
一
〇
条
の
草
案
と
成
立
し
た
第
一
〇
条
を
示
す
。 

D
R

A
F

T
 P

R
O

T
O

C
O

L
 A

D
D

IT
IO

N
A

L
 T

O
 T

H
E

 G
E

N
E

V
A

 C
O

N
V

E
N

T
IO

N
S

 O
F

 

A
U

G
U

S
T

 1
2
, 1

9
4
9
, A

N
D

 R
E

L
A

T
IN

G
 T

O
 T

H
E

 P
R

O
T

E
C

T
IO

N
 O

F
 V

IC
T

IM
S

 O
F

 

IN
T

E
R

N
A

T
IO

N
A

L
 A

R
M

E
D

 C
O

N
F

L
IC

T
S

 

（1
9
7
3

） 

P
A

R
T

 II W
O

U
N

D
E

D
, S

IC
K

 A
N

D
 S

H
IP

W
R

E
C

K
E

D
 E

R
S

O
N

S
 

 

第
二
編 

傷
者
、
病
者
及
び
難
船
者 

S
E

C
T

IO
N

 I G
E

N
E

R
A

L
 P

R
O

T
E

C
T

IO
N

 

第
一
部 

一
般
的
保
護 

1
9
7
4
D

P
1
-A

rticle 1
0
. -P

ro
tectio

n
 a

n
d

 ca
re 

 

 
 
 

1
. T

h
e w

o
u
n
d
ed

 an
d
 th

e sick
 sh

all b
e resp

ected
 an

d
 p

ro
tected

. 
 

 
 
 

2
. In

 all circu
m

stan
ces th

ey
 sh

all b
e treated

 h
u
m

an
ely

 an
d

 sh
all receiv

e w
ith

 th
e least 

p
o
ssib

le d
elay

 an
d
 w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n
 th

e m
ed

ical care n
ecessitated

 b
y
 th

eir 

co
n
d
itio

n
. 

 

一
九
七
三
年
第
一
追
加
議
定
書
草
案
第
一
〇
条 

［
保
護
及
び
看
護
］ 

一 

傷
者
お
よ
び
病
者
は
、
尊
重
さ
れ
、
か
つ
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

二 

す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
彼
ら
は
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
ま
た
、
可
能
な
限
り
遅
れ
る
こ

と
な
く
、
ま
た
い
か
な
る
不
利
な
区
別
も
無
く
、
彼
ら
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
治
療
を
受

け
る
べ
き
で
あ
る
。 

P
ro

to
co

l A
d

d
itio

n
a
l to

 th
e G

en
ev

a
 C

o
n

v
en

tio
n

s o
f 1

2
 A

u
g
u

st 1
9
4

9
, a

n
d

 rela
tin

g
 to

 

th
e P

ro
tectio

n
 o

f V
ictim

s o
f In

tern
a
tio

n
a
l A

rm
ed

 C
o

n
flicts (P

ro
to

co
l I), 8

 J
u

n
e 1

9
7
7

. 
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千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保

護
に
関
す
る
追
加
議
定
書 

（
議
定
書Ⅰ

） 

P
art. II W

O
U

N
D

E
D

, S
IC

K
 A

N
D

 S
H

IP
W

R
E

C
K

E
D

 

第
二
編 
傷
者
、
病
者
及
び
難
船
者 

S
ectio

n
 I : G

en
eral P

ro
tectio

n
 

第
一
部 

一
般
的
保
護 

1
9
7
7
P

1
-A

rticle 1
0
. -P

ro
tectio

n
 a

n
d

 ca
re 

1
. A

ll th
e w

o
u
n
d
ed

, sick
 an

d
 sh

ip
w

reck
ed

, to
 w

h
ich

ev
er P

arty
 th

ey
 b

elo
n

g
, sh

all b
e 

resp
ected
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一
九
七
七
年
の
第
一
追
加
議
定
書
の
第
十
条 

［
保
護
及
び
看
護
］ 

（
外
務
省
訳
を
改
変
） 

一 

す
べ
て
の
傷
者
、
病
者
お
よ
び
難
船
者
は
、
い
ず
れ
の
国
に
属
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ

ず
、
尊
重
さ
れ
、
か
つ
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

二 

す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
傷
者
、
病
者
お
よ
び
難
船
者
は
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
、
ま
た
、

実
行
可
能
な
限
り
の
高
水
準
で
、
か
つ
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
彼
ら
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
な

治
療
と
配
慮
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。
医
療
上
の
理
由
以
外
の
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
も
、
彼
ら

の
間
に
い
か
な
る
差
別
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

治
療
の
優
先
度
に
関
す
る
表
現
が
、
草
案
の
も
の
は
、
一
九
四
九
年
の
ト
リ
ア
ー
ジ
禁
止
条
項

と
比
較
し
て
も
、
後
退
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
草
案
に
関
す
る
審
議
で
、
目
立
っ
た
こ
と
の
み
を
紹
介
し
よ
う
。 

興
味
深
い
こ
と
に
、
「
い
か
な
る
不
利
な
区
別
も
無
く
（w

ith
o
u
t an

y
 ad

v
erse d

istin
ctio

n

）
」

を
「
い
か
な
る
差
別
も
無
く
（w

ith
o
u
t an

y
 d

iscrim
in

atio
n

）
」
に
替
え
よ
と
い
う
要
求
が
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
提
案
に
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
白
ロ
シ
ア
、
東
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ソ
連
が
賛
同
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。 

最
終
的
な
成
立
条
文
に
近
い
変
更
提
案
を
出
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ソ
連
、
英
国
、
米
国
も
連
名
で
、
最
終
案
に
近
い
条
文
を
提
案
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
提
案
は
い
ず
れ
も
、
草
案
の
無
差
別
表
現
が
後
退
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
反
発
の

よ
う
な
形
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。 

ま
た
一
九
七
四
年
の
審
議
中
に
、
前
に
紹
介
し
た
ベ
ル
ギ
ー
代
表
の
発
言
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

「
軍
医
は
、
最
大
多
数
の
患
者
に
最
大
の
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
基
本
原
則
に
基
づ
い
て
治
療
す
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る
も
の
で
あ
る
（M

ilitary
 d

o
cto
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o
rk

 o
n
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e b
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f p
atien
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）
」
と
い
う
発
言
が
、
議
論
に
発
展
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

前
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
代
表
が
発
言
し
た
と
き
の
会
議
に
は
、

ピ
ク
テ
も
参
加
し
て
い
る
。 

 

四
七 

一
九
七
九
年
赤
十
字
の
基
本
原
則
（
ピ
ク
テ
） 

 

ピ
ク
テ
の
執
筆
に
よ
る
「
赤
十
字
の
基
本
原
則
（T

h
e fu

n
d
am

en
tal p

rin
cip

les o
f th

e R
ed

 

C
ro

ss:C
o
m

m
en

tary

）
」
は
、
一
九
七
九
年
に
発
刊
さ
れ
、
井
上
忠
男
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
に
和
訳

さ
れ
た
。 

ピ
ク
テ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」
か
ら
全
く
発
展
し
て
い
な
い
。
比
例

原
則
の
考
え
方
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
に
価
値
を
置
い
て
い
る
こ
と
も
、

変
わ
り
な
い
。 

具
体
例
を
増
や
し
て
い
る
の
で
、
紹
介
す
る
。
も
は
や
何
が
お
か
し
い
の
か
を
指
摘
す
る
必
要

は
な
い
だ
ろ
う
。
小
冊
子
で
あ
り
、
頁
数
は
省
略
す
る
。 

最
初
に
、
あ
る
実
話
を
お
話
し
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
、
祖
国
を
再
び
制
圧
し
た
あ

る
部
隊
が
小
さ
な
町
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。
部
隊
の
司
令
官
は
そ
の
町
の
病
院
担
当
の
婦
人
に

「
わ
れ
わ
れ
の
部
隊
に
は
多
数
の
負
傷
兵
が
い
る
の
で
病
院
に
収
容
さ
せ
ろ
」
と
言
い
ま
し
た
。
彼

女
が
「
病
院
は
既
に
敵
の
負
傷
兵
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
話
す
と
、
司
令
官
は
「
奴
ら
を
外
に
出
し
、

味
方
の
兵
の
た
め
に
部
屋
を
空
け
ろ
」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
彼
女
は
、
「
私
を
殺
し
て
か
ら
そ

う
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
ド
ア
の
前
に
仁
王
立
ち
に
な
っ
た
の
で
す
。
司
令
官
は
彼
女
が
本
気
で

あ
る
こ
と
を
知
る
と
、
し
ば
し
戸
惑
い
を
見
せ
た
後
、
真
理
を
悟
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
負
傷
し
た

敵
は
、
も
は
や
敵
で
は
な
い
と
い
う
真
理
で
す
。
そ
し
て
部
隊
に
病
院
か
ら
退
去
す
る
よ
う
に
命
じ

ま
し
た
。 

 

こ
れ
こ
そ
無
差
別
の
原
則
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
国
籍
に
関
連
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
話
は
後
に
再
び
引
用
し
ま
す
。 

・
・
・ 

赤
十
字
は
、
無
差
別
の
要
求
は
絶
対
的
な
も
の
だ
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
外
的
な

状
況
で
は
選
択
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
薬
品
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
医
師
や
看
護

者
が
一
定
数
の
患
者
し
か
治
療
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
赤
十
字
に
と
っ
て
し
ば
し

ば
起
こ
る
悲
劇
で
す
。
そ
れ
は
こ
れ
以
上
難
船
者
が
し
が
み
つ
く
と
沈
没
し
か
ね
な
い
救
命
ボ
ー
ト

に
譬
え
ら
れ
ま
す
。 

 

人
は
一
体
、
最
初
に
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
不
幸
な
人
々
や
子
ど
も
の
手
を
オ
ー
ル
で
叩
く

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
医
師
が
助
か
る
望
み
の
な
い
者
を
放
置
し
、
ま
だ
助

か
る
見
込
み
の
あ
る
傷
病
者
や
飢
え
た
者
だ
け
を
手
当
し
た
例
を
数
多
く
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
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は
良
心
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
決
断
を
し
た
責
任
あ
る
個
人
の
問
題
で
す
。
そ
の
個
人
は
深
い
熟
慮

に
よ
り
、
賛
否
両
論
の
双
方
を
注
意
深
く
考
慮
し
て
結
論
を
導
く
の
で
す
。 

 
そ
の
よ
う
な
極
端
な
ケ
ー
ス
で
は
、
医
師
や
赤
十
字
要
員
は
、
自
分
が
住
む
社
会
に
広
く
見

ら
れ
る
社
会
的
な
、
あ
る
い
は
人
間
と
し
て
の
態
度
に
基
づ
い
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
責
任
を
負
う
べ
き
家
族
を
持
つ
者
を
そ
う
で
な
い
者
よ
り
優
先
す
る
場
合
も
あ
り
、
老
人

よ
り
若
者
を
優
先
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
男
性
よ
り
女
性
を
優
先
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
状
況
に
よ
り
ま
す
。
も
し
、
個
人
の
理
性
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
利
己
的
動
機
に
よ
ら
な
い
限
り
、
選
択
を
し
た
者
を
非
難
す
る
権
利
な
ど
誰
に
も
な
い
の
で

す
。
一
体
、
誰
が
完
全
な
正
義
の
物
差
し
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。 

・
・
・ 

人
間
を
平
等
に
扱
う
こ
と
は
、
私
た
ち
が
数
学
的
な
法
則
に
従
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
比
例

の
法
則
や
人
道
の
法
則
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。
平
等
な
取
り
扱
い
は
、
純
粋
に
同
じ
条
件
の
下
で

同
じ
人
々
に
対
し
て
は
正
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

理
想
と
す
べ
き
こ
と
は
、
各
自
に
同
じ
も
の
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
性
質
や
置

か
れ
た
状
況
に
よ
り
本
人
に
最
適
な
も
の
を
与
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
配
分
方
法
は
少
人
数

を
扱
う
場
合
は
可
能
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
に
対
し
て
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
・
・
・
社
会
が
権
利
の
平
等
を
必
須
条
件
と
考
え
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。 

・
・
・ 

公
平
の
原
則
と
の
関
連
で
扱
う
比
例
の
原
則
は
、
「
赤
十
字
は
最
も
緊
急
を
要
す
る
苦
痛
を
真

っ
先
に
扱
い
、
そ
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
こ
と
に
努
め
る
」
と
い
う
宣
言
の
第
二
節
に
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
文
章
は
完
璧
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
赤
十
字
は
、
個
人
の
苦
痛
の
度
合
い
に
比
例
し
て
、

ま
た
そ
の
緊
急
度
に
よ
る
優
先
順
に
個
人
の
苦
痛
を
救
う
こ
と
に
努
め
る
」（
ジ
ャ
ン
・
ピ
ク
テ
『
赤

十
字
の
諸
原
則
』
）
と
す
る
方
が
よ
り
明
快
で
す
。
こ
の
原
則
は
一
九
五
五
年
に
は
、
よ
り
上
手
く

精
緻
な
表
現
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

比
例
の
考
え
方
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
中
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
諸
条
約
は
あ
ら
ゆ
る
不
利
な
差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
女
性
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
特
別
の
敬

意
を
も
っ
て
扱
わ
れ
ま
す
。
同
様
に
子
ど
も
や
老
人
に
も
特
別
な
配
慮
を
す
る
の
は
当
然
で
す
。
ま

た
温
暖
な
気
候
に
慣
れ
て
い
る
捕
虜
に
は
通
常
以
上
に
配
慮
し
た
宿
舎
と
衣
服
を
提
供
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
。 

 

量
的
な
不
平
等
と
と
も
に
、
条
約
で
は
時
間
に
関
す
る
不
平
等
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
ま

す
。
治
療
の
順
番
は
、
緊
急
の
医
療
上
の
理
由
の
み
に
よ
り
優
先
順
位
が
認
め
ら
れ
る
と
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
医
療
要
員
が
大
量
の
負
傷
者
を
一
度
に
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

治
療
の
遅
れ
が
致
命
的
に
な
る
か
重
傷
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
者
か
ら
先
に
治
療
し
、
そ
う
で
な
い

者
は
後
回
し
に
し
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
食
糧
の
配
給
や
医
療
活
動
を
担
当
す
る
赤
十
字
要
員
は
、
最

も
緊
急
を
要
す
る
ニ
ー
ズ
か
ら
対
応
し
ま
す
。 

・
・
・ 
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こ
こ
で
無
差
別
の
項
で
既
に
言
及
し
た
「
敵
の
負
傷
兵
で
満
床
の
病
院
の
看
護
者
が
、
味
方
の

負
傷
兵
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
」
と
い
う
話
に
戻
り
ま
す
。
病
院
に
い
る
す
べ
て
の
兵
士
の
病
状

は
疑
い
な
く
重
傷
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
よ
り
柔
軟
な
方
法
、
つ

ま
り
両
軍
の
最
も
重
傷
者
、
つ
ま
り
即
座
に
入
院
や
外
科
手
術
が
必
要
な
者
に
優
先
治
療
を
行
い
、

両
軍
の
軽
傷
者
や
輸
送
可
能
な
者
は
後
方
の
町
へ
移
送
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら

で
す
。 

 

人
道
と
無
差
別
の
原
則
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
完
全
か
つ
即
座
に
救
援
を
行
う
こ
と
を
要
求
し

ま
す
。
実
際
の
日
常
生
活
で
は
、
す
べ
て
の
苦
痛
を
一
度
に
扱
う
に
は
資
源
が
不
十
分
で
す
。
し
た

が
っ
て
配
分
に
適
用
す
る
基
準
が
必
要
な
の
で
す
。
つ
ま
り
同
等
の
苦
痛
に
は
同
等
の
援
助
を
、
異

な
る
苦
痛
に
は
緊
急
度
を
考
慮
し
て
苦
痛
の
度
合
い
に
応
じ
た
援
助
を
、
と
い
う
基
準
で
す
。
赤
十

字
は
、
ニ
ー
ズ
の
度
合
い
に
よ
り
適
切
か
つ
義
務
と
し
て
差
別
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

 

比
例
は
、
赤
十
字
活
動
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
原
則
の
一
つ
で
す
が
、
そ
れ
に
到
達
す
る
に

は
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
赤
十
字
社
幹
部
は
既
に
こ
れ
を
良
く
理
解
し
て
お
り
、

一
九
四
六
年
に
「
最
大
の
ニ
ー
ズ
に
は
最
大
の
援
助
を
、
が
赤
十
字
の
唯
一
の
原
則
で
あ
る
」
（
英

国
赤
十
字
執
行
副
社
長
ジ
ョ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
卿
）
と
書
い
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
の
程
度
が
異
な
る

人
に
同
じ
援
助
を
与
え
る
こ
と
は
不
公
平
で
す
。
こ
れ
は
常
識
の
問
題
で
す
。
例
え
ば
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
の
帰
り
に
二
人
の
旅
人
に
出
会
っ
た
と
し
ま
す
。
一
人
は
食
事
を
食
べ
た
ば
か
り
で
、
も
う
一
人

は
丸
一
日
何
も
食
べ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。
パ
ン
ー
切
れ
を
二
人
に
半

分
ず
つ
与
え
ま
す
か
。
も
ち
ろ
ん
違
い
ま
す
。
パ
ン
を
よ
り
飢
え
て
い
る
方
に
多
く
や
る
の
が
道
理

で
す
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
す
。 

・
・
・ 

赤
十
字
が
自
国
以
外
の
人
々
の
た
め
に
資
金
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
ま
ず

最
初
に
国
民
を
救
え
。
そ
の
次
に
外
国
人
だ
」
と
い
う
反
論
に
直
面
す
る
か
ら
で
す
。
こ
の
種
の
自

国
民
エ
ゴ
は
広
く
横
行
し
て
い
ま
す
。 

・
・
・ 

誰
も
が
隣
人
を
助
け
る
こ
と
に
は
関
心
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
の
隣
人
を
持
た
な
い
不
幸
な

人
々
、
つ
ま
り
誰
か
ら
も
関
心
を
寄
せ
ら
れ
な
い
不
幸
な
人
々
が
い
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
赤
十
字

が
存
在
す
る
理
由
の
一
つ
で
す
。
他
か
ら
何
も
受
け
ら
れ
な
い
人
々
へ
の
援
助
や
寄
付
を
求
め
る
こ

と
で
、
赤
十
字
は
失
わ
れ
た
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
に
活
動
で
き
る
の
で
す
。 

 

不
幸
な
人
々
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
の
が
赤
十
字
で
す
。
「
誰
も
あ
な
た
方
を
愛
し
て

い
な
い
か
ら
こ
そ
、
私
は
あ
な
た
方
を
愛
す
る
。
私
が
あ
な
た
方
を
愛
す
る
の
は
、
あ
な
た
方
を
嫌

う
人
々
が
い
る
か
ら
で
す
」
。 

・
・
・ 

比
例
の
原
則
に
微
妙
な
影
響
を
及
ぼ
す
そ
の
他
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
か
ら
一
例
を

あ
げ
れ
ば
、
あ
な
た
が
ア
パ
ー
ト
を
出
た
途
端
、
ド
ア
の
外
に
二
人
の
物
乞
い
が
居
た
と
し
ま
し
ょ

う
。
急
い
で
い
た
の
で
、
あ
な
た
は
二
人
に
同
額
の
お
金
を
与
え
る
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
立
ち
止

ま
っ
て
二
人
を
見
る
時
間
が
あ
れ
ば
、
一
人
が
老
人
で
あ
る
こ
と
が
分
り
、
あ
な
た
は
彼
に
多
く
を

や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
う
一
人
が
若
者
で
あ
っ
て
も
片
腕
し
か
な
い
と
し
た
ら
、
彼
の
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方
に
よ
り
同
情
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
時
間
が
あ
っ
て
双
方
の
言
い
分
を
聞
く
時
間
が

あ
れ
ば
、
老
人
は
天
涯
孤
独
な
難
民
で
あ
り
、
若
者
は
養
わ
ね
ば
な
ら
な
い
子
ど
も
を
抱
え
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ど
ち
ら
に
同
情
す
べ
き
か
の
理
由
を
無
限
に
増
や
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
双
方
に
平
等
に
与
え
る
こ
と
は
善
い
こ
と
で
す
が
、
よ
り
思
慮
深
い
適
切
な
援
助
と
し
て

は
不
十
分
で
す
。
苦
痛
を
救
う
に
あ
た
り
、
区
別
を
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
行
為
で
あ
り
、
よ
り
大

き
な
努
力
と
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
大
き
な
愛
が
必
要
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

個
人
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
公
正
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
対
象
が
多
く
な
い
時
は
個
々
の

事
例
の
詳
細
に
立
ち
入
ろ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
組
織
の
場
合
に
は
、
組
織
的
な
援
助
を
行
う
に
あ

た
っ
て
同
じ
こ
と
を
す
る
の
は
不
可
能
で
す
。
特
に
そ
れ
が
国
際
援
助
の
場
合
に
は
、
そ
の
た
め
の

人
も
時
間
も
不
十
分
な
た
め
一
層
困
難
で
す
。 

 

も
し
二
人
の
病
人
に
た
っ
た
一
つ
の
血
清
し
か
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
二
人
で
分
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も
助
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
場
合
に
は
い
か
に
心
が
痛
も
う
と
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
同
様
に
、
一
般
的
に
は
救
援
物
資
を
際
限
な
く

配
分
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
効
果
を
生
む
た
め
に
は
援
助
は
集
中

的
に
行
い
、
一
定
期
間
は
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
は
限
定
し
た
人
々
の

た
め
に
集
中
的
に
行
う
方
が
、
限
ら
れ
た
資
源
を
多
く
の
場
所
に
分
散
さ
せ
、
誰
も
十
分
な
援
助
を

受
け
ら
れ
な
い
よ
り
は
良
い
の
で
す
。 

・
・
・ 

そ
れ
で
も
人
間
は
基
本
的
に
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
人
間
の
個
人
的
な
資

質
の
違
い
や
体
験
の
違
い
に
よ
り
人
間
を
平
等
に
扱
う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
公
平
性
が
そ
の
均
衡

を
回
復
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
間
を
再
び
平
等
に
す
る
た
め
に
は
、
最
も
効
果
的
な
方
法
で
援

助
し
、
最
も
恵
ま
れ
な
い
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
苦
痛
の
度
合
い
に
従
っ
て
援
助
す

る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
援
助
す
る
時
に
不
平
等
な
方
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
あ
る
状
況
下
で

の
不
公
平
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

先
に
述
べ
た
無
差
別
の
原
則
は
、
絶
対
的
な
意
味
で
は
な
く
、
そ
れ
を
調
整
す
る
要
素
を
付

け
加
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
合
法
的
で
必
要
な
差
別
が
あ
る
の
で
す
。
赤
十
字
の
分
野

で
は
、
こ
れ
ら
の
差
別
は
苦
痛
や
ニ
ー
ズ
の
程
度
と
生
来
の
脆
弱
性
な
ど
に
の
み
根
拠
を
持
ち
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
要
素
に
起
因
す
る
不
平
等
を
予
防
し
、
克
服
す
る
た
め
に
、
個
人
の
利
益
を
考

慮
し
て
差
別
が
行
わ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
赤
十
字
が
単
な
る
平
等
主
義
者
で
あ
る
こ
と
に
満
足

せ
ず
、
公
平
性
を
実
現
す
る
た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
理
由
で
す
。 

・
・
・ 

私
た
ち
は
、
政
治
そ
の
も
の
が
悪
で
あ
る
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
政
治
は
権
力
を
正
義
の
手
に
委

ね
る
こ
と
で
、
最
大
多
数
の
利
益
と
な
る
秩
序
を
作
る
の
に
役
立
ち
、
最
小
限
度
の
客
観
性
を
維
持

す
る
と
い
う
点
で
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

・
・
・ 

人
道
の
原
則
に
関
連
し
て
「
無
私
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
道
と
よ
く
似
た
も
の
で
す
が
機

構
的
な
原
則
と
言
え
る
も
の
で
す
。 
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無
私
は
赤
十
字
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
は
以
前
、
こ
れ
を
赤
十

字
の
黄
金
律
と
呼
び
、
一
九
五
五
年
に
『
赤
十
字
の
諸
原
則
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
定
義
し
ま
し
た
。 

 
「
赤
十
字
は
そ
の
活
動
か
ら
い
か
な
る
利
益
も
得
て
は
な
ら
な
い
。
赤
十
字
は
援
助
を
求
め

る
人
々
の
人
道
的
利
益
だ
け
に
関
心
を
持
つ
」
。 

 

赤
十
字
は
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
「
無
私
」
と
い
う
一
語
を
堅
く
守
っ
て
い
ま
す
。
赤
十
字

の
無
私
性
を
語
る
時
、
そ
れ
は
赤
十
字
が
自
己
の
利
益
を
求
め
な
い
こ
と
、
又
は
赤
十
字
の
利
益
は

保
護
や
援
助
を
求
め
る
人
々
の
利
益
と
一
致
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
赤
十
字
に
対
す
る
援
助
は
、

そ
の
援
助
が
必
要
と
さ
れ
る
犠
牲
者
の
た
め
で
あ
り
、
そ
の
逆
も
ま
た
同
じ
で
す
。 

 

赤
十
字
が
活
動
し
、
意
思
決
定
す
る
時
は
、
ま
ず
第
一
に
犠
牲
者
の
利
益
と
は
何
か
、
そ
の

活
動
が
犠
牲
者
の
利
益
に
な
る
か
ど
う
か
を
自
問
す
べ
き
で
す
。
こ
の
黄
金
律
に
よ
り
、
赤
十
字
は

直
面
す
る
ほ
と
ん
ど
の
問
題
を
間
違
い
な
く
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
困
難
な
状
況
下
で
、
そ

れ
は
磁
石
の
針
よ
り
も
正
確
に
道
を
示
し
て
く
れ
る
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
困
っ
て
い
る
人
の
本
当
の
利
益
を
確
か
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
す
べ
て
の
要
素
を
注
意
深
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
達
成
す
べ
き
こ
と
は
最
大
多
数
の

人
々
の
最
大
可
能
な
利
益
な
の
で
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
そ
れ
は
犠
牲
者
の
最
も
直
接
的
な
利
益

で
あ
り
、
そ
れ
が
決
定
的
に
重
要
な
の
で
す
。
そ
れ
に
は
人
間
の
最
も
大
切
な
所
有
物
で
あ
る
命
と

健
康
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
時
代
と
共
に
ま
す
ま
す
危
う
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
は
こ
れ
ら

の
生
死
に
関
わ
る
要
素
が
確
保
さ
れ
な
い
と
危
険
を
冒
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
治
療
の
遅
れ

が
致
命
的
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
赤
十
字
は
、
後
に
な
れ
ば
よ
り
多
く
の
命
を
救
え
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
不
確
実
な
望
み
を
抱
い
て
、
今
助
け
ら
れ
る
一
つ
の
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
。 

 

慈
善
活
動
の
本
分
は
、
人
間
の
幸
福
の
た
め
に
す
べ
て
を
投
げ
打
つ
こ
と
で
す
。
こ
の
考
え

方
は
、
そ
れ
を
曖
昧
に
す
る
よ
う
な
議
論
を
許
し
ま
せ
ん
。
赤
十
字
は
純
粋
に
慈
善
的
組
織
な
の
で

す
。
赤
十
字
は
人
間
の
苦
痛
を
救
う
と
い
う
た
っ
た
一
つ
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
の

他
の
活
動
は
す
べ
て
こ
の
一
つ
の
目
的
に
付
随
す
る
も
の
で
す
。 

 

四
八 

一
九
八
三
年
国
際
人
道
法
の
発
展
と
諸
原
則
（
ピ
ク
テ
） 

 

ピ
ク
テ
は
一
九
八
三
年
「
国
際
人
道
法
の
発
展
と
諸
原
則
（D

ev
elo

p
p

em
en

t et p
rin

cip
es d

u
 

d
ro

it in
tern

atio
n
al h

u
m

an
itaire p

ar Jean
 P

ictet

）
」
を
著
し
た
。
井
上
忠
男
訳
は
二
〇
〇
〇
年
で

あ
る
。 

こ
こ
で
も
人
間
優
先
の
、
強
い
個
人
主
義
的
考
え
方
と
、
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
と
い
う

全
体
主
義
的
な
考
え
方
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
幾
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。
ピ
ク
テ
が
、
ル
ソ
ー
に

起
源
を
も
つ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
型
民
主
主
義
は
、
英
米
型
の
多
数
決
型
民
主
主
義
よ
り
劣
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
記
述
も
あ
り
、
興
味
深
い
。 
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「
国
際
人
道
法
の
目
的
は
、
敵
対
行
為
を
制
限
し
、
そ
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
。
人

道
法
は
、
国
際
法
の
重
要
な
部
分
を
構
成
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
人
道
的
概
念
に
触
発
さ
れ
て
で
き

た
も
の
で
、
戦
時
に
お
い
て
個
人
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」 

「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
法
、
あ
る
い
は
人
道
法
は
、
戦
闘
外
に
あ
る
軍
隊
の
構
成
員
と
敵
対
行
為
に
参

加
し
な
い
そ
の
他
の
人
々
を
保
護
す
る
た
め
に
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
法
の
条
文
は
、
戦
争
犠
牲
者
の

た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
法
は
ハ
ー
グ
法
と
は
異
な
り
、
個
人
の
利
益
に
反

す
る
い
か
な
る
権
利
も
国
家
に
は
与
え
て
い
な
い
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
法
に
お
い
て
人
道
の
原
則
と
人
間

優
先
の
時
代
が
幕
を
開
け
た
の
で
あ
る
」 

「
１
７
世
紀
に
は
啓
蒙
主
義
の
時
代
が
到
来
し
た
。
そ
し
て
隣
人
愛
と
正
義
の
概
念
が
成
熟
し

て
理
性
的
な
形
を
と
っ
た
人
道
主
義
が
誕
生
し
た
。
・
・
・
哲
学
者
は
、
す
べ
て
の
人
間
は
平
等
で

奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
を
持
ち
、
国
家
は
そ
れ
を
保
障
す
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
た
。
最
も
重

要
な
問
題
は
、
最
大
多
数
の
人
々
の
最
大
可
能
な
幸
福
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
」 

「
戦
争
の
人
道
主
義
化
が
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
急
速
に
進
ん
だ
。
軍
隊
の
指
揮
官

同
士
で
犠
牲
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
事
前
に
結
ぶ
協
定
は
、
し
ば
し
ば
常
識
と
節
度
の
模
範
と
な

っ
た
。
・
・
・
こ
の
中
で
私
た
ち
は
、
国
家
間
の
条
約
の
目
的
は
、
当
事
国
同
士
が
国
際
的
に
約
束

し
あ
い
、
個
人
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
思
想
に
初
め
て
出
会
う
の
で
あ
る
」 

「
今
日
、
第
一
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
が
国
際
法
（d

ro
it d

es g
en

s
）
の
発
展
に
及
ぼ
し
た
大
き
な

影
響
を
想
像
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
歴
史
上
初
め
て
、
国
家
が
公
式
か
つ
永
続
的
な
文
書
の
形
態

を
と
っ
て
、
個
人
の
た
め
に
、
そ
し
て
利
他
的
な
理
想
の
た
め
に
国
家
権
力
を
制
限
す
る
こ
と
を
受

け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
は
じ
め
て
戦
争
が
法
に
譲
歩
し
た
の
で
あ
る
」 

「
将
来
の
法
の
制
定
者
が
、
そ
こ
に
二
つ
の
教
訓
を
見
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
・
・
・
第

二
は
、
全
権
委
員
に
よ
る
会
議
に
お
い
て
は
、
人
を
惑
わ
す
全
員
一
致
を
求
め
て
不
明
瞭
で
曖
昧
な

条
文
を
採
択
す
る
よ
り
は
、
は
っ
き
り
定
義
さ
れ
首
尾
一
貫
し
た
多
数
決
に
よ
り
解
決
を
行
う
方
が

良
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」 

「
戦
争
法
に
は
軍
事
的
必
要
性
を
優
先
さ
せ
る
規
定
や
表
現
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
強
調
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
戦
争
法
な
ど
必
要
な
い
で
あ
ろ
う
」 

「
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
法
律
に
も
『
不
可
能
な
こ
と
は
誰
か
ら
も
強
制
さ
れ
な
い
』
と
い
う
昔

か
ら
言
わ
れ
て
き
た
暗
黙
の
条
項
が
あ
る
。
こ
れ
は
は
っ
き
り
明
記
さ
れ
る
と
、
乱
用
さ
れ
た
り
、

偏
向
し
て
解
釈
さ
れ
る
危
険
が
大
き
い
の
で
暗
示
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
・
・
・
私
た
ち
は
『
不

可
能
な
こ
と
』
を
語
る
と
き
は
、
純
粋
に
物
理
的
に
不
可
能
な
こ
と
だ
け
に
言
及
す
べ
き
で
あ
る
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
当
事
者
が
条
約
に
違
反
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
以
外
の
行
動
が
不
可
能
だ

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
は
、
そ
の
当
事
者
で
あ
る
」 

「
要
約
す
る
と
、
軍
事
的
必
要
性
を
主
張
す
る
の
は
例
外
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

法
は
当
初
か
ら
戦
争
の
現
実
と
戦
争
か
ら
生
じ
る
限
界
を
十
分
予
測
し
て
作
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
法
は
、
人
道
の
最
低
限
の
要
求
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
絶
対
的
に
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」 

で
は
、
ピ
ク
テ
の
失
敗
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。 
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「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
と
は
功
利
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
「
最
大
多
数
」
と
い
う

言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
個
人
の
利
益
よ
り
も
集
団
の
利
益
を
優
先
す
る
。
そ
の
際
、
多
数
派
の
最
大

幸
福
を
追
求
す
る
の
で
、
少
数
派
に
と
っ
て
は
し
ば
し
ば
最
大
不
幸
と
な
る
。
特
に
、
功
利
主
義
が

単
純
多
数
決
主
義
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
と
き
、
多
数
派
に
よ
る
構
造
的
な
少
数
派
差
別
に
悪
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。 

功
利
主
義
そ
の
も
の
は
、
単
に
全
体
の
効
率
を
追
求
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
差
別
を
色
に
た
と

え
る
と
、
「
無
色
」
で
あ
る
。
他
の
差
別
的
な
考
え
方
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
最
大
多
数
を
考
え
る
対

象
の
受
益
母
体
は
何
な
の
か
、
ま
た
最
大
効
率
を
追
求
す
べ
き
「
幸
福
（
利
益
）
」
と
は
何
な
の
か

が
決
ま
り
、
初
め
て
固
有
の
差
別
色
が
つ
く
。 

功
利
主
義
と
相
性
が
好
い
の
は
、
排
他
的
差
別
が
明
確
な
全
体
主
義
で
あ
り
、
敵
対
的
差
別
関

係
に
立
脚
す
る
軍
隊
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
個
人
の
利
益
よ
り
も
組
織
の
利
益
を
優
先
す
る
。 

軍
隊
は
、
戦
争
と
い
う
自
由
人
一
人
ひ
と
り
の
独
立
し
た
力
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
極
限
状

況
を
想
定
し
、
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
人
権
に
つ
い
て
も
抑
制
し
て
、
組
織
力
を
効
率
的
に
発
揮

す
る
こ
と
を
徹
底
的
に
追
及
す
る
。
軍
隊
の
作
戦
は
、
無
数
の
効
率
計
算
式
か
ら
成
る
。
民
主
主
義

国
の
軍
人
が
国
の
た
め
に
犠
牲
と
な
る
と
き
、
利
益
を
考
え
る
最
大
多
数
の
受
益
母
体
と
は
、
国
民

全
体
で
あ
り
、
幸
福
と
は
戦
争
に
勝
つ
こ
と
で
あ
る
。
軍
隊
は
常
に
敵
を
明
確
に
描
く
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
効
率
の
計
算
式
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
存
立
基
盤
を
失
う
。 

全
体
主
義
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
功
利
主
義
は
、
戦
争
犠
牲
者
一
人
ひ
と
り
の
個
人
的
な
利
益
の

確
保
を
追
及
す
る
赤
十
字
精
神
と
は
、
明
ら
か
に
対
立
す
る
利
益
追
求
の
姿
勢
を
示
す
。
赤
十
字
は
、

一
人
ひ
と
り
の
「
彼
（
彼
女
）
の
人
間
と
し
て
最
低
限
の
基
本
的
な
幸
福
の
確
保
（
苦
痛
か
ら
の
解

放
）
」
を
追
及
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
組
織
の
最
大
利
益
追
求
と
は
し
ば
し
ば
衝
突
す
る
。 

し
か
し
、
ま
さ
に
組
織
の
利
益
追
求
と
衝
突
す
る
が
ゆ
え
に
赤
十
字
は
、
組
織
人
で
あ
る
軍
人

か
ら
も
尊
敬
さ
れ
、
特
別
な
地
位
・
役
割
を
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

も
し
赤
十
字
が
そ
の
精
神
面
に
お
い
て
、
巨
大
な
組
織
の
要
求
倫
理
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
た

め
に
妥
協
す
る
な
ら
ば
、
赤
十
字
は
存
在
理
由
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
巨
大
な
暴
力
か
ら

人
道
面
の
譲
歩
を
引
き
出
す
た
め
の
、
実
際
の
行
動
に
お
け
る
戦
術
的
な
妥
協
姿
勢
と
は
別
で
あ
り
、

人
道
思
想
の
倫
理
に
関
し
て
は
、
一
切
の
妥
協
を
許
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。 

『
今
日
、
一
八
六
四
年
の
第
一
回
赤
十
字
条
約
が
国
際
法
の
発
展
に
及
ぼ
し
た
大
き
な
影
響
を

想
像
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
歴
史
上
初
め
て
、
国
家
が
公
式
か
つ
永
続
的
な
文
書
の
形
態
を
と
っ

て
、
個
人
の
た
め
に
、
そ
し
て
利
他
的
な
理
想
の
た
め
に
国
家
権
力
を
制
限
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
は
じ
め
て
戦
争
が
法
に
譲
歩
し
た
の
で
あ
る
』 

（
ジ
ャ
ン
・
ピ
ク
テ
「
国
際
人
道
法
の
発
展
と
諸
原
則
」1

9
8
3
 
1 

） 

と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
改
定
作
業
に
お
い
て
主
導
的
立
場
に
あ

り
、
ま
た
最
も
重
要
な
解
説
者
で
も
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
・シ
モ
ン
・ピ
ク
テ
は
、
そ
の
一
連
の
解
説
の
中
で
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「
最
大
多
数
の
（
幸
福
、
最
大
利
益
、
人
々
の
最
大
可
能
な
幸
福
、
人
々
の
最
大
可
能
な
利
益
、
社

会
的
進
歩
と
幸
福
）
」
と
い
っ
た
表
現
で
、
功
利
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
肯
定
的
な
意
味
に
使
用
し

た
。
［
注
：
英
文
で
は
、“d

esig
n
ed

 to
 attain

 th
e g

reatest p
o

ssib
le m

easu
re o

f h
ap

p
in

ess fo
r th

e 

g
reatest n

u
m

b
er o

f p
eo

p
le”, “W

h
at m

u
st b

e attain
ed

 is th
e g

reatest p
o
ssib

le g
o

o
d
 fo

r th
e 

g
reatest p

o
ssib

le n
u
m

b
er.”, “w

h
ich

 w
ill b

e b
en

eficial to
 th

e larg
est n

u
m

b
er o

f p
eo

p
le” 

な
ど

の
表
現
を
使
用
］ 

本
来
無
色
の
功
利
主
義
は
、
他
の
差
別
的
価
値
観
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
差
別
効
率
の
計
算
式
が

作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
そ
の
効
率
追
求
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
色
が

つ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
差
別
を
否
定
す
る
博
愛
思
想
に
は
、
功
利
主
義
を
色
づ
け
す
る
よ
う
な

働
き
か
け
が
な
い
た
め
、
両
者
の
相
性
は
非
常
に
悪
い
。 

ピ
ク
テ
の
功
利
主
義
的
記
述
は
、
そ
の
前
後
の
文
脈
分
析
か
ら
、
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」

が
功
利
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
使
用
し
た
の
で
は
な
く
、
一
般
的
に
望
ま
し

い
状
態
を
さ
す
、
単
に
耳
に
よ
い
響
き
の
言
葉
（
流
行
語
）
と
し
て
使
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
推
測

さ
れ
る
。 

し
か
し
逆
に
ピ
ク
テ
は
、
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
と
い
う
表
現
を
不
用
意
に
使
っ
た
が
た

め
に
、
最
初
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
「
援
助
の
効
率
」
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
ピ
ク
テ
は
、
相
性

の
悪
い
博
愛
主
義
と
功
利
主
義
と
の
間
で
論
理
の
調
和
を
と
る
た
め
に
「
比
例
の
原
則
」
と
い
っ
た

考
え
方
を
発
展
さ
せ
た
。 

し
か
し
、
無
差
別
・
個
人
主
義
を
原
則
と
す
る
赤
十
字
の
世
界
観
の
中
で
、
特
定
の
利
益
集
団

を
想
定
し
、
援
助
の
効
率
追
及
を
正
当
な
も
の
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
な
ど
、
根
本
的
に
不
可
能
な

の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
婦
女
子
や
老
人
な
ど
弱
者
に
対
す
る
待
遇
は
、
純
粋
に
感
情
の
問
題
で
あ
っ

て
、
援
助
効
率
の
追
求
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
効
率
と
い
う
立
場
か
ら
弱
者
の
優
先
救
済
を
説
明
す

る
こ
と
は
難
し
い
。 

ピ
ク
テ
は
一
方
で
、
「
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
最
大
多
数
の
最
大
利
益
で
あ
る
。
」

と
言
い
な
が
ら
他
方
で
は
、
「
赤
十
字
は
、
『
明
日
百
人
を
救
い
う
る
か
も
知
れ
な
い
た
め
に
、
今

日
の
一
人
の
命
を
犠
牲
に
供
す
る
』
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
。
」
と
言
う 

2 

。
ピ
ク
テ
の
説
明
に

は
矛
盾
が
多
い
。 

一
連
の
解
説
書
の
中
で
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
一
条
約
第
一
二
条
第
三
項
（
治
療
の

順
序
）
に
関
す
る
ピ
ク
テ
の
解
説
は
、
厳
格
な
人
道
的
要
求
と
、
功
利
主
義
的
な
要
求
と
の
間
で
大

き
く
ふ
ら
つ
い
て
い
る
。 

ピ
ク
テ
は
矛
盾
に
気
づ
い
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
矛
盾
に
悩
み
、
苦
し
い
説
明
を
積
み
重
ね
て

い
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
ピ
ク
テ
は
功
利
主
義
に
対
す
る
批
判
、
そ
し
て
恐
ら
く
軍
隊
の
本
質
や

戦
場
医
療
の
実
相
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。 
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各
国
軍
隊
の
衛
生
科
部
隊
の
発
達
に
よ
り
、
ま
た
赤
十
字
社
の
「
多
角
経
営
」
に
よ
り
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
赤
十
字
理
念
の
原
点
で
あ
る
戦
場
医
療
に
対
す
る
赤
十
字
社
の
理
論
的
指
導
力
は

低
下
し
た
と
言
う
人
も
い
る
が
、
そ
の
こ
と
も
こ
う
し
た
問
題
と
無
縁
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。 

ピ
ク
テ
の
功
利
主
義
的
表
現
は
、
そ
の
後
、
日
本
で
も
米
国
で
も
、
赤
十
字
の
無
差
別
思
想
を

骨
抜
き
に
し
よ
う
と
い
う
功
利
主
義
的
解
釈
に
利
用
さ
れ
た
。
本
書
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
は
、
そ

の
骨
抜
き
の
歴
史
を
解
説
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

赤
十
字
の
存
在
価
値
は
、
組
織
優
先
の
全
体
主
義
と
の
厳
し
い
対
立
の
中
に
こ
そ
あ
る
の
で

あ
り
、
人
道
的
要
求
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
姿
勢
に
お
い
て
は
絶
対
に
妥
協
し
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
こ
と
は
ピ
ク
テ
も
よ
く
理
解
し
て
い
る
。 

『
赤
十
字
は
、
ど
ん
な
代
価
を
払
つ
て
も
、
こ
れ
を
放
棄
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
赤
十
字

は
こ
れ
ら
の
原
則
に
何
時
迄
も
忠
実
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
赤
十
字
は
滅
び
る
で
あ
ろ
う
』 

（
ジ
ャ
ン
・
ピ
ク
テ
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」1

9
5
5

 
3 

） 

赤
十
字
の
諸
原
則
の
中
で
も
絶
対
に
譲
れ
な
い
の
が
、
人
道
の
原
則
で
あ
る
。 

『
赤
十
字
ハ
、
苦
痛
ト
死
ト
ニ
対
シ
テ
闘
ウ
。
赤
十
字
ハ
、
人
間
ガ
、
ス
ベ
テ
ノ
場
合
ニ
於
テ
、

人
間
ラ
シ
ク
取
リ
扱
ワ
レ
ル
コ
ト
ヲ
要
求
ス
ル
。 

 

人
道
の
原
則
は
赤
十
字
の
原
理
の
中
で
唯
一
無
二
の
地
位
を
占
め
、
他
の
す
べ
て
の
原
則
は

こ
れ
に
依
存
す
る
。
機
構
の
根
本
的
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
理
想
、
動
機
及
び
日
的
を
示
す
。
も
し
赤

十
字
が
た
だ
一
つ
の
原
則
よ
り
も
つ
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
な
ら
、
そ
の
原
則
は
こ
れ
で
あ
る
』 

（
ジ
ャ
ン
・
ピ
ク
テ
「
赤
十
字
の
諸
原
則
」1

9
5
5

 
4
 

） 

ピ
ク
テ
の
著
述
に
は
、
絶
対
的
な
人
道
主
義
の
主
張
と
平
行
し
て
全
体
主
義
的
功
利
主
義
と
の

妥
協
の
姿
勢
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
か
ら
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
黙
認
し
た
世
代
の

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。 

『
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
沈
黙
を
続
け
る
中
、
ド
イ
ツ
の
赤
十
字
社
は
完
全
に
ナ
チ
ス
に
支
配

さ
れ
、
も
は
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
本
部
と
は
何
の
関
係
も
無
い
組
織
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ド
イ
ツ
赤
十
字
社
の
新
し
い
責
任
者
と
な
っ
た
の
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
グ
ラ
ビ
ッ
ツ
と
い
う

人
物
で
し
た
。
彼
は
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で
働
く
医
師
を
任
命
し
、
収
容
所
の
中
で
、
ど
の
囚
人
を
生

か
し
、
ど
の
囚
人
を
殺
す
か
、
選
ぶ
権
利
を
彼
ら
に
与
え
ま
し
た
。
外
科
医
の
カ
ー
ル
・
ゲ
ッ
プ
ハ

ル
ト
は
、
グ
ラ
ビ
ッ
ツ
の
副
官
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
二
人
は
収
容
所
の
女
性
達
を
利
用
し
て
、
忌

ま
わ
し
い
人
体
実
験
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
ゲ
ッ
プ
ハ
ル
ト
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
ま

し
た
。
彼
の
上
司
グ
ラ
ビ
ッ
ツ
は
、
既
に
自
殺
し
た
後
で
し
た
』 

（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
海
外
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
国
際
赤
十
字
の
光
と
陰
：
第
二
回
：
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
の
試
練
」5 

） 
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本
書
で
は
、
ピ
ク
テ
の
功
利
主
義
的
な
表
現
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
問
題
と
し
て
、
戦
場
医
療

に
お
け
る
治
療
の
順
序
の
変
更
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）
を
扱
っ
て
い
る
。
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
時
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
中
で
生
ま
れ
、
各
国
軍
に
広
ま
り
、
欧
州
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
と
き

に
最
も
発
達
し
た
。
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
味
方
の
負
傷
者
に
お
い
て
さ
え
作
戦
上
の
再
利
用
価
値
を
考

慮
し
な
が
ら
、
最
大
の
利
用
効
率
を
追
及
し
て
治
療
の
優
先
度
を
決
め
る
。
ま
し
て
敵
負
傷
者
の
治

療
は
後
回
し
と
な
る
。
治
療
の
後
回
し
な
ら
ま
だ
し
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
敵
の
人
命
が
非

人
道
的
な
目
的
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
明
ら
か
に
赤
十
字
精
神
を
根
底
か

ら
否
定
す
る
作
戦
概
念
で
あ
る
。 

赤
十
字
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
日
本
陸
軍
の
軍
医
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
が
味
方
負
傷
者
に

対
し
て
も
非
人
道
的
で
、
医
療
の
倫
理
に
反
す
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
だ
か
ら
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
を
入
手
し
た
陸
上
自
衛
隊
医
官
（
元
日
本
軍
軍
医
）
は
、

第
一
条
約
の
第
一
二
条
第
三
項
に
よ
り
ト
リ
ア
ー
ジ
の
全
面
的
禁
止
が
明
記
さ
れ
た
と
正
し
く
理

解
し
た
の
で
あ
る
。 

同
じ
く
、
朝
鮮
戦
争
後
の
米
軍
も
、
ト
リ
ア
ー
ジ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
で
禁
止
さ
れ
た
と
、
赤

十
字
精
神
に
沿
っ
て
素
直
に
解
釈
し
て
い
る
。 

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
各
国
軍
隊
で
ト
リ
ア
ー
ジ
が
復
活
し
、
今
日
、
災
害
医
療
の
分
野
に
ま
で

広
ま
っ
た
の
は
、
条
約
解
説
に
お
け
る
ピ
ク
テ
の
功
利
主
義
的
な
表
現
の
使
用
に
最
大
の
原
因
が
あ

る
。  

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
条
文
そ
の
も
の
に
は
、
功
利
主
義
的
な
表
現
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

赤
十
字
国
際
委
員
会
の
解
釈
は
、
条
約
解
釈
を
絶
対
的
に
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
非
常
に
権

威
あ
る
も
の
で
あ
り
、
赤
十
字
の
基
本
原
則
は
一
九
六
五
年
の
第
二
〇
回
赤
十
字
国
際
会
議
で
も
承

認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
功
利
主
義
的
な
表
現
は
速
や
か
に
修
正
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

人
間
性
を
無
視
し
た
機
械
的
な
功
利
主
義
が
も
た
ら
す
失
敗
は
、
日
本
人
も
よ
く
知
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。 

『
・
・
・
か
つ
て
の
軍
国
化
や
，
集
中
豪
雨
的
輸
出
に
よ
る
貿
易
摩
擦
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
，
あ
ま
り
に
も
「
能
率
」
「
効
率
」
を
重
視
し
す
ぎ
る
日
本
は
，
何
ご
と
に
も
暴
走
す
る
危
険
が

多
分
に
あ
る
』 

（
小
出
昭
一
郎
監
訳
「
反
＝
科
学
史
」
監
訳
者
あ
と
が
き
、1

9
8

4
 
6 

） 

こ
こ
で
、
日
本
赤
十
字
社
の
「
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
国
際
人
道
法
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
第
２
版
」

（
日
本
赤
十
字
社
総
務
局
組
織
推
進
部
青
少
年
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
課
編
集
、
二
〇
〇
七
）
の
ト
リ
ア

ー
ジ
に
関
す
る
説
明
を
紹
介
す
る
。 

「
赤
十
字
の
諸
原
則
・
標
章
に
関
す
る
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」 

「
【
事
例
２
】
友
人
を
手
当
す
る
赤
十
字
ス
タ
ッ
フ
」 
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地
震
に
よ
る
被
災
者
救
援
活
動
の
間
、
あ
る
赤
十
字
社
ス
タ
ッ
フ
は
、
足
を
骨
折
し
た
友
人
を

発
見
し
た
。 

他
に
も
っ
と
ひ
ど
い
け
が
を
負
っ
た
被
災
者
が
い
た
が
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
友
人
を
第
一
に
手

当
し
、
病
院
へ
運
ん
だ
。 

こ
の
対
応
を
非
難
さ
れ
た
と
き
、
彼
は
「
友
人
が
負
傷
し
て
お
り
、
助
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ま
た
全
て
の
被
災
者
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
反
論
し
た
。
あ
な
た
は
こ
の
ス
タ
ッ
フ
の
反

論
を
聞
き
入
れ
ま
す
か
。 

【
２
の
解
説
】 

こ
れ
は
、
赤
十
字
の
公
平
の
原
則
、
「
た
だ
そ
の
苦
痛
の
度
合
い
に
従
っ
て
個
人
を
救
う
こ
と

に
努
め
、
そ
の
場
合
、
最
も
急
を
要
す
る
困
苦
を
真
っ
先
に
取
り
扱
う
」
に
反
し
ま
す
。
救
援
・
救

護
活
動
の
現
場
で
行
わ
れ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
（
傷
病
者
の
傷
病
の
軽
重
に
よ
る
選
別
）
の
考
え
方
も
同

じ
で
す
。
事
例
の
友
人
を
親
や
兄
弟
、
敵
に
置
き
換
え
て
も
同
様
で
、
赤
十
字
の
職
員
に
限
ら
ず
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
て
も
同
じ
原
則
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
原
則
を
守
る
こ
と

が
、
赤
十
字
活
動
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

比
例
原
則
を
無
理
に
適
用
す
る
よ
り
は
、
「
第
一
に
先
着
順
を
、
第
二
に
重
傷
者
が
少
な
い
と

き
は
重
傷
者
を
優
先
す
る
」
と
い
っ
た
程
度
の
、
難
し
く
な
い
原
則
を
適
用
し
た
方
が
、
問
題
は
少

な
い
だ
ろ
う
。
完
全
な
重
症
度
診
断
な
ど
、
神
以
外
に
は
で
き
な
い
こ
と
な
の
だ
か
ら
。 

 

四
九 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓 

 

日
本
で
は
、
江
戸
時
代
の
学
者
で
あ
る
貝
原
益
軒
（1

6
3

0
-1

7
1
4

）
が
一
七
一
二
年
に
著
し
た
「
養

生
訓
（
巻
第
六
）
」
に
、
無
差
別
治
療
が
述
べ
ら
れ
て
い
る 

7 

。 

「
医
と
な
ら
ば
、
君
子
医
と
な
る
べ
し
、
小
人
医
と
な
る
べ
か
ら
ず
。
君
子
医
は
人
の
た
め
に

す
。
人
を
救
ふ
に
、
志
専
一
な
る
也
。
小
人
医
は
わ
が
為
に
す
。
わ
が
身
の
利
養
の
み
志
し
、
人
を

す
く
ふ
に
志
専
な
ら
ず
。
医
は
仁
術
也
。
人
を
救
ふ
を
以
（
も
っ
て
）
志
と
す
べ
し
。
是
人
の
た
め

に
す
る
君
子
医
也
。
人
を
救
ふ
志
な
く
し
て
、
只
、
身
の
利
養
を
以
（
も
っ
て
）
志
と
す
る
は
、
是

わ
が
た
め
に
す
る
小
人
医
な
り
。
医
は
病
者
を
救
は
ん
た
め
の
術
な
れ
ば
、
病
家
の
貴
賤
貧
富
の
隔

な
く
、
心
を
尽
し
て
病
を
治
す
べ
し
。
病
家
よ
り
ま
ね
か
ば
、
貴
賤
を
わ
か
た
ず
、
は
や
く
行
べ
し
。

遅
々
す
べ
か
ら
ず
。
人
の
命
は
至
り
て
お
も
し
、
病
人
を
お
ろ
そ
か
に
す
べ
か
ら
ず
。
是
医
と
な
れ

る
職
分
を
つ
と
む
る
也
。
小
人
医
は
、
医
術
流
行
す
れ
ば
我
身
に
ほ
こ
り
た
か
ぶ
り
て
、
貧
賤
な
る

病
家
を
あ
な
ど
る
。
是
医
の
本
意
を
失
へ
り
」 

も
ち
ろ
ん
、
日
本
で
も
、
も
っ
と
昔
か
ら
無
差
別
治
療
は
求
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
日

本
の
中
世
時
代
は
、
僧
侶
が
医
療
も
担
っ
て
お
り
、
仏
教
的
な
平
等
思
想
に
基
づ
く
無
差
別
治
療
が

行
な
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
古
く
か
ら
世
界
各
地
で
広
く
行
な
わ
れ
て
き
た
無
差
別
治
療
の
思
想

が
、
互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。 
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